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本報告書 は、 日本 自転車振興会か ら競輪収益の一部である機械工業振興資金の補助

を受 けて作成 した もので ある。



序

デー タベースは、わが国の情報化の進展上、重要 な役割 を果 たす もの と期待 されて いる。

今後、データベースの普及 により、わが国において健全 な高度情報化社会 の形成が期待 され

る。 さらに海外 に対 して提供可能 なデー タベースの整備 は、国際的な情報化への貢献および

自由な情報流通の確保の観点からも必要である。 しかしなが ら、現在 わが国で流通 している

データベースの中で わが国独 自の ものは1/3に すぎないのが現状であ り、わが国データベー

スサー ビスひいてはバ ランスあ る情報産業の健全 な発展 を図るためには、わが国独 自のデー

タベースの構築お よびデータベース関連技術の研究 開発 を強力に促進 し、デー タベースの拡

充を図 る必要がある。

この ような要請 に応 え るため、(財)デ ータベース振興セ ンターで は日本 自転車振興会から

機械工業振興資金 の交付 を受 けて、データベースの構築および技術開発について民間企業、

団体等 に対 して委託事業 を実施 している。委託事業 の内容 は、社会的、経済的、国際的に重

要で、 また地域お よび産業の発展の促進に寄与す る と考 えられているデータベースの構築 と

デー タベース作成 の効率化、流通の促進、利用 の円滑化 ・容易化な どに関係 したソフ トウェ

ア技術 ・ノ・一 ドウェア技術である。

本事業の推進に当 って、当財団に学識経験者の方 々で構成され るデータベース構築 ・技術

開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 して いる。

この 「書誌デー タベース用 ダイナ ミックシソー ラス ・エ ンジンの構築 と自然言語検索 シス

テムへの応用」は平成3年 度のデータベースの構築促進お よび技術開発促進事業 として、当

財団が株式会社紀伊國屋書店に対 して委託実施 した課題の一つである。 この成果が、データ

ベースに興味 をお持 ちの方々や諸分野 の皆様方のお役に立てば幸いであ る。

なお、平成3年 度データベースの構築促進お よび技術開発促進事業で実施 した課題 は次表

の とお りで ある。

平成4年3月

財 団法 人 デ ー タベー ス振 興 セ ンタ ー



平成3年度 データベース構築1技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1形 態学的コメントを含む病理データベースのプoト

タイプ作成

2交 通事故調査データベースのプロ トタイプの作成

3シ ルバ ーエイジの医療と福祉情報の実際的な活用を

目的 としたデータベース構築

4気 候情報データベースの構築

5地 下水情報データベ ースシステムの構築のための調

査研究

6フ ァジィに関する文献データベースシステムの開発

7大 学 におけるデータベース利用教育 システムに関す

る調査研究

8、 マルチメディア型社会科用データベースの開発

㈱ エス ・ピー ・オー

(財)日 本自動車研究所

美崎高齢者福祉互助会美崎生活

館

㈱エムテーエス雪氷研究所

㈱パスコ

(財)日 本情報処理開発協会

口外アソシエーツ㈱

㈱新学社

中小企業振興

地域 活 性化

9異 分野研究のための知的オ リエンテーション ・デー

タベースシステムの構築可能性調査

10瀬 戸内圏公共図書館の郷土資料データベースの構築

11記 事データベースアクセス用パイロッ トシステム構

築

12商 業調整支援データベースの構築

13地 域流通最適化に必要なデータベースの構築に関す

る研究

14情 報源検索データベースのプロトタイプ作成

㈱けいはんな

㈱中国新聞社

㈱河北新報社

㈱日本統計センター

(社)日 本ボランタリー ・チェ
ーン協会

セ ン トラル開発㈱

情報図書館RUKIT

海 外

15有 価証券報告書のMTデ ータ変換ソフ ト開発と英訳

辞書作成

16海 外の主要国際 ・国家規格データベースの構築

17ア ジア太平洋交流データベースの研究一プロ トタイ

プ作成 一

18先 端産業分野における専門用語の電子辞書データベ
ース化の調査研究

コムライ ンインターナ ショナル

㈱

日本電子計算㈱

㈱西 日本新聞社'

科学技術情報研究所㈱

技 術

19書 誌データベース用ダイナ ミックシソーラス ・エン

ジンの構築と自然言語検索システムへの応用

20知 的ハイパーメディアを活用したデ一夕ベLス 構築

に関する調査研究

21CD-ROMに よる光学材料データベースの構築

㈱紀伊國屋書店

㈱新世代システムセンター

㈱ リアライズ社
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1研 究 の 目的

1基 本構想

言葉 自体を電算 プログラ ミングの ソース コー ドと見なし、言葉 自体 に考 えさせ、 まとめさ

せ ることがで きないか。そのためには、言葉 自体 の計算可能 な論理 と言葉 の編成 を中核 とす

る文書の計算可能な構造性の解明が必要で、その程度に応 じて応用方 向への組織化の展望 も

開 けて くる。ダイナ ミックシソーラスの構想 も、 この方向に沿った開発構想で ある。

ダイナ ミックシソー ラス ・エ ンジン・プ ロジェク トは、言葉 自体の理論性 の解析原理 とし

て石川方式(平 成2年 度報告 を参照)を 採用 し、要素の重要度順 に実験 ・改良 ・応用 に取 り

組んでお り、初年度 は、文書の記述者の伝達意 図を表明している表現動作動詞の有効性 の実

験 ・証明であったが、今年度は、 その表現動作動詞 の網羅的作動実験 と問題点の洗 い出 し、

そ して解決方法の探 り出 しに専念 した。

自然語入力

検索端末 デ ー タ ベ ー ス ・ ホ ス ト

/
4
一 、一 一

'

一".

シソー フス ・エンシ 、ウ

/〆

z

ノ
'
'

ノノ

'

/＼ 、./
シソーラズ ㍗ ン

'～

'〆

ダ イナ ミッ,クシソ'一
'

ス ,'
''

/
テ㌧ タペ ース

/
♂'
'"
輪、
～ 一

～ ～～ }、 一～ {

入力
〉

一、 一、 一 十→
__ 一

タ'イ吉 クシソーラス

,一⌒ へ、'、'、
〆

・、'

㌔㌔ ノ
ー 一

一 一

図1.1:ダ イ ナ ミ ック シ ソー ラス の 位 置 付 け

一 ∫ 一



2具 体的取組み

2具 体的取組み

書誌データベースBOOKの 記述文(標 題、要 旨、内容 など)を 材料 として、動詞基本概念

体系下で の筆者意図伝達 を表 わす動詞(表 現動作動詞、意図動作動詞 など)を 手掛か りとし

て主題表現構文 を抽出 して文意解析 し、 その動詞句 に含 まれ る名詞を主題表現用語 とレて採

集 し、それ による検索で高適合 ・高網羅 の検索性能の達成を試みた(下 図の図1.2を 参照)。

当然、原理の現実データベースへの適用で は論理上 の不全(構 文解析での抽出漏れ、 ノイ

ズ抽出 ・採集な ど)や 構造上 の不全(こ とばの論理性 からでな くデータベースの設計 ・制作

上の規約 と遵守の曖昧性)な ども想定 され るので、問題点 を列挙 し、課題 と対策 も述 べた。

鮮
}ダ イナ ミ ッ ク ・

シ ソ ー ラ ス 構 築

ll

記事 の 文章体 ≦ 系語 句i

近接演算

/ノ
1

文意解析

(動詞意味

分類体系

に基づ く)

①

類 ・体 系

シソーラス)

アセ ッ ト1論 理 演 算

ゴ
②

③ 重要 文 ・

語 句 の抽 出1

②
、一

構文

文脈

統制用語

「③
!

重要語句
(

構文(文 節 ・

文脈)解 析

・句区分(

パー シング)

と形態素(

品詞)解 析

包(照 合)__脂 系の意味の分類体系化}、よる

体言系の意味の適正 ・重要度の自動判定

一 ーーー一c-一一一一ーノ一 一
(検 索)石 川方式を踏襲 口外NICEを 採用

}

図L2:ダ イ ナ ミック シソー ラス の概念 図
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IIシ ステ ム機能

本 章で は、 ダイ ナ ミック シ ソー ラス ・エ ンジ ン(以 下、DTEと 記 す)の システ ム機 能、 お

よび キー ワー ド抽 出ル ー ル につ いて整 理す る。

1使 用 デー タ

本 プ ロジェ ク トで は、BOOKデ ー タベ ース を使用 した。 これ は、 口外 ア ソシエ ー ツ株式 会

社 が作 製 し、ASSISTオ ンライ ンシステ ムを通 して提供 して い る図書 内容 情 報 の デー タベ ー

スで あ る。 この デ ー タベ ース の累 積 デ ー タ数 は、1991年 度 で約20万 点 で あ る。

実験 デ ー タ を入 手 す るため に使用 した検索 式 は、次 の通 りで あ る。評 価作 業 の こ とを考 慮

して、 作業 者 が 内容 に馴 染 みの深 い情 報処 理 分野 のデ ー タ を選 ん だ。

イ ミロン@十 ニ ンチ カガ ク◎ 十 ニ ンチ リロン@⊥ シゼ ンゲ ンゴ@十 キカイ ホ ン・

ヤ ク◎ 十 ジ ドウホ ンヤ ク◎ 十 グルー プウエ ア@十 グルー プテク ノ@十CSCW

この検 索 式 に よる検 索結 果 は269件 で あ った。 この中で 、最 新 デ ータ200件 を調査 対象 と

した。(添 付 資料1オ リジナル デー タを参 照)ま た、 この200件 の中で 、評 価作 業 の対 象 と

な る要 旨付 きデ ー タ は138件 で あ る。

BOOKデ ー タベー ス は、 大 き く分 けて 「標 題 」 「要 旨」 「内容 」 の3つ か ら構 成 され て い

る。本 プ ロジェ ク トの 調 査対 象 は、 この 「要 旨」 の部 分で あ る。

2シ ステム機 能

DTEシ ス テム と周 辺 シス テムの機 能 は、 図II.1:シ ス テ ム機能 図 の よ うに ま とめ る こ と

がで き る。

機能 図 にお いて、用 語抽 出 システ ムは、 日外 ア ソシエ ー ツ株式会 社 が開発 したデ ー タベー

ス用 語 管理 シス テ ムで あ るNICEの 機 能 を使用 した。NICEは 、ス トップ ワー ド方式 に よる
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2シ ステ ム機能

用 語抽 出機 能 と辞書方 式 に よるキー ワー ド抽 出 ・拡 充機 能 を持 って い るが、 本 プ ロジェク ト

で は、NICEの 用 語抽 出機能 の部 分 を利 用 した。

NICEと 同様 の機能 を持 つ システム として、(株)平和 情報 セ ンター のHAPPINESや 、(株)エ

ム ・シー ・フー ドセ ン ターのFreeBaseな どが あ る。

DTEシ ス テム と用 語抽 出 システ ム を組 み合 わせ た もの を、以 下 でSYSTEMと 呼 ぶ。

DTEシ ス テム には、 キー ワー ド抽 出機能 と要 旨検 索機能 の2つ が あ る。 次 に、 それ ぞれ

の機 能 につ いて詳 し く説明す る。

2.1キ ー ワ ー ド抽 出機 能

BOOI(デ ー タベー スの要 旨に対 して、 最初 にDTEシ ステ ム を適 用 し、 そ の出 力結 果 に

対 して用 語 抽 出 シス テム を適用 す る。

DTEシ ステ ム は用言 辞書 その他 を参照 して 、 キー フ レーズ(キ ー セ ンテ ンス の場 合 も含

む)を 切 り出 し、用語 抽 出 システ ム は単 語切 り出 し機能 を使用 して、 キー フ レーズ か らキー

ワー ドを抽 出 す る。

デ ー タ#126を 例 に とって、 この 流 れ を説 明す る。

#126

【標 題 】LISPに よ る自然 言語 処 理

【要 旨】 本 書 はAIの コ ンピュー タ言語 ともい うべ きHSPを 用 いた 自然 言 語処

理 を出来 るだ けや さし く解 説 す る こ とを 目的 として い る。 したが って、LISPの

関数 は出来 るだ け基 本的 な もの を少 数 用 い る よ うに した。

1)DTEシ ステム は、要 旨の 中か ら、表現 動作 動詞 「目的 として い る」 に基 づ き、rAIの

コ ンピュー タ言 語 と もい うべ きLISPを 用 い た 自然言 語処 理 を出来 る だ けや さ し く解

説 す る こ と」の部分 を キー フ レーズ として抽 出す る。

2)用 語抽 出 システム は、DTEシ ステ ムが抽 出 した キー フレーズ の中 か ら以下 の キー ワー

ドを抽 出 す る。

AI、 コ ンピュー タ言 語 、HSP、 自然 言 語処 理

3)抽 出 キー ワー ドの評価

これ に対 して、DTEシ ス テ ムを使用 しな い場 合、用語抽 出 シス テム は以下 の用 語 を抽

出 す る。
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2.2検 索 機能

本 書、AI、 コ ンピュー タ言語 、HSP、 自然 言語 処理 、関数 、少数

この要 旨 に対 して、人 間 が真の キー ワー ドとして付与 した もの はrHSP」 と 「自然 言

語処 理 」で あ る。(こ の2つ が真 の キー ワー ドで あ る こ とは、標題 がrLISPに よ る自

然言語 処理 」で あ る ことか らも推定 で きる。)従 って、SYSTEMは 、用 語抽 出 シス テ

ムのみ を使用 した場合 よ りも、最 適 キー ワー ド候補 を抽 出 す る確率 が高 い と言 え る。

2.2検 索 機 能

SYSTEMは 、検 索 者 が 自然文 で入 力 した質 問文 に対 して も、 要 旨の場 合 と同様 の処理 を

行 な う。 す なわ ち、DTEシ ス テ ム と用語抽 出 システ ムを適用 し、 質問文 の キー ワー ドを抽

出 す る。 そ して、質 問 文 内抽 出 キー ワー ドとBOOKデ ー タベー ス内抽出 ・付 与 キー ワー ド

を照 合 し、検 索 す る。

例 として、検 索 者 が 次 の よ うな質 問文 を入 力 した として、 この流 れ を検 討 す る。

質 問文:コ ンピュー タ に よる 自然言 語処 理 につ いて知 りた い。

1)DTEシ ステム は、 この質問 文 か ら、質 問意図表 現動作動 詞 「知 りたい」 に基 づ き、 「コ

ンピュー タに よ る 自然 言語 処理 」の部分 を キー フ レーズ として抽 出す る。

2)用 語抽 出 シス テム は、DTEシ ステムが抽出 したキー フ レーズ か ら、以下 の キ ー ワー ド

を切 り出す。

コ ンピュー タ、 自然 言 語処 理

3)DTEシ ス テ ム は、BOOI(デ ー タベ ースの 中 か ら、 「コ ン ピュー タ」 「自然 言 語処 理 」

の キー ワー ドが付 与 され て い るデー タを検 索 す る。

4ペ ー ジの デ ー タ#126と この質 問文 は、「自然言 語処理 」 とい うキー ワー ドを共 通 に

有 す るので 、 デ ー タ#126は 検 索 の対 象 とな る。

4)検 索 機能 の評価

質問文 に単 な る 「関 数」 をキ ー ワー ドとして含 んで いる場合 には、デ ー タ#126は 検 索

され るべ きで は な い。(検 索者 が意 図す るの は数学 の 「関 数」で ある と考 え られ る。)

従 って、 この場合 、SYSTEMが 付与 したキー ワー ドは、用 語抽 出 シス テムの み を使 用

した場 合 よ りも、検 索精 度 の高 い検 索が で きる と言 え る。
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2シ ス テ ム機能

BOOK

デ ー タ

質問文

DTE

シ ス テ ム

用言辞書

など

DTE

シ ス テ ム

用 語 抽 出

シ ス テ ム

NICE

辞 書

用 語 抽 出

シ ス テ ム

検 索

(照 合)

図II.!:シ ス テ ム機 能 図
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3キ ー フ レ ー ズ 抽 出 」L・一ール

BOOKデ ー タベ ー ス の要 旨部 分 に対 して、 下記 、 キ ー フ レー ズ抽 出 ル ール を適 用 して、

キー フ レーズ を抽 出す る。 次 に、 この キー フレー ズ に対 して用 語 抽 出 シス テム を適 用 させ 、

キー ワー ドを抽 出す る。

以 下で は、DTEシ ス テ ムの キー フ レー ズ抽 出ル ール を述 べ る。

3.1ル ー ル の 原 則 ・前 提

1)優 先順 位

i)抽 出ル ール は大 き く3つ の グル ー プに分 かれて い る。数 字 の小 さい グルー プを優

先 す る。

・第1グ ル ー プ … 本 の要 旨に特 有 なル ール

・第2グ ル ー プ … 表 現 動作 動詞 に関 す る一般 的 なル ー ル

・第3グ ル ー プ … 括 弧 に関す るル ール

ii)各 グル ー プの 中で は、先 に記 したルール を優 先す る。

iii)各 セ ンテ ンス に対 して、1つ のル ール が適用 され た場 合 に は、 それ以 降 の ル ール

は適 用 しな い。

(以下 、各 ルー ル の中で 、下線 部(_)を キー フレーズ とす る。)

2)文 末認 定 ルー ル 「。」「!」「?」の いず れ かの文字 が あ った場 合 に、文 末 と認 定 す る。

3.2第1グ ル ー プ(本 の 要 旨 に 特 有 な ル ー ル)

A● ● ● は/で は+i+で あ る/で す/に あ る+文 末

注:「 ●●● は/で は」 は文 頭 、 あ るいは文 中で後 に読 点(、)が 続 く場合 に限 る。

● ●● の リス ト

本 書 は 本 書 で は 本著 作 は 本 特 集 は 本 講座 は

本 号 は 目的 は 内容 は 本 書 の ね らい は この辞 典 で

この本 は
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3キ ー フレーズ抽 出 ル ール

例:#24

【標題】 図解 人 口知能入門

【要 旨】 本書 は、{A:人 口知能 に関す る初心者 向けの解説書}で す。特 に、

図を多 くし、文章をや さし くして、初心者 にもわか りやすいように心がけ

ています。

B● ●●は/で は/に は 十 二 十 表現動作動詞 十 文末

注:「●●●は/で は/に は」は文頭、あるいは文中で後 に読点が続 く場合 に限 る。

● ● ●の リス ト

本書 は 本書で は

この本で は

本書 の理 論 は このマ ニ ュアル に は

例:#3

【標題】 言語処理 と機械翻訳

【要 旨】 機械翻訳の技術 を成熟 させ るにはまだ多 くの課題が残 されてい る

が、過去40年 にわた り検討 してきた技術を統合 して機械翻訳 システム とし

て実現す る時期 にきている。本書 は、{B:そ の ような観点に立 ち、現在の機

械翻訳の技術 と将来の高度な技術 を開発するための問題点を}述 べ る。

C～+● ●●+文 末

注:● ● ● は、主 に書物 に関す る語 で あ る。

例:#51

【標 題 】 ア クテ ィブ ・マ イ ン ドー人間 は動 きの なかで 考 え る

【要 旨】{C:身 体 と思 考 のみ ご とな相 互関連 を解 きあか し、 認知科 学 の新 し

いパ ース ペ ク ティ ブを示 した意 欲作}。

●● ●の リス ト

論文集 論 エ ッセイ集 書 ノ・ン ドブック 講座 意欲 作

特集 入門 一冊 読本

最前線 招待 提唱 焦点

鳥轍図

入門書 作品 著述 名著

対話 パ ラダイム ・マ ップ
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3.2第 エグル ー プ 体 の 要 旨 に特 有 なル ー ル)

D二+は/と は+何 か/な に か+文 末

～+と は+文 末

注:こ のル ール にお いて 、 「何 か」「なにか」 の後 には、「～ につ いて述 べて い る」 の よ

うな表 現動 作動 詞 が省 略 され て い る と考 え るこ とがで きる。

例:#64

【標題】 岩波講座 転換期 にお ける人間6科 学 とは

【要 旨】{D:人 間 にとって、社会 にとって、科学}と はなにか。生 き方 と価

値観の指針 を提示す る。

E二 二+動 詞(連 体 形)+か/の か/の だ ろ うか+文 末

注:こ の ルー ルにお いて も、「か」 「の か」「のだ ろ うか」の後 には、「～ につ いて述 べ て

い る」 の よ うな表 現 動作 動 詞 が省 略 されて い る と考 え る こ とがで き る。

例:#167

【標題】 応用言語学

【要 旨】{E:言 語学 の成果 はどのように}応 用 され るのか。子供の言語発達

の しくみか ら説 き明 かし、2言 語併用、翻訳理論、 自動翻訳 の問題を探究、

国語 ・外国語の教育方法に も言語学の応用を説 く。
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3キLフ レー ズ抽 出 ル ール

3.3第2グ ルー プ(表 現 動作 動詞 に関す る一般 ルー ル)

注!:表 現動作動詞 とは、動詞辞書でACTADEの コー ドを持 つ ものである。

注2:表 現動作動詞の活用形に対す る制限

・終止形 と連用 中止形 は、すべて対象 にす る。

・連体形 と連用形 は、次 の句接続詞につなが るもののみを対象 にする。

連体形 につ なが る句接続詞

が ため に ための とともに よう

連用形 につ なが る句接続詞

つつ つつ も なが ら

注3:表 現動作動詞 は、ルール① 以外 は、すべて能動態(M:a)で あるとする。

注4:次 の リス トが第2グ ルー プのルールの後 に与 えられて いる。

助詞(関 連格)

助詞(目 的格)

助詞(主 格)

助詞(疑 問格)

助詞(形 式)

助詞(始 点格)
「説明す る」に近 い概念 を表 わす表現動作動詞

形式動詞

抽象名詞

形式名詞
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3.3第2グ ル ー プ 俵 現動 作動 詞 に関す る一般 ル ール)

① ～(前 の動詞 まで)+助 詞(関 連格/主 格)+表 現動作動詞(受 動態M:p)

例:#111

【標題】 学習の理論 下

【要 旨】 本書のね らいは現代の学習理論 を理解 させ、その歴史的文脈 とその

背景 とを提供することにある。下巻では理性主義 による認知 一体制化 の考え

方に影響 された{1:ゲ シュタル ト派 や トールマ ンの学習理論や情報処理理論

とその発展}に ついて述 べられ、さらにこれ らの理論 と関連す る神経科学

や教育の応用 に も及んで いる。

② ～(前 の動詞 まで)+助 詞(疑 問格)+表 現動作動詞(「 説明す る」 に近 い概念 を表 わ

す動詞)

例:#124

【標題】 メンタルモデルー言語 ・推論 ・意識の認知科学

【要 旨】 著者 は、本書で認知科学 の研究のや り方の一つを示 して いる。{2:

実験心理学、論理学、言語学、人 口知能、そして哲学からのアイデア と方法

とをいかに統合す る}か を教えて くれ る。 とりわけ、計算理論 は、心の複雑

さを理解す るのに必要な決定的な方法 とメタファーのい くつかを提供 す る。

本書 は、広 く科学に興味 を抱 く読者 を念頭に書かれた もので ある。

③ ～(そ の前全体)+動 詞(連 体形)+抽 象名詞+助 詞(関 連格/目 的格)+表 現動作動詞

例:#188

【標題 】 コァ とプ ロ トタイ プー基 本 動詞 の意 味論

【要 旨】takeやgetな どの基本 動詞 の意 味 は多岐 に亘 り、相互 の関 連 性 が戴

然 と把 え に くい。{3:本 書で は、 これ を コァ とプ ロ トタイ プの概 念 を組 み合

わせ}整 理 す る理 論 を提案 し、 検証 を経 て かな り成 功 して い る。 意 欲 あふ

れ る研 究書 で あ る。

④ ～(前 の動詞 まで)+助 詞(関 連格/目 的格)+形 式名詞+抽 象名詞+助 詞(形 式)+

形式動詞+抽 象名詞+助 詞(始 点格)+表 現動作動詞

例:#85

【標 題 】 神 経 回路 モデ ル とコネ ク ショニズ ム
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3キ ー フレーズ抽 出ル ー ル

【要 旨】{4:今 、認知科学で もっともホ ッ トな脳の並列分散処理 の可能性 と

限界を}そ の基礎 となる原理か らて いねいに解説。

⑤ ～(そ の前全体)+表 現動作動詞(終 止形、前方 に関連格/目 的格 の助詞 なし)

例:#61

【標題】 人工知能ハ ン ドブ ック

【要 旨】人工知能 に関す る基礎か ら応用 までの全分野 を網羅。{5:歴 史的 な業

績や最近 ・特 に進歩 の著 しい分野 につ いて も積極的に取 り入れ}解 説。ハ

ン ドブ ックの性格上 ・将来 を見通 した普遍 的な記述。

⑥ ～(前 の動詞 まで)+助 詞(関 連格/目 的格)+表 現動作動詞

例:#159

【標題 】 比喩 と理解

【要 旨】 生 きた実例 を豊富 に駆使 して、{6:比 喩を通 した認知のメカニズム

}を 詳細に分析。本格的比喩研究 の書。

3.4第3グ ル ー プ(括 弧 に関す る ルー ル)

以下 の括 弧 の 中を キー フ レー ズ とす る。

〈 〉 〈 〉 「 」 『 』""

例:#147

【標 題 】 意 味 と情 報

【要 旨】 情 報 な る もの が単 に大 量 に氾濫 して い るだ けで は、人 々の間 の コ ミュニ

ケ ー シ ョ ンも、社 会 的 な統合 も促 進 され る とは限 らない。情報 は適 切 な意味 を

担 って適 切 な場 で伝 え られ るので な けれ ば役 に立 たな い。つ ま り、情 報 に とって

は、単 に形式 的 な量 だけで な く、 そ のr{<:意 味}』 とr{〈:文 脈}』 が重 要で あ

る。 そ こで そ うい う観 点 か ら、 情 報 とい うもの を見 よ う とい うのが、 この一 連

の共通 の テー マで あ り、全 体 をま とめ てr{<:意 味 と情報}』 と名 づ けた次 第で

あ る。
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3.4第3グ ルー プ 〔括 弧 に関 す るル ール)

◎ 品詞 リス ト

・ 助詞(関 連格)

に つ いて,に つ いて も,に つ いて は,に 関 して

・助詞(目 的格)

に(動 詞 「光 をあて る」「焦点を当て る」に対 してのみ)

を(そ の他の動詞 に対 して)

・助詞(主 格)

が

・ 助詞(疑 問格)

か を,な の か を,の か を

・助詞(形 式) と,に

・ 助詞(始 点格)

か ら,よ り

・ 「説 明す る」 に近 い概念を表わす表現動作動詞

解説す る,解 説 した,解 説 している,解 説 しています,解 説

説明す る,説 明 している,説 明 しています,説 明 し

教 えて くれ る

詳解 しています

・形 式 動 詞

な る,あ る

・抽 象 名 詞

研 究,基 礎,原 理,こ と,意 味,理 論

・形 式 名 詞

そ の,こ の,そ れ ら,そ れ らの

そ れ,こ れ,こ れ ら,こ れ らの

一13一



3一 キ ー フ レ ー ズ 抽 出 ル ー ル

◎ 動詞辞書 の構成

使用 データに現れ た全ての動詞は、次の情報 を付与 され た形で動詞辞書 に リス トされて

いる。

1)基 本概念記号

記号 名称

ACTADE

空欄

表現動作動詞

その他の動詞

注:表現動作動詞以外の基本概念 は昨年度報告書 の21ペ ー ジで分類 されて いる。

2)動 詞 の時制記号(形 式T:x)

記号(x=) 意 味

tD
且

P

f

s

過 去(past)

現 在(present)

未 来(future)

語 幹 の み(stem)

3)動 詞の様態記号(形 式M:y)

記号(y=) 意 味

a

D⊥

能 動(active)

受 動(passive)

4)動 詞 の ア ス ペ ク ト記 号(形 式A:z)

記 号(z;)

a

n

C

k

鋤

W

m

意 味

肯 定(aMrmation)

否 定(negati・n)

仮 定(conditional)

継 続(C・ntＬnu・US)

可 倉皇(ability)

希 望(want)

義 務(must)

5)活 用形記号(形 式C:w)

記号(w=) 意 味

終止

連体

連用

連用中止

終止形

連体形

連用形

連用中止形
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3.4第3グ ルー プ(括 弧 に関 す るル ール)

注1:終 止 形 と連体 形 の 区別方 法

動詞 の右側 が 「。」 「!」「?」「一」 の いずれ かの場 合

動詞の右側 が 「読点+動 詞」の場合(#100)

その他

注2:連 用形 と連用 中止形の区別方法

アスペク トが仮定(A:c)の 場合

動詞の右側 が読点の場合

その他

→ 連用形

→ 連用 中止形

→ 連用形

→ 終止形

→ 終止形

→ 連体形
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3キ ー フ レー ズ抽 出 ルール

◎ 動詞辞書のサンプル

印刷された
隠された
営み得ない

影響された
映す
越えた

越えて

越えていく
越えられない

越えられぬ
往来し
応用 されつつある

応用 されていく
応用 される

応用できる

横断する
下ろした

仮設される
可能にしてくれる

果たす
解きあかし

解き明かされる
解き明かし

解 く
解決する

解説
解説されている

解説した
解説した
解説しています

解説している
解説する

解説する
解読し

解明

解明し
解明する

開 く
開催された

開催された
開発され
開発した

開発する
概観し
概観している

拡張し
確立 されなければならない

覚 えておいた

学ぶ

学ぶ

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(ni1)(T:pt,

(ni1)(T:pt,

(ni1)(T:P,

(nil)(T:pt,

(nil)(T:P,

(ni1)(T:pt,

(ni1)(T:P・

(nil)(T:P,

(nil)(T:P,

(nil)(T:P,

(nil)(T:P,

(ni1)(T:P,

(ni1)(T:P,

(nil)(T:P,

(ni1)(T:P,

(nil)(T:P,

(ni1)(T:pt,

(nil)(T:P,

(ni1)(T:P,

(ni1)(T:P,・

(ACTADE(nil)(T:p,

(ACTADE(ni1)(T:p,

(ACTADE(nil)(T:p,

((ni1)(T:P,

((nil)(T:P,

(ACTADE(nil)(T:s,

(ACTADE(nil)(T:p,

(ACTADE(nil)(T:pt,

(ACTADE(ni1)(T:pt,

(ACTADE(ni1)(T:p,

(ACTADE(ni1)(T:p,

(ACTADE(nil)(T:p,

(ACTADE(ni1)(T:p,

(ACTADE(nil)(T:p,

(ACTADE(ni1)(T:s,

(ACTADE(ni1)(T:p,

(ACTADE(nil)(T:p,

(

(

(

(

(

(

(nil)(T:P,

(nil)(T:pt,

(nil)(T:pt,

(ni1)(T:P,

(ni1)(T:pt,

(ni1)(T:P,

(ACTADE(nil)(T:p,

(

(

(

(

(

(

(ni1)(T:P,

(ni1)(T:P,

(nil)(T:P,

(nil)(T:pt,

(nil)(T:P,

(nil)(T:P,

P

P

a

P

a

a

a

a

a

a

a

P

P

P

a

a

a

P

a

a

a

P

a

a

a

a

P

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

P

P

a

a

a

a

a

P

a

a

a

H

M

M

H

H

M

M

M

M

M

H

M

H

M

M

M

M

M

H

H

H

M

M

M

H

H

H

H

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

H

M

H

M

M

H

M

M

M

M

M

M

午

〉

恥

⇒

㍉

馬

㍉

⇒

鵬

叱

蘂

ち

㍉

㍉

訪

〉

〉

㍉

㍉

馬

⇒

⇒

亀

⇒

㍉

〉

把

⇒

㍉

ち

把

ら

㍉

⇒

⇒

⇒

㍉

ら

硫

ら

ら

ら

⇒

ら

把

⇒

恥

硫

〉

恥

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

C:連 体))

c:連 体))

C:終 止))

c:連 体))

c:連 体))

c:連 体))

C:連 用 中 止))

C:連 体))

C:連 体))

C:連 体))

C:連 用))

C:連 体))

C:連 体))

c:連 体))

C:連 体))

C:連 体))

C:連 体))

c:連 体))

C:終 止))

C:連 体))

c:連 用 中 止))

C:連 体))

C:連 用 中 止))

C:連 体))

C:連 体))

c:終 止))

C:終 止))

C:終 止))

c:連 体))

C:終 止))

c:終 止))

C:連 体))

C:終 止))

C:連 用))

C:終 止))

C:連 用 中 止))

C:連 体))

c:連 体))

C:連 体))

C:連 体))

C:連 用 中 止))

c:連 体))

c:連 体))

C:連 用 中 止))

C:終 止))

C:連 用 中 止))

C:終 止))

C:連 体))

C:連 体))

C:連 体))

図IL2:動 詞解 析 ・分類 デ ー タ(部 分)
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IIIシ ス テ ム の構 築

1シ ステムの構造

シス テム の全体 は図III.1の よ うな構 造 を持 つ。

① ルール定義

↓

② ルール生成

↓

③ ルール抽出

↓

④ 表示 ・出力

図III.1:シ ス テ ム の 構 造

II章 で示 したダイ ナ ミック ・シ ソー ラス ・エ ンジ ン(DTE)の 抽 出ル ー ル に基 づ き、 入 力

デ ー タか ら該 当す る部分 を抽 出す る。抽 出 した部 分 は、入 力デ ー タ にマ ー クア ップ方式 で結

果 を示 し出力 す る。出力 され た結果 に は入力 デー タが保存 され て い るので、 これ を使 って抽

出 され た部分 の表 示色 を変 えた り、反 転 表示 させ た りで きるほか、他 シス テ ムヘ デ一 夕 を渡

し、 更 に処 理 を重 ね て行 な うこ とが可能 となって い る。

シス テ ム構築 の方針 として は、 ダイ ナ ミック シソー ラスエ ンジンのル ール に よる動作 の機

能 確認 を主 に行 な い、今 後 の実 用 シス テム を可 能 な限 りエ レガ ン トで スマ ー トで高 速 な プ ロ

グ ラムにす るた めの基 礎 デー タを収 集 す る こ とを 目的 とす る。
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ユ システ ムの構 造

1.1ル ー ル 定 義

図III.1① 部 分 で あ る。II章 で示 した ダイナ ミ ック ・シ ソー ラス ・エ ンジ ンの ル ール を、

システム処 理可 能 な形 式 に変換 し、ル ール を定 義 す る。

ルール定義 は、ルー ルの各 々の グル ー プの項 目毎 に独立 して行 なえる用 にす る。 また、ルー

ル の変 更 ・追 加 ・削 除 につ いて も簡単 にテ ス トで きる よ うに してお く。

1.2ル ー ル 生 成

図III.1② 部 分で あ る。1.1節 で定義 したダ イナ ミック ・シソ≡ラス ・エ ンジ ンルー ル ファ

イ ルを処 理 し、 実 際 に抽 出 ル ール処理 ル ー チ ンで使用 す る プ ログラムデ ー タを生成 す る。

ルール生 成 は、 ル ー ルデ ー タの各 々 につ いて、独 立 して生 成 方法 を制 御可 能 とす る。

1.3ル ー ル 抽 出

図III.1③ 部分 で あ る。1.2節 で生 成 したダ イ ナ ミック ・シソー ラス ・エ ン ジン抽 出ル ー

ル処理 プ ログ ラム を使 って、 入 力デ ー タ を処 理 す る。

抽 出 プ ログラ ムは今 回 はUNIX上 の 日本 語対 応sedを 使 用 した。 これ で ルー ル につ いて

十分検証 を行 い、実 行速 度 的 に満 足で きな けれ ば、専用 プ ログラムを作成 し対 処す る こ とと

す る。

1.4表 示 ・出 力

図III.1④ 部 分 で あ る。1.3節 で 出 力 したデ ー タを表示 ・出力 す る。

出力 デ ー タは、入 力 デ ー タの抽 出 され た部 分 をマ ー クア ップ した形 式 に な って い る。

表示 プ ログ ラム は、 マー クア ップ され た部分 の表示 を、他 の部 分 と色 を変 えて表 示す る。
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2プ ロ グ ラ ム 構 造

シス テム を構 成 す る プ ログ ラムの構 造 とフ ロー を図lll.2に 示 す。

レ三

越

成編

タ

ル

一

一

デ

ル

書誌データ

質問データ

②

前処理

③
ルール抽出

④

表示 ・出力

図III.2:プ ロ グ ラ ム ・ フ ロ ー

プ ログ ラム は2つ の 系 統 か らな る。第1系 統 はダイ ナ ミック ・シ ソー ラス ・エ ン ジ ンの

ル ー ル定 義 デ ー タを処 理 す る部分 で 、 同一 ル ー ル を使 う限 りは!回 の み処理 す れ ば良 い。

(図III.2①)

第2系 統 は入 力 デ ー タを処 理 し、出力 デー タを作 成す る部分 で あ る。 この時 に第1系 統 で

作 成 したデ ー タ抽 出処 理 デ ー タ を使 用 す る。(図III.2②,③,④)

2.1ル ー ル 生 成

図III.2① の プ ログ ラムで あ る。 ルー ル生成 プ ログ ラム は、 ダイナ ミック ・シ ソー ラス ・

エ ン ジ ンル ール定 義 デ ー タを用 いて ルー ル抽 出す るた めの プ ログラムデ ー タ を生成 す る。

図III.3に ルール生 成 を行 な うプ ログラムを示 す。 この プ ログ ラムか ら個 々の グル ー プ ・項

目に対 す る実 際 のル ール 生成 プ ログ ラム が起動 され る。 図III.4に 実 際 のル ー ル生 成 プ ログ
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2プ ログ ラム構 造

ラ ム の ひ とつ を示 す 。 これ は、 ダ イ ナ ミ ッ ク ・シ ソー ラ ス ・エ ン ジ ンの ル ー一>v:グ ル ー プ1・

項 目Aの 定 義 デ ー タ を 処 理 す る もの で あ る。

図III.3:ル ー ル 生 成 プ ログ ラ ム(dte-rule)

#!/bin/sh

PRIFIL=1a1#● ● ● は/で はetc.

PROFIL=1a2#で あ る/で す/に あ るetc.

TYPEIA=dtela.sed#ル ー ル 抽 出 用 デ ー タ 出 力 フ ァ ・fル

TEMP=/tmp/dte$$#作 業 用 フ ァ ・fル

cat$PROF工Ll

sort-rul

sed7s@^.*$@s/＼ ＼(XXXXX＼ ＼)＼ ＼(＼[＼^{}＼]＼*＼ ＼)&＼$/＼ ＼1{A:＼ ＼2}&/@'〉$TEMP

>$TYPEIA

foriinccat$PRIFIL`

do

sedt's/XXXXXノ$iノ`'$TEHP>〉$TYPEIA

done

rm$TEMP

図III.4:DTEグ ル ー プ1・ 項 目Aル ー ル 処 理 プ ロ グ ラ ム(dtset!a)
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2.2前 処 理

ル ール生 成 は ダイ ナ ミック ・シ ソー ラス ・エ ンジ ンの各 グル ー プ ・各項 目につ いて、 同様

の処理 を行 な い、 ル ー ル抽 出用 デ ー タファイル を生 成 す る。

2.2前 処 理

図III.2② の プ ログ ラムで あ る。 前処理 は入 力デ ー タか らダイナ ミック ・シ ソー ラス ・エ

ンジ ンに基 づ いて ル ー ル抽 出す る際 に、 あ らか じめ入 力 デー タに施 すデ ー タ処理 で、 次 の

ルー ル抽 出 と同時 に行 われ る。

2.3ル ー ル 抽 出

図III.2③ の プ ログ ラ ムで あ る。前 処理 を行 な った入 力 デー タ に対 して、 ダイ ナ ミ ック ・

シ ソー ラス ・エ ンジ ンの ル ールに基 づ いて重要 語句 の抽 出 を行 な う。前処 理 とル ール抽 出部

分 の プ ログ ラム を図III.5に 示 す。

抽 出 プ ログ ラム は今 回 はUNIX上 の 日本語 対応sedを 使用 した。 これで ルー ル に つ いて

十分検 証 を行 い、 実行 速度 的 に満 足で きなければ、専用 プ ログラム を生成 し対処 す る こ と と

す る。

2.4表 示 ・出 力

図III.2④ の プ ログラムで あ る。 ル ール抽 出結果 は図III.30の よ うに、原文 に抽 出部 分 を

マー クア ップ したデ ー タ を生成 す る。 これ に よ り抽 出部分 を カ ラー表示 した り、他 の プ ログ

ラム に渡 した りす る こ とが可能 とな る。カ ラー表 示 を行 な うプ ログ ラムを図 ■1.6に 示 す。
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2'プ ログ ラム構 造

#!/bin/sh

#ダ イ ナ ミ ッ ク ・シ ソ ー ラ ス ・エ ン ジ ン

#Copyright(C)1992

#

#入 力 デ ー タ 前 処 理 ・ル ー ル 抽 出 処 理

INFILE=datatype #入 力 ファイル指定

###要 旨 の み 処 理 す る(-aで 全 文 処 理)

GREP=i'egrep,'●|【 要 旨 】

###検 出 部 分 の み 出 力 す る(-sで 全 文 出 力)

SELC="egrep'●1{'sed's/【 要 旨 】 〃;s/【 標 題 】 〃;s/【 内 容 】 〃 川

#㈱ オ フ'シ ョ ン の 設 疋

fori

do

case$ユn

-a)GREP="cat"

-s).SELC=「'sed,s/＼({ .＼)＼(【.】 ＼)/＼2＼1/g,n

esac

done

#桝 処 理 開 始

cat$INFILEl

###前 処 理

sed's/＼([と や が で は を]＼)、/＼1/g,

sed,s//!/9;s/…//9,l

sed's/＼([一 ア ー ケ 亜 一幕]＼)、 ＼([一 ア ー ケ 亜 一堵]＼)/＼1・ ＼2/9'

###要 旨 の み 処 理

eval$GREPl

###文 単 位 に 分 割

/usr/local/bin/cout,o＼

sed,s/[o＼]//9,

###ル ー ル 抽 出 処 理

###grOUPr1抽 出 処 理

sed-ftypela.sedl

sed-ftypelb,sedl

sed-ftypelc.sedl

sed-ftypeld.sedl

sed-ftypele.sedl

###group-2抽 出 処 理

sed-ftype21.sedl

sed-ftype22.sedl

sed-ftype23.sedl

sed-ftype24.sedl

sed-ftype25.sedl

sed-ftype26.sedl

###group-3抽 出 処 理

sed-ftype3.sedl

###出 力 修 正

sed,s/{.}//9;s/{.＼(.＼)}/＼1/9,1

###出 力 選 択

eval$SELC

図III.5:前 処 理 ・ル ー ル 抽 出 処 理 プ ログ ラ ム(dte-run)
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2.4表 示'・ 出 力

HL=,1,

UL=,4,

RV=,7,

RED=,31,

GRN=,32,

YLW=,33,

BLU=,34,

VLT=,35,

LBL=,36,

WTE=,37,

#高 輝度表示

#ア ンダーライ ン表示

#反 転表示

#赤 色表示

#緑 色表示

#黄 色表示

#青 色表示

#紫 色表示

#水 色表示

#白 色表示

##抽 出 部 分 カ ラ ー 表 示

sed,s/{＼([ABC]＼):/ce[$HL;${RED}m{oe[0;$RV;$HL;${VLT}m＼1ce[0;$HL;${RED}m/g;

s/{＼([0-9]＼):/(2[$HL;${BLU}m{¢[0;$HL;$RV;${GRN}m＼1(e[0;$HL;${BLU}m/g;

s/{＼([(]＼):/ce[$HL;${YLW}m{{α …[0;$HL;$RV;${WTE}m＼1但[0;$HL;${YLW}m/g;

s/}/}ce[m/9'<$1

図IIL6:抽 出処 理 結果表 示 プ ログ ラム(dte-view)
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3実 行方法

3実 行方法

ダ イナ ミック ・シソー ラス ・エ ン ジ ンシステ ムを動作 させ る方 法 につ いて説 明す る。

3.1ル ー ル生成 処理一
図III.4の コ ン トロール プ ログ ラム を実 行 す る と、 ルー ル抽 出 プ ログ ラムが使 用 す るプ ロ

グ ラムデ ー タを生 成す る。 この前処 理 を行 な うこ とに よ り、 ルール定 義 デー タをル ール抽 出

処 理 に反 映す る こ とがで きる。

3.2ル ー ル抽 出処理一
図III.5の コ ン トロール プ ログ ラム を実行 す る と、入 力 の書 誌 デ ー タ または質問 デー タを

前 処理 しなが ら、ダイ ナ ミック ・シソー ラス ・エ ン ジンの抽 出ルー ル に従 って抽 出部 分 をマ ー

クア ップす る。

3.3表 示 ・出 力処理一
図III.6の コ ン トロール プ ログ ラ ムを実行 す る と、 ダイ ナ ミック ・シソー ラス ・エ ン ジン

に よって マー クア ップ され た出力 デ ー タ ファ・fル(図III.30参 照)を 入 力 し、マ ー クア ップ

部 分 を表 示 色 を変 えて表 示 す る。
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4デ ー タ ・ フ ァ イ ノし

次 に ダイ ナ ミ ック ・シ ソー ラス ・エ ンジ ンを実現 す るシス テムで使用 したデー タ ファイル

群 を示 す。

4.1ル ー ル 定 義 フ ァイ ル

ダイ ナ ミック ・シ ソー ラス ・エ ンジ ンのル ール定 義 ファイル は、 図III.7に 全体 像 が示 され

て い るが 、 これ らの各 々につ いて、具 体 的 なデ ー タを示 す。 尚、 大量 の デー タにつ いて は、

その一 部 分 のみ を示 す が、 全体 は デー タフ ァイル に含 まれ て い るので 、 そ ち らを参 照 され

た い。

各 ル ール に基 づ いて 図III.7の 様 なデ ー タを用意 す る。 この表 と実 際 の ル ール定 義 ファイ

ル名 との対応 は、

{グ ル ー プ}{項 目}{フ ァイ ル}

の よ うにな る。例 えば第1グ ルー プ ・A項 目で使 うファ・fルは、CCIal"と"1a2"で あ る。 ま

た、*!～*4の ファイル は、 同一 のル ール定 義 デ ー タを使 用 して い る。

個 々の ル ール 定義 ファイ ルの 内容 につ いて は、4章 で説 明す る。

グ ル ー プ 項目
プ ア イ ル

1

1 2 3 4 5 6

1

A ●● ●は で ある

B

.

●●●は 表現動作*1

C

1

書物語

D

.

表現動作'1 な にか

E

1

連体形*2 の か

2

1

1

助 詞一関適任 格 表 現動 作一一受動

2

1

助詞一疑問 説 明動 作一説明

3 表現動作一連体 抽象名詞*2 助詞一関勘 目耐3 表 現動 作 一能動中4

4

1

助 詞一関連但 的*3 形式名詞 抽象名詞中2 形式動詞 助詞一始点 表 現 動作 一能動*4

5

1

表 現 動作 一終止

6

1

助 詞 一一関 馴 目的ウ3 表現 動 作一能動*4

3 括弧類

図III.7:ル ー ル 定i義 フ ァイ ル 群
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4デ ー タ ・フ ァ イ ル

4.1.1グ ル ー プ1.A

図III.8に フ ァイ ル"1al"(● ● ● は)を 示 す 。

図III。9に フ ァ イ ル"la2"(で あ る)を 示 す 。

4.1.2グ ル ー プ1.B

図III.10に フ ァ イ ル"1b1"(● ● ● は)を 示 す 。

図III.11に フ ァ イ ルcclb2"(表 現 動 作 動 詞)を 示 す 。

4.1.3グ ル ー プ1-C

図III.12に フ ァイ ル"1c1"(書 物 語)を 示 す。

4.1.4グ ル ー プ1-D

ル ー 碇 義 フ ・イ ル"1d1"は``lb2"と 肌 で あ る・(図 ・・・… 参 照)"

図III.13に フ ァ イ ル"ld2"(な に か)を 示 す 。

4.1.5グ ル ー プ1-E

図III.14に フ ァ イ ル"lel"(連 体 形)を 示 す 。

図III.15に フ ァ イ ル`C!e2"(の か)を 示 す。

4.1.6グ ル ー プ2。1

図III.16に フ ァイ ル"211"(助 詞 一関 連/主 格)を 示 す。

図III.17に フ ァイ ルcc212"(表 現 動 作 動 詞 一受 動)を 示 す。

4・1・7グ ル ー プ2'2'

図III.18に フ ァ イ ル"221"(助 詞 一疑 問)を 示 す 。

図III。19に フ ァ イ ル"222"(表 現 動 作 動 詞 一説 明)'を 示 す 。

4.1.8グ ル ー プ2.3

図III.20に フ ァ イ ル"231"(連 体 形)を 示 す 。
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4.1ル ー ル 定 義 フ ァイ ル

図III.21に フ ァ イ ル"232"(抽 象 名 詞)を 示 す 。

図III.22に フ ァ イ ル"233"(助 詞 一関 連/目 的)を 示 す 。

図III.23に フ ァ イ ル"234"(表 現 動 作 動 詞 一能 動)を 示 す。

4.1.9グ ル ー プ2-4

フ ァ イ ル"241"は 、"233"と 向 じ もの を 使 用 す る。(図III .22参 照)

図III.24に フ ァイ ル"242"(形 式 名 詞)を 示 す。

フ ァ イ ル"243"は 、"232"と 同 じ もの を 使 用 す る。(図III.21参 照)

図III.25に フ ァイ ル"244"(形 式 動 詞)を 示 す。

図III.26に フ ァイ ル"245"(助 詞 一始 点)を 示 す。

フ ァ イ ル"246"は 、"234"と 同 じ もの を使 用 す る。(図III.23参 照)

4.1.10グ ル ー プ2.5

図III.27に フ ァイ ル"251"(表 現動作 動 詞一終止)を 示 す。

4.1.11グ ル ー プ2.6

フ ァ イ ル"261"は 、"233"と 同 じ もの を使 用 す る。(図III.22参 照)

フ ァ イ ル"262"は 、"234"と 同 じ もの を使 用 す る。(図III.23参 照)

4.1.12グ ル ー プ3

図III.28に フ ァイ ル"301"(括 弧 類)を 示 す 。
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4デ ー タ ・フ ァ イ ル

本書は
本書では

本著作は

本特集は
本講座は

本号は

目的は

内容は

本書のねらいは
この辞典で

図III.8:ル ー ル 定 義 プ ア イ ル(1a1)

で あ る

です

にある

図III.9:ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル(1a2)

本 書 は

本書で は

本書の理論は

このマニュアル には

この本で は

図III.10:ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル(1b1)

一28一



4.1ル ー ル 定 義 フ ァイ ル

説 明し

系統化 し

総観 し

網羅 してあ り

概観 し

紹介 し

述べてお り

解 きあかし

示 し

解明 し

収録 し

分析 し

アプローチ してお り

徹底解析 し

述べ られ

提供 し

整理 し

検証 し

研究 し

明 らかにし

解 き明か し

提案 し

焦点 をあて

示す

検討 してきた

さぐろうとす る

吟味 した

詳説 した

目指す

解 き明かされ る

めざす

探 りだそ うとす る

提示 した

解説 した

探 る

ま とめた

示 した

体系化す る

意図 した

収集 した

分析す る

提供す る

まとめた

記録す る

編集 した

提起す る

図III.11:ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル(1b2)
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4デ ー タ ・プ アイ ル

エ ッセイ集

書
ハ ンドブック

講座

意欲作

特集

入門
一冊

読本

入門書

作品

著述

名著

最前線

招待

提唱

焦点
対話
パラダイム ・マップ

鳥轍図

図III.12:ル ー ル 定 義 フ ァイ ル(1c1)

とはなにか

とは何 か

とは

はなにか

は何か

図III.13:ル ー ル 定i義 フ ァ イ ル(1d2)
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4.エ ル ー ル 定i義 フ ァ イ ル

涌養す る

別校す る

話 し始 めた

例証 してい る

理解で きる

理解す る

利用 されて行 く

利用 されつつある

来 ている

抑制す る

養 う

用 いる

用 いられる

用 いた

与 えられた

誘 う

躍 り出た

訳 された

役立つ

目指す

目に見 える

命 を賭 けた

名づけた

満 ちた

埋め る

防 ぐぺ き

図III.14:ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル(1e1)

の だ ろ うか

のか

か

図III.15:ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル(1e2)
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4デ ー タ ・フ ァイ ル

図III.16:ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル(211)

解説されている

解説しています

解説している

解説する

解説 した

解説

図III.17:ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル(212)

な のかを

のかを

かを

図III.18:ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル(221)
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4.エ ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル

解説する

解説した

解説している

解説しています

解説$

説明する

説明している

説明しています

説明し

教えてくれる

詳解しています

図III.19:ル ー ル 定 義 フ ァイ ル(222)

使った
集積されつつある

書き始め

書く
焦点を当てる

整理する

組み込んだ
展開されている

涌養する

図III.20:ル ー ル 定 義 フ ァイ ル(231)

究

礎

理

と
味

論

研

基
原

こ
意

理

図III.21:ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル(232)
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4デ ー タ ・フ ァイ ル

を

について

について も

については

に関 して

図III.22:ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル(233)

説 明 し

系統化 し

総観 し

網羅 してあ り

概観 し

紹介 し

述べてお り

解 きあか し

示 し

解明 し

収録 し

分析 し

ア プローチ してお り

徹底解析 し

提供 し

整理 し

検証 し

研究 し

明 らかにし

解 き明かし

提案 し

焦点 をあて

示す ・

検討 してきた

さぐろうとす る

吟味 した

詳説 した

目指す

め ざす

探 りだそ うとする

提示 した

図III.23:'ル ⇒ レ定 義 フ ァイ ル(234)
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4.1ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル

それ らの

これ らの

それ ら

これ ら

それ

これ

その

この

図III.24:ル ー ル 定 義 フ ァイ ル(242)

とな る

とあ る

にな る

にあ る

図III.25:ル ー ル 定 義 フ ァイ ル(244)

ら

り

か

よ

図III.26:ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル(245)
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4デ ー タ ・フ ァ イ ル

探 る

述べ る

紹介

批判す る

考察す る

説 き明か して いく

解説 されている

捉 え直す

解説す る

述べている

提起 している

説 く

網羅

解説

提示す る

光 をあて る

紹介 してい る

書かれてい る

めざす

論 じている

紹介 しています

紹介 してあ ります

解説 した

明 らかにす る

解説 してい る

解説 しています

目的 とする

さぐる

まとめました

説明 している

図III.27:ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル(251)

図III.28:ル ー ル 定 義 フ ァ イ ル(301)
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4.2入 力 デ ー タ例

4.2入 力 デ ー タ 例

図III.29に 入 力 書 誌 デ ー タの 冒頭 部分 を示 す。

4.3抽 出 処 理 出 力 デ ー タ 例

図III.30に 抽 出 処理 出力 デー タの冒頭部 分 を示 す。
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4デ ー タ・・フ ァイ ル

●#11SBN4-・326-15254-0【B9116873】

【標 題 】r語 り得 ぬ も の』 に 向 か っ て 一 ウ ィ トゲ ン シ ュ タ イ ン 的 ア プ ロー チ 黒 崎 宏 著

頸 草 書 房'91.6.15245,5p19cm(B6)¥2,266(本 体¥2,200)

【要 旨 】 言 語 ・宗 教 ・倫 理 を め ぐ る ウ ィ トゲ ン シ ュ タ イ ン の思 索 一 そ の核 心 は何 か 。

著 者 の 新 し い境 地 と到 達 点 を 示 す 論 文 集 。

●#21SBN4-320-02549-O【B9114580】

【標 題 】 現 実 の脳 人 工 の 心 ジ ョ ン ・L.カ ー ス テ イ;ア ン ダ ー ス ・カ ー ル ク ビス ト編;中

村 正 郎 訳 共 立 出版'91.5.25316p21cm(A5)¥4,800(本 体¥4,660)原 書 名:RealBrains

ArtificialHinds<JohnL.Casti;AndersKarlqvist>

【要 旨 】 物 理 学 ・シ ス テ ム 理 論 ・人 工 知 能 ・ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ・分 子 計 算 機 の 視 点 か ら

『心 』 解 明 の 道 を 探 る。

●#31SBN4-06-153801-2【B9110025】

【標題】 言語処理 と機械翻訳 野村浩郷編 講談社'91.5.20211p21cm(A5)¥3,800(本

体¥3,689)

【要 旨】 機械翻訳の技術 を成熟 させ るにはまだ多 くの課題が残 されてい るが、過去40年

に わた り検討 して きた技術 を統合 して機械翻躍 システムとして実現す る時期 にきている。

本書 は、そのよ うな観点に立 ち、現在 の機械翻訳の技術 と将来の高度な技術 を開発す るた

めの問題点 を述べ る。

●#71SBN4-88198-802-6【B9114638】

【標 題 】 物 語 論 辞 典 ジ ェ ラ ル ド ・プ リ ン ス 著;遠 藤 健 一 訳 松 柏 社'91.5.20244p21cm(

A5)¥3,800(本 体¥3,689)原 書 名:ADicti。naryofNarratol。gy〈GeraldPrince>

【要 旨 】 この 辞 典 で 、 定 義 し、 説 明 し 、 例 証 して い る の は 、 物 語 論 に 固 有 の 用 語 、 物 語 論

に受 容 さ れ 元 来 の 意 味 と は異 な って 使 わ れ て い る用 語 、 及 び 、 物 語 論 的 記 述 や 議 論 に 頻 出

し 、 か つ 必 須 の 用 語 で あ る が 、 本 来 的 に は意 味 論 の 領 域 に 属 して い る用 語 で あ る 。

●#81SBN4-274-07658-X【B9113188】

【標 題 】 図 解 自 然 言 語 処 理 牧 野 武 則 著 オ ー ム 社,91.5.15140p21cm(A5)¥2,300(本

体¥2,233)(COMシ リー ズ)

【要 旨 】 意 味 解 析 や 文 脈 解 析 か ら応 用 シ ス テ ム の 概 観 ま で を 紹 介 。

●#101SBN4-7948-0085-1【B9112194】

【標題】 経済学の コスモ ロジー一地球環境時代 の経済原論 永安幸正著 新評論'91.4.30

382P21cm(A5)¥3,914(本 体¥3,800)

【要 旨】 現代におけ る経済 とは何か?ソ 連東欧の社会主義諸国の雪崩現象、情報化、ボー

ダーレス化の進行、生態系の危機 の深刻化、様 々な問題 を抱える現代経済の意味解明 に対

し、r希 少性』 という観点か ら経済 を系統化 し、統合的な把握 を試みる、地球環境時代 の

経済原論。

●#11工SBN4-87378-276-7【B9113082=】

【標題】 本能行動 とゲシュタル ト知覚 大村敏輔著 福 岡 九州大学出版会'91.4.30187p

21cm(A5)¥2,884(本 体¥2,800)

【要 旨】 本著作は、 ロー レンツの思想を、フ ロイ トのr精 神分析』やヘルムホル ッのr

無 意識推理説』 と関連づけて、行動 と心 とのからみあいをさぐろ うとする もので あ り、現

在発展 している動物行動学、認知科学 などが十分 に踏 まえ ることな く跳び こえてきた分野

に立 ち戻 って吟味 した貴重な労作であ る。

図III.29:書 誌 デ ー タ入 力 フ ァイ ル
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4.3抽 出処 理 出力 デー タ例

●#11SBN4--326--15254-O【B9116873】

【標 題 】r語 り得 ぬ もの 』 に 向 か っ て 一 ウ ィ トゲ ン シ ュ タ イ ン的 ア プ ロ ー チ 黒 崎 宏 著

効 草 書 房'91.6.15245,5p19cm(B6)¥2,266(本 体¥2,200)

【要 旨 】{D:言 語 ・宗 教 ・倫 理 を め ぐ る ウ ィ トゲ ン シ ュ タ イ ン の 思 索 一 そ の 核 心}は 何 か 。

{C:著 者 の 新 し い 境 地 と到 達 点 を示 す 論 文 集}。 、 ∵.'. .一工

●#21SBN4-320-02549-0【B9114580】

【標 題 】 現 実 の 脳 人 工 の 心 ジ ョ ン ・L.カ ー ス テ イ;ア ン ダ ー ス ・カ ー ル ク ピ ス ト編;中

村 正 郎 訳 共 立 出版'91.5.25316p21cm(A5)¥4,800(本 体¥4,660)原 書 名:RealBrains

ArtificialMinds〈JohnL.Casti;AndersKarlqvist>

【要 旨 】{6:物 理 学 ・シ ス テ ム理 論 ・人 工 知 能 ・ニ ュ ー ラル ネ ッ ト ・分 子 計 算 機 の 視 点 か ら ..

『心 』 解 明 の 道}を 探 る。

●#31SBN4-06-・153801--2【B9110025】

【標題】 言語処理 と機械翻訳 野村浩郷編 講談社'91.5.20211p21cm(A5)¥3,800(本

体¥3,689)

【要 旨】 機械翻訳 の技術を成熟 させ るにはまだ多 くの課題が残 され てい るが過去40年

にわた り検討 して きた技術を統合 して機械観躍 システムとして実現する時期 にきている。

本書 は{B:そ の よ うな観点に立 ち、現在の機械翻訳の技術 と将来の高度 な技術を開発す るた

めの問題点}を 述べ る。

●#71SBN4-・88198-802-6【B9114638】

【標 題 】 物 語 論 辞 典 ジ ェ ラ ル ド 『・プ リ ン ス 著;遠 藤 健 一 訳 松 柏 社'91.5.20244p21cm(

A5)¥3,800(本 体¥3,689)原 書 名:ADicti。naryofHarrato1。gy〈GeraldPrince>

【要 旨 】 こ の 辞 典 で{D:定 義 し、 説 明 し 、 例 証 し て い る の は 、 物 語 論 に 固 有 の用 語 、 物 語 論

に 受 容 され 元 来 の 意 味 と は異 な って 使 わ れ て い る用 語 、 及 び 、 物 語 論 的 記 述 や 議 論 に 頻 出

し、 か つ 必 須 の 用 語 で あ る が 、 本 来 的 に は意 味 論 の 領 域 に属 し て い る用 語}で あ る。

●#81SBN4-274-07658・-X【B9113188】

【標 題 】 図 解 自 然 言 語 処 理 牧 野 武 則 著 オ ー ム 社'91.5.15140p21cm(A5)¥2,300(本

体¥2,233)(COMシ リー ズ)

【要 旨 】{6:意 味 解 析 や 文 脈 解 析 か ら応 用 シ ス テ ム の 概 観 ま で}を 紹 介 。

●#101SBN4-7948-・0085-1【B9112194】

【標題 】 経済学の コスモ ロジー一地球環境時代の経済原論 永安幸正著 新評論'91.4.30

382P21cm(A5)¥3,914(本 体¥3,800)

【要 旨】{D:現 代 におけ る経済}と は何か?

{C:ソ 連 東欧の社会主義諸国 の雪崩現象、情報化、ボーダーレス化の進行、生態系 の危機 の

深刻化、様 々な問題 を抱える現代経済の意味解明に対 し、r希 少性』 とい う観点から経済 を

系統化 し、統合的 な把握を試み る、地球環境時代 の経済原論}。

●#111SBN4-87378-276-7【B9113082】

【標題】 本能行動 とゲシュタル ト知覚 大村敏輔著 福岡 九州大学出版会'91.4.30187p

21cm(A5)¥2,884(本 体¥2,800)

【要 旨】 本著作 は{A:ロ ー レンツの思想 をフ ロイ トのr精 神分析』やヘルムホルツのr

無 意識推理説』 と関連づけて、行動 と心 とのか らみあいをさ ぐろうとす るものであ り、現

在発展 している動物行動学、認知科学 などが十分 に踏まえることな く跳 びこえてきた分野

に立ち戻 って吟味 した貴重 な労作}で ある。

図III.30:抽 出処 理 出力 デ ータ ファイル
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1評 価実験方法

IV評 価実験

1評 価実験方法

1.1評 価 の背 景

書籍 ・論文 にお いて は、 「著者 の意 図」 「本 文」 「要 旨 ・抄録 」 「標題 」 「キー ワー ド」 の間

に は、 図IV.1の よ うな関 係 が成 り立 つ とされて い る。

この図が意 味 して い るの は、i著者 の頭 の中 に漠然 とあ る 「著者 の意 図」が 「本文」 に言語

で 表現 され 、「本 文」のエ ッセ ンスが 「要 旨 ・抄録 」に簡 潔 にま とめ られ、 さ らにその 中心 概

念 を典型 的 な句 もし くは文 で 表現 した ものが 「標 題」 とな り、単語 で表 現 した ものが 「キー

ワー ド」 とい うことを表 わ して い る。 「キー ワー ド」は、通常 、索 引者 が 「要 旨 ・抄 録 」「標

題 」 を参 考 に して付 与す る。 この プ ロセ ス を、 「情 報 の圧 縮 」 とい う言 葉 で表現 す る こ とが

で き る。

旨

録

要

抄

縮圧の
ー

⊥
V

報情

↑
情 報 の圧縮

図IV.1:情 報 の圧 縮
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1,2評 価 の尺 度

1.2評 価 の尺 度

索 引作 成支 援 システ ム(Machine-AidedIndexingSystem)と して、 その性能 を評 価 す る

ため には、「要 旨 ・抄録 」 か ら抽 出 したキー ワー ドを、以 下 の2点 か ら評 価す る必要 が あ る。

1)TitleKeyword(標 題 キー ワー ド)

「要 旨 ・抄 録」 の 中心概 念 を典 型 的 な句 また は文 で表 現 した ものが 「標題 」で あ る と

す る と、 「標 題 」が キー ワー ドを含 ん で い る確 率 は きわ めて高 い。 従 って、 抽 出 キー

ワー ドと 「標 題 」を比 較 す る ことによって、索引作 成支 援 シス テム が どの程度 「要 旨 ・

抄 録 」の 中心概 念 を再 現 して いるか を評価 す るこ とが で き る。

2)IndexedKeyword(人 間 が付 与 したキー ワー ド)

索 引者 は、 「要 旨 ・抄 録 」 と 「標題 」 を総合的 に判断 して キー ワー ドを付与 す る。従 っ

て、 索 引者 が付 与 したキ ー ワー ドと比較 す る ことに よ って、 索 引生成 支 援 シス テ ムの

精度 を評価 す るこ とがで き る。

本 プ ロジェク トの使用 デ ータベ ースは、BOOI(デ ー タベ ースで あ る。 この各 デー タの 「要

旨」 は、 主 に本 の 帯、 ジャケ ッ トな どを基 に してお り、多 分 に広 告、 キ ャッチ フ レー ズの性

質 を帯 びて い る。 また、 「標題 」 も、読者 の関心 を引 くた めの表現 に なって い るこ とが多 い。

そ の ため、 「要 旨」 の 中心 概 念 が 「標 題 」 に凝 縮 して表 現 され て い る と考 え るよ りも、「要

旨」 と 「標題 」全体 で 一 つ の概 念 を完 成 させて い る と判 断 で き る。

例:#22

【標 題 】 フ ッサー ル とフ レー ゲ

【要 旨】 現象 学 と分 析 哲 学 の ルー ツへ。二 人 は同 じ く哲 学 的世 界 〉 に住 んで い

た。実 りあ る交流 を促 す。

例 えば、デ ータ#22で は、 キー ワー ドとな るべ き 「フ ッサ ール」「フ レー ゲ」 が要 旨で は、

「二 人」 と置 き換 え られ て しまって い る。

BOOKデ ー タベ ース の この性質 を考 慮 して、本 プ ロ ジェ ク トで は、 抽 出 キ ー ワー ドを標

題 とは比 較せ ず、 もっぱ ら人 間 が抽 出 したキー ワー ドと比較 す る こ とにす る。

1.3人 間が抽 出 したキ ー ワー ド

評価 を行 な うためには、比較対象 となる人間 によるキーワー ドを決定す る必要 がある。
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ユ 評価実験方法

DTEシ ステ ムの 目的 は、要 旨を対象 に、 主題 を的確 に表現 して い るキー フレーズ を抽 出

す るこ とにあ る。 そ こで、本 プ ロジェク トで は、人間 がBOOKデ ー タベ ース の要 旨を検討

し、 キ ー ワー ドを設定 した。

この作業 を進 め る際 に、次 の2点 に留 意 した。

・主題 を表わす ものに限 り、事項 を表わす ものは含 めない。

・ 「要 旨」に表記 された通 りの表現 を採用 する。総合的 な判断をして、別話で置 き換 え

ることは しない。

例:#2

【標 題】 現実 の脳 人工 の心

【要 旨】,物 理 学 一シス テム理論 ・人工知 能 ・ニュー ラル ネ ッ ト・分子計 算機 の視

点 ∂・らr心 』解 明 の道 を探 る。

この要 旨の中で は、 主題 を表 わす キー ワー ドは 「心 」で あ り、事項 を表 わす キー ワー ドは

「物理学 」「シス テム理 論 」「人 工知 能 」「ニ ュー ラルネ ッ ト」 「分子 計 算機 」で あ る。 この こ

とに対 し、人間 が抽 出 した キー ワー ドは 「心 」 だ けで あ る。

1.2で 述べ た よ うに、BOOI〈 デー タベー スの要 旨は、 キャッチ フレー ズの性 質 を帯 びて い

る ことがあ る。次 の4つ のデ ー タで は、要 旨に人 間 が抽 出すべ きキー ワー ドが表 現 されて い

ない と判断 し、評価作 業 か ら除外 した。

#5

【標題】 ゲーム少年の夢

【要旨】 勉強嫌 いのゲーム少年が太平洋 を渡 り、博士号を取得す るまでの鮮やか

な軌跡。

注:この本は冨田勝氏 の自伝であ り、機械翻訳の開発などについて書 かれている。

#149

【標題】構造意味論 方法の探究

【要 旨】 現 在欧米 諸 国で、単 に言語学 関係 者 ばか りで な く、一 般知識 人 に とって

古典 的著作 とな って い る グ レマ スの代 表作 で 、長 ら く刊 行 が待 たれ て いた待望

の 日本 語版 。

注:こ の本 が 「意 味論 」 につ い て述 べ て い る こ とは、要 旨 か らは判断 で きな い。
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1.4シ ステ ムが抽 出 した キー ワー ドと人 間 が抽 出 したキ ー ワー ドの照 合法

#170

【標題 】 言語 とコ・ミュニケー ション

【要 旨】 本書は昭和61年 夏学期 に、東京大学経済学部で行なわれたr総 合科 目

(一般教育)』の12人 の講師 による12回 の講義の講義録を、各講師が手 を入れて

纏 めた論文12編 か らなる。

注1要 旨には、講義の内容 が表現されていない。

#193

【標 題 】 コ ンピュー タ頻 出用 語徹 底解 説

【要 旨】 現 在、機械 翻 訳 シス テ ムが急 速 に普及 しよ うとして い ます。 しか し、 だ

か ら といって、翻 訳者 が不要 に な るか とい うと、そ うで もなさそ うで す。 と言 う

の は、 現在 の翻 訳 シス テム は ほ とん ど大型 コンピュー タで のみ動 くた め、 一般

には普 及 して い ない こ とと、翻 訳 シス テムが不完全 な ため、 プレエ デ ィッ トとポ

ス トエ デ ィッ トの作業 がか な り必要 な ためで す。 これ か らも優 秀 な翻 訳者 が必要

とされ 、従 って本 書 も利用 され て行 く こと と思 い ます。

注:要 旨には、 この本 が コ ンピュータ用語 の解 説書で あ るこ とは表現 され ていない。

1.4シ ステ ムが抽 出 したキ ー ワー ドと人間 が抽 出 したキー ワー ドの照 合法

照合 法 には、 「形態 一 致」 と 「意 味 的一致 」 が あ る。

1)形 態一 致 とは、表 記 が完全 に一 致 す る場 合で あ る。例 えば、「コン ピュー ター」 と形態

一 致 す る もの は 「コン ピュー ター」の みで あ り
、「コン ピュー タ」や 「電 子計算 機」 は

形 態 一致 とは見 な さ ない。

2)意 味 的一致 は、表 記 は異 な って いるが 、指 示 して いる内容 が同 じ場合 で あ る。例 えば、

「コ ンピュー ター」「コ ン ピュー タ」「電 子計算 機」「電算 機」「計算 機」 は、お互 いに意

味 的 一致 と見 なす こ とが で き る。

前述 した よ うに、本 プ ロジェ ク トで は、人 間が抽 出 した キー ワー ドは要 旨に表 記 され た通

りの表 現 のみ を採 用 し、 別話 で置 き換 え る こ とは しない。従 って、ii)で 述 べ た 「意 味 的一

致 」 は考 慮 し ない。

今 回の評 価作 業 で は、 次の3つ の場合 に、要 旨か ら抽 出 した キー ワー ドが有 効で あ る と見

な した。

・ 人間 が抽 出 したキ ー ワー ドとシス テム が抽 出 したキー ワー ドが 形態 一 致 した場合

例:人 間抽 出 キー ワー ド… 「人工 知能 」、 システ ム抽 出 キー ワー ド… 「人工 知能 」
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エ 評価実験方法

・ 人間 が抽 出 した キー ワー ドが、 システ ムが抽 出 した キ ー ワー ドの一部 で あ る場 合

例:人 間抽 出 キー ワー ド… 「現 代 中国語 」、 シス テ ム抽 出 キ ー ワー ド… 「現 代 中国語

読本 」

・人間 が抽 出 した キー ワー ドが、 システム が抽 出 した複 数 の キー ワー ドの組 み合 わせで

あ る場合

例:人 間抽 出 キー ワー ド…rTurboProlog」

システ ム抽 出 キ ー ワー ド…rTurbo」 とrProlog」

1.5評 価 方 法

評価 の材 料 とな る もの は、以 下 の3つ で あ る。

1)要 旨か ら 人 間 が 抽 出 し たキー ワー ド

2)要 旨か ら 用 語 抽 出 システ ム が抽 出 したキー ワー ド

2)要 旨か らSYSTEM(DTE十 用語 抽 出 シス テム)が 抽 出 したキー ワー ド

評価 は、用 語抽 出 シス テム とSYSTEMが 抽 出 した キー ワー ドを、 それ ぞれ人 間 が抽 出 し

た キー ワー ドと比較 す る こ とに よって行 な う。 人 間、 用 語抽 出 シス テム、SYSTEMの3者

の関係 は次 の よ うに ま とめ る こ とがで きる。
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1.5評 価 方 法

人間 が抽 出 した キー ワー ドと用 語 抽 出 シス テム が抽 出 したキー ワー ドの関係

人 間 抽 出

キ ー ワ ー ド

用 語 抽 出 シ ス テ ム

抽 出 キ ー ワ ー ド

① 人間 が 抽 出 した キー ワー ドに は含 まれて い るが、用 語抽 出 シス テム が抽 出

したキ ー ワー ドに は含 まれて いな い もの

② 人間 が抽 出 した キー ワー ドと用 語 抽 出 システ ムが抽 出 した キー ワー ドの両

方 に含 まれて いる もの

③ 用 語 抽 出 システムが抽 出 した キー ワー ドには含 まれて い るが、 入間 が 抽 出

した キー ワー ドには含 まれ て いな い もの

ただ し、今 回の評 価方 法で は、人 間 が抽 出 したキー ワー ドと用語 抽 出 シス テムが抽 出 した

キ ー ワー ドの どち ら も、要 旨 に表記 され た通 りの表 現 を採 用す るので 、 ① の数 は実質 的 に

は0に な る。従 って、実 際 には、次 の よ うな関 係 に なる。

人 間 抽 出

キ ー ワ ー ド

用 語 抽 出 シ ス テ ム

抽 出 キ ー ワ ー ド
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1'・評価実 験 方 法

人間が抽 出 したキー ワー ドとSYSTEMが 抽 出 したキ ー ワー ドの関係

人 間 抽 出

キ ー ワ ー ド

SYSTEM抽 出

キ ー ワ ー ド

① 人 間が抽 出 したキー ワー ドには含 まれて い るが、SYSTEMが 抽 出 した キー

ワー ドに は含 まれ て い な い もの

② 人 間 が抽 出tた キー ワー ドとSYSTEMが 抽 出 したキー ワー ドの両 方 に含

まれ て い る もの

③SYSTEMが 抽 出 した キー ワー ドには含 まれて い るが、人間 が抽 出 したキー

ワー ドには含 まれて いな い もの

② 『③、⑤ ⑥の数 を カ ウ ン トし、用 語抽 出 シス テ ムが抽 出 したキ ー ワー ドの適 合 率 と

SYSTEMが 抽 出 した キー ワー ドの適合 率 を計 算 す る。'

用 語抽 出 システム SYSTEM

適合率(%) ② ×!00 ⑤ ×100

②+◎ ⑤+⑥

この2つ の数値 を比 較 し、SYSTEMが 抽 出 したキ ー ワー ドの適合率 が用 語抽 出 シス テ ム

が抽出 したキ ー ワー ドの適 合率 よ りも大 きけれ ば、SYSTEMが 有効 で あ る と言 う こ とが で

きる。
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2評 価 結 果

2.1適 合 率 の算 出

人間が抽 出 したキー ワー ドと用語抽 出システムが抽出 したキー ワー ドの関係

人 間 抽 出 用 語 抽 出 シ ス テ ム

キ ー ワ ー ド 抽 出 キ ー ワ ー ド

② ③

3831035

(デ ー タ件数134件 、 以下 同様)

人 間 が抽 出 したキ ー ワー ドとSYSTEMが 抽 出 し たキー ワー ドの関係

人 間 抽 出

キ ー ワ ー ド

④

104

⑤

279

一47一

⑥

514

SYSTEM抽 出
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2評 価結果

前ペー ジの数字を使用 して適合率 を計算す る。

②383
×100=27.0%用 語抽 出 システ ム適合 率= ×100=②

+③383十1035

⑤279 ×100 =35.2%SYSTEMfU合率= ×100=

⑤+⑥279十514

2.2適 合 率 の 評 価 お よび 問 題 点 と対 策

用語 抽 出 シス テム適 合率SYSTEM適 合 率

27.0%〈35.2%

前者 よ りも後者 の数 字が大 きい こ とか ら、SYSTEMは 、用 語 抽出 システ ム を単 独 に使用

す る場合 よ りも、 真 の キー ワー ドを効 率 的 に抽 出す る ことがで きる と言 え る。 言 い換 え る

と、SYSTEMは 、用 語抽 出 システ ム を単独 で 使用 した場合 よ りも、35.2%-27.0%=8.2%

の改善 を もた ら した と言 うこ とがで き る。

問題 点 お よび対策 と して以 下 の こ とが考 え られ る。

1)キ ー フレーズ の範囲 が広 す ぎ る

DTEシ ス テムで抽 出す るキー フu－ ズ の範 囲 が広 す ぎて、無 駄 な部 分 を含 んで い る

こ とが多 い。 この キー フレー ズの 中 か ら よ り重 要 な部分 のみ を抽 出す るよ うに、 ル ー

ル を強 化 す る必 要 が あ る。

この ため には、現在 切 り出 され て い るキー フ レーズ の内部構 造 をさ らに解析 す る技術

が不 可 欠 とな る。

デ ー タ#126は 第1グ ル ー プのル ー ノレBに よ って、 また、 デ ー タ#28、#76は 第1グ

ル ー プのル ールCに よって、要 旨の全 部 あ るいは大部 分が キー フ レー ズ として切 り出

され て い る。 しか し、下 線部(_)の 表現 動作 動詞 に注 目して、 さ らに細 かな分析 を

進 め る ことによ って、枠 囲部([])の 真 の キー ワー ドを よ り効 果 的 に抽 出で き る可能

性 が あ る。

#126

【標 題 】LISPに よる 自然 言語 処 理

【要 旨】本書 は{B:AIの コ ンピュー タ言語 ともい うべ き㎜ を用 いた 然言 詰

をで きるだ けや さし く解 説 す るこ とを}目 的 として い る。 したが って、LISP

の関 数 は出来 るだけ基本 的 な もの を少 数用 い るよ うに した。
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2.2適 合率の評価 および問題点 と対策

#28

【標題 】r意 味』 の地平 へー レ ヴィ ・ス トロー ス、柳 田国男、 デ ュルケ ー ム

【要 旨】{C:主 として1レ ヴィ ・ス トロー ス1のll!iigiEl9理 論 を現 代 的 な視 点

か ら平 明 に解 読 し柳 田 国男、 デ ュル ケ ー ム との意 外 性 と示 唆 に富 ん だ知 の

トリアー デ を構 成 す るな かで人 が生 き るr[魎 』 を そ して世 界 のr馴 』

を探 りだ そ う とす る知 的 冒険 の書}。

#76

【標題】 ふろしき文化のポス ト・モダンー 日本 ・韓国の文物か ら未来を読む

【要旨】{C:ふ ろしき、屏風、座蒲団、お膳…近代合理主義がrア ジア的停

滞』 として捨ててきた古 いものに、1ポス ト産業時代1の[藪田 のパ ラダイムを

探 るユニー クな匡一}。

データ#100で は、表現動作動詞 「徹底解析 し」の本当の目的語は、真 のキー ワー ド

を含んで いる 「囮 たちの⑳ 」で ある。しかし、現在 のルールで は、「授業

実践」が目的語 と判断 され、 キーフレーズ として切 り出され る。正 しい解析 をするた

めには、「四つの傑 出した授業実践 を素材 に」 とい う部分が挿入句であるということを

判断す る必要がある。

#100

【標題】 す ぐれ た授業 とはなにか一授業の認知科学

【要 旨】 囮 は教室で生 きている、 もがいている、考 えている。一教室

の中で火花 を散 らしている囮]た ちの一 を、四つの傑出 した{6:

授業実践}を 素材 に、4人 の教育学者が徹底解析 し、{6:新 しいr圏 の

認知 こ'』 の方向}を さ ぐる。

デ ー タ#24で は、 第1グ ル ー プのル ールAに よ って、{A:_}内 が キー フレー ズ と

して切 り出 され て い るが、「に関 す る」 とい う助詞 を鍵 に して、真 の キー ワー ド 「人 工

知能 」 だ けを切 り出す こ とがで き るル ー ルの可 能性 を探 る必 要 が あ る。

#24【 標題 】 図解 人工知能入門 【要 旨】 本書は、{A:EM1lllllSに 関す る

初心者向けの解説書}で す。特 に、図を多 くし、文章 をや さしくして、初心

者 にもわか りやす いよ うに心が けています。
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2評 価結果

2.3欠 落 キー ワー ドの原 因 と対 策

人 間 が付与 した キー ワー ド(② ま た は ④+⑤)が383で あ るの に対 して、SYSTEMが 抽

出で きた キニ ワー ド(@)は279で あ る。 つ ま.り、SYSTEMで は、383-279=104の キー

ワー ドが欠 落 して い る こ とにな る。

SYSTEMの キー ワー ド適合率 を上 げ るため には、 この欠 落キ ー ワー ドをで き るだ けカバ ー

す るルー ル を作 らな けれ ば な らない。

欠落 の原 因、 お よび対策 として次 の こ とが考 え られ る。

1)表 現動作動詞以外 の動詞の整理

現在の第2グ ループのルールは、動詞の基本概念 として表現動作動詞のみを考慮 して

いる。表現動作動詞が真のキー ワー ドを抽出す るのに有効であることは確認で きたが、

表現動作動詞 を含 まない要 旨も存在す る。表現動詞動作以外の動詞 を整理 し、相対的

に重要 なキーフレーズを切 り出す ための新 たなルールを作成す ることが必要である。

以下のデー タは、表現動作動詞 を含 んで いない例である。

(枠囲部が人間が付与 したキー ワー ド)

#72・

【標題 】 知の体得一認知科学への提言

【要 旨】 知的な努力が喚起 され る場合 とは、逆 にいえば匿劃 その ものの も

つ優 囲 を知的な努力で もって積極的に補 ってゆかなけれ ばな らないような

場合で ある。匿調 の もつ晒 は一つにはわれわれが直面す る事象が これす

べて変型で あるにもかかわらず、 それ らをある典型'として言葉で表現 しな

ければならない とい う事実 にある。

#92

【標題】 オルタナティヴ ・ヴィジョンー新 たな価値体系の思潮

【要 旨】 あ らゆる匝 画 劃 の相対比 に直面 して、確信を もって選択す ること

がますます困難 になってゆ く現代、7入 の真摯 な探究著たちの ことばから、

何 かの示唆を得 ることがで きるに違 いない。

#130

【標 題 】 人 工知 能BASIC

【要 旨】 本書 の プ ログラ ミングを利 用 す れば、 コ ンピュー タ科学 のほ とん ど
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2,3欠 落 キー ワー ドの原 因 と対 策

の分野に関連 した手技の実例、学生の研究課題 と討論材料 を備えた[⑳

の初年度 あ るいは入門教程 を構成で きる。

2)連 体 止 め の文 の扱 い

BOOKデ ー タベ ース の要 旨の中 には、連体止 めの文 が多 い。第1グ ルー プの ルー ルC

で も、 主 に書籍 に関す る連体 止 めの表現 を扱 って い るが、 その他 の連体 止 め に関 す る

ル ー ル を作 る必要 が あ る。 これ は、 このデ ー タベー ス に特 有 なルー ルで、 他 の デー タ

ベー ス に応用 す る こ とは出来 な いが、個 々のデ ー タベ ース にお け る適 合率 を上 げ るた

めに は必要 な対 応で あ ろ う。

#47

【標題 】 現代哲学 の冒険!4浮 遊す る意味

【要旨】魑 の【メタモルフォーゼ1。現代の危機を映す意識の冒険。kこラ ドックス1

に当面 した囲 が示す跳躍寸前のスタ ンス。円環、螺旋、遊動言語 と鋼

の 〈不可能 な回路〉。

#120

【標 題 】AI－ 人 工知 能 の コンセ プ ト

【要 旨】 匡 キスパ ー ト・シス テム1、醐 、 目ヒロポ ッ ト …。科 学者 の

遊 戯 的空 間 か ら 〈知 〉 を増幅 させて、 ビ ジネス の舞台 に躍 ら出 た囲 一。 言

語 の 〈ゆ らぎ〉 〈あ い まい さ〉 を感知 す る無謬 装 置 はは た して 可能 なの か。

気 鋭 の著者 が現 代 思想 の なか に錐 鉛 を下 ろ した意欲 作}。
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2問 題点 と課題

v結 論

1結 論

辞書依存のみによる従来のキー ワー ド抽出システムでは全ての単語を抽出するが、それ ら

の単語の全てが目的 とす るキーワー ドとは必ず しもならない。検索精度 を上げるためには、

人間による選別作業の ように、文意 に基づいて主題該当語 を抽 出する必要があ り、その自動

抽 出システムをダイナ ミックシソー ラス ・エ ンジンとして実現 した。 この ことによって我 々

は、適合率 を約10%上 げることが出来 るとい う成果 を見た。だが当開発実験の結果、幾多の

問題点 も判明 したので、今後の課題 として列挙する。

2問 題点 と課題

2.1主 題該 当"語 句"抽 出の た め の文 意解 析

当作業 を可能 とす るための石川方式 の適用(特 に表現動作動詞 に結合 す る名詞句の抽出)

お よび、新 たに発見 ・定義 した主題該当表現パ ターンの適用が、今年度の研究開発作業の中

心 とな り、この両方式 による主題該当語句 の抽 出で一定の成果 を達成 したが、なお更 に、石

川方式の動詞基本概念で表現動作動詞以外 による主題該当語句抽出がで きる可能性、および

まだ未発見 ・未定義の主題該当語句表現構文パ ターンを発見 ・定義で きる可能性 を、 よ り多

くの記事 に適用することで追究 し、ダイナ ミックシソー ラス ・エ ンジンのルール体系を更 に

完壁 なもの とす る必要 がある。

2.2主 題該当名詞句内の主題該当語 と主題関連語の判別

BOOI〈 データベースの主題関連項 目は 【標題】、【要旨】お よび 【内容】だが、標語的記

述や箇条書の 【標題】は主題該当語句 と見なせ、箇条書 きの 【内容 】は主題該当語句または

主題関連語句群 と見 なせ るが、 それ らの内で主題該当語 と主題関連語を自動的に判別 ・抽出
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2.3デ ー タベ ース構 造 とデ ー タ執 筆 自由裁 量 性 へ の対応

し、かつ相互の論理関係(首 位、等位、従属、AND、OR、NOTな ど)を も自動的に付与で

きるルールを発見 ・定義す ることが必要 と判明 した。

更に主題該当 ・関連語が複合語であ る場合が多いので、それを構成単語や構成複合語 に分

割 して有用 な単語 と複合語のみを網羅的に抽出す るルールの開発 も必要 と判明 した。

2.3デ ー タベー ス構 造 とデー タ執筆 自由裁 量 性へ の対 応

【標題】は内容のいかんを問わず主題該当語句 と見なさざるを得 ないが、象徴的表現や過

度の抽象的表現 になっていることも多 く、【要旨】は 【標題】内容 の言 い換 え と詳細化であ

るものばか りで はな く、単な る補足や感想や出版経過説明や適正読者層案内になってい る場

合 もある。

ダイナ ミックシソーラス ・エ ンジンによる 【要 旨】の文意解析で主題該当語句が抽出され

ない場合 の原 因が上記 「2.1」によるものでな く、当原 因によるものばか りとなれば、 ダイ

ナ ミックシソー ラス ・エ ンジンも完成に近い と言え よう。

3ダ イ ナ ミ ッ ク シ ソ ー ラ ス ・エ ンジ ンの 再 確 認

3.1作 動機 構

図V.1の 説明の通 り、今年度は⑥ 記事項 目(フ ィール ド)特性 を勘案 して文意解析対象 を

【要旨】に限定 し、① ② 文意解析で主題該当構文 を判別 ・抽 出 し、③ ④ 用語抽出処理で主

題該当単語を判別 ・抽 出す るところまで実験 し、 ダイナ ミックシソーラス ・エ ンジンとして

の作動 と拡充可能性 を確認で きたが、エンジン全体 の本格作動 の為 には的確な用語抽 出処理

の ための体言 シソーラスの精巧化(特 定語 と一般語 の判別 など)⑦ 統語解析 ・変換(平 成2

年度報告5ペ ー ジを参照)機 能の開発、 ⑧ 形態素(品 詞)解 析作業、 よ り広範 な動詞概念分

類の適用、 ⑨ 文脈解析 ・編成機能の組込みなど補完 を要す る機能が多々判明 した。
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3ダ イ ナ ミックシ ソー ラス ・エ ンジ ンの再確 認
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〃図V.1:ダ イ ナ ミ ッ ク シ ソー ラ ス ・エ ン ジ ンの 機 構
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3.2成 果 と課 題

3.2成 果 と課題

動詞概念分類や構文パ ター ンを判別子 とす る文意の骨格が文意 自動解読の基本条件(イ ン

フラ)で あると判明す る と共に、文意 自動解読 をよ り精密 な もの とす るためには、 これ らの

定義の一層の拡充 は当然 として、更 に下記の研究開発が必要 と見 られ る。

1)複 合語構成語句の要素語句への分解 と無用語 の排除。

2)名 詞(体 言)句 として抽出 され た主題該当。関連構文の統語変換(用 語か ら構文)へ の

書換 え)と 文意解析へのフィー ドバ ック。

3)被 抽 出構文構成語句間の論理 ・優先関係の判別 ・定義。

4)以 上 の作業 ををよ り精巧 な もの とす るための高度品詞区分(PARSING)技 法の採用。

5)石 川方式 のよ り理学的な検証(応 用 を急がず、表現動作動詞以外の動詞基本概念分類

を市販抄録の表題、要 旨、抄録 に適用 し、作動状況をじっ くり観察す る)。

6)以Eを 土台 とした文章全体の文脈解析 ・編成(構 造化)の ための計算言語技術 の開発。

4今 後の展望 と抱負

32で 述 べ た成 果 と課 題 を次年 度 の研 究開発 目標 としダイナ ミック シソ ー ラス ・エ ンジ ン

を実 証 的で実 用可 能 な もの とした い。
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付録A添 付資料 処 理データ)

付録A添 付資料(処 理データ)

● ≠11SBN4-326-15254-0【B9116873】

【標題 】r語 り得 ぬ もの』 に向 か っ て一 ウィ トゲ ンシ ュタイ ン的 ア プ ローチ 黒 崎 宏著 勤 草書 房'91.6.15245,5P19cm(B6)

¥2,266(本 体¥2,200)

【要 旨】 言語 ・宗教 ・倫理 をめ ぐる ウィ トゲ ンシュ タイ ンの思 索一 その核心 は何 か。著 者 の新 しい境地 と到達 点 を示 す論 文集 。

【内容 】1哲 学 史上 の ウィ トゲ ンシ ュ タイ ン(知 性 解 放 の哲 学者 ウ ィ トゲ ンシュ タ イ ン;哲 学 史 上 の ウィ トゲ ン シュ タ イ ン;

ウィ トゲ ン シュ タイ ン とラ ッセル;ウ ィ トゲ ンシ ュ タイ ンは世紀 末 の哲学 者 か);2言 語(ウ ィ トゲ イ ンシュ タ イ ンの言 語 観 の
一側 面一 メタ言語 の不 可能 性;ウ ィ トゲ ンシュ タ イ ンに お ける言 語 観 の革命 一1920年 代 前半 を中心 と して;ウ ィ トゲ ンシ ュ タ

イ ンの意味 論 一 その展 開 と帰 結;道 元 ・臨 済 ・ウ ィ トゲ ンシ ュタィ ンー 言語 を め ぐっ て);3倫 理 ・宗教(ウ ィFゲ ンシュ タイ ン

と倫 理学 －r語 り得ぬ もの につ いて は、 沈 黙 しな けれ ば な ら ない』;私 とい う存 在 一 ク リプキ とウ ィ トゲ ンシ ュ タイ ン;ウ ィ

トゲ ンシ ュタイ ン と現 代一彼 の哲 学 の 宗教 的意 義;良 寛 ・道 元 ・ウィ トゲ ンシュ タイ ンー 科学 と宗教 をめ ぐって);4付 録(ウ ィ

トゲ ンシ ュ タイ ン とマ グ リッ ト;ウ ィ トゲ ンシュ タ イ ン と建 築;ウ ィ トゲ ン シュ タイ ン とゲー デ ル)

● 幸21SBN4-320-02549-0【B9114580】

【標 題 】 現実 の 脳 人 工 の心 ジ ョ ン ・L.カ ー ス テイ;ア ンダー ス ・カー ル ク ピ ス ト編;中 村 正 郎訳 共 立 出版'91.5.25316p

21cm(A5)¥4,800(本 体¥4,660)原 書名:RealBrainsArtificialMinds〈JohnL.Casti;AndersI〈arlqvist>

【要 旨】 物 理学 ・シス テ ム理 論 ・人 工知 能 ・ニ ュ'一ーラルネ ッ ト ・分 子計 算 機 の視 点 か らr心 』 解 明 の道 を探 る。

【内容 】 数学 と科 学 に おけ る構 文 論 の有 効 範囲 につ い て一機 械比 喩;内 在 物 理学;行 動 主 義 か ら認 知科 学 ヘー 脳、 心 、 そ して

仕 組み を シス テム理論 的 に探 る;人 工 知能 と計算 機 科学;視 覚 と認知 の研 究 の ため の計 算 的理 論;ニ ュ ー ラル ・ネ ッ トワー クに

お ける計算 可能 な関数 と計 算 量;神 経 回路 網 に お け る連 想記 憶 と しきい値 制 御;人 工知 能 と神経 生 理 学 一二 つ の必 然 的 問 い か

け;分 子計 算機 の設 計 一脳理 論 に対 す る合 成 的 ア プ ロー チ

●#31SBN4-06-153801-2【B9110025】

【標 題 】 言 語処 理 と機 械翻 訳 野 村 浩 郷編 講 談社'91.5.20211p21cm(A5)¥3,800(本 体¥3,689)

【要 旨】 機械翻 訳 の技術 を成熟 させ るには まだ多 くの課 題 が残 され て い るが、 過去40年 にわ た り検 討 して き た技術 を統 合 し

て 機械翻 躍 システ ム と して実 現 す る時期 に きて い る。 本 書 は、 そ の よ うな観点 に立 ち、 現在 の 機械 翻 訳 の技術 と将来 の高度 な

技 術 を開発 す るた めの問題 点 を述 べ る。

【内容 】1章 機械 翻訳 の概要;2章 言語 処 理 の基 本技 術;3章 機械 翻訳 シス テ ム にお け る辞 書 の 構成;4章 概 念 表現 と機 械翻

訳;5章 意 味 理解 と機 械翻 訳;6章 文 明 と意 味 と機械 翻 訳

●#41SBN4-320-02434-6【B9113027】

【標 題 】 自然 言語 処理 入門 岡 田直之 著 共 立 出版'91.520155p21cm(A5)¥2,230(本 体¥2,165)(情 報 ・電子 入 門 シ リー ズ

9)

【内容 】1自 然 言語処 理 とは;2言 語 理 論;3言 語 処 理;4プ ログ ラ ミング技 法;5言 語 デ ーー一夕

●#51SBN4-06-205285-7【B9113542】

【標 題】 ゲ ー ム少年 の夢 冨 田勝著 講 談 社'91.5.20263p19cm(B6)¥1,200(本 体¥1,165)

【要 旨 】 勉強 嫌 いの ゲ ー ム少 年 が 太平 洋 を渡 り、 博 士号 を取得 す るまで の鮮 や か や軌 跡 。

【内容 】 序章 ゲー ム少年 の夢;第1章 少 年時 代 回 想記;第2章 高校 三 年 間のr馬 術 ゲ ー ム』;第3章 イ ンベー ダ ー ゲ ー ム

の名 人;第4章 ゲ ーム ソフFを 作 って売 って儲 け る;第5章 コ ン ピューータ将 棋 と人 工知 能;第6章 ア メ リカ留学 の夢;第7

章 博 士号 へ の道 の り;第8章 夫婦 で 勉 強 した話;第8章 網膜 剥 離症 で突 如の 入院;第10章 ア メ リカで の 出産 日記;第11章

人工 知能 と自動 翻訳;第12章 博 士号 を授与 され た 日;第13章 ア サ ヒス ーパ ー ドラ イCM撮 影 の裏 話;第14章 自作 の 唄 を

歌 って プ ロポーズ;終 章r夢 』実 現 のた め のr四 つ』 の鍵;付 録 米 国大学(院)合 格 の秘 訣

●#61SBN4-88848-144-X【B9114390】

【標 題 】 看護 と保育 のための コ ミュ ニケー シ ョンー対 人関係 の心理学 坂 口哲 司著 京都 ナ カニ シや 出版'91.5.20ユ74p21cm(A5)

¥2,000(本 体¥1t942)

【内容 】 第1章 対 人 関係 コ ミュ ニケ ー シ ョ ンの意義;第2章 表 情 コ ミュ ニケ ー シ ョ ン;第3章 視 線 コ ミュ ニケ ー シ ョ ン;第

4章 身振 り ・姿勢 ・周辺 言語 コ ミ'ニ ケー ショ ン;第5章 空 間 的行動 コ ミュニ ケ ー シ ョン;第6章 筆 跡 ・外 観等 コ ミュ ニケ ー

シ ョ ン;第7章 カ ウンセ リング場 面 に生 かす;第8章 社会 的 知覚 コ ミュニ ケー シ ョ ン;第9章 印象 形 成 コ ミュニ ケー シ ョ ン;

第10章 対 人認 知 コ ミュニ ケー シ ョンを歪 め る要 因;第11章 対 人 魅力 コ ミュ ニケ ー シ ョ ン;第12章 対 人関 係 の認 知 理 論

●#71SBN4-8S198-802-6【B9114638】

【標題 】 物 語 論辞 典 ジ ェラル ド ・プ リンス著;遠 藤 健一 訳 松 柏社'91.5.20244p21cm(A5)¥3,800(本 体¥3,689)原 書名;

ADictionaryofNarratology<GeraldPrince>

【要 旨 】 この辞 典で 、 定義 し、 説 明 し、 例 証 して い る のは、 物語論 に固 有 の用 語、 物 語 論 に受 容 さ れ元来 の意 味 とは異 な っ

て使 われ て い る用 語、 及び、 物語 論 的 記述 や議論 に頻 出 し、 か つ必須 の用 語 で あ るが 、本 来 的 に は意 味 論 の領 域 に属 して い る

用 語で あ る。

●#81SBN4-274-07658-X【B9113188】

【標 題 】 図 解 自然 言 語処 理 牧 野 武則 著 オ ー ム社'91,5.15140p21cm(A5)¥2,300(本 体¥2,233)(COMシ リー ズ)

【要 旨】 意 味解 析 や文 脈解 析 か ら応 用 シス テム の概 観 まで を紹介 。

【内容 】1言 葉 を理解 す る計 算 機;2言 葉 を理 解 す る;3形 態 素 を処 理す る;4構 文 を解析 す る;5文 の 成立 ち;6意 味 を理 解

す る;7文 脈 を理 解す る;8辞 書 と知識 ベ ース;9自 然 言 語処 理 の応 用
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● ≠91SBN4-7853-1067-7【B9112985】

【標題 】AIテ クノ ロジーAlanBundy編;富 士総 合研 究所 編訳;宮 沢信一 郎監訳 裳 華麗'91.5.10201p19cm(B6)¥2,060(本

体¥2,000)原 書 名:CatalogUeofArtificia11ntelligenceTechniques,ThirdRevisedEdition〈AlanB皿dy>

【内容 】 自動 プ ロ グラ ミング;コ ン ピュー タ アー キ テ クチ ャ;デ ー タモ デル;エ キス パー トシス テ ム;ゲ ー ム理 論;推 論;知 識

表 現;学 習;論 理 プ ログ ラ ミング;自 然 言語;プ ラ ンニ ング;問 題解 決;プ ログ ラ ミン グ言語;探 索;定 理 証 明

● ≠101SBN4-7948-0085-1【B9112194】

【標 題 】 経 済学 の コス モ ロジー一 地球環 境時 代 の経済 原論 永安幸正 著 新評論'91.4.30382p21cm(A5)¥3,914(本 体¥3,800)

【要 旨】 現 代 にお け る経済 とは何 か?ソ 連 東欧 の社会 主 義 諸国 の雪 崩現 象、情 報 化、 ボ ー ダー レス化 の進 行 、生 態 系 の危 機 の

深刻 化 、様 々 な問題 を抱 え る現代 経 済 の意味 解 明 に対 し、r希 少性』 とい う観 点か ら経 済 を系 統 化 し、統 合 的 な把 握 を試 み る、

地球 環 境 時 代 の 経済 原 論。

【内 容 】 プ ロ ロー グ 経 済 の道 を たず ねて;第1部 エ コ ノ ミーの意 味論(経 済 の意 味 をたず ね て 一経 済 の コス モ ロジー;モ ラル

と して の経 済 の原 型;意 味 と方 法 へ の省 察);第2部 希 少性 と豊饒 性 のエ コ ノ ミクス(希 少 性 一本 で 考 え る－L・ ロ ピ ンズ説 の

検討;ケ イ ンズ か ら現代 ヘー発 展 と豊 饒 の経 済理 論;ミ ク ロ とマ ク ロ と一合理 性 の理論 展 開);第3部 価値 と体 制 のエ コノ ミク

ス(マ ル クス ・モ デ ル を読 み直す 一 資本 主義 と社 会 主 義;経 済 人類 学 の眼 か ら一 交換 の セマ ンテ ィ クス;経 済 シス テ ム と情 報 化

の理 論 一 ポ ス ト社会 主 義);第4部 生 命系 の エ コノ ミクス(地 球 生命 系 の経 済学 を考 え る一 エ コ ノ ミー とエ コ ロジー と;経 済 循

環論 の拡 張 と一般 価 値 論 の展 開;生 命 系 の経 済 学 を求 め て 一玉 野井 経 済学 の軌跡 と意味);エ ピ ロー グ 経済 理 論 再構 築 へ の 鍵

● ≠111SBN4-87378-27(F7【B9113082】

【標 題 】 本 能 行動 とゲ シュ タル ト知 覚 大 村敏 輔 著 福 岡 九 州大学 出版会'91.4.30187p21cm(A5)¥2,884(本 体¥2,800)

【要 旨】 本 著作 は、 ロー レ ン ツの思 想 を、 フ ロイ トのr精 神 分析 』 やヘ ルム ホル ツのr無 意 識 推 理 説 』 と関連 づ けて、 行 動

と心 との か らみ あい を さ ぐろ う とす る もので あ り、 現在 発 展 して い る動 物行動 学、 認 知科 学 な どが 十 分 に踏 まえ る こ とな く跳

び こえて き た分野 に立 ち戻 って吟 味 した貴 重 な労 作 で あ る。

【内容 】 第1章 序論 と課題 の限 定;第2章 ロー レ ンツの本 能 行動 説;第3章 系 統発 生 的適 応 と経 験(学 習)に よ る行 動 修正

の可 能 性;第4章 生 得 的解 発 図式 の独 自エ ネル ギ ー(活 動特 殊 エ ネル ギ ー)と そ の機能 的 特 性;第5章 解 発体 の構造 と機能;第

6章 活 動 特 殊 エ ネ ル ギー説 の検討;第7章 ゲ シ ュ タルF知 覚 の卓越 した認 識機 能;第8章 一 般 的 考察 と結論

●#121SBN4-563-00795-1【B9111726】

【標 題 】 自然 言語 の論 理処理R.F.シ モ ンズ著;藤 田米 春;岡 田直之 訳 培 風蝕'91.425335p21cm(A5)¥3,914(本 体¥3,800)

(情 報 処理 シ リーズ15)鴎 名:COMPUTATIONSFROMTHEENGLISH〈RobertF.Simmons>

【要 旨】 本 書 は、 自然 言語 の 計算 機 処理 を実現 す るた め に、手 続 き型 論理 に よ って英 語 を表 現 す る手 法 を用 い、 そ の方 法 を

詳説 し た入 門書 で あ る。 自然 言語 理解 を 目指 す学 部 上級 生 、大 学院 生、 若手技 術者 、 あ る いは そ の こ とに関 心 を もつ 言語 学 や

心理 学 の研 究 者 に とって の好 個 の書 で あ る。

【内容 】1現 在 と未来;2知 識 と通信;3論 理 の立場;4英 語 テ キスFの 構成要 素 を表現 す る こ と;5文 を意 味関 係 に翻 訳 す る

こ と;6積 み 木 を積 む ロボ ッ トに命 令 す る こ と;7文 書 デ ー タ ベース に問 い合 わせ る こ と;8物 語 図 式 の事 例 研究;9テ キ ス トに

つ い て質 問 し要 約す る こ と;10構 文 解析 と言 い換 え;11知 識 シス テム;付 録AHCPRVR'を 使 う こ と;付 録B8章 の ロケ ッ

ト物 語 の さ らな る解 析

●#131SBN4-7828-0060-6【B9111327】

【標 題 】 自然 言語 の意 味論 一 モ ンタギ ューか らr状 況 』へ の展 開 白井賢一 郎著 産業 図書'91.4.22297p21cm(A5)¥3,296(本

体¥3,200)

【内容 】 第1章 自然 言 語 の明 示 的 な意 味論研 究;第2章 一 般量 化子 理論 の展 開;第3章 内 包 論 理 とタ イ プ理 論 の 展 開;第4

章 デ ィス コー ス表 示 理論 の展 開;第5章 状 況意 味論 の展 開

●#141SBN4-306-04278-2【B9111322】

【標 題 】 建築 美 論 の歩 み 井上 充 夫著 鹿 島 出版 会'91.4.20334p21cm(A5)¥4,532(本 体¥4,400)

【内容 】 第1章 古代 －r善=美 』 の思 想(哲 学;芸 術 と美 に対 す る一 般的 な考 え方;r善=美 』 の思 想;ヴ ィ トル ヴィ ウス の

r建 築 書 』);第2車 中 世 －r神=美 』 の思 想(美 に対 す る一般 的 な考 え方;建 築 関係 書 と ヴィ ラー ル ・ ドンヌ クー ル);第3章

近世 －r真 理=美 』 の 思想(ヒ ュ ーマ ニ ズ ムか ら科学 の 時代 へ;一 般 美術 論;建 築 美 論;r真 理=美 』 の思 想);第4章 美の 独 立

と芸 術 の 自律(啓 蒙 主義 ・批 判哲 学 ・観 念論;カ ン トに よ る美 の独立;芸 術 の 自律 と優位);第5章 折 衷主 義 の建築 美 論(新 古典

主義;ロ マ ン主 義);第6章 科 学 主義 美学(人 文 ・社 会科 学 に対す る自然 科学 の影 響;心 理学 的 美学;科 学 主義 的 建築 美 論);第7

章 反 折衷 主 義 か ら近 代 主義 へ(近 代 主義 建築 への 道;近 代主 義);第8章 様 式論(美 術 様式 論;ヴ ェル フ リ ン学 派);第9章'諸

方面 へ の展 開(20世 紀 思 想 の諸 相;都 市 美論;意 味論 的 諸 説;建 築 造形 論);第10章 反 近代 主 義(近 代主 義批 判;意 味論 的 主 張;

歴史 主 義 的 ・地 域 主 義 的主 張;構 造主 義)

●#151SBN4-469-24305-1【B9108179】

【標 題 】 言 語 の し くみ 一意 味 と形 の 統合 児玉 徳 美著 大修 館 書 店'91.4.10208P21cm(A5)¥2,600(本 体¥2,524)

【内 容 】 第1部 意 味 役 割 と文 法 関係 と格 形 態(意 味 役 割 と文法 関係;格 形 態;言 語類 型 と構造 的 意 味);第2部 分析 法 の あ り

方一 依 存文 法 の 視 点(言 語 構造 と認 知原 則;体 系文 法 の功 罪;GB理 論 へ の疑問 一バ ラ ミタ ー を中心 に;依 存 文法 に よる 日本 語

関係 筋 構 文 の分 析)

●#161SBN4-7952-・6S67-3【B9108781】

【標 題 】 構 成 的 プ ロ グ ラ ミ ング の基 礎 林 晋;小 林 聡 共著 遊 星社;星 雲社 〔発 売 〕'91.4.9253p21cm(A5)¥3,400(本 体

¥3,301)

【要 旨】 本 書 は、 プ ログ ラ ミン グの理 論 へ の論 理学 の応 用 の一 例 で あ る構 成的 プ ログ ラ ミングの 入 門 書で あ る。
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付録A添 付資料 処 理データ)

【内容 】 数 学 的 プ ログ ラ ミン グ言語;プ ログ ラムの検 証 と構 成 的 数 学;Fefermanの 理 論(形 式 的理 論;意 味 論 と応 用);Acze1

の理 論;証 明 の理 論

●#171SBN4-7952-0839-・5【B9106921】

【標 題 】 建 築 的無 意識 一 テ ク ノ ロ ジー と身 体 感覚 難 波和 彦著 住 ま い の図 書 館 出版 局;星 雲 社 〔発 売 〕'91.4.1227p19cm

¥1,860(本 体¥1,806)(住 ま い学 大系039)

【要 旨】rエ イ リア ン』、rブ レー ドラ ンナ ーjの 映 像 イ メ ー ジか ら説 き起 こ し、記 号 論 、 システ ム論 、認 知 科 学 な ど、 最 新

の科 学 を駆使 して仮設 され る建 築論 。 テ クノ ロ ジーの 未来 と、 ポ ス ト ・モ ダ ンの地 平 の か なた に新 た な浮 か び上 が る建築 のイ

メー ジは どの よ うにか さな るのか 。建 築 に お け る無 意 識 と身体 性 の 問 題 を結 びつ け る回 路 を模 索 しなが らつ づ る渾 身 の エ ッセ

イ集 。.

【内容 】rエ イ リア ン』 とrタ イ ム レス』;イ メ ー ジの な かの テ クノ ロ ジー-rブ レー ドランナ ー』 の 美学;メ タ リッ クな カ

オ ス;ハ イテ ック ・マ トリ ックス;メ タ ・テ クノ ロジー;イ ンダス トリア ル ・ヴ ァナ キ ュ ラーの神 話;機 械 として の建 築;建 築

的 無意 識 一形態 と機 能 に関す る考 察;無 重 力 につ いて の思 考実 験;建 築 の精 神 生 態学;機 能主 義 再考;建 築 は残 余で あ る一建 築

の1989年;モ ダ ニテ ィ の条 件

●#181SBN4-13-013069-2【B9106944】

【標題 】 心 の計 算理論 在 住 彰文 著 東京 大 学 出版 会'91.322201p19cm(B6)¥2,266(本 体¥2,200)(認 知 科学 選 書19)

【要 旨】 心 とは、 自然 が産 み だ し たみ ご とな記号 計算装 置 だ。 計 算機 科 学、 心理 学 、言 語学 、哲学 に共通 す る問題 提起 の書 。

【内容 】1章 計算 的 人 間観;2章 心 の科 学 をめ ぐって;3章 記 号 の 計算 として の認 知;4章 コネ クシ ョニ ズム の 計算 観;5章

心 の理論 と して の計 算 プ ログ ラム;6章 経験 科 学 としての 計算 ア プ ロー チ;7章 理論 科 学 と して の計 算 ア プ ロー チ;8章 お わ

りに一心 の科学 と認 知 科学;補 稿(生 成 文法 と計 算;認 知 科学 文 化 論 考 一 わ ざ と こ ころ)

●#191SBN4-13-013071-4【B9104168】

【標 題】 認識 と文化 一色 と模様 の民族 誌 福 井勝 義…著 東京 大 学 出版 会'91.225255p19cm(B6)¥2,472(本 体¥2,4bO)(認 知

科学 選 書21)

【要 旨】 ア フ リカの ボデ ィ族 の色 彩認 識 の 調 査 か ら解 き明 か され る、 彼 らの牛 との交 わ りを 中心 とした生 活 と知 識 の想 像 を

越 え た結 びつ きは、文 化 と認識 につ いて の常識 の転 換 を迫 る。

【内容 】1章 フ ィー ル ドへ;2章 色彩 認 識 の もつ意 味;3章 認識 の分 析;4章 色 彩 の 分類 体 系;5章 幾何 模様 の背 景;6章 家

畜 認識 との対 応 一認 識 の重 層 性;7章 ウ シの分 類 の背 景 一 民俗 遺 伝観;8章 ア エ ギ の習 得 とアイ デ ンティ テ ィ;9章 家 畜 の多

様 な毛 色 をめ ぐ る文 化装 置;補 稿 私 た ち は ど うr間 違 って』 いた の か一 認識 人 類 学 か ら学 ぶ こ と(佐 伯 絆)

●#201SBN4-13-013082-X【B9104640〕

【標 題】 こころ と社 会 一認知社 会心 理学へ の招待 池田謙一;村 田光 二著 東京 大学 出版会'91.222297,20p19cm(B6)¥2,575(本

体¥2,500)

【内容 】]部 くこ ころ〉 の仕 組 み と働 き(認 識 す る 〈こ ころ〉;働 く知識;推 論 す る くこ ころ〉;決 め る 〈こ ころ〉;働 きか け

る感情);2〈 社 会 〉 にか かわ る 〈こ ころ〉(〈 こ ころ〉 と 〈こころ 〉一 コ ミュニケ ー シ ョ ン;集 団 の中 の 〈こ ころ〉;〈 こ ころ〉

をつ な ぐ 〈社会 〉一 コ ミュ ニケ ー シ ョ ン ・ネ ッ トワー クとマ ス メデ ィア;〈 社 会 〉 を動 かす 〈こころ〉 一社会 過 程 と社会 変容)

●#211SBN4-7885-0383-2【B9103924】

【標 題 】 認知 科学通 論N.A.ス テ ィ リングス;M.H.フ ァイ ンシュ タイ ン;J.Lガ ー フィール ド;E.L.リ ス ラ ン ド;D.A.ロ ー

ゼ ンパ ウム;S.E.ワ イス ラー;L.B.ベ ー カー ・ワー ド著;海 保 博 之 ほ か訳 新 曜 社'91.2.20620,40p21cm(A5)¥6,489(本 体

¥6β00)(認 知 科学 選 書)原 書 名:COGNITIVESCIENCE:ANINTRODUCTION〈N.A.Stillings;M.H、Feinstein;

J.L.Gar丘eld;E.L.Rissland;D.A.Rosenbaum;S.E.Weisler;L.BakerWard>

【要 旨】r知 』 の統 合 的理 解 をめ ざす 認知 科 学 へ の招 待 。

【内容 】 第1章 認知 科学 とは何 か;第2章 認知 心理 学 一心 のア ー キテ クチ ャ;第3章 認知 心理 学 トピッ クス;第4章 人 工 知

能 一知 識表 現;第5章 人工 知 能 一探 索 、 制御 、 学 習;第6章 言 語 学 一言 語 の 表示;第7章 神経 科 学 一脳 と認知;第8章 哲 学
一 認知 科学 の基 礎;第9章 言 語 獲得;第10章 意 味論;第lles自 然 言 語処 理;第12章 視 覚

●#221SBN4-326-15245-1【B9102836】

【標 題 】 フ ッサー ル とフ レー ゲJ、N.モ ノ・ンテ ィ著;貫 成 人 訳 勤 草 書 房'912.10237,17p19cm(B6)¥2,575(本 体¥2,500)

原 書名:HusserlandFrege〈J.N.Mohanty>

【要 旨】 現 象学 と分析 哲 学 の ル ー ツへ。 二 人 は 同 じ く哲 学 的 世界 〉 に住 んで いた。 実 りあ る交 流 を促 す。

【内容 】 第1章 歴 史 的研 究;第2章 心理 主 義 の 問題;第3章 意 味 の理 論;第4章 論 理 学 、 お よび知識 の理 論;第5章 結 論

●#231SBN4-00-004061-8【B9102453】

【標 題 】 読 み の プ ロFコ ル ロバ ー ト・ス コー ル ズ著;高 井 宏 子 ほか 訳 岩 波 書 店'91.1.29258,4p19cm(B6)¥2,500(本 体

¥2,427)(SELECTION21)原 書 名:PROTOCOLSOFREADING<RobertSdloles>

【要 旨】 ひ とは倫 理 的 ・社 会 的存 在 で あ る以 上 、読 む こ と と倫 理 的 規 範 とは無 縁 で は な く、読 み の プ ロ トコル を絶 えず 構 築

して い かな ければ な らない。 エ ー コや バ ル トの記 号論 そ して デ リダの テ クス ト論 を踏襲 し、読 み ・解 釈 ・批 評 の理 論 を明 快 な

語 り口で 展開 す る本 書 は、 デ リダ の理論 的寄与 を認 め つつ も倫 理 的 ・価 値論 的観 点 か らデ ィ コ ンス トラ クシ ョ ンを批 判 す る。

【内容 】 第1章 読 む こ と一 間 テ クス ト的行為;第2章 解釈 一 プ ロ トコル の問 題;第3章 批 評 一 レ トリ ック と倫理

●#241SBN4-7665-1090-9【B9100696】

【標 題 】 図 解 人工 知 能入 門 戸 内順 一 著 改 訂 版 啓学 出版'91.1.25144p21cm(A5)¥1,500(本 体¥1,4.56)

【要 旨】 本 書 は、 人 工 知能 に関 す る初 心 者 向 けの解 説書 で す。 特 に、 図 を多 くし、 文 章 をや さ し く して 、 初心 者 に もわ か り

や す い よ うに心 が け て います 。
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【内容 】 人 工知 能 とは何 か;知 識 と推 論;エ キ スパ ー トシス テ ム;フ ァ ジィ;ニ ュー ロコ ン ピュー タ;自 然 言 語処 理;機 械翻 訳;

知能 ロボ ッ ト;音 声理 解;問 題 解 決;そ の他 の話 題

●#251SBN4-324-02551-7【B9101831】

【標 題 】 言 葉 の 意味 一 初 めて 出会 う意味 論 の 世界 稗 島一 郎著 ぎ ょ うせ い'91.1.20153p19cm(B6)¥1,500(本 体¥1,456)

【内容 】 第1章 意 味 とは何 だ ろ うか;第2章 意 味論 の基 礎 を振 り返 る;第3章 意味 の解 剖 を試 み る;第4章 意 味 関係 を考 え

る;第5章 単 語 の意 味 に つ いて考 え る;第6章 文 の意 味 につ いて考 え る;第7章 発 話 行為

●#261SBN4-7608-9376-8【B9032972】

【標 題】 新 ・児童 心理 学 講座 第6巻 言語 機 能 の発 達 内 田伸 子編 金 子書房'90.12.5330p21cm(A5)¥4,000(本 体¥3,884)

【要 旨】 言 語 学 や言 語 心理 学 の み な らず社 会 科学 、 人類 学 か ら比 較行 動学 ・認知 科学 まで の 言語 の諸 機能 につ いて広 範 囲 の

分 野 か ら集 積 され つつ あ る研 究 を総 覧 しなが ら、 人 間 の発達 と語用 論 的視 点 か ら言 語的 諸 能 力の 発達 につ いて 考察 す る。

【内 容】 第1章 言語 と人間;第2章 文 法 の獲得;第3章 意 味 の発 達;第4章 文章 理 解;第5章 会 話;第6章 言語 の産 出;第

7章 言 語 と認 識;第8章 言 語 と感 情;第9章 言 語 の障 害

● ≠271SBN4-7917-5103-5【B9030909】

【標 題 】 哲 学 の小 さな学 校 ジ ョ ン ・パ ス モア著;大 島保 彦;高 橋 久 一 郎訳 膏土 社'90.11.15293,5p19cm(B6)¥2,400(本

体¥2,330)原 書名:RECENTPHILOSOPHERS:ASUPPLEMENTTOAHUNDREDYEARSOFPHILOSOPHY

〈JohnPassmore>

【要 旨 】 現代 思 想 の ハ ン ドブ ック。60年 代 以 降 の哲 学 や言 語学 の 流れ を総 観 し、 チ ョムス キ ー以 後 の言 語 学 者 、 デ リ久 デ

ヴ ィッ ドソ ン、 ダ メ ッ ト、 バ トナム な どの哲 学 者、 ボ パ ーや クー ン以 降 の科学 哲学 者 を次 々 と登場 させ、 その 相 互関 係 を見事

に浮 び上 が らせ る、 現代 哲 学 の烏 廠 図。

【内容 】 第1章 序 論 ・変 化 と連 続(言 語 学;論 理 学;自 然 科学;r大 陸哲学 』 とr英 米哲学 』;知 識 と信 念 一 ゲ デ ィア 問題;ア

デ ィ ア問題;ア ー ム ス トロ ング;ウ ィギ ンズ;サ ール とグ ライ ス);第2章 構 造 と統 語論(ソ シ ュール理 論 とそ の影 響;構 造主 義

者 た ち;デ リグ;デ リダ対 サ ー ル;チ ョム ス キー);第3章 統 語 論 か ら意 味論 へ(カ ッ トと フォー ダ ーの 意 味論;モ ンタギ ュー:

形 式 化 さ れ た人 口言 語;D・ ル イ スConvention;ス トールネ カ・一;S・ ク リプキ);第4章 デ ヴィッ ドソ ン とダ メ ッ ト(デ ヴィッ

ドソンの 仕事 心理 学 の哲 学;デ ヴィッ ドソ ンの 仕事2意 味 論;ダ メ ッ トの仕事1言 語 哲 学;ダ メ ッ トの仕 事2反 実在 論);第5

章 実在 論 と相対 主 義(バ トナ ムの科学 哲 学;バ トナム の こ ころの哲 学;デ ネ ッ ト;バ トナム の形 而上 学;科 学 哲学;ラ カ トシュ;

フ ァイア ア ーベ ン ト;ヘ ッセ;ロ ーテ ィ)

●#28工SBN4-624-93206-4【B9031990】

【標 題 】r意 味 』 の 地 平 ヘ ー レ ヴィ ・ス トロー ス、 柳 田 国 男、 デ ュ ルケ ー ム 川 田稔 著 未 来 社'90.11.15173p19cm(B6)

¥1,854(本 体¥1,SOO)(ボ イエ ー シス叢 書6)

【要 旨】 主 と して レ ヴィ ・ス トロース の構 造主 義 理論 を現代 的 な視 点 か ら平明 に解読 し柳 田国 男、 デ ュル ケ ー ム との意 外 性 と

示 唆 に富 ん だ知 の トリアーデ を構成 す るなかで人 が生 き るr意 味 』 をそ して 世界 のr意 味』 を探 りだ そ うとす る知 的 冒険 の 書。

【内容 】 第1章(レ ヴィ ・ス トロー ス にお け る構 造主 義 の展開 －r意 味 』の地 平へ;補 講 構 造主義 人 類 学 の基本 視 角 一 レヴィ ・

ス トロー スの 思想);第2章(柳 田国 男 とデ ュル ケ ー ムー意味 と信仰;付 論 フ レイザ ー ・永橋 卓 介 ・柳 田国 男);第3章 柳 田 国

男 と日本 文 化 一 日本 人 の信 仰

●#291SBN4-7958-1082-6【B9028530】

【標 題 】 言語 学 は科学 で あ る－r象 が 国会 デ 宿 題 ヲ忘 レル 』 不思 議 へ の招待 城 生 栢太 郎著 情 報 セ ン ター 出版 局'90.11.14

245,8p19cm(B6)¥1,450(本 体¥i1,408)

【要 旨】r人 類最 古 の 書 きこ とば』 か らr21世 紀末 の 日本語 』 まで 、 コ トパ と火 を使用 す る、 す べ て の ヒ トへ 贈 る 〈サ イエ

ンス ・ノ ンフ ィク シ ョン〉第7弾 。人 類 は コ トパ な しには一 瞬 た り とも社会 生活 を営 み得 な い。 しか し、 コ トバ につ いて我 々

は どれ だ けの こ とを知 って い るのだ ろ うか?

【内容 】 第1章 知 られ ざ る学 問、 それ は言語 学(言 語 学 のル ー ツ;言 語 学 の科学 性;経 験 科 学 として の 言語 学;実 証科 学 をめ

ざす言 語学;言 語 学 の魅 力);第2章 言語 とtt.何か を考 え る(コ ミュ ニケ ーシ ョ ンの手 段;二 重 の分 節;恣 意的 記 号 の体 系;体 系
と構 造;無 限 の 生 産性);第3章 言 語学 をマ ス タ ーす る(学 問 的位 置 づ け;音 声学;音 韻 論;文 法論;意 味 論);第4章 暮 ら しの

中 の言 語学(よ り身近 な言語 学 の ため に;ヤ ハ リ、 ヤ ッパ リ、 ヤ ッバ シ、 ヤ ッパ;rコ ー トジボ ワール』 とは何 事 だ;r嫌 音権 』

の確 立 をめ ざして;ヘ タな ホ ンヤ ク、 社 会 の メイ ワク;21世 紀 末 の 日本 語 は ど うなるの か?)

●#301SBN4-335-00021-9【B9029S80】

【標 題 】 講 座 東南 ア ジア学1東 南 ア ジア学 の手 法 矢野 暢 編 弘 文堂'90.11.10321p21cm(A5)¥4,200(本 体¥4,078)

【要 旨】 東南 ア ジア世 界 の尊 厳 を重 ん じ、 独 創 的 な方法 論 と、 実 証 的 な フィー ル ドワー ク を も とに壮 大 な知 の 構 図 を提 示 し

た わが 国初 の画 期 的講 座 。

【内容 】 総 説r地 域 』 像 を求 めて 一 く外 文 明 〉 と 〈内世 界〉;1章 文 明流 とその培 地;2章 農 耕文 化 の伝 播 と適 応;3章 フ ロ

ンテ ィア と して の開 拓 空間;4章 ヒ ト・社会 ・出生 間隔 一東 南 ア ジアjOtsけ る具 体像;5章 村 の意 味論;6章r圏 』 の概 念 一

社 会 単位 論;7章 都 市 の な りた ち;8章r世 界 』 観 の組 み立 て;9章 文 献学 としての 東南 ア ジア史;10章 近 代 と前近 代 を分 け

る もの 一 ヘル メス 神 の栄光;11章r政 治』 の 成立;12章 〈想像 の共 同体〉 としての 国民 国家;13章 農 業 ・農 村 研究 とr風 土

の工 学』;14章 経 済 学 と東 南 ア ジア研究

●#311SBN4-657-90041-2;ISSNO289-3428【B9034470】

【標 題 】 科学 哲 学 の未来 を問 う 日本 科学 哲 学会 編 早 稲 田大 学 出版部'90.ll.10120p21cm(A5)¥1,854(本 体¥1,800)r科

学 哲学 』23(1990)

【内容 】 整合 主 義 的創 造 活動 としての哲 学 一分 析 哲学 の将来 に寄 せて(富 田恭 彦);パ ル メニ デス の幻 想 と論 理 学(藁 谷 敏 晴);

科学 哲 学 の ゆ くえ 一私 の な かで の展 開 につ いて 一(沢 田允 茂);論 理 主 義 的意味 論 と語 用論 の新展 開(永 井 成男);80年 代 末 まで
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付録A添 付資料 侮 理データ)

麗顎誹言元讃艦鶴ヅ整瀦㌶鶴冨㌶三野三莞㌶雛篇鴛當 認冒麟㍊;上筆量
正 氏 に答 えて(黒 崎 宏);書 評;第22回 大 会(1989年)記 録;学 界 消息

●#321SBN4-326-15241-9【B9027126】

【標 題 】 現代 哲 学 の フ ロンテ ィア 神 野慧 一 郎編 勤草 書 房'gO.1020281,5p19cm(B6)¥2,678(本 体¥2,600)

【要 旨】 蒙 昧 と空 語 を排 除 し、理 性 と事 実 に訴 え た議 論 をめ ざす研究 集 団 く科学 哲 学 コロキ ウム〉。 そ の活 動 に み る現代 哲学

の熱 い焦 点 。

【内容 】1知 識 論(知 覚 に よる知識;知 覚 と実 在;科 学 的 実在 論);2言 語 哲学(意 味 とコ ミュ ニケー ショ ン;指 示 と意 味 一反 フ

レー ゲ的意 味論 の展 開);3心 の哲 学(心 は脳 に還 元 され るか;私 と行 為);4方 法 論(理 論 の還 元 は可 能 か)

●#331SBN4-87502-173-9【B9028290】

【標 題 】 言語 の夢 想者 一17世 紀 普遍 言語 か ら現代SFま で マ リナ ・ヤ グ ェー ロ著;谷 川 多佳 子;江 口修 訳 工作 舎'90.10.16339p

21・m(A5)¥3,296(本 体¥3,200)原 書名 ・LESFOUSDULANGAGE・D・ ・1・ngUesim・gi・airesetd・1・u・ ・i…nteu「s

〈MarinaYaguello>

【要 旨】 ヨ ー ロ ッパ 言 語思 想 史 を ふ りか え る と、 文 字通 り狂 人 の よ うに言 語 に愚 かれ て 、完 全無 欠 の 理 想言 語 の創 造 とそ の

普 及 に命 を賭 けた人 々が登場 す る。普 遍 言語 の虜 とな った デ カル ト、 ライ プニ ッツ、 チ ョム スキ ー、奇 天 烈 な空 想 言語 を考 え

だ し たシ ラノ ・ド・ベ ル ジュ ラ ック、 ブル ワー ・リッ トン、 ジ ョー ジ ・オ ー ウェ ル、 霊 媒 となって 異界 の 言 語 を とめ ども な く

話 し始 めたエ レー ヌ ・ス ミス、 ス ター リン体 制 下で マ ル クス主 義 言 語理 論 を打 ち立 て た ニ コライ ・マ ール …。 本 書 は、人 工 言

語 の迷宮 に さま よい こんだ彼 ら"言 語 の 夢想 者"の 系譜 を通 して 、言 語 に潜 む神 話 、 夢、 狂 気 を説 き明 か して い く… 。

【内容 】 序 章 言 語 へ の愛;第1部 神話 か らユ ーFピ アへ;第2部17～20世 紀 の言語 思 想史;第3部 言 語 にまつ わ る幻 想 の

両極 にむ けて;第4部 自然 言語 の擁 護 と顕 揚;巻 末資 料(人 工言 語 主 要作 品 一覧 一 言語 思 想 史年 表;人 工 言語 文 献 資料 集)

● ≠341SBN4-621-03511-8【B9025312】

【標 題】 国 際通 信 小 野欽 司編 丸 善'90.9.28194p21cm(A5)¥3,708(本 体¥3,600)(MARUZENAdvancedTedmology
－ 電 子 ・情 報 ・通信 編CO3)

【要 旨】 国 際 化の 急速 な進 展 に伴 って 、国 際通 信 は地球 上 の人 と人、 あ るい は機械 と機 械 を結 ぶ情報 ネ ッ トワー ク として 必 要

不 可 欠 な もの とな って い る。本 書 は この よ うな背 景を も とに、 国 際通 信 技術 を ネ ッ トワー ク と伝 送路 な どの基 盤技 術 か らデ ー

タ通 信 や画 像 通信 な どの サ ー ビス技 術 、 さ らに は機械 翻訳 にい た る まで、 最 新 の技 術 を各 分 野 の第 一 人 者 が解 説 した も ので

あ る。

【内容 】 ・章 概 論 、2章 国際 通信 網 の構 成 ・3章 デ ・ ジタ ル縫 通 信 ・4章 光 離 ケ ー、ブル ・5章 デ ー 極 信 ・6章 画像 通 信 ・
7章 自動翻 訳

●#351SBN4-89501-378-2【B9025263】

【標 題】Cで 学ぶAIヘ ル ベル ト・シュル ト著;渋 谷恵 津子;渋 谷 昇 訳 マ グ ロ ウヒル出版'90.9.25304p21cm(A5)¥2,900(本

体¥2,816)原 書 名:Artificia11ntelligenceUsingC〈HerbertS(ihildt>

【要 旨】 本 書 はC言 語 を用 いてAI(人 工 知能)の プ ログ ラ ミング技法 を学 習す るため の入 門書 で あ る。AIに つ いて は全 く初

め て の人 に も理 解で き る よ うに、 ステ ップバ イス チ ップで 解説 され て い る。 最近 注 目 されて い るフ ァ ジィ論 理 や 自然 言 語 処

理 、 エキ スパ ーFシ ス テ ム な ど、AIに お け るFピ ッ クス をほ ぼ網 羅 して あ り、 多様 な技法 をマ ス ターで き る よ うに配 慮 され

て いる。

【内容 】 第1章 人 工知 能 一概 説;第2章 問題 解決 一解 の探 索;第3章 エ キス パ ー トシス テ ム;第4章 自然 言 語 処理;第5章

視 覚 とパ タ ー ン認識;第6章 ロポ ッF工 学;第7章 機械 学 習;第8章 論 理 と不 確 定性;第9章 人 間 ら し さの表 現

●#361SBN4-320-02529-6【B9025647】

【標 題】 人工 知 能 の研 究 者 た ち 溝 口文雄 著 共 立 出版'90.9.25245p21cm(A5)¥2,580(本 体¥2,505)

マ ッ ドサイ エ ンティ ス ト(気 狂 い科 学者)と いわれ て きた人 工知 能 の 研究 者 た ちは何 を考 え、 何 を創 り出 して き たの【要 旨】

か。 そ して、 今後 どの よ うに進 んで い くの か。本 書 はその研 究 者 の ラ イ フス タイル や創 造 の秘密 を探 ると同時 に、実 像 に迫 る

人物 論 を明 解 に展 開 した世 界初 の書。

【内容】 第1章 オ リ ジナ ル ベーバ を書 き続 け る長老H.A.サ イ モ ン;第2章 人工 知能 の カ リス マM.ミ ンス キ ー;第3章 ロ

ジ ック ・プ ログ ラ ミング のゴ ッ ドファー ザ ーJ、A.ロ ビン ソ ン;第4章 新 世代 の理 性 主義 派 渕 一博;第5章 言 語理 解 か らグ

ル ー・一ブテ ク ノ ロジー へT.ウ ィノ グ ラー ド;第6章 認 知科学/工 学 の推進 者D.A.ノ ーマ ン;第7章 米 国 人工 知 能学 会 の プ レ

ジデ ン トD.G.ボ ブ ロ ウ;第8章 ロジ ック ・プ ログ ラ ミン グの闘 士R.A.コ ワル スキ 「 第9章 知識 工 学革 命E.A.フ ァイ

ゲ ンパ ウム;第10章 育 ち ゆ く若 き獅子W.J.ク ラ ンシー;第11章 人 工知 能 の創 始者J.マ ッカー シ;第12章 次世代 の ヒー

ロ　につ いて

●#371SBN4-560-05712-5【B9026163】

【標 題 】 意 味論 ピエ ール ・ギ ロ一著;佐 藤 信 夫訳 白水 社'90.9.25151p18cm¥880(本 体¥854)(文 庫 クセ ジ ュ712)原 書

名lLaSemantique〈PierreGuiraud>

【内容】 序 論3顧 の意 味副 意 味作 用 涼 味 の 過程 達 味 の機 能)・意 味 の変 化(そ の形 態 ・その 原 因)情 造 的意 味 論 ・さま ざ

まの意味 論;結 論 意 味 論

●#381SBN4-320-02527-X【B9023618】

【標題 】 日本 語 の情 報 化 一 その技 術 をめ ぐって 横 井俊 夫著 共 立 出版'90.9.15245p19cm(B6)¥2,060(本 体¥2,000)

【内容 】 言 語 と情 報;今 日の 日本 語;言 語 科学 の歩 み;言 語処 理 技 術 一 コ ン ピュー タ上 の 日本 語;電 子化 辞 書技 術(意 味 を求 め

ミ溺 麟 言裁 磁 三遍騰 藷i灘罐㌶ 舞 禁虻 攣㌻禦 脇 、審講 一ソフ
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●#391SBN4-87593-166-2【B9024281】

【標 題 】TurboCrCよ る人 工知 能 ク リス トフ ァ ・F.シ ャブ リス著;岩 谷 宏 訳 エ学 社'90.9.15383p21cm(A5)¥2,800(本

体¥2,718)原 書 名:Artificia11ntelligenceandTurboC〈ChristopherF.Chabris> .

【内容 】1章 導 入部 そ して歴 史 的 な背 景;2章 一 般 的 な問 題;3章 知識 の 表現;4章 自然 言 語処 理;5章 エ キ スパ ー ト・シス

テム と知 識 工学;6章 ヒュー リス ティックな探 索;7章 ゲ ー ム;8章 未 来 の 方 向;付 録 プ ログ ラムの ソース ・リス ト

● ≠401SBN4-479-75027-4【B9021858】

【標 題 】r子 ど も不 在 』 の教 育 論 批 判 －r法 則 化 運 動 』 を撃 つ1教 育実 践 研 究 会 編 大 和 書 房'90.8.31214p19cm(B6)

¥1,550(本 体¥1,505)

【要 旨】 子 ど もの個 性 も、 教 師 の多様 性 も認 め ないr教 育技 術 の 法則 化運 動 』 を徹底 的 に批判 す る。

【内容 】 第1章r教 育技 術 の 法則 化1を なぜ 批 判す るか一 マ ニ ュア ル主義 の非 人 間性;第2章r追 試 』 論 の不 毛 性一 教 師 の

成 長 とは何 か;第3章 理 科 か ら みたr法 則 化運 動 』批 判－r法 則化 』論 文 の批 判 を通 して;第4章 社 会 科r立 ちあ い授 業 』批

判 一 向山 氏 のr江 戸 時 代 の 人 口』 の授 業 分析;第5章r全 員 を跳 ばせ る技 術』 論 批 判 一体 育 の授 業;第6章 音楽 指 導 のr定

石 』化 批判;第7章 特 別 活動 に おけ る子 どものr自 治 』 を否 定 す るr子 供 を動 かす法 則 』;第8章 授 業論 にお け る意 味 論 的議

論 の必 要 性 一 向山洋 一 氏 のr指 導 法』 へ の宇佐 見寛 氏 の 語用 論観 点 か らの擁護 を批 判 す る;第9章 教 育実 践研 究 に対 す る教 育

研 究 者 の任務 一藤 岡 信勝 氏 にお け るr全 員 を とば せ る技術 』論 のr正 当化』批 判;第10章 教 材 解釈 論 に も とつ く子 ど も理 解

の必 要性 一 向 山洋 一 氏 のr全 員 を とばせ る技 術』 論 の形 成 過程 批 判

●#411SBN4-14-001586-1【B9023067】

【標 題 】 デ ジタ ル思 考 とア ナ ログ思 考 吉 田夏 彦 著 日本 放 送 出版 協 会'90.8.20215p]9cm(B6)¥780(本 体¥757)(NHK

ブ ックス586)

【要 旨】 コ ン ピュー タが音 楽 や 美術 の分 野 に活 用 され る等 、社 会 のす みずみ に浸透 して い る一方 で 、感 性 の 重要 性 が 叫 ばれ

て い る。 一体 、論 理 的 に もの ご とを処 理 して い く能 力 として の理性 と、 その反 対 概 念 として、 感情 に うった え るこ とが 多 い感

性 とは、 ま っ た く異 質 な もの なのか 。思 考 の流 れ を、合 理的 なデ ジ タル型 と直観 的 な アナ ログ型 に大 別 し、 そ の両 者 の本 質 に

深 く関 わ る理 性 と感 性 の対 立 や 結 びつ きを捉 え直 す。

【内容 】 第1章 二 つ の こ とば;第2章 論理 的 な概 念;第3章 ア ナ ロ ジー か ら論 証 へ;第4章 部 分 への 分解;第5章 デ ジタル

なや り方;第6章 直 観 と概 念;第7章 自然 言語 と人工 言語;第8章 デ ジタル なや り方 と感 性;第9章 形 而上 学;第10章 感 性

の時 代

●#421SBN4-274-07580-X【B9019094】

【標題 】知 的CAIシ ステムー知識 の相 互伝 達へ の認知科学 的ア プローチEtie皿eWenger著;岡 本敏 雄;溝 口理 一郎監 訳 オー ム社
'90 .7.20508p21cm(A5)…IE6,500(本 体¥6,311)原 書名:ArtificialIntelligenceandTutoringSystems=Computationaland

CogrtitiveApproachestotheCommunicationofI〈nowledge<EtienneWenger>

【要 旨】 知 的CAI(ITS)と いわ れ る人工 知能 を取 り入 れ た教 育 シス テム につ いて,初 期の 段 階か ら今 日の シ ステ ム を概観 し、

シス テ ム構築 の理 論 と実 際 を、全3部 全20章 で ま とめ た好 著 の翻 訳版 。

【内容 】 第1部 最初 の一 瞥 －ITS研 究分 野 の序 説(知 識 の 相互 伝達 シス テム;基 本 的 な課 題);第2部 展 望 一研 究 者、 ア イ デ

ア、 シス テ ム(教 育 の た めの 対 話一 意 味 ネ ッ トか ら メ ンタル ネ ッ トへ;SOPHIE－ 定 量 的 シ ミュ レー シ ョンか ら定性 的 シ ミュ

レー ショ ンへ;対 話 的 な シ ミュ レー シ ョ ンー コ ミュニ ケー シ ョン し合 うメ タンル モデ ル;現 存 す るCAIの 伝統 一 初 期 に貢 献 し

た研究 ほか);第3部 梗 概 一 技 術 の現 状(コ ンピュ ー タ;対 象領 域;学 習者;診 断;教 授 法;伝 達 知識)

●#431SBN4-320-02518-O【B9018287】

【標 題】 ニュ ー ロコ ン ピュー タ の現状 と将来 日本学 際 会 議編 共 立 出版'90.7.10200p21cm(A5)¥2,750(本 体¥2,670)

【要 旨】 ニュ ー ロコ ンピ ュー タ開 発 の現状 と将来 の展望 を、r脳 の生 理 学的 研究 』rニ ュー ロハ ー ドウェ ア』r光 二=一 ロシス

テム』r記 憶 と認 知 』rニ ュ ー ロ に よる問 題 解 決』r認 知 の仕 組 み』 に わ たる広 い視 点 か ら試 み た、 日本 学 際会 議 主 催 の シ ンポ

ジ ウム記 録 を単 行 本 化。

【内容 】1脳 に学 ぶ;2ニ ュー ロ ・ノ・一 ドウェア の デバ イス 技術;3光 ニュー ロコ ン ピュ ー テ ィン グ;4記 憶 と認知 の 二L－ ロ
コ ン ピュー テ ィ ング;5ニ ュー ロダイ ナ ミックス に よる問題 解 決;6人 工知 能 ・認 知 科学 ・ニ ュー ロコ ン ピュ ー タ

●#441SBN4-87189-016-3【B9015782】

【標 題 】 カー ド型 デ ー タ ベー スQ&Aガ イ ドブ ッ ク 高橋 三 雄 著 アネ ス ト;イ ン フォ メー シ ョ ンサイエ ンス 〔発 売 〕'go.6.11

214p21cm(A5)¥2,300(本 体¥2,233)

【内 容 】 第1部Q&Aの 概 要(Q&Aの ファ イル 機能;自 然 言語 に よ るデー タベ ー ス操 作;Q&Aの ワー プ ロ機 能);第2部

Q&Aの 応 用(販 売 カ ー ドの 活用;社 員 カ ー ドに も とず くデ ー タベ ース操 作;そ の他 の機 能 マ ク ロ とユー テ ィ リテ ィ)

● ≠451SBN4-8301-0560-7【B9015897】

【標 題】 障害 児 発 達学 研 究 小川 再 治 編 文 化書 房 博 文社'90.6.10269p21cm(A5)¥3,800(本 体¥3,689)

【内容 】 第1章 障 害 児発 達 学 研 究 と私;第2章 聴 覚障 害 児 の言 語 発達 一 意味 論 的 考察 か ら;第3章 音 声 知覚 発 達 に 関 す る

近 年 の基 礎 的研 究;第4章 重 症 心 障害 者 のr行 動 的』 応 答 に関 す る研 究 へ のア プ ロー チ;第5章 自閉 症 に関す る生 理心 理 学

的 研究;論 文(聴 覚 障 害 児 の発 話 のモ ニタ リ ング過程 と修 正 過 程 につ い て一 自己修 正 タイ プ と発 話 内の生 起 位 置 に関す る検 討;

補 聴器 装 用 を継 続 す る こ とに よ り生 じる補 聴 域値 の変化 につ いて;自 我 の発達 よ りみ た聴 覚 障害 児 の反 抗 につ いて;精 神 遅 滞

児 の 弁別 学 習 の転 移 にお よ ぼす 言語 教示 効 果 ほか)

●#461SBN4-478-80017-0【B9015411】

【標 題】 科学 技術 の最 前線 －r日 本 の頭脳 』を現 場 に追 う10三 田 出版会 編 ダイヤ モ ン ド社'90.6.7207p19cm(B6)¥1,240(本

体¥1,204)
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付録A添 付資料 処 理データ)

【内容 】 エ リー トに多 い中年 期 のモ ラ トリア ム(河 合 隼 雄);"集 団見 合 い"で 演 算す るデー タ駆 動型 プ ロセ ッサ ー(寺 田浩詔);

パ ワー デバ イス、青 色 発光 ダイオ ー ドに応用で き るSic半 導体(松 波 弘之);超 高 層 ビル の振 動 を制 御す る ピエ ゾ素 子 の可能 性

(示 村悦 二郎);影 絵 が生 み だ した光 コ ン ビュ・一ターOPALSの 構 想(一 岡芳 樹);ア ナ ログ、 デ ジ タル混 在LSIの 総 合 設 計 シス

テ ム(田 丸啓 吉);分 子 を識別 す る化学 認 識機 能 材料(柳 田博 明);技 術 と人 間 の感 性 を結 ぶ ユ ニー クな大 学(安 藤 由典);宇 宙 衛

星 をつ な ぐ コ ヒー レ ン ト光 通信(森 永 規彦);材 料 内部 の残 留 応 力 を超 音 波で 非 破壊 測 定(福 岡秀 和);限 りな く人 間 に近 い コ ン

ピュ ーター を 目指 して(野 口正 一);人 間 と高度 な コ ミュ ニケ ー シ ョ ンが で き る計算 機 を(池 田克夫);ジ ョギ ン グ しなが ら正 確

な心 拍数 が感 じで分 か る(山 地啓 司);小 型 強力 で脚 光 浴 び るPM(永 久 磁石)モ ー ター(平 沙 多 賀 男);魚 群行 動 を追跡 す る シス

テ ム工 学(三 宮 信夫);新 素材 の"運 命"を 決 め る疲 勇 強度 の評 価(城 野 政 弘);VLSI設 計パ ニ ック を防 ぐCADシ ステ ム(白 川

功);イ ノ シ シやサ ワ ガニ に寄生 す る ウエス テル マ ン肺吸 虫(寺 崎邦 生);曖 昧 さを抑 え た 日本語 が つ く る機 械翻 訳 シス テ ム(吉

田将);鉄 鋼 精錬 基礎 研 究 の ノ ウハ ウ を複合 材料 に応 用(荻 野和 己)

● ≠471SBN4-00-004104-5【B9014852】

【標 題】 現代 哲学 の冒険14浮 遊す る意 味 市 川浩;加 藤 尚武;坂 部 恵;坂 本 賢三;村 上 陽一郎 編 岩波 書店'90.6.5370p19cm(B6)

¥i2,400(本 体¥2,330)

【要 旨】 思 考 の メ タモル フォーゼ 。現 代 の危 機 を映 す意 識 の 冒険。 パ ラ ドックス に当面 した思 考 が示 す 跳躍 寸 前 の ス タ ンス。

円環 、 螺旋 、 遊動 言 語 と意識 の 〈不 可 能 な回 路〉。

【内容】 歴史 テ クス ト 批評(富 山太 佳夫);イ メー ジの図 書館 意味 の廃 埴(宮 本 隆 司);コ ミュニケ ー シ ョ ンの戦 略(中 岡成 文);

懐 疑 と循環(福 居 純);エ コーす る声 －W・B・ イ ェイ ッの く存 在 の統 一 性 〉(島 弘 之);意 味 の お ご り 意 味 の危 機(増 田一夫)

●#481SBN4-7665-・1066-6【B9012137】

【標 題】 ファ ジ ィ集合 一 自然言 語 演算 とリス ク解 析K.J.シ ュマ ッ カ一著;鬼 沢武 久 訳 啓 学 出版'90.5.25220p21cm(A5)

¥2,600(本 体¥2,524)原 書名:FUZZYSET:NATURALLANGUAGECOMPUTATIONS,ANDRISKANALYSIS

〈K.J.Schmudker>

【要 旨】 本 書 で は、読者 に ファ ジィ集合論 を紹介 し、 リス ク解析 にお け る ファ ジィ集 合 論 の使用 例 、 つ ま り、 リス ク評 価 の た

め の 自然 言語 表現 の使 用例 を解 説 す る。 自然 言 語 表現 を使 った手 法 を組 み込 ん だ、 試験 的 な 自動 リス ク解 析 シス テ ムにつ いて

も詳 し く述 べ てお り、 また今 後 の課 題 につ いて も その概 略 を述 べて い る。

【内容】1章 集 合論;2章 フ ァジ ィ集 合論;3章 自然 言 語 演算;4章 フ ァ ジィネ ス につ いて の 心理 学 的考 察;5章 フ ァ ジィ ・

リス ク ・ア ナ ライ ザ;6章 今後 の課 題;付 録(言 語 変数 の定 義;拡 張 原 理;コ ンピ ュー タ上で の フ ァジ ィ集 合 の表 現)

●#491SBN4-13-041064-4【B9013255】

【標 題 】 人間 行 動 の計 量 分析 一 多 変量 デー タ解 析 の理 論 と応 用 柳 井晴 夫;岩 坪秀 一;石 塚 智 一 編 東 京 大学 出版 会'90.5.25

336p21cm(A5)¥6,1SO(本 体¥6,000)

【内容】 序 章 多変量 デ ー タ解析 の最近 の動 向;多 変 量 デ ー タ解析 の新 しい動 向(潜 在変 数 分析 モデ ル と因子 分析;理 想 点 判別

分析 法 とその応用;3相 デ ー タの階 層 的主成 分 分析;射 影追 跡 と多 変 量 デ ー タ解 析;非 線 形 定式 化 に よ る多変 量 デ ー タ解 析手 法

の統 一 的考 察);多 変量 デ ー タ解析 の よ り効 果的 適用 を め ざ して(デ ー タの予 備 的解 析 と多次 元 外れ 値 の 摘 出;数 量化1類 と2

類 に おけ るア イ テ ムの選択 とカテ ゴ リー の併合;因 子 分析 に お け る回 転 一 プ ロク ラス テス回 転 を 中心 に して;単 調 回帰 と多 次

元 尺度構 成 法);人 間 行動 の 計量 一 そ の基礎 的 考察(人 間の 測 定;認 知 科 学 と統 計 学 の一 つ の接 点 一統 計 的概 念 の 理解 と教 育);

多 変量 デー タ解析 の応用(総 合 的 品質 管理 を支 え る統 計手 法;低 周 波 騒音 の心理 的影 響 にお け る多変 量 解 析 的検 討;入 試 デー タ

の 計量分 析);終 章 多 変 量 デー タ解 析 の発 展 を め ざ して

●#50【B9013258】

【標 題 】 認 知意 味 論 一英 語動 詞 の 多義 の構 造 田中茂 範 著 三 友 社 出版'90.5.25173p21cm(A5)¥2,060(本 体¥2,000)

【内容 】 第1章 基本 動詞 と多義 性;第2章 コア理 論 と基本 動詞 の 多義 性;第3章 プ ロ トタイ プ理論;第4章 ネ ッ トワー ク理論

●#511SBN4-13-013081-1【B9014322】

【標題 】 ア クテ ィブ ・マ イ ン ドー 人間 は動 きのなか で考 え る 佐伯 脾;佐 々木正 人編 東京 大学 出版 会'90.5.24309,7p19cm(B6)

¥2,472(本 体¥2,400)

【要 旨】 身 体 と思考 の み ご とな相 互関 連 を解 きあ か し、認 知科 学 の新 しいパ ー ス ペ クテ ィブ を示 した意 欲 作 。

【内容】 序 章 ア クテ ィブ ・マ イ ン ドー 活動 と して の 認知;1章 視 覚 一運 動表 象 に よ る見 え の成 立 一通 さめ が ね 実験;2章 か

らだ と意 図 が乖 離す る とき一合ス リ ップの心理 学 的理 論;3章 姿 勢 が変 わ る とき;4章 むか う感 情 ・ゆれ る感情 一 表情 フ ィー ド

バ ックと共 振 性 か らの検討;5章 何 の ため の記 憶 か一 フ ラ ッシュバ ル ブ メモ リーの機 能 論;6章 人 間 に とって の カテ ゴ リ一一

カ テゴ リー を ど う考 え るか;7章 音声 と文 字 の あ いだ 一対 話 の場 の シ ンボル使 用;8章r読 む』 とい うこ と;9章 推 論 と活動

の文 脈一 ピア ジェ保 存課 題 の 再考

●#521SBN4-06-153911-6【B9012696】

【標 題】 認知 科 学 の発展Vol.3日 本 認知 科学 会 編 講 談社,90.5.20250p2ユcm(A5)¥2,900(本 体¥2,816)

【要 旨】r言 語表 現』 にかか わ る新 た なパ ラダイ ム の提 唱。G.フ ォ コニ エ(カ リ フォル ニア大 学)教 授 に よっ て与 え られ た メ

ンタル ・ス ペ ース とい う概 念 に基 づ いた論 文集 で 、学 際 領域 の研 究者 に よ る認 知 科学 へ の1つ の ア プ ロー チで あ る。

【内容】 特集 メ ンタル ・ス ペ ー ス(領 域 と結合;役 割 、 ガ ・ヘ ウナギ 文;対 話 にお け る聞 き手 領域 の役割 に つ いて;談 話管

理理 論 か らみ た 日本 語 の指 示 詞;メ ンタル ・ス ペ ー ス理 論 の形 式 化 に 向 けて;表 現 と言語 理解 理 論 と して の メ ンタル ・スペ ー

ス 理論);論 文 直 接 ブ ライ ミン グ効 果 の多 層性

● ≠531SBN4-589-01526-9【B9011004】

【標題 】 異 文 化 を知 るため の情 報 リテ ラシー 一外 国語 と外 国 文 化研 究 教育 に おけ るコ ン ピュー タ利 用 入 門 村 山 皓 司編 京 都

法 律文化 社'90.5.8299p21cm(A5)¥2,884(本 体¥2,800)

【内容 】 序章 異 文化 につ いて の情 報 へ のア プ ロー チ;第1部 語学 と地域 研 究 の情 報 リテ ラ シー(外 国 語 習得 の ため の情 報 整

理;自 然言 語 処 理 と言 語学;異 文 化 間 コ ミュ ニケ ー シ ョン と計量 分 析;地 域研 究 に お け る二 次 的 な調 査方 法;語 学教 育 の ため
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の情 報 機 器利 用);第2部 コ ン ピュ ー タ リテ ラ シー(パ ー ソナル コ ンピ ュー タの ハ ー ドと ソ フ トの基 礎 知 識;パ ー ソ ナル コ ン

ピュ ー タの ア プ リケ ー シ ョ ンソ フ トウェア;プ ログ ラム言語;プ ログ ラ ミング;コ ンピュ ー タ通 信;コ ンピ ュー タ共 同利 用)

●#541SBN4-7649-0163-3【B9011417】

【標 題 】 自然 言 語理 解 と論理 プ ログ ラ ミングVeronicaDahl;Patri(ikSaintDizier共 著;西 田豊 明;松 本 裕 治;上 原 邦 昭共

訳 近 代 科学 社'90.4.30318p21cm(A5)¥4,944(本 体¥4,800)原 書名:NATURALLANGUAGEUNDERSTANDING

ANDLOGICPROGRAMMING〈VeronicaDah1;PatridkSaintDizier>

【内容 】 構 文解 析 器 の カ ジュア ル な記 述 者か らの複雑 性 の隠蔽;ボ ー ラ ン ド鉄 道 エ キ スパ ー トシ ステ ム の ため の 自然 言 語 イ ン

タ ー フ ェー ス;広 告 照合 の 分 野で のエ キスパ ー トシス テム に お ける項 目別広 告 の 解析;自 然 言語 文 の意 味 表 現 にお け る限 量子

の作 成域 の あ いま い性 の取 り扱 い;定 参照 を扱 うため の相互 信 念論理;文 章 理解 の ため の統 合化 構 文解 析 器 一 構 文解 析 をア フ

タ ー間 で の メ ッセ ー ジ転 送 と見 なす こ とにつ いて;BUP構 文 解析 システ ム の諸機 能;論 理 プ ログラ ミング言 語ESPに お け る

オ ブ ジェ ク ト指 向構 文 解析 器;語 彙機 能 文法 にお け る名 詞 句 につ いて;パ ズル文 法;論 理 文法 に よって等 位 表現 を扱 うた めの メ

タ文 法;自 然 言 語質 問 応 答 シ ス テム に お け る制 御情 報 の役 割 につ いて 〔ほか 〕

●#551SBN4-947627-09-3【B9010337】

【標題 】C言 語 によ る英和 翻訳 シス テ ム 柴 田勝征 著 ラ ッセ ル社'90.4.25303p21cm(A5)¥2,800(本 体¥2,718)(ラ ッセ ル

ブ ックス)

【要 旨】C言 語 に よ る機械 翻 訳 シス テ ムの全 容 と拡 充 法 を公開 。

【内容 】 第1章 機械 翻 訳 に つ いて考 え る;第2章 機 械翻 訳 の仕組 み;第3章 機 械 翻訳 シス テム のデ ー タ拡充 法;第4章 よ り

高 度 な レベル の、 デー タ の拡 充法;第5章C言 語 ミニ入 門;第6章 ソー ス プ ログ ラム の解 説;第7章 本 書 の翻 訳 シス テム の

使 用 法;第8章 ベー パ ー ウェア

●#561SBN4-7828-0053-3【B9007198】

【標 題 】 認 知 科学 とパ ラダ イ ム論M.ド ゥ ・メ イ著;村 上 陽 一 郎;成 定 薫;杉 山滋 郎;小 林 伝 司 訳 産 業 図書'903.30496p

19c皿(B6)¥3,605(本 体¥3,500)原 書 名:THECOGNITIVEPARADIGM〈MarcDeMay>

【要 旨】 コ ン ピュー タ は、 画期 的 な道具 で あ り、 かつ て望 遠鏡 や顕 微 鏡 が 自然科 学 に もた ら したの と同 じよ うな解像 力 を精

神 や心 に関 す る諸 科学 に もた らす で あ ろ う。 哲学 、心 理学 、 社会学 とい った多 くの専 門分 野 とAI(人 工知 能)に お け る研 究 成

果 を総 合 しよ う とす る努力 の 中か ら誕 生 した本 書 は、 科学 や科 学知識 の分析 に対 す る新 しいア プ ローチ を提 起 して い る。本 書

で展 開 され て い る よ うに、 この ア プ ロー チは、AIの 発 展 を通 じてお馴 染 み とな って い る図式 を拡 張 し、 実 証 主 義、 論 理 実 証

主義 、 科 学 の科 学 、 さらに はパ ラ ダイ ム を も包合 す るよ うな枠組 を可 能 に して くれ る。

【内容 】 第1部 認知 論 的観 点 の導 入(認 知 論 的観 点 の発展;世 界観 とモ デル;モ ナ ド論 的観 点 として の実 証 主 義;論 理 実 証 主

義 一構 造 論 的観 点;科 学 の文 脈 一 科学 の科 学;科 学 に対 す る認知 論 的観 点 一パ ラダ イ ム);第2部 科 学 の社 会 的構 造(計 量 書 誌

学 と科 学 の構 造;非 公式 な集 団 とネ ッ トワー クの起 源;科 学 の専 攻分 野 の ライ フサ イ クル);第3部 認知 構 造 と科学 の ダ イナ

ミックス(パ ラダ イ ム と注 意 お よび知 覚 の心 理 学;パ ズ ル解 き と世界 観 の再 編;保 存 と概念 シス テ ムの ダ イ ナ ミック ス)

● 幸571SBN4-06-153907-8【B9004023】

【標 題 】 認知 科 学 の発展 第2巻 日本 認 知 科学 会編 講 談社,90.3.20242p21cm(A5)¥2,900(本 体¥2,186)

【要 旨】 第4回 京 都 賞受賞 のチ ョムス キ ー教 授 の論 文 を中心 とした特 集 。本特 集 は、 文 法理論 の 研究 を通 じて 人間 の と ころの

構 造 と機能 の解 明 へ寄 与す ぺ く、 認 知科 学 とい う学 際領 域 に集結 した広範 な研 究 者 が語 る言 語学 か らの認 知 科学 へ の ア プ ロー

チで あ る。

【内容 】 特集 認 知革 命(認 知 革 命 一言 語 学 か らの アプ ロー チ;チ ョム ス キー教 授 の言 語学 な らび に認知 科 学 に対 す る貢 献;派

生 と表 示 の経 済性 に関す る覚 書;統 語 論 にお け るバ リアー概 念 につ いて;原 理 とパ ラメー ター の ア プ ローチ にお け る受 動構 文;

文 法 獲得 関数 の性質 につ いて;認 知 科学 の研究 対 象 として の科 学 的知識);論 文(フ レー ム問題 を ど うと らえ るか;知 能 ・理解 ・

知 識);日 本 認知 科 学 会会 報 お よ び 『認知 科 学 学 の発展Vol.2』 編 集後 記

●#581SBN4-588-00292-9【B9004848】

【標 題 】 意 味 と意味 の発 展R.A.ウ ォル ドロン著;築 島 謙 三訳 法政 大 学 出版 局'90.3.15245,40p19cm(B6)¥2,884(本 体

¥2,800)(叢 書 ・ウニ ベル シ タ ス292)原 書名:SENSEAND ,SENSEDEVELOPMENT<R.A.Waldron>

【要 旨】 マ リノ フス キー,ソ シ ュー ル ら先 哲 の学 説 を分 析 し意 味 とは何 か を明 らか に しつ つ、 と りわ け英 語 の 語意 変 化 を隠

喩 ・換 喩 を主 要 因 として豊 富 な事 例 ・作 品引用 に よって示 し、意味 変化 の理 論 を体系 化 す る と ともに言語 研 究 にお け る共 時的 ・

通 時 的方 法 の必 要 性 を説 く。

【内容 】 第1部 共 時 篇(意 味 の 意 味;活 きた意 味;脈 絡、 定 義、 多義;語 の指 示;意 味 の場 と体 系);第2部 通 時篇(意 味 の 変

化 一 そ の原 因 と類 型;意 味 の ず れ;隠 喩 に よ る意 味 転移;換 喩 に よる意 味 転 移)

●#591SBN4-8115-6232-1【B9006837】

【標 題 】 自然言 語 の論 理 とその存 在 論 一 レスニ ェ ウスキ ー存在 論 の立場 か ら 石本 新 編著 多賀 出 版'90.2.28390p21cm(A5)

¥9,064(本 体¥8,800)

【要 旨 】 この論 文集 の主 な 目的 は、 レス ニェ ウス キーの論 理学 、 と くにそ の存 在論 、 す な わ ち レス ニェ ウス キ ー存在 論 に関

す る研 究 をま とめ た もので あ る。

【内容 】 第1章 抽 象 を含 む レス ニ ェ ウス キ ー存 在論 につ いて;第2章 レス ニェ ウス キー 存在 論 の命 題 論 理 的部 分 系 と その

完全 性;第3章 レス ニェ ウス キー 存在 論 の解 釈 一 レス ニェ ウス キー存 在論 の命 題 論理 的 部分 系 と関連 す る系 につ いて;第4章

レス ニ ェ ウス キ ー初 等存 在論 の部 分 理 論 に関 す る分 離 定理 と翻 訳 定理 の構 成 的 証 明;第5章 古 典命 題 論 理 にお け る公理 的拒

否 の方 法 とその応 用 に つ いて;第6章 中世 論理 学 の三 段論 法 と単称判 断;第7章 レス ニ ェ ウス キー存在 論 の部 分 系L1に お け

る公理 的拒 否;第8章 レス ニ ェ ウス キー存 在 論 の命 題論 理的 部分 系 とその 簡略 化 し た定式 化;第9章 レス ニェ ウス キー存 在

論 の一 階述 語 論理 的 部 分系 と論 理 文 法 との関連 につ いて;第10章 初 等 レスニ ェ ウス キ ー存 在 論 の た めの新 しい公 理 系;第11

章 ア リスFテ レスの三 段論 法 の ヒル ベル式 定式 化 に関 す る一 考察;第12章 正規 様 相論 理 を特 徴 づ け るモデ ル の集合 に関 す る
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覚 え書;第13章 連 立 様 相論 理 の構 成 に お け る連 結 の 公理 とその フ レー ム;第14章 強 い 否定 を含 む構 成論 理 に関 す る一 考察
一 そ の健 全 性 と完 全 性;第15章 三 段論 法 の ゲ ン ツェ ン式 定式 化 とそ の一 階述 語 論理 のモ デ ル に関す る完全 性 につ いて

●#601SBN4-8207-0664-0【B9001615】

【標 題 】OA実 務 家 の書 い たエ キ スパ ー ト ・シス テ ム の本 三 菱 商事 シス テ ム企 画 部OA技 術 チー ム編 日本 能率 協 会'90.2.1

210p21cm(A5)¥2,000(本 体¥1,942)

【要 旨】 三 菱 商事 で 好評 の社 内 テキス トを単 行本 化。 ユ ー ザ ーの 立場 か らむず か しさ を乗 り越 え るた めに書 かれ たES(エ キ

スパ ー トシステ ム)中 級 入門 。

【内容 】 第1章 人 工知 能 とは;第2章 人工知 能 の歴 史;第3章 人 工知 能 の応用;第4章 認知 科 学;第5章 知 識 表現 と推論 モ

デ ル;第6章 エ キスパ ー ト・シ ステ ムの歴 史;第7章 エ キスパ ー ト ・システ ムの 構築;第8章 エ キス パ ー ト ・シス テム 開発 の

事 例;第9章 エ キス パ ー ト ・シス テ ム構 築 ツー ル の構 造;用 語解 説

●#611SBN4-274-07542-7【B9001661】

【標 題】 人工 知能 ノ・ン ドブ ッ ク 人 工知 能学 会 編 オ ー ム社'90.1.301085P26c皿(B5)¥23,690(本 体¥23,000)

【要 旨】 人工 知能 に関 す る基 礎 か ら応 用 まで の全 分 野 を網 羅 。 歴史 的 な業 績 や、 最近 、 特 に進歩 の著 しい分 野 につ いて も積

極 的 に取 り入 れ 解説 。 ハ ン ドブ ックの性 格上 、 将 来 を見通 した普 遍 的 な記 述 。

【内容】 序編 人工 知 能総 論;基 礎(知 識 ベー ス編;自 然 言 語編;パ ター ン理解 編;Alマ シ ン編;Al言 語 とツー ル編);応 用(エ

キ スパ ー トシス テム編;機 械翻 訳 編;ヒ ュ ーr7ン イ ンタ フェ ー ス編;知 的CAI編;知 的 ロポ テ ィ クス編;CAD・CAM・CAE

編;知 的OA編)

●#621SBN4-7885-0362-X【B9000941】

【標 題 】 誰 の た めの デザ イ ン?一 認 知 科学 者 の デ ザ イ ン原 論 ドナル ド・A.ノ ー マ ン著;野 島久 雄訳 新 曜社'90.1.25403,24p

19cm(B6)¥3,399(本 体¥3,300)(新 曜 社 認 知 科 学 選 書)原 書 名:THEPSYCHOLOGYOFEVERYDAYTHINGS

〈DonaldA.Norman>

【内容 】 第1章 毎 日使 う道具 の精 神病 理学;第2章 日常場 面 にお け る行為 の心 理学;第3章 頭 の 中 の知識 と外界 に あ る知

識 第4章 何 をす るか を知 る;第5章 誤 るは人 の常;第6章 デ ザイ ン とい う困 難 な課 題;第7章 ユ ーザ 中心 のデ ザ イ ン

●#631SBN4-523-30053-4【B8934853】

【標題 】 言 語 学 へ の招待 ジノ ・ソ ング著 南雲 堂'90.1.18312p21cm(A5)¥2,800(本 体¥2,718)

【内容 】 世 界 の 言語;国 際語 へ の道;言 語 と文 化;言 語 と文 字;言 語 と社 会;言 語 と心 理;言 語 の変 化;言 語 の構 造;音 韻 論;母

音 体 系 と子音 体 系;音 形 素 性;音 形 分析;意 味論;語 形 分析;統 語 論;文 の構 造;統 語 分 析

●#641SBN4-00-010386-5【B9000805】

【標題 】 岩 波講座 転換 期 に おけ る人 間6科 学 とは 宇沢 弘文;河 合隼 雄;藤 沢 令夫;渡 辺 慧編 岩 波書 店'90.1.11295p21cm(A5)

¥2,700(本 体¥2,621)

【要 旨】 人 間 に とって 、社 会 に とって、 科学 とは な にか。 生 き方 と価 値 観 の指 針 を提 示 す る。

【内容 】1科 学 とは な にか(科 学 の方 法;科 学 史 の方 法);2科 学 は人 間 を どの よ うに見 るか(量 子物 理 学 の 場合;エ ネ ル ギ ー

代 謝の観 点 か ら;認 知 科学 の場 合);3人 間 ・社 会 の研 究 は科学 か(人 間科 学 の可 能性;社 会 科 学 の可能 性;歴 史 科学 は成 立 す る

か);4科 学 者 と社 会;5科 学 の ゆ くえ(ビ ッグ サ イエ ンス につ い て一 ひ とつ の試 論;科 学 の多 義 性)

●#651SBN4-320-02497-4【B8933404】

【標 題 】 人 工知 能 と論 理RaymondTumer著;松 田 利 夫;石 本 新訳 共 立 出版'89.12.25143p21cm(A5)¥2,930(本 体

¥2,845)原 書 名:LOGICSFORARTIFICIALINTELLIGENCE〈RaymondTurner>

【要 旨】 本 書 は、 非標 準 論理 の人工 知能(ArtificialIntelligence)へ の応 用 に関す る、・初 等 用 テ キスFあ るい は参考 書 として

用 いられ るこ とを意図 した もので あ る。本 書 で は、 ま た、 人工知 能 の研究 者 に とっ て専 門 的素 養 と して役 立 つ よ うな、 計算 機

科 学 の主 要分 野 へ の非標 準 論理 の応用 につ いて も述 べ て い る。

【内容 】 序(非 標 準論 理;計 算 機科 学 と非 標 準論 理;人 工知 能 と非 標 準論 理;古 典1階 論 理);様 相論 理 とダイ ナ ミック論 理(様

相 論理;様 相 論理 の 計 算的解釈;簡 単 な プ ログ ラ ミング言語;ダ イナ ミッ ク論理;知 識 と行 動 の理 論);3値 論 理 と計 算 的解釈(序

論;3つ の3値 論 理;単 調 性;厳 密 性);直 観 主 義論 理=Martin-Lofの 型理論(直 観 主義;論 理 記号 の直観 主 義 的解 釈;型 理論 の

言語;判 断 と推論 規 則;プ ログ ラ ミング言 語 と して の 型 理論);非 単 調推 論 の意 味論(非 単調 推 論;非 単 調 様 相理 論;非 単 調 推論

理 の直観 主義 的基 盤;部 分 モ デル と不 完全 な情報;自 己認識 論理);時 間 論理 と人工 知能(序 論;時 間論 理;2つ の事 例;事 象 と瞬

間;時 間論 理 と仕 様 お よび検証);フ ァジ ィ論 理 とエ キスパ ー ト ・シス テ ム(フ ァ ジィ化;フ ァ ジィ集合 論;多 値 論 理;フ ァ ジィ

論理 エ キス・・一 い シス テム にお ける フ ァ ジィ論 理 と ファ ジ槙 合論);他 の論 理 と将 来 の展 望(他 の論 理;展 望)

●#661SBN4-339-02536-4【B8932658】

【標 題 】 数 理論 理 学 林 晋著 コ ロナ社'89.12.20177p21cm(A5)¥2,060(本 体¥2,000)(コ ン ピュ ー タ数 学 シ リーズ3)

【内容 】 推 論 の形 式 化 一 白熱 演 鐸;形 式 的 言語 の意 味 論 と推論 法則 の 妥 当性;証 明 の 標 準 化;sequentcalcuhus;分 解 原理;

Curry・Howardの 対 応

●#671SBN4-327-42064-6【B9000490】

【標 題 】 談 話分 析 一 自然 言語 の社 会言 語 学 的分 析 マ イケ ル ・ス タ ッブズi著;南 出 康 世;内 田 聖 二共 訳 研 究社 出版'89.12.20

291P21・m(A5)¥3,920(本 体¥3,806)原 書 名 ・Di・c・urseAn・ly・i・ ・Th・S・ ・i・lingui・ti・An・ly・i・・fN・tu・alL・ ・guag・

〈Mi(血aelStubbs>

【要 旨】 著 者 自らが収 集 した会 話デ ー タ等 を詳 細 に分 析 す るこ とに よ り、 談話 の構 成 ・構 造 を社 会 ・教 育 言語学 の観 点 か ら具

体 的 に解明 し、 その混 沌 と した表層 下 に隠 され た規則 性 に光 を あて る。 英語 教 育関 係 者 必読 の書 。

【内容 】 第1部 序 論(談 話分 析 一 段 階的 紹 介);第2部 談 話分 析 に対 す る3つ の ア プ ロー チ(会 え ば 口を き く間 柄で 一 会 話

デ ー タの 分析;同 じ波 長で 一民 族 誌 学 的 デ ー タの 分析;異 な るレベ ルで 一 不変 化 詞 、副 詞 、連 結 詞);第3部 発 話 交換 の 構 造
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(談 話 へ の言語 学 的 ア プ ロー チー 構 造 と適 格性;開 始発 話 と応 答;発 話 交換構 造 の分析);第4部 表 層 上 の結 束 性 と基底 の結束

性(談 話 の表 層下 で 一発 話行 為 に お け る間 接性;談 話の 表層 に つ いて一 前 置 き と整合 表 現;筋 が 煮 つ ま るまで か き混ぜ よ一テ ク
ス トの命題 分 析)'

●#681SBN4-89362-055-X【B8933062】

【標 題 】TRONプ ロ ジェ ク ト'88・'89坂 村健 著 パ ー ソナ ル メデ ィ ア'89.12.15479p21cm(A5)¥3,914(本 体¥3,800)

【要 旨】90年 代 に 向 け着 々 と進 展 を みせ るTRONプ ロ ジェ ク ト最先 端 の技 術 論 文集 。

【内容 】TRONシ ステ ムア ー キ テクチ ャ(TULS;超 機能 分 散 シス テムMTRONの 構 築);ITRON(HI18:μITRON仕 様 に

準 拠 したH8/500シ リー ズ用 リアル タイ ム ・オ ペ レー テ ィ ング シス テム;μITRON仕 様 リア ル タ イムOS:MR7700の 開 発;

ITRONに 基 づ く組 み込 み シス テム ソ フ トウェア開 発環 境);BTRON(TACL;BTRONで の 自然言 語 翻訳 サ ー ビス;ビ デオ マ

ネ ー ジャ とハ イパ ー テキ ス トーBTRON仕 様 にお け る動 画 を扱 うた めの 一手 法;プ ログ ラ ミ ング言語TIPE/Lの 型 メ カニ ズ

ム);CTRON(CTRONの 展望;CTRONの 通 信制御 イ ンタフェー ス概論;CTRON実 行 制御 イ ン タフ ェー スの設 計;CTRON

カー ネル イ ン タフ ェー スの 拡 充;CTRON基 本OSの イ ンプ リメ ン ト;ラ ップ トップWS上 で のCTRON準 拠 基本OSの イ

ン プ リメ ン トにつ いて);TRONチ ップ(沖32ピ ッ トマ イ ク ロプ ロセ ッサの アー キ テ クチ ャ;松 下32ピ ッ ト実記 憶 プ ロセ ッサ

の設 計;高 性能 仮 想記 憶 プ ロセ ッサ の基 本構 造 の検 討;TX1に よ る トロン仕 様 の実 現 とそ の評 価;GMICROCPU用 浮動 小

数 点演 算ユ ニ ッ トの概要;GMIcRo/300高 性能 バ ス イ ンタ フ ェー ス;大 規模PLA(積 項数3411)を 有 す る転 送 速度40MB/s

のDMAコ ン トロー ラ;GMICROプ ロセ ッサ用Cコ ンパ イ ラの 開発;TXシ リー ズ開発 支 援 シス テ ム;GMICRO/200用 統

合 開発 ツール キ ッ ト)

●#691SBN4-7828-5127-8【B8932150】

【標 題 】 自然 言 語 解析 の基 礎 田 中穂 積著 産 業 図書'89.11.27276p21cm(A5)¥3,296(本 体¥3,200)

【内容 】 第1章 は じめ に(自 然 言 語 とコ ンピュ ー タ;形 態素 解 析 と統 語解 析;論 理型 プ ログ ラム言語 と自然 言 語処 理);第2章

統 語 解析(統 語 解析 の 目的 と方 法;ト ップダ ウ ン縦 型 探索 法;ト ップ ダ ウ ン横型 探 索 法;ボ トムア ップ横 型 探索 法;双 方 向縦 型

探 索 法;双 方 向横 型探 索 法;LR〈k>法 と富 田 法;LL〈k>法;CFGの 補 強 と自然 言語 の 解析;統 語 解析 結 果 の 優先 度);第3

章 形 態素 解析(形 態 素解 析 と統 語 解 析;形 態 素解 析 の 目的;膠 着 語 の形態 素解 析);第4章Prologと 自然 言語 処 理(Prolog入

門;確 定 節文 法DCG;ト ップ ダ ウ ン縦型 探 索 法 とProlog;双 方向 縦型 探 索法 とProlog;ボ トム ア ップ横型 探 索 法 とProlog)

●#701SBN4-327-41029-2【B8931078】

【標題 】 ヒア リングの指 導 シス テムー効 果的 な指 導 と評価 の方 法 竹 叢 幸生著 研究 社 出版'89.11.24242p19cm(B6)¥2,060(本

体¥2,000)

【要 旨】 実際 に効 果 の あが る ヒア リン グの科学 的 な指導 法 、学 習 法 につ いて、著 者 の豊 富 な経 験 を基 に し た実 践 例 や 内外 の

著 名 な文献 に よ り具 体 的 に分 か り易 く解説 。

【内容 】 序論(国 際化 と英 語 教 育;読 め るが聞 けな い;目 標 の確 認;音 声 英語 の 諸相;機 械 と人 間);ヒ ア リン グの指導(力 を引

き 出す;指 導 に生 き る評 価;教 材 とその提 示;認 知 科学 か ら学 ぶ;指 導 法 開発 の ため の実 験;実 験 的 指 導);英 語 教 育 の シス テ ム

化(指 導 シス テム の開発;コ ース ウェア の作 成;ラ ンゲ ー ジ ・ラボ ラ トリー;三 本 の矢)

● ≠711SBN4-8103-2000-6【B8927372】

【標 題 】CAIへ の 招待 理 論 編 教育 工 学 のパ ラダイ ム変 換 菅 井 勝雄 著 同文 書 院'89.11.18230p21cm(A5)¥2,800(本 体

¥2,718)

【要 旨】 きわ めて 可能 性 に 満 ち た コ ン ピュー タは 、本 質 的 に、 双 方 向の情 報 技術 で あ り、 多様 な情 報 処 理 機能 を有 し、 ネ ッ

トワー ク化 も可能 で あ る。 これ が、 授業 の 中 に入 った場 合、 これ まで の よ うな単方 向 の情 報技 術 と整合 性 が あ る伝 統 的 な、 い

わ ばr教 師 →学 習 者 伝達 モ デル』 とは異 な る授 業 モ デルが 、 新 た なパ ラダ イ ムの も とで、 理 論 的 に確 立 され な けれ ば な ら な

い。本 書で は、 この コ ンピュー タ教 育 の ための 新 しい授 業 モ デル をr学 習環 境 モ デル』 と して紹介 し、 そ の基 礎 的理 論 を解 説

し た もので あ る。

【内容 】 情 報技 術 の進 歩 と人間(情 報技 術 と人 間 のか か わ り一 印刷技 術 の場 合;言 語 ・画像 と人 間 の情 報 技 術 一視 聴 覚教 育 の

成 立;画 像 ・映 像 と現実 世界;情 報技 術 と人 間 の宗教 ・文 明 一 あ るイス ラム救 国で の経 験 か ら);新 た な人間 観 か らの ア プ ロー チ

(人間 の情 報処 理 活動 一 そ の能動 性;教 育 にお け るr理 論 』 の位 置 づ け と接 近法);情 報 教育 時代 のCAI(CAIと は;パ ラダ イ ム

論 か らみ たCAI研 究 の歴 史 的展 開;認 知 理論 に基 づ く新 たなCAIの 開発 の実 際;CAIの 可能 性 と今後 の課 題);コ ン ピュー タ

と学 習指導(情 報教 育 の 目標、 内 容、方 法;コ ンピ ュー タ と学 習指導 一 新 た な授 業 モ デル;コ ン ピュー タ学 習 の た めの 授業 モ デ

ル の探 究)

● ≠と721SBN4-571-21026-4【BS927582】

【標 題 】 知 の体得 一認 知科 学 へ の提 言 野 村幸 正 著 福 村 出版'89.11.10219,11plgcm(B6)¥2,300(本 体¥2,233)

【要 旨】 知的 な 努力 が 喚起 され る場 合 とは、逆 に いえ ぱ言 語 その もの の もつ 限界 を知 的 な努 力 で もって 積極 的 に補 って ゆ か

な けれ ば な らな い よ うな場 合で あ る。 言 語 の もつ限界 は一つ には われ われ が直 面す る事 象 が これ す ぺて 変型 で あ るに もかか わ

らず、 それ ら をあ る典 型 と して 言 葉で 表 現 しな けれ ばな らな い とい う事 実 にあ る。

【内容 】 序章 新 しい知 の あ り方;1部 言 葉 以上 の 世界 を求 めて(か か わ りと生 存;知 の とら え方;言 語 の 限界;身 体 の世 界 一

技;伝 授 の世界);2部 生 成 と矛 盾 の解 決(努 力;矛 盾 と生 存)

●#731SBN4-7885-0355-7【B8929639】

【標 題 】 心 の シ ミュ レー シ ョンー ジョ ンソ ン ・レア ー ドの認 知 科学 入 門 フィ リ ップ ・N.ジ ョ ン ソ ン ・レア ー ドi著;海 保博 之;

中 溝 幸夫;横 山詔 一;守 一 雄訳 新曜 社,89.11.10428,51P21cm(A5)¥4,500(本 体 判,369)(新 曜 社 認 知 科学 選 書)原 書 名:

THECOMPUTERANDTHEMIND:AnIntroductiontoCognitiveScience〈P.N.JohnsonLaird>

【要 旨】 錯綜 し発 展 を続 け る認 知 科学 の全容 を、体 系 的 に将来 へ の可能 性 を も含 め て理 解 す る た めの一 冊 。

【内容 】 第1部 計 算 と心(心 は どの よ うに研 究す ぺ きか;シ ンボル と心 的過程;計 算 可能 性 と心 的過 程);第2部 視 覚(視 覚 イ

メ ー ジ;奥 行 知覚;シ ー ン ・形 態 ・イ メー ジ);第3部 学 習 ・記 憶 ・行為(学 習 と学習 可 能 性;記 憶 の 成 分;プ ラ ン とプ ロダ ク
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付録A添 付資料 〔処理 データ)

シ ョ ン;並 列 分 散処 理;行 為 と運 動制 御);第4部 思 考 作用(演 鐸;帰 納 ・概 念 ・確 率 判断;創 造);第5部 コ ミュ ニケ ー シ ョ ン

(コ ミュニ ケ ー シ ョンの性 質;言 語音 と聴覚;文 法;意 味);第6部 意 識 と無 意識(自 省 ・自 由意 志 ・意 図;欲 求 と感 情)

●#741SBN4-478-98030-6【B8928833】

【標 題 】 翻 訳者 へ の道 徳 岡孝 夫著 ダイ ヤ モ ン ド社,89.11.9229p19cm(B6)¥1,100(本 体¥1,068)

【要 旨】 原 文 の魂 を伝 え る翻訳 とは?当 代 き って の名 翻訳 家 が 語 る翻 訳 の楽 しさ、 奥深 さ。 さあ、 あ な た も思 わず、楽 し く、

苦 し く、 深 み に はま っ てみて は…

【内 容 】 翻 訳 の楽 しさ とは;あ る女 性翻 訳 者 の場 合;日 本 語 を勉 強す る;カ シ コイモ ノ ゴザ ル!;固 有 名詞 の面白 さ;ど ち らを向

くか;自 動翻 訳 機 に勝 て るか?;夜 の底 が 白 くな った;舞 良戸 と犬 釘;誤 訳 が左 右 した戦 争;時 計 を交換 した水 兵 さん;茶 の湯 と

誤 訳;真 珠 湾 攻撃 に特 別手 当 を;ア ベ ・マ リア;幕 末 の訳 ・明治 の訳;若 松 賎 子 の名訳;rみ な さん 、笑 って下 さ い』;押 して

もダ メ な ら引 いてみ な;ア イア コッ カ断 片;翻 訳 は恋 愛 の如 し;r結 婚』 の仲 人 ・翻訳 エ ー ジェ ン シー;と に か く1冊 、読 み ま

し ょ う

●#751SBN4-303-71580-8【B8926958】

【標 題】 認知 心 理学 講 座3問 題解 決H.カ 一 二ー著;認 知 科学 研 究会 訳海 文 堂 出版'89.10.15167,3p21cm(A5)¥1,900(本

体¥1,845)原 書 名:PROBLEMSOLVING:ACognitiveApproa(五 〈HankKahney>

【要 旨】 本書 は認 知心 理学 の主 要 な問 題 や、 理論 、 デ ー タ な どに つ いて、 最新 かつ 詳細 な情 報 を提 供す る よ う心 が け た。 ま

た、 本書 で は、 認知 心理学 の研 究 で用 い られ る代 表 的 な研 究 法 を精 選 して紹 介 して い る。

【内容 】 問 題解 決入 門(序 論;問 題解 決 とは;状 態空 間 分析;サ イモ ンの問題 解 決情 報処 理 理論;変 換 問題 の ボル ソ ンのモ デ ル;

結 論);類 推 に よ る問題 解 決(序 論;悪 定義 問題 の分 析;記 憶 中の 問題 表現;解 の 適用;類 推 に よる問 題解 決 の コ ン ピュー タモ デ

ル;結 論);認 知 ス キル の表 現 と獲 得(序 論;素 人 と専 門 家;問 題 解決 の コ ンピ ュー タモ デ ル;ACT:学 習 の認知 理 論);展 望;自

己診 断 テ ス トの解 答

●#761SBN4-12-OO1854-7【B8923773】

【標 題 】 ふ ろ し き文 化 の ポス ト・モ ダ ンーH本 ・韓 国 の文 物 か ら未 来 を読 む 李御 寧 著 中央 公論 社'89.9.25201p19cm(B6)

¥1,000(本 体¥971)

【要 旨】 ふ ろ し き、 屏 風、 座 蒲 団、 お膳 …近代 合 理 主 義がrア ジア 的停 滞』 として捨 て て きた古 き もの に、 ポス ト産 業時 代

の 文 化 のパ ラダイ ム を探 るユ ニー クな比 較 文 化論 。

【内容 】 ふ ろ し き とカバ ンの文 化 コー ド;お くるみ の家、揺 り篭 の家;屏 風 の意 味 論;箸 の工 学;r坐 るもの』 の詩 学 一椅 子 と

座 蒲 団;エ レベー ターか 昇降機 か;加 減 文化 とフ ァー ジ理論 の時代;r包 み』、r奥9、r触 れ 合 い』;r卵 のつ と(苞)』 一 ワラ文化

と革 文化;ノ イ ズか らつ くられ た秩序;ソ ウル ・オ リン ピックのパ フ ォー マ ンス にみ る新 ア ジア感覚;カ ササ ギの餌 と朝 の思想

●#771SBN4-7536-5401-X【B8923289】

【標 題】 か し こい材 料 とシス テ ムー産 業科 学 の新 しい芽 大 阪大 学 産業 科学 研究 所 か し こい材料 と シス テ ム研究 会編 内 田老 鶴

圃,89.9.20257p21cm(A5)¥2,575(本 体¥2,500)

【要 旨】 本 書 は、 材 料 と情報 を中心 として現 在 の産 業 科学 が どの よ うな研 究 を志 向 して い る か、現 状 は ど うか、 そ の将 来 は

とい った見 地 か ら書 か れて い る。

【内 容 】1堅 い機 械 ・柔 らか い シス テム;2話 の わか るコ ン ピュー タ;3自 動 翻 訳;4特 別 仕立 て の半導 体 一超 格 子 とそ の応用;

5あ た らし い機 能 を もつ 金属;6超 伝 導 とその応 用;7環 境 に応 答 す るセ ラ ミ ックス;8く す りの デ ザ イ ン;9ホ ス トとゲ ス ト
ー化 学 反応 にお ける分 子認 識;10酵 素 をつ く り直 す;11光 反 応 と機能 材 料;12放 射 線 と高 分 子;13反 粒 子 の応 用

●r拳781SBN4-326-80025-9【B8923406】

【標 題 】 文学 の プ ラグマ テ ィ クスT.K.ス ン著;輪 島士 郎;山 口和 彦訳 勤草 書 房'89.9.20319,15p21cm(A5)¥3,502(本 体

¥3,400)原 書 名:SEMIOTICSANDTHEMATICSINHERMENEUTICS<T.K.Seung>

【要 旨】 文脈(コ ンテ クス ト)的 理 解 をす べて の解 釈 の営 み の基 礎 とす る立 場 か ら、 形 式 的/構 造 的分 析 を越 えて、 解 釈 学 の

方 法論 的 拡大 をめ ざす。

【内容 】 第1章 テ クス トと文 脈;第2章 意 図 と表 現;第3章 文 脈 と意 味;第4章 意 味 論 と実 用 論;第5章 実 用論 の向上;第

6章 実用 論 的規 範;第7章 実 用 論 的機 能;第8章 主 題 の企投;第9章 主 題 的整 合 性;第10章 主 題 的伝統;第11章 主 題 の 弁

証 法

●#791SBN4-89384-083-5【B8923693】

【標 題 】 記号 論 一 そ の論 理 と哲 学 永 井 成男;和 田 和 行著 北 樹 出版;掌 文 社 〔発 売 〕'89.9.20327p21cm(A5)¥3,700(本 体

¥3,592)

【内容 】 記 号 論 の基 礎(記 号 論 とは何 か;記 号 論 の分 類;論 理 学 にお け る記 号 論 的 方 法;哲 学 にお け る記 号 論 的 方法);自 然 言

語 の論 理(第1階 の述 語論 理 と集 合論;内 包 論 理IL;英 語 のILへ の翻 訳;内 包 的 メ タ言 語 に お け る英 語 の意 味論;記 号 論 の再

構 成)

●#801SBN4-89362-053-3【B8922527】

【標 題 】MITの 人 工知 能W.E.L.グ リム ソ ン;R.S.パ テ ィ ル編;篠 原靖 志 ほ か訳 パ ー ソナ ル メデ ィア'89.9.11395p

2・・m(A5)¥3,605(本 体¥3,500)隠 名 ・Alinth・ ・980・andB・y・nd〈W・E・i・LG・im・ 。・;R・m・ ・hS・P・til>

【要 旨】 人工 知能 の研 究で は世界 で 最 も進 ん で い るマサ チ ュー セ ッツ工科 大学 で 開 催 され た人工 知 能 の将 来 にっ い て の会 議

に お いて、P・H・ ウィ ンス トンを は じめ とす るFッ ブ クラス の人 工知 能 の研 究 者 達 の 白熱 した議論 が展 開 され た。本 書 は そ

の議 論 の もと とな っ た12の 論文 をま とめ た もので あ る。1990年 代 の人 工 知能 は ど うな るの か?人 工知 能 の最 先端 の 研究 に携

わ り、 常 に確 か な現状 把握 と将来 に対す る視 点 を持 つ彼 らが、90年 代 、 そ して21世 紀 に向 けて、 大 きな可能 性 を秘 め る人 工

知 能 につ いて論 じて い る。

一66一



【内 容 】 人 工知 能 一展 望;知 識 ベ ー スシ ス テム ー1986年 に お け る概観;エ キスパ ー トシス テ ムの ツー ル と技 術 一過 去 、現 在 、

未 来;事 例研 究 一専 門知 識 〈医 療 診断 知 識〉 を組 み込 ん だ システ ムの発 展;人 工知 能 とソフ トウェア工 学;知 的 自然言 語処 理 一

現 状 と将 来 展 望;自 動音 声 認識 と音 声理 解;知 的 な視 覚 システ ム の構築;ロ ボ ッ トの知 覚 機能;ロ ポ ッFプ ログ ラ ミング とAI;

ロボ ッ トハ ン ドと触 覚 セ ンサ;自 律 移 動 ロボ ッ ト

● ≠=811SBN4-7890-0474-0【B8920421】

【標 題 】 動 詞 が わ か れ ば英 語 が わ か る一基 本 動詞 の意 味 の世 界 田 中茂 範;川 出才 紀 著 ジャパ ン タイ ム ズ'89.8.20215p

19cm(B6)¥1,240(本 体¥1,204)

【要 旨】 本 書 は、 表面 的 な意 味 の ち が い に隠 され た単 語本 来 の意 味"コ ア ・イ メー ジ"を つ か み、 基本 動 詞 を100%〈 使 い切

る〉 ため の必 読 書で す。

【内容 】 第1章 単 語 の学 習 とは;第2章 基本 動 詞 の意 味論(基 本 動詞 の コア とは?;コ ア ・イ メー ジの とらえ方);第3章 基本

動 詞 の コ ア分 布;第4章 前 置詞 を コアで と らえ る(前 置詞 の 中の 前置詞;粉 らわ しい前 置詞);第5章 イ メー ジで つ か む句 動詞

●#821SBN4-7665-1036-4【B8917810】

【標 題 】 オ ブ ジェ ク ト指 向へ の招 待 一思考 表 現 の ため の新 し い技法 春木 真旦i著 啓学 出版'89.7.2591p21cm(A5)¥2,000(本

体¥1,942)

【要 旨】 オ ブ ジェ ク ト指 向 とい う、 プ ログ ラ ミング にお け る新 しい考 え方 は、Smalltalkば か りで な くC言 語 やLispな ど

既 存 の プ ログラ ミン グ言語 に も取 り入 れ られ て お り、今 後、 様 々な 分野 に応 用 され て い くもの と思 われ ます 。本 書で は、 オ ブ

ジェ ク ト指 向 をr思 考 を表 現 す る ため の技 法』 と して と らえ、 その基 本概 念 か ら応用 まで を プ ログ ラ ミングの経験 の な い方 に

もわ か る よ うに紹 介 して い ます。

【内容 】 なぜ オ ブ ジェ ク ト指 向 な のか(オ ブ ジ ェ ク ト指 向 の登場;ソ フ トウェア 工学 に お け るオ ブ ジェ ク ト指 向);オ ブ ジ ェ ク

ト指 向型 プ ログ ラ ミ ング言 語(自 然言 語 とプ ログ ラ ミング言語;高 水 準 言語 として のオ ブ ジェ ク ト指 向型 言語;専 用 プ ログ ラ ミ

ン グ言語 として の オ ブ ジェ ク ト指 向型 言 語);オ ブ ジェ ク ト指 向 の基本 概 念(基 本 概 念;オ ブ ジェ ク ト;メ ッセー ジ;ク ラス/イ

ンス タ ンス;ク ラス 階層);オ ブ ジェ ク ト指 向 の実 際(オ ブ ジェ ク ト指 向 的な情 報 処理 表 現;オ ブ ジェ ク ト指 向 プ ログ ラ ムの構

成;オ ブ ジ ェ ク ト指 向 プ ログ ラ ムの実 行 過程;オ ブ ジェ ク ト指 向 で表 現 で きる こ と;オ ブ ジ ェ ク ト指 向 に よ る問 題 の 表 現 と解

決;Smalltallcそ の他 の 言語);オ ブ ジェ ク ト指 向 の応 用(オ ブジェ ク ト指 向 が もた ら した もの;モ デル 化表 現 とオ ブ ジェ ク ト指

向;デ ー タ ベ ー ス とオ ブ ジェ ク ト指 向;シ ミュ レー シ ョ ンとオ ブ ジェ ク ト指 向;知 識 表 現 とオ ブ ジ ェ ク ト指 向)

● ≠831SBN4-13-001019-0【B8918791】

【標 題 】 心 の あ りか 村 上 陽一 郎 編 東 京 大学 出版 会'89.725256p19cm(B6)¥2,472(本 体¥2,400)(シ リー ズ ・人 間 と文化

3)

【内容 】 こ ころ(村 上 陽 一郎);心 とは何 か一 私 と他 者(宮 本 久 雄);社 会 変 化 のな かで の 心(野 田正 彰);知 的理 解 と共 感 的 理解
一 認知 科 学 に寄 せて(小 谷 津孝 明);機 械 は心 を持 ち得 る か(竹 内啓);動 物 と心 一 欺購 の行 動学(西 田利 貞);脳 の は た ら きか ら

み た心 一 ニ ュー ロ ンか ら こ ころ を推 測す る(河 内十 郎);か らだ とこ ころ一 心身 症(末 松弘 行);r小 さ なお とな』 の 心(須 賀 哲

夫);若 者 の 心(松 原 隆 一郎);ア ラブ の心、 イ ス ラム の心(板 垣 雄 三);現 代人 の心 と価 値 観(木 村 尚 三郎)

●#841SBN4-274-07522-2【B8917120】

【標 題】 機 械翻 訳 牧野 武 則著;電 子情 報 通信 学会 編 オー ム社'89。7.20206p21cm(A5)¥2,781(本 体¥2,700)(ニ ュ ー メデ ィ

ア技 術 シ リー ズ)

【要 旨】 本 書 は、意 味 を理 解 す るため の常識 に関 す る知識 や 文の成 立 ちを規定 す る構分 規 則で の 言語 か らの独 立 につ い て、新

た な モデ ル を設 定 して解 説 した もので す。

【内 容 】 は じめ に(開 発 の歴 史;方 式 の変遷;意 味 の理 解 に向 けて;多 言 語間翻 訳 を 目指 して;中 間 言語 方 式 へ);機 械 翻 訳 の課

題(翻 訳 の難 しさ;翻 訳 システ ム の ア ウ トライ ン;翻 訳 シス テムへ の要 請);言 葉 の理 解 と処 理(理 解 の メ カニ ズ ム;言 語 の理 論;

構 文 解 析 の方 法;構 文 と意 味 の処 理);構 文 の構 造(基 本 的 な文 の構 成;文 の成 立 ち;語 彙辞 書 の 内容;構 文解 析 の 概要);概 念 の

実 現(意 味 と概 念 の 表現;概 念 の表 現;自 然 言 語文 の概 念表 現);翻 訳 の プ ロセ ス(形 態素 解析;構 文 意味 解 析;構 文生 成;形 態素

生 成;翻 訳 過 程 につ いて);機 械 翻 訳 の た めの辞 書(言 葉 とは何 か;辞 書 の構 成;専 門 用 語辞 書;多 言 語 間辞 書;辞 書 の作 成 と管

理);翻 訳 シス テ ムの運用(な ぜ機 械 翻訳 か;機 械翻 訳 シス テ ムの能 力;運 用 シス テム の概 要;運 用 形 態);今 後 の展 望(解 析 ・生

成 能 力 の 向上;辞 書 情報 の収 集;そ して 自動通 訳 へ)

●#851SBN4-13-013072-2【B8917530】

【標 題 】 神経 回 路モ デ ル とコネ ク シ ョニズ ム 甘 利 俊 一著 東 京 大学 出 版会'89.7.20207plgcIn(B6)¥1,854(本 体¥1,800)

(認知 科 学 選 書22)

【要 旨】 今、 認 知 科学 で もっ と もホ ッ トな脳 の並 列 分 散処理 の可 能性 と限界 をそ の基礎 とな る原理 か らて いね いに解 説 。

【内容 】 脳 と コ ンピュ ー タ;ニ ュー ロ ン、基本 素 子 、神 経回 路網;神 経 回路網 に よる情 報変 換;対 称結 合 の回 路網 の ダイ ナ ミッ

ク ス;連 想記 憶 モ デル の ダイ ナ ミッ クス;ボ ル ツマ ン機 械;ニ ュー ロンの学習;多 層 の学習 回 路網;神 経 回路網 の 自己組 織 化;補

稿 哲 学 に お け る 〈コネ ク シ ョニズ ム〉(黒 崎 政 男)

● 善」86【B8915618】

【標 題 】 陳原 著 作 選2こ とば の社 会 機 能5個 の 漢字 を め ぐっ て 陳 原 著;松 岡栄 志 編訳 凱 風 社'89.6.30152p21cm(A5)

¥1,751(本 体¥1,700)

【要 旨】 辞 書 編 纂40年 の著 者 に よ る語 彙論 。現 代 中国語 読 本。

【内容 】r-』 を釈 す 一辞 典 の収 録 語彙 ・語 釈 に つ いて、 い くつ か思 い つ いた こ と;r大 』 を釈す 一辞 典 学 ・語彙 学 と社 会 言

語学 につ いて の い くつ かの 問題 と随 想;r鬼 』 を釈 す一 意 味論 ・辞 典論 ・社 会言 語学 の い くつ か の現 象 につ いて の 考 察;r典 』

を釈 す 一辞 書 の記 録 性 と規 範 性 及 び社 会 的 機能 につ いて;r九 』 と釈 す 一 中国語 の表記 シス テ ム に関 す る社 会 言語 学 的 考察

●#871SBN4-625-52111-4【B8916565】

【標 題 】 講 座 日本 語 と日本 語教 育 第11巻 言語学 要 説 上 崎 山理編 明 治書院'89.6.30388p19cm(B6)¥2,884(本 体¥2,800)
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付録A添 付資料(処 理 データ)

【内容 】 言 語 と言 語学;音 声 ・音韻(音 声 学 と音 韻論);文 法(形 態 論 ・語形 成論;記 述 的統 語論;生 成文 法 の統 語論);意 味(語 彙

論;意 味 論;語 用 論;類 型論);社 会 ・文 化(方 言学 と言 語 地理学;社 会 言語 学;言 語 人 類学;歴 史比 較 言語 学 一 そ の 目標 と方法)

●#881SBN4-89384-086-X【B8915319】

【標 題 】 異 文 化領 域 へ の架 橋 関 森 勝 夫;武 田修 一 編著 北 樹 出版;学 文 社 〔発 売 〕'89.6.25177P21cm(A5)¥2,266(本 体

¥2,200)(国 際関 係学 双 書5)

【内容 】 抽 象 概念 を示 す外 来 語 一 精神 活 動 の国 際 化;英 語 意 味論 の 世界;r魚 の 目は泪 』 考一 芭 蕉句 異 見;や さ しき女 とか い

な き男 一 お伽 草子 か ら浮 世 草子 まで;日 ソ間 経 済 関係 の 問題 点;古 代 中 国 の石 神 信 仰 につ いて

●#891SBN4-274-12856-3【B8915857】

【標 題 】KE養 成 講座1AI入 門 長 田正;松 井俊 浩 共著 オ ー ム社'89,6.20180p21cm(A5)¥2,266(本 体¥2,200)

【要 旨】 本 講 座 は、KE(ナ レ ッ ジエ ン ジニア)が エ キ スパ ー トシス テ ムの 開発 に あ た り知 って お くべ きAIの 基 本 知 識 か ら、

開発 に必要 な知識 ・技 法 、 プ ログ ラ ミング手 法 まで を効率 的 に学 習 で き る よ う全6巻 で構 成 した テ キス トで す。

【内容 】1章AI概 論(AIと は;AIの 歴 史 と動 向;AIの 関連 分野;AIの 応 用 分 野);2章AIの 基 礎理 論(問 題解 決 と探 索;論

理 と推 論;知 識表 現;学 習);3章AIの 要 素 技 術 と応 用(画 像 理 解;音 声 理 解;自 然 言 語理 解;エ キ スパ ー トシス テ ム);4章AI

の 開発 環境 と実 行環 境(AI言 語;Lisp;Prolog;Smalltalk;プ ロ グ ラ ミン グパ ラダイ ム の統合;プ ログ ラ ミング環 境)

●#90【B8916957】

【標 題 】 パ ソ コ ンによ る英 日、 日英 自動 翻訳 一翻 訳 ソ フ ト、 ツール を ど う使 うか 大 場五 夫著 日本 技術 出版;オ ー ム社 〔発 売 〕
,89 .6.16253p26cm(B5)¥2,678(本 体¥2,600)

【要 旨】 本 書で は翻 訳 実務 や ライ テ ィ ン グに、 パ ソコ ンを どの よ うに使 え ば よ いか、 ま たそ の ため に は どの よ うな ツー ルが

あ り、 それ らは どの よ うに使 え ば効 果 が上 が るか を、 考 え方 とノ ウノ・ウの 両 面で 、 分 か りや す く紹 介 して あ ります 。

【内容】 第1章 パ ソ コ ン活用 の第 一 歩 一 ワー プ ロを ど う使 うか;第2章 日英 翻訳 ツー ルー マ イ ク ロパ ッ クJ/E3;第3章 英

日翻 訳支 援 ツールE-JBANKplus－ 下 訳 と して の有 効 な利 用法;第4章 英 文 法の チ ェック ・ツール ーRIGHTWRITERで

良 質 な英 文 に;第5章 翻 訳 支援 ツー ルSED－ 文 字列 変換 を翻訳 に生 かす;第6章 電 字林2の 活用 法 一電 子辞 書 を翻 訳 に生 か

す;第7章 パ ソ コ ン活 用 の幅 を広 げ るデ ー タベ ー スー 翻訳 実 務 に付加 価 値 を;第8章 英 文 入力 を効 率化 す る ツー ル ーPCR-

SWANの 活 用法;第9章 デ ー タ を多角 的 に活用 す る一 テ キス ト・エ デ ィタ の効 用;第10章 付 加価 値 を高 め るパ ソ コ ンFAX-

MULTIFAXとKOA・FAX

●#911SBN4-7856-3512-6【B8914370】

【標 題 】 ソフ トウェア講座12構 文 解 析 徳 田雄 洋書 昭 晃堂'89.6.10196p21cm(A5)¥3,502(本 体 溜,400)

【要 旨】 構 文 解析 の技 術 は、 与 え られ た言 語 表現 の 目に見 え る構 造 を 決定 す る技術 で あ る。 コ ンピュ ー タサ イ エ ンス の普 遍

的 な基本 技 術 の一 つで あ り、 適 用 範囲 も、 コ ンパ イ ラの作成 、混 合 入 力方 式 の構 造 エ デ ィタ の作 成か ら自然言 語 イ ン タ フェー

スの作 成、 自然 言語 理 解 シス テ ムの作 成 に至 る分野 に及ん で い る。 本 書 は プ ロ グ ラ ミング言語 お よび 自然 言 語 の分 野 で、 基 本

的 と考 え られ る構 文解 析 アル ゴ リズ ムを収録 し、 そ の原理 を解 説 した。 した が って、 シ ステ ム プ ログ ラムや 自然 言 語 処理 の勉

強 の 入門 部 分 の基礎 を学 ぶ こ とがで き る。

【内容 】 言 語 準備;文 句 の 定義;構 文 の定 義;構 文解 析 技術 の応 用 例;構 文 解 析 の手 法;形 式 言 語 の性質;下 降 型解 析;上 昇 型

解 析;一 般 の文 脈 自由文 法 の構 文 解析 、

● ≠921SBN4-900074-68-3【B8911334】

【標 題 】 オル タナ ティ ヴ ・ヴィ ジ ョンー新 た な価値 体 系の思 潮 吉福 伸 逸編 ・訳 阿 含宗 総本 山 出版局'89.5.24246p19cm(B6)

¥1,800(本 体¥1,748)

【要 旨】 あ らゆ る価値 観 の 相対 比 に直 面 して、 確 信 を もって 選択 す るこ とが ます ます 困難 に なって ゆ く現 代 、7人 の真 撃 な探

究 著 た ち の こ とばか ら、何 かの 示 唆 を得 る こ とが で き る に違 いな い。

【内 容】 エル ム ウッ ド研究 所 とそ の周辺(プ リッチ ョフ ・カプ ラ);21世 紀 の グ ローバ ル な創造 神 話(ブ ライ ア ン ・ス ウィ ム);

ブ ー ツス トラ ップ理論 の哲 学 的側 面(ジ ェ フ リー ・チ ュ ー);認 知 科 学 と仏 教 瞑 想(フ ラ ンシ ス コ ・J・ ヴ ァ レラ);新 しい誕 生

の プロセ ス と して の宇 宙旅 行(ラ ッセル ・L・ シュ ワイ カー ト);コ ミュ ニテ ィ ・デザ イ ンか ら ライ フ ・デ ザ イ ンへ(シ ム ・ヴ ァ

ン ・デ ル ・リン);メ デ ィス ン ・パ ー ス ン とニ ュー エ イ ジの動 向(ダ グ ・ボ イ ド)

●#931SBN4-327-40095-5【B8912309】

【標題 】 意 味 の 文脈 一通 じ る世界 の 言葉 と心 成 瀬 武 史著 研究 社 出版'89.5.20201p21cm(A5)¥2,410(本 体¥2,340)

【要 旨】 意味 を考 える分野 が近 年 急速 に展望 を広 げ つつ あ る。本 書 は、意 味 の構 成 ・伝達 ・解 釈 ・喚 起 ・創 造 な どに か かわ る問

題 を、具 体 的 な事 例 に即 して 言葉 の 心 の文脈 とい う視 点 か ら分析 し、 われ わ れが言 葉 を用 い る際 の心 の 働 き を明 らか にす る。

【内容 】r通 じる』 世界;発 想 か ら表 現 へ;意 味 の枠 組 み;焦 点 ・残 像 ・省 略;台 本(SCRIPT)に よ る理 解;誤 解 の 回 路 と回

避;r分 か りやす さ』 の条件;情 報 の伝 達 と情 念 の喚 起;意 味 の 退 化 と回 復

●#94【B8911107】

【標題 】 教 科理解 の認知 心理学 鈴 木 宏昭;鈴 木 高士;村 山功;杉 本 卓著 新曜 社'89.5.10233p21cm(A5)¥2,600(本 体¥2,524)

【内容 】1章 文章 を書 く過 程(文 章 産 出 過程 の包 括 的 モデ ル;書 き手 の 知 識 と文 章 産 出;書 く過程 一初 心 者 と熟 達 者;課 題状

況;書 くこ ととコ ミュ ニケー シ ョン);2章 算数 ・数 学 の理 解(数 の理解 の発達;計 算 のバ グ と手 続 きの理 解;文 章 題 の 理解 と表

象 の生成);3章 自然 科学 の 理解(自 然科 学 の知 識 を用 いて問 題 を解 くこ と一 問 題解 決研 究 か ら;自 然 科 学 を理 解 す る);4章 既

有 知識 と文 章 理解(文 章 理解 と知 識;ス キー マ理 論 の一 般 的枠 組;ス キ ーマ と文 章 理 解の 実証 的 研究;ス キー マ理 論 の 貢献 の ま

とめ と今 後 の課題;ス キ ーマ 理論 の最 近 の成 果 一 シャ ン クの理論)

●#951SBN4-7665-10i8-3【B8909302】

【標 題 】 知 的 知 識 ベ ー ス ・シス テ ム入 門W.J.ブ ラ ック著;白 井 英 俊;益 田 誠 也 訳 啓 学 出版'89.4.28245p21cm(A5)

¥2,700(本 体¥2,621)原 書 名:INTELLIGENTKNOWLEDGEBASEDSYSTEMS:AnIntroduction〈W.J.Bla(虫 〉
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【要 旨】 本 書 は、 知 識 工学 入 門 者 の た め に、 様 々な方面 か らIKBSに ア プロー チ して お り、 エ キスパ ー ト ・シス テ ムの構 造

や機 能 の概 説、 そ の 開発 過程 、Prolog、 知 識表 現 の紹 介、 言語理 解 にお ける意 味 論、 自然 言 語理 解 へ のア プロー チ な どを詳 し

く、 平易 に解 説 して い る。 情 報処 理 、 計 算機 科学 の学 科生 、人 工知能 関 連の技 術 者 に 向 け る入門 書。

【内 容 】 第1章 エ キス パ ー ト ・シス テ ム;第2章PROLOGの 理解;第3章IKBS－ 知 識 表現;第4章 エ キスパ ー ト・シ ス

テ ムの 開発 －r知 識 工 学 』;第5章 プ ラ ン ニ ング と学 習 と知 的 チ ュー タ リング;第6章 自然 言 語理 解;第7章 自然 言 語理 解

に お け る意 味 論;第8章 計算 機 シス テム に対 す る知 的イ ンタ フェイス;第9章 読 み進 む人 の た め に

● ≠961SBN4-274-07506-0【B8908753】

【標 題 】 人 工知 能 志 村正 道 著 オ ー ム社'89.4.20110pl9cm(B6)¥1,236(本 体¥1,200)(新OHM文 庫)

【要 旨】 本 書 は、 コン ピュ ー タの歴 史 とと もに発 展 して い く基 盤 として、 あ る いは応 用 分野 で 利用 され つ つ あ る人工 知 能 に

つ いて、 基 本 的 な い くつ か の テー マ に焦 点 をあて 、 その概 要 を平 易 に解説 して い ます。

【内容 】1章 コ ンピュ ー タ と人 間 の知能;2章 問 題 の展開;3章 論理 の世界;4章 知 識 を使 う;5章 エ キスパ ー トシス テ ム;6

章 ゲー ム の世界;7章 自然 言語 と機 械翻 訳;8章 知 的CAI;9章 最近 の話 題

●#971SBN4-947627-04-2【B8909289】

【標 題 】 パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ に よ る 日英双 方 向機 械 翻 訳 シ ステ ム の制作 上 野 俊 夫 ほ か著 ラ ッセル 社'89.420235p

21cm(A5)¥2,600(本 体¥2,524)(ラ ッセ ル ブ ックス)

【要 旨】 日英 ・英 日双 方 向 機械 翻 訳 の理 論 と、 プ ロ グ ラム(BASIC/Lisp)を 公 開 。

【内容 】1日 英双 方 向 シス テ ムの制 作;2シ ス テ ムの 強化;3Lispに よる双方 向機 械翻 訳 シス テ ム

● ≠981SBN4-469-25033-3【B8908426】

【標 題 】 フ ランス語 、意 味 の 散策 一 日 ・仏 表 現 の比較 泉邦寿 著 大 修館 書店'89.4.10177p19cm(B6)¥1,440(本 体¥1,398)

【要 旨】 この本 で は、 純 粋 に文 法 的 な こ とよ りは む しろ、意 味 と表 現 の問題 で 日本 語 を母 語 とす る学 習者 が うっ か り間違 え

て しま うこ と、 あ ま り気 づ か ず に い る こ と、覚 えて お いた方 が い い こ とな どを取 り上 げ て考 えてみ る こ とに しま し た。

【内容 】 ノ・ン カチ と靴 下 一 単語 の意 味 につ いて;虫 とbete－ 類集 合詞 の話;porteと 戸 一 カ テゴ リー化 の違 い;意 味 の 特徴;

〈か く〉・〈はなす 〉;11uと は だ か一語 の意 味 の 申の 前提;faroudhe－ 多義語 の 話;quelqu'unと だ れか;単 位 を表 わす 表現 一 日

本語 の助数 詞 に対 応す る もの;所 有 と存在 をめ ぐって;位 置 を表 わす表 現 一 〈前 ・後 ・上 ・下〉;位 置 と方 向;〈 遠 い〉・〈近 い〉;

時 の表 現 と前 置 詞;様 態 の表 現;比 喩 の表 現;話 し手 の判 断 を示 す副詞 表 現;挨 拶 と呼 び か け;tuとvousに つ いて;onに つ い

て;命 令 と依頼 の表 現;誘 い と許 可 の表 現;感 謝 と遺 憾 の表現;使 役 表 現 と他 動詞 的表 現;強 調 とい う こと

● ≠991SBN4-563-01347-1【B8907386】

【標 題 】 情 報 処 理 論1情 報処 理 概 論 三 上 市 蔵編 著 培 風 蝕'89.4.5184p21cm(A5)¥1,545(本 体¥1,500)

【要 旨】 本 書 は、大 学 にお け る全 学共 通 の教 養 課程 学生 向 き情報 処理教 育用 テ キス トで あ る。情 報 化社会 に おけ る コ ンピュ ー

タ利 用 の実 際 を 認識 し、 情報 処 理 につ いて基 本 的 な見識 を涌 養す る ことを 目的 とす る。 コ ンピ ュー タの原 理 とその発 展 、情 報

とは何 か、 情 報 の管 理 の問 題 に は じま り、様 々 な分野 にお け るコ ンピュー タの利用 形 態 、 さ らに情 報 シス テ ム基本 構 成 まで ユ

ニ ー ク な構 成 で 解 説す る。広 い視 野 か ら コ ン ピュー タ リテ ラ シー を育 成 す る。

【内容 】 コ ンピ ュー タの誕 生 か らス ーパ ー コ ン ピュ ー タ まで;計 算機 科学 概 説;高 度 情 報 通 信 システ ム ー電 気 通信 網 の統合;

コ ン ピュー タネ ッ トワー ク とコ ミュ ニケ ー シ ョ ン;認 知科 学 とコ ンピュ ータ;個 人情 報収 集 とプ ライバ シー;メ デ ィア ・身 体 ・

経験;数 値 計算 技 法 の基 礎;経 済 活 動 とコ ン ピュー タ;書 誌 情報 とデー タベース;技 術 者 の ため の文 献検 索;コ ン ピュー タ グ ラ

フィックス入 門;人 工知 能;コ ン ピ ュー タ シ ミュ レー ショ ンー 構造 物 の動 的解析

● ≠1001SBN4-13-002061-7【B8906046】

【標 題 】 す ぐれ た授 業 とは な にか 一授 業 の認 知科 学 佐 伯 絆;大 村彰 道;藤 岡信 勝;汐 見稔 幸著 東京 大学 出版会'89.3.22241p

19cm(B6)¥1,400(UP選 書261)

【要 旨】 子 ど もは教 室 で生 きて い る、 もが い て い る、 考 え て いる。 一教 室の 中で 火 花 を散 ら して い る子 ど もた ちの 思考 過 程

を、 四 つ の傑 出 した授 業実 践 を素 材 に、4人 の 教育 学 者が徹 底 解析 し、 新 しいr授 業 の 認知 科学 』 の方 向 をさ ぐる。

【内 容】1子 ど もが表 現 す る と き一作 文 に お け る誠実 さ と真 実 さ(丹 羽 徳子氏 の実 践 か ら;子 どもに とって作 文 とは何 なの か;

討 論);2子 ど もの納得 世 界 を探 る一算 数 の学 習 の場合(算 数教 育 は うま くいって い るの か;討 論;算 数 がrわ か る』 とい うこ と
一 ラ ンパ ー トの実験 授 業 の 考察);3子 ど もが生 き る授 業 一宿 田和 正氏 の社 会科授 業 に見 る学 習 の分 析(授 業 観 察 に よ る学 習 過

程 の 研究;学 習過 程 モ デ ル の再 検 討;討 論);4授 業 で 子 どもの信 念 を変 え る こ とは可能 か一 仮説 実 験授 業 の場 合(仮 説 実験 授

業rば ね と力 』 の授 業 過程;授 業 の評 価 と問題 点;討 論)

● ≠1011SBN4-274-07446-3【B8906424】

【標 題 】 機械 翻訳 サ ミッ ト 長 尾真;田 中穂積;牧 野武 則;野 村 浩郷;内 田裕 士;石 崎 俊 共編 オー ム社'89.3.20200p26cm(B5)

¥3,900

【要 旨】 機械 翻 訳 関係 者 の1987年9月 に開 催 され た機 械翻訳 研究 に関す る国際 シ ンポ ジウムの研 究発 表 を も とに、 討論 の内

容、 そ の後 の最 新 の 成 果 を、第 一 線 の 研究 者 ・技術 者 が、 モ ノ グ ラフ と して ま とめ ま した。

【内容 】 序 章;1章 機械 翻 訳 の展 望;2章 機械 翻訳 技 術 の展望;3章 機 械翻 訳 関連 プ ロ ジェク;4章 商用 機 械翻 訳 シス テ ムの

開発;5章 商用 機 械 翻訳 シス テ ムの運 用;6章 各国 にお け る機械 翻訳 へ の取組 み;7章 機 械翻 訳 サ ミッFの 結 論;付 録 日本 の

機械 翻訳 シス テ ム

●#1021SBN4-7828-5125-1【B8904070】

【標 題 】PDPモ デ ル ー 認知 科学 とニ ュー ロン回路 網 の探 索D.E.ラ メルノ・一 ト;J.L.マ ク レラ ン ド;PDPリ サー チ グル ー

プ著;甘 利 俊 一監 訳 産 業 図 書'89.2.27529p21cm(A5)¥4,600原 書 名:PARALLELDISTRIBUTEDPROCESSING:

ExplorationsintheMi£rostructllreofCognition〈DavidE.Rumelhart;JamesL.McClelland;ThePDPResearcli

Group>
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付録A添 付資料(処 理データ)

【内容】 第1章 並 列 分 散処 理 の魅 力;第2章 並 列 分散 処理 の一 般 的枠 組 み;第3章 分 散表 現;第4章PDPモ デル と認 知科

学 の諸問 題;第5章 競 合 的学 習 に よ る特 徴 発 見;第6章 動 的 シ ス テ ムに お け る情 報処 理 、調 和 理論 の 創設;第7章 ポル ツv

ン ・vシ ンにお け る学 習 と再 学 習;第8章 誤 差伝 播 によ る内部 表 現 の学 習;第8章PDPモ デ ル にお け るス キ ー マ と直 列 的思

考過 程;第10章 大脳 皮 質 の構 造 と機 能;第11章 認知 と並 列 分 散処 理 に 関す る考 察 と展 望

●#1031SBN4-327-39914-0【B8904502】

【標 題 】 英 語年 鑑1989英 語 年鑑 編集 部 編 研 究社 出版'89.2.10515p19cm(B6)¥9,000

【要 旨】 このr英 語 年 鑑』 は、 わが国 の英語学 ・英米 文 学界 の、1987年4月 か ら1988年3月 に いた る1年 間 の活 動 の あ と

を記録 す るため にr各 界 の 回顧 と展 望 』r英 学 日誌 』r全 国 大学 ・短 大 ・高専 英 語教 官 構成 』r研 究 団体 』r個 人研 究 業 績』 『人

名 録 』お よびr研 究 業績 項 目別索 引 』の 七部 に分 けて編 集 した もので あ る。

【内容 】 英語学 ・英 米 文学 各界 の 回顧 と展 望(イ ギ リス詩 の研 究;ア メ リカ詩 の 研究;イ ギ リス小 説 の研究;ア メ リカ小 説 の研

究;シ ェイ クス ピア の 研究;児 童 文学 の研究;音 声 学 ・音 韻 論 ・形 態論 の 研究;英 語 史 の研 究;統 語 論 ・意 味 論 の研 究;文 体 論

の研 究;英 学史 の研 究;時 事 英 語 の研 究;現 代英 米 演劇 の研 究;英 語 教 育 の問題 点);英 学 日誌(1987・4-1988・3);全 国 大学 ・短

大、 高専英 語学 ・英 米文 学 関係 教 官構成 一 覧;研 究 団体 一 覧;個 人 研究 業績 一覧;英 語 学 ・英米 文学 関 係 人名 録;r個 人 研 究業

績 』 内容 別 分類 項 目索 引

●#1041SBN4-339-OIO16-2【B8833121】

【標 題】 画 像 と言語 の認識 工 学 長 尾真 著 コ ロナ社,89.1.10486P21cm(A5)¥7,500(エ レク トロニ クス モ ノグ ラ フ シ リー

ズ2)

【内容】 第1編 画像 の認識(文 字パ ター ンの非 同期式 読 取 り;画 像 処 理の 方 法;ブ ラ ッ クボー ドモ デル に よる航 空写真 の解 析;

試 行錯誤 的 プ ロセ ス に よ る形状 認識 ほか);第2編 言 語 の認 識(言 語情 報 処理 概説;重 要 語 の 自動抽 出;辞 書 の デー タ ベー ス化

と単語分 割;論 文 表 題 の機械 翻 訳;機 械 翻 訳 にお け る訳 語選択 と構 造 変換;機 械翻 訳 の ため の辞 書;ア ナ ロ ジー の原理 に基 づ く

機 械翻 訳 の可 能 性 ほ か)

●#1051SBN4-303-71540-9【B8833351】

【標 題】 認知心 理学講 座1記 憶 ジ リア ン・コーエ ン;vイ ケ ルW.ア イゼ ンク;マ ー チ ィ ンE.ル ポ ワ著;認 知 科学 研究 会訳 海

文堂 出版'89.1.10205,4p21cm(A5)¥1,900原 書 名:MEMORY:ACognitiveApproa(力(OpenGuidestoPsydhology)

〈GillianCohen;MichaelW.Eysendk;MartinE.LeVoi>

【内容】 第1部 日常記 憶(メ タ記 憶;ス キー マ理 論 と 日常記 憶;自 伝 的記 録);第2部 作 業記 憶(記 憶 シ ステ ム;作 業 記 憶の 構

成要 素);第3部 再 認 と再生 にお け る符号 化 と検 索(符 号 化特 殊 性;再 認)

● ≠106【B8901144】

【標 題 】 現 象学 と解 釈学 下 現 象学 ・解 釈学 研究 会 編 世界 書院,88.12.31282p19cm(B6)¥2,600(叢 書 ・フェ ノ メノ ロギ

カ15)

【内容 】 第1章 生 の 哲学 と解 釈学 一 ニ ー チェ、 デ ィ ル タイ と現 代;第2章 隠 れ た る もの の言 語化 一 解 釈学 と存 在思 索;第3

章 テク ス ト理 論 と作 者 問題 一 音楽 美 学 の立 場 か ら;第4章 解 釈 学 と意 味 論 一 リクー ルの 場合;第5章 解 釈 学 と弁証 法;第6

章 学 の理 念 と近 代 一 理論 と実 践 の統 一 をめ ぐ って;第7章 意 味 と実 在 一 ル ーマ ンの社 会理論 と現 象学;第8章 日常 の彼岸 と

此岸 一 フ ッサ ール か ら シュッツへ;第9章 歴史 叙述 の論 理 とそ の制 約 一ナ ラチオ 理論 と現象 学

●#1071SBN4-274-07449-S【B8832433】

【標題 】TURBOPROLOG入 門 カール ・タ ウンゼ ン ド著;酒 見高 広 訳;倉 谷直 臣監 訳 オー ム社'88.12.25328p21cm(A5)

¥3,300原 書名:IntroductiontoTurboProlog〈CarlTownsend>

【要 旨】 本 書で は、 シス テム のイ ンス トール か ら、 プ ログ ラムの構 造 、ス タ ン ドア ロー ンなプ ログ ラム の作成 方法 まで、TUrbo

Prologの あ らゆ る面 を詳 し く説 明 して い る。

【内容 】 基 礎編(Prologへ の招 待;Prologを 使 って み よ う;事 実、 オ ブ ジェ ク ト、 述 語;Prologの 変 数;規 則 を使 お う;入 力

と出力;実 行 の制 御 一失敗 させ る;算 出演 算;複 合 オ ブ ジェ ク トを使 う;動 的 デ ー タベー ス を使 う;リ ス トを使 う;ス トリ ング操

作;ウ イ ン ドウ、 グ ラ フ ィックス、 サ ウ ン ド;Prologに お け る フ ァイル操 作;TurboPrologを 使 って プ ロ グ ラム を開発 す る);

応 用編(エ キ スパ ー トシス テ ム入 門;エ キスパ ー トシ ステ ム を作 る;ア ドベ ンチ ャーゲ ー ム と 自然 言 語処 理)

●#1081SBN4-13-011100-O【B8831820】

【標 題】 認識 し行 動 す る脳 一脳 科 学 と認 知 科学 伊藤 正 男;佐 伯 終 編 東京 大学 出版会'88.1222364p21cm(A5)¥3,600

【要 旨】 脳科 学 と認 知 科学 の真 の対 話。 脳 科学 ・認知 科 学 ・人 工 知 能 の最 前線 で 活躍 す る研 究 者 たちが 互 いに妥 協 を許 さ な

い対 話 を経 て、 認識 と行動 を結 ぶ共 通 の原 点 を提 示 。広 く一 般読 者 に もわか りや す い解 説 と対 談 を付 す。

【内容】1序:認 識 と行動(脳 科 学 か らの接近;認 知 科学 か らの接 近);2基 礎 概念(認 知 機能 の神 経 科学 的基 礎;行 動 の 心理 学

鶉霊湯纏㌶竺ξ慧;遍 篇2∫㌶灘翼翼旙 豊葺㌻翌量鷲憲鶴畷竃違鷲㌢鶏;
記 憶 と適 応 行 動一生 態学 的 ア プ ロー チ;認 知地 図 の計 算 機 モ デ ル;時 間 の多 重世 界 表 現);5認 知 科 学 と脳 科 学

●#1091SBN4-06一 ユ53904-3【B8829369】

【標題 】 認 知科 学 の発 展1日 本 認知 科 学 会編 講 談社,88.12.20224p21cm(A5)¥2,200

【要 旨】 認知 科学 会 か らの初 めて の メ ッセ ー ジ。 創設5年 目 を迎 え た認知 科学 会 会員 の手 に成 る論文 集 。学 会 刊 行物 として

第一号 の重 責 を果 たす 掲載 の7編 は、 認知科 学会 の活動 と成 果 を うか が い知 るの に最 適 で あ り、 また認 知 科学 会 の活 動 内容 を

知 ろ う とす る諸 賢 に も必読 。

【内容】3囚 人 問 題 の解 決 と理 解 の過程 をめ ぐって(市 川伸 一);3囚 人 問 題 の理論 的探 究(井 原 二郎);最 小 核 モ デ ルか ら観 た

連 想記憶 、ヒ トの 漢字 情報検 索 にお け る優先方 略(斎 藤洋 典;四 方義啓);異 言 語 間対 話 を 目指 す端 末 間通 訳 モ デ7tt.!飯田仁);珠

算式 暗算 にお け る習 熟 一 定型 的 熟達 化 の一 事 例(波 多 野 誼余 夫);知 識 は いか に獲 得 され う るか(赤 間清);行 動 フ フ ンにつ いて
一 感情 の アー ジ理 論 拡張 の 試 み(戸 田正 直);日 本 認知 科 学会 会 報 お よびr認 知 科学 の発 展』 編 集後 記(西 川泰 夫)
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●#1101SBN4-274-07468-4【B8832176】

【標題 】 自然言 語処 理入門 一 ことば が わか る コ ンピュータ をめ ざ して 西 田豊明著 オー ム社'88.12.20114p19cm(B6)¥1,200

(新OHM文 庫)'

【要 旨】 コ ンピュー タ は ど こまで 日常 の言語 を理 解で き るか。 自然 言 語処 理 の研 究 は コ ン ピュ ー タ関連 の み な らず 自然言 語

その もの の研究 も重要 で あ る。 また こ こに奥 深 い もの があ り、 お も しろ く魅 力 的な と ころが あ る。本 書 は機 械翻 訳 システ ム な

ど一部 で応 用 され つ つ あ る研 究 成 果 につ いて、 今 後 の道 し るべ とな る重要 テ ーマ を中心 に ま とめ た もので あ る。

【内容 】1章 自然 言 語処 理 の 分野;2章 単 文 の構 造 と解 析;3章 談 話 の構造 と解析;4章 暖 昧 性 の問 題 と統 合 的 言語 理 解;5

章 文章 の生 成;6章 応 用 自然 言 語処 理 と実 用 化技 術

●#1111SBN4-563-05554-・9【B8831736】

【標 題 】 学 習 の理 論 下 ゴー ドン ・H.バ ウア ー;ア ー ネ ス ト ・R.ヒ ル ガー ド共 著;梅 本 尭 夫 監 訳 培 風 館'88.12.15392p

21cm(A5)¥3,900原 書名:THEORIESOFLEARNING,5thed.〈GordonH.Bower;EmestR.Hilgard>

【要 旨】 本 書 の ね らい は現代 の学 習理 論 を理 解 させ、 その歴 史 的 文脈 とその 背 景 とを提 供 す る こ とにあ る。 下 巻 で は理 性主

義 によ る認 知 一体 制 化 の考 え方 に影 響 され た ゲ シュ タル ト派 や トー ル マ ンの学 習 理論 や 情 報処 理 理 論 とその 発展 につ いて述 べ

られ、 さ らに これ らの理 論 と関 連 す る神 経 科学 や 教 育 の応用 に も及 んで いる。

【内容 】2認 知 ・体 制 化理 論(ゲ シュ タル ト理論;ト ー ル マ ンの サイ ン学 習;行 動 に関 す る情 報処 理 理 論;認 知理 論 の最 近 の発

展);3関 連 分野(学 習 の神 経 生 理学;教 育 へ の応 用)

● ≠1121SBN4-19-513812-4【B8829595】

【標題 】 タ イ ム ・マ ー チ ャ ン トー 日米 欧 ・四 次 元 の覇権 争 い 大前 正 臣著 徳 間 書 店'88.11.30238p19cm(B6)¥1,200

【要 旨】 い ま列 強 のrタ イム ・マ ーチ ャ ン ト』 の勝 負が 始 ま ろ う として いる。 日米欧 の情 報 ・通信 企 業 は、 何 を、 い かに手 中

に し よ うとして い るの か!?

【内容 】 第1章 い ま通 信 が ナ ウ い一 テ レ コム87に 殺 到 す る人 々;第2章 私 はタ イ ム ・v－ チ ャ ン トー残 され た唯 一 の時 間

資 源 を売 る;第3章 し ゃぺ りだ した 自動翻 訳 電 話一 離 散 した人 類 を結 ぶ;第4章 ミニ テル が勝 った フ ランス ー情 報 時差 を解 消

す る;第5章 意識 を広域 化 す る放 送衛 星 一 高 品質 テ レ ビの黄 金時 代;第6章 狙 われ た 日独 の 郵 政省 一 ア メ リカの手 口 を解 剖

す る;第7章 中国 で の覇権 争 い一 デ ジ タル交 換 機 で勝 負

●#1131SBN4-02-259465-9【B8827302】

【標題 】 情 報 の文 化 史 樺 山紘 一著 朝 日新 聞社'88.11。20224p19cm(B6)¥880(朝 日選 書365)

【要 旨 】 洞窟 画 か ら ビデオ まで 、 人 は、 情 報 を手 に して歴 史 に参 加 して きた。私 た ち は、情 報 を い か につ く り、 か か わって

き たか。

【内容 】 序 章 情報 の 文化 史 へ の道;1通 信 と交 通 の社 会 文化 史(太 古 一技術 の 出発 点;文 書 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの誕 生;道 は

統 治 な り;聴 覚 と視覚 の通 信;南 船北 馬;情 報 高密 度 社会 のな りた ち;輸 送 革命 のあ と さき;有 線 ・無 線 のネ ッ トワー ク);2コ

ミュニ ケー シ ョ ン と科学 技 術(自 動翻訳 と言 語;ビ デ オデ ィス ク と読 書;抵 抗 と摩 擦 の技 術 文 明学;日 本 の科 学 と技 術;現 代 技

術 の課 題);3Fボ ロジ カル な世界(虚 と空隙 と存在 の充 満;象 徴 的思 考 の 文脈;ト ポ ロジー か ら、 非 在 の トボ スへ)

●#1141SBN4-89362-047-9【B8828545】

【標 題 】 ザ ・プ ロ ジェク トー コ ン ピュ 一 夕技 術 開発 の最 前 線 栗 田 昭平 著 パ ー ソナ ル メ デ ィ ア'88.11.15199p19cm(B6)

¥1,200

【要 旨】 ス ーパ ー プ ロダ クツ は こ うして生 まれ た 一 日立 、 ソニー、IBM、 富 士通 、NEC、 東芝 、 リコー。 着想 か ら完成 に い

た るまで を徹 底 取材 。 開発 秘話 、 苦労 、 喜 び な どエ ンジ ニア の生 の声 を レポー ト。

【内容 】 第1部 プ ロ ジェ ク ト(次 世代OA環 境 を創造 す るク リエ イテ ィブWS－ 日立 製 作 所r2050』r2020』;新 市場 開拓 を

ね ら う高 性能EWS－ ソニ ーrNEWS』;並 列処 理 研 究 の道具 とな る並列 処理WS－ 日本IBM東 京基 礎 研 究 所rTOP-1』;

先 取 りの社 会 が生 ん だ高速 並列 処理 マ シ ンー 富士 通 研究 所rCAP』;ミ ニス ーパ ー市場 を り一 ドす る並列 処 理 マ シ ンー ア ライ

ア ンFコ ン ピュー タ シス テ ムズrFX』 シ リー ズ;ケ タ違 いの世 界最 高 速 ス ーパ ー コ ン ピュー ターETAシ ステ ム ズrETA10

シ リー ズ』;世 界最 高性 能 を誇 る自動指 紋 認識 シ ステ ムー 日本 電気rAFIS』;自 らの手 で 開発 した一 等航 空 整 備士 養成 ツー ル

ー 日本 航 空rB767用CPT』;フ ァ ジー理 論 で新 境 地 開 いた音 声 認識 シス テ ムー リコーrBTSP』;知 識情 報 処 理 の限 界 に挑

む機械 翻訳 シス テ ムー富 士通rATLAS・2』;世 界 最 高速 のRISCア ー キ テ クチ ャ ・プ ロセ ッサ ー一 東芝rAIプ ロセ ッサ』;

ユ ーザ の 立場 に立 ったES構 築 ツー ルー エ ー ・ア イ ・ソフ トr創 玄』;独 創 的 な トー タルCAIシ ス テム ー 日本 ユ ニ シスrコ ン

ビュー デ ン ト』;ユ ニ ー クな最短 時 間 経 路検 索 シス テ ムー ヴァル研 究 所r駅 す ばあ と』;日 本 と台 湾 の 技術 協 力で 開発 した高

機 能ICE－ コア グルー プrC-ICE』);第2部 コン ピュ ータ新 時代 の 潮流(ミ ニ スー一一く一 コ ン ピュー タ市 場 を創 造 す る;商 業

化 並列 処 理 コ ン ピュー タの 登場;研 究 熱高 ま る光 コ ンピュー タ;ニ ュー ロコ ン ピュー タ の衝 撃)

●#1151SBN4-250-88037-0【B8825402】

【標 題 】 偶数 と奇数 の記号 論 一 脳 と諸 記号 シス テ ムの非 対 称Bn9.Bc.イ ワー ノ フ著;田 中 ひ ろ し訳 青 木 書 店'88.11.1

261,7p19cm(B6)¥3,500原 書 名:qeT"HeueT:AcuMMeTpuHMo3ra"3HaKoBHxcHc

TeM〈Bg9.Bc.HBaHOB>

【要 旨】 右脳 一左脳 の機能 と構造 ・そ の非 対 称 の考 察 を中心 に、 文化 ・記 号の 二値 シ ンボル シ ス テム、 人 間の 言語 行為 の特 性 、

意 識 の深 層 の感覚 思 考 な ど につ いて、 諸 科学 領 域 を自 由 に往来 しつつ 論 及一 人間 科 学 の可 能 性 の 扉 を大 胆 に開 く異 色作 品!

【内容 】 右一 左(2台 の コ ンピュー タ ーの シ ステ ム として の脳;両 脳半 球;文 法 と意 味;左 脳 の文 法;右 脳 の意味 情 報 ほか);双

児(二 項対 立 シ ンボル;2か ら4へ;イ エ ス とノ ー;二 項 シ ンボル 分類 シス テム;文 化 の二 値 コー ド;記 号 シス テ ムの非 対 称);対

話(コ ンピュ ー ター との会 話;自 然 言語 と人工 言 語;話 し手 と聞 き手;<転 換子 》、 コー ド、 メ ッセ ー ジ;自 己 中心 語 と科学 言語

ほ か)

●#1161SBN4-8301-0508-9【B8826656】
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付録A添 付資料(処 理データ)

【標 題 】 ビ ジネ ス ・コ ミュ ニケ ー シ ョ ンの原 理F.W.ウ ィー クス;D.A.ジ ェ イム ソ ン;R.D.ギ ーゼ ルマ ン著;浦 辺 茂男 訳

文 化書 房博文 社'88.10.30261p21cm(A5)¥2,800原 書名:PrinciplesofBUSINESSCOMMUNICATION〈FrancisW.

Weeks;DaphneA.Jameson;RobertD.Giese■nan>

【内容 】 第1章 ビ ジネ ス ・コ ミュ ニケ ー シ ョ ンの諸 問 題;第2章 理 論、 研 究、 モ デ ル とその効用;第3章 意味 論 の ビ ジネ

ス ・コ ミュ ニケ ー シ ョ ンへ の 応用;第4章 読 む過 程;第5章 書 く手 順 と作 戦;第6章 効果 的 な文 体;第7章 レポ ー トの 書 き

方;第8章 摘要 とその他 の読 者 へ の助 け;第9章 履 歴書 と就 職 申込 状;第10章 日常 の場 面 の説 得 的書 き方;第11章 行 動 を

うながす書 き方;第12章 肯 定的 な面 と否 定 的 な面 の 均衡;第13章 総 括

● ≠117【B8828247】

【標 題 】 レ トリ ックの知 一意 味 の ア ル ケオ ロ ジー を求 めて 瀬 戸 賢一著 新 曜社'88.10.30314,7p19cm(B6)¥2,200

【要 旨】 隠 喩 や換喩 や提喩 … な どの文 彩 は、 ま さ に私 たち の認識 を条 件 づ けて い る(限 界 づ けて い る)と いって よい。 い わば、

人 間 に とって可能 な認識 に越 え られ ぬ境 界 が あ り、 その 向 うは、 踏み込 も うk二も踏 み込 め な い無 人境 の空(白)に な って い る と

い うことで あ る。 ヴィ トゲ ン シュ タイ ン をも じって これ を言 い表 わせ ば、〈レ トリック の限界 が認 識 の限界 で あ る〉、.とい え る

【内容 】1レ トリ ックの精神;2意 味 論 へ の挑 戦r対 義結 合』 の レ トリック;3認 識 と行動 へ;4意 味 を求 めて;5r否 定 』 の

レ トリッ ク;6反 転 す る意 味

●#1181SBN4-89501-288-3【B8824775】

【標 題 】 パ ー ソナル コ ン ピュ ー タで 学 ぶAIと エ キスパ ー トシ ス テムR.1.レ バ イ ン;D.E.ド ラ ン グ;B.エ ー デル ソ ン著;

越 田一郎;中 川裕 志;森 辰 則訳 マ グ ロ ウ ヒル 出版'88.10.25307p21cm(A5)¥2,900(COMPUTATION&SOFTWARE

SCIENCE)原 書名:AComprehensiveGuidetoAlandEXPERTSYSTEMS〈RobertI.Levine;DianeE.Drang;

BarryEdelson>

【要 旨】 本書 は、人 工 知能 とエ キ スパ ー トシス テ ムの考 え方 を、 普通 の人 が わ か る用語 で 紹介 し説 明 して い ます。

【内容 】 第1部 人 間 と機械 の知 能(知 能 とは何 か;人 工 知 能 シス テム の開発;エ キス パ ー トシステ ム の定義;自 然 言 語処 理);

第2部 推論 機構 一 機械 が考 え るた めの道具(前 向 き推 論;後 向 き推 論;確 率 とフ ァジィ論 理 のエ キスパ ー トシス テ ムへの 応用);

第3部 エ キス パ ー トシス テム ー知 識+推 論(財 務 計画 エ キ スパ ー トシス テム;セ ール ス ・エ キ スパ ー トシス テ ム;学 習評 価 エ

キスパ ー トシ ステ ム);第4部 シ ステ ム構築 用 高度 プ ログ ラ ミング技 法(オ ブ ジェ ク ト指 向型 プ ログ ラ ミ ング;オ ブ ジェ ク ト指

向型 プ ログ ラ ミングー 工学 にお け る例;オ ブ ジェ ク ト指 向型 エ キスパ ー トシス テ ム);第5部 洗練 され た シ ステ ム の ため の進

ん だ知 識表 現(意 味 ネ ッ ト;確 信度;自 動 学 習;人 工知 能で 使 用 され て い る言 語;PROLOGを 使 ってエ キスパ ー トシ ステ ム を

設 計 しよ う;LISP)

●#1191SBN4-13-013070-6【B8S25861】

【標 題 】 機械 の知 人間 の知 辻井 潤 一;安 西 祐 一郎 著 東 京 大学 出版 会'88.10.25252p19cm(B6)¥1,800(認 知 科学 選 書20)

【要 旨】r機 械 の知 』 の実現 とr人 間 の知 』 の解 明 を 目指 す人 工知 能 、認 知 科学 の成果 を吟味 し二 つ の知 の特 質 とその乖 離

を埋 め る多 様 な知 へ の ア プ ロー チ を論 じる。

【内容 】1機 械 の知(知 の計 算モ デ ル;問 題 解 決 と記号 計 算;言 葉 の理 解;ま とめ);2人 間 の知(認 識 の情 報 科学 へ の計 算 論 的

ア プ ロー チ;学 習 の計 算 モ デル;認 知 と推 論 の統 合 的計 算 モ デル;超 並列情 報 処 理 のモ デ ル;認 識 の情報 科学 一将 来 に向 けて)

●#1201SBN4-06-148920-8【B8825338】

【標 題】AI－ 人工 知能 の コ ンセ プ ト 西 垣 通著 講 談社'88.10.20262p18cln¥580(講 談社 現 代新 書920)

【要 旨】 エ キスパ ー ト・シス テム、 機械 翻訳 、 知能 ロボ ッ ト…。科学 者 の遊戯 的 空 間 か ら 〈知 〉 を増幅 させ て、 ビジネ ス の舞

台 に躍 ら出 たAI-。 言 語の 〈ゆ らぎ〉 〈あ い ま いさ〉 を感知 す る無謬 装 置 は はた して可 能 な のか。 気鋭 の著 者が現 代 思想 の な

か に錘鉛 を下 ろ した意 欲作 。

【内容 】AIと は何 か;テ クノ ロジー とエ キスパ ー ト・シス テム(意 味 ネ ッ トワー ク;あ いま いな知識;意 味 の ゆ らぎ ほか);コ

ン ピュー タは ま ちが え な いか(プ ロ グ ラムの バ グ;AIとSDI;迷 路 の鼠化 快 楽 ほか);言 語記 号 をめ ぐ る大 論 争(サ イパ ー ス

ペ ース;人 工 言語 を つ くる;AIを 審 問す る ほか);現 代社 会 はAIで 変 わる(バ イ オ ・コ ンピュ ー タ;生 存命 題;AIは 現代 の メ

タ フ ァ ほか);AI感 覚 をみ が く(近 代 知 の祭 壇;AIの パ ラ ドッ クス;コ ン ピュー タの ポ ス ト ・モ ダ ン ほか)

●#1211SBN4-309-00512-8【B8825085】

【標 題 】 これ は 日本 語 か ドメニ コ ・ラガ ナ著 河 出書房 新 社,88。10.15233p19cm(B6)¥1,600

【要 旨】 あのrラ ガ ナ一家 の ニ ッポ ン日記』 の著 者が 、 大学 生 へ のア ンケー トを も とに、現 代 日本 語 文 法 と国 語教 育 の課 題

を愛 惜 こめて提 起 す る感 動 的 な本 格 日本 語論 。

【内容】 第1章 日本 語 の特徴;第2章 西 洋の諸 言語 の文 法 と日本 語 の文 法;第3章 現 代 日本 語 の実 態調 査;第4章 日本 人 の

規 範意識;第5章 日本 の学 生 の語 感;第6章 自然 言 語 と論 理学;第7章"変 で な い"日 本語

●#1221SBN4-255-88048-4【B8824034】

【標 題】 知 識情 報 の世界 を拓 く一 デ ー タベ ース か ら知恵 を くむ 第2回 大学 と科学 公 開 シンポ ジ ウム組織 委 員会編 朝 日出版 社
'88 .10.11252p26cm(B5)迫,200(明 日の文 化 と産 業 を支 え る独 創 的 ・先端 的 研 究の 成 果)

【要 旨】 大学 ・企 業等 で 日々生 み だ され る研 究成 果 を初 め とす る膨 大 な情 報 を 的確、 迅 速に処 理 す る こ とは独 創 的 な研究 を進

め る上 で、 必要 不 可欠 な手 続 き といえ よ う。 本 書で は、 こ うした見 通 しに立 って 、様 々 な学 の 分野 内で 、 ま た学 の分 野 を横 断

的 に結び つ けて構 築 され て い る情 報 ネ ッ トワー クの 現在 が論 じられ て い る。 コン ピュ ー タ ・オ ンラ イ ンで 接 続 され た 〈情 報 〉

は、 社会 を どこへ導 くの か?知 識 と知 恵 の 創造 的 な再 編 成 の行 方 を示唆 す る一書 で あ る。

【内容 】 学術 情 報 シ ス テムの展 望(オ ンライ ン図 書館 へ の展 望;学 術情 報 セ ンター ・オ ンライ ン共 同分 担;目 録 システ ム の現

況 と将来;デ ー タベー ス操作 とワー クス テ ー シ ョン;標 準 学 術用 語 と多言 語 シ ソー ラス シス テ ム;学 術 用 語集 の機 械可 読 化 とそ

の高 度利用);特 別講 演 学術 情 報 とその 流通 技 術;知 識情 報 の集 積 と知 的利 用 一人 文 ・社会 科学 へ の ア プ ローチ(国 文学 に お け

るデー タ ベー ス形 成 とその 高 次利 用;歴 史 学 研究 に対 す る計 算機 の活用;古 写 本 の 計算 機処 理;経 済 デ ー タベ ー ス の現状 と課

題;経 済分 析用 エ キ スパ ー トシス テム の開 発);マ ル チ メデ ィア情 報 シス テム(マ ル チメデ ィ ア学 内情報 シス テ ム 〈IMES>;マ
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ル チ メデ ィア の知 的 フ ァイ リン グ ・シス テム の構 築;多 次 元X線 像 の新 しい処 理法 と表 示);材 料 と情 報 シス テ ム(化 学 と情 報

一 分 子設 計 の は じめ か らお わ りまで;材 料 デ ー タ シス テム の新 しい展 開);生 命科 学 を支 え る情 報(文 字 ・画像 ・知識 の総 合 化
;

日本 のDNAデ ー タバ ンク;医 用 画 像 デ ー タベ ー ス;下 顎 運 動機 能 デ ー タベ ー ス);認 知 科学 と人 工知 能(人 工 知能 と神 経情 報

処 理;日 常会 話 シス テ ムの設 計;対 人相 互 作用 実 験);高 次知 識情 報 処理(知 識 情 報処 理 研究 の進 展 一 大学 の場 合;多 元情 報受 容

系 と感 性情 報 処 理;知 識 科 学 の展 開;高 次 コ ミュ ニケ ー シ ョ ン)

● ≠1231SBN4-526-02410-4【B8822925】

【標 題 】PC9801機 械 翻 訳 プ ログ ラ ミン グ入 門CSK総 合 研究 断 編 日刊工 業 新聞 社'88.9.30174p21cm(A5)¥2,000

【要 旨】 まった くの初 心 者が 機 械翻 訳 の基 礎 を理 解 し、 応用 で き るよ うに、 この本 を執筆 した。 こ こで 書 かれ て い る内容 は、

機 械 翻 訳 の歴 史 ・現 状 お よび編 者 が 開発 したCRI-Prologを 使 った 機械翻 訳 シス テ ム(日 本 語 → 英語)の 作 り方 で あ る。

【内 容 】 第1章 機 械翻 訳 の 実用 化(機 械翻 訳 の 概 説;わ が国 の最 近 の機 械翻 訳 の動 向;機 械 翻訳 シス テ ムの構 築);第2章 機

械 翻 訳 シス テ ムの作 り方;第3章 ま とめ と展 望

●#1241SBN4-7828-0044-4【B8823485】

【標 題】 メンタ ルモ デ ルー 言語 ・推 論 ・意識 の認知 科 学P.N.ジ ョ ンソ ン ・レァー ド著;AIUEO訳 産業 図書'88.9.30602p

21cm(A5)¥5,600原 書名:MentalModels〈RN.JohnsonLaird>

【要 旨】 著 者 は、 本 書 で認 知 科 学 の研 究 のや り方 の一 つ を示 して い る。実 験心 理 学、 論 理 学、 言 語学 、 人 工知 能 、 そ して哲

学 か らのア イ デア と方 法 とを いか に統合 す るか を教 え て くれ る。 と りわ け、計 算理 論 は、 心 の複 雑 さ を理解 す るの に必 要 な決

定 的 な 方法 とメ タ フ ァー の い くつ か を提 供す る。本 書 は、 広 く科 学 に興味 を抱 く読 者 を念頭 に書 かれ た もので あ る。

【内容 】 第1章 説 明 とは何か;第2章 心 理論 理 の原 理;第3章 命題 に よる推論;第4章 三段論 法の諸 理 論;第5章 三 段論 法

的 に推 論 す る方 法;第6章 推 論 とメ ンタル モ デル;第7章 イメ ー ジ、 命 題、 モ デル;第8章 モデ ル論 的意 味 論 にお ける意 味;

第9章 意 味 とは 何 か;第10章 単 語 は心 の 中で どの よ うに表象 され るか;第11章 操 作 的意 味 論 と意 味 の心 理学;第12章 文

法 と心 理学;第13章 構 文 解 析 と言語 運用;第14章 談 話 の整 合 性;第15章 メ ン タル モデ ル の性 質;第16章 意 識 と計 算

●#1251SBN4-7649-0146-3【B8822328】

【標 題 】 ダ イナ ミッ ク ・メモ リー 認知 科 学 的 ア プ ロー チ ロ ジャー ・C.シ ャ ン ク著;黒 川利 明;黒 川容 子 共 訳 近 代 科 学 社
,88
.9.20255p21cm(A5)¥3,400原 書 名=DYNAMICMEMORY:ATheoryofRemindingandLearninginComputer

andPeople<RogerC、Sdhank>

【要 旨】 人間 の知 的 活動 の中心 に、学 習 ・記 憶 ・問 題解 決 とい う重 要 な テーマが あ る。 人 間 は言葉 、文 字、 動作 な どに よって

得 られ た情 報 を脳 に蓄積 し、 その記 憶 に基 づ いて、与 え られ た問 題 を推論 し、 決定 す る ことがで きる。 コ ンピュー タ に人間 と

同 じよ うな機 能 を持 たせ るに は、 これ らの メ カ ニズ ム を解 明す る必 要 が あ る。 本書 は、r人 間 は なぜ思 い出す の か』 つ ま り人

間 の記 憶 の メ カ ニズ ム の認知 科 学 的 ア プ ロー チ を試 み た、 斯界 の 第一 線 の研 究者 に よ るユ ニー クな成 書で あ る。

【内容 】『第1章 ダ イ ナ ミッ ク ・メモ リ入門;第2章 想起 と記 憶;第3章 失 敗主 導 の記 憶;第4章 文 脈 に ま たが る想 起;第5

章 記 憶 中 の構 造 の種 類;第6章MOJPs;第7章TOPs;第8章 一 般化 と記 憶;第9章 一 般 化場 面 と普 遍 的MOP;第10章

索 引 化 と調 査;第11章 詳 細 な例 の説 明;第12章 計 算機 に よ る実 験;第13章 展望

●#1261SBN4-7692-0195-8【B8822431】

【標 題 】LISPに よ る自然 言 語処 理 草 薙 裕 著 工 学 図 書'88.9.20226p21cm(A5)¥3,500

【要 旨 】 本 書 はAIの コ ン ピュー タ言語 ともい うべ きLISPを 用 いた 自然言語 処 理 を出 来 るだ けや さ し く解説 す る ことを 目的

と して い る。 したが って、LISPの 関数 は出来 るだ け基本 的 な もの を少数 用 い る よ うに した。

【内 容 】 第1章LISP;第2章 枝分 れ 図;第3章 解 析 と生 成;第4章 形 態素 解析;第5章 日本 語動 詞 の解 析;第6章 構 文 解

析;第7章 日本 語 の 構 文解 析;第8章 形 態 素生 成

●#1271SBN4-320-02414-1【B8827028】

【標題 】GNUEmacsマ ニ ュアルRichardSta■man著;竹 内郁夫;天 海良 治監訳 共 立 出版'88.920254p26cm(B5)¥2,700

第2刷(第1刷:88.2.15)

【要 旨 】GNUEmacsは 先進 的で ドキ ュ メ ン ト機 能 を備 え、 カ スタ ム化機 能 と拡 張性 に富 ん だ実 時間 画 面エ デ ィ タで す。 こ

のvニ ュア ル に はEmacsの 使 用 方 法 お よび簡 単 な カス タ ム化 の方 法 が記載 され て います。 対 象読 者 は プ ログラマで あ る必 要

はあ りませ ん。 本 ドキュ メ ンFは 本 来 リ フ ァレ ンス マ ニ ュアル で すが 、入 門書 と して も利 用 で きま す。Emacsの 紹 介 と して

は、 印刷 され た マ ニュ アル よ りも効 果 的で しょ う。

【内容 】 画 面構 成;文 字、 キー、 コマ ン ド;Emacsの 起 動 と終 了;編 集 の基 本的 な コマ ン ド;変 更 の 取消 し(Undo);ミ ニバ ッ

フ ァ;コ マ ン ド名 に よ る コマ ン ドの実 行 法;ヘ ル プ機 能;マ ー ク と り一 ジ ョン;テ キ ス トの 削除 と移動;レ ジス タ;画 面 の 制御;

探 索 と置換;テ キス トの修 正 用 コマ ン ド;フ ァイル の扱 い;マ ル チ プルバ ッファの使 い方;マ ル チプル ウィ ン ドウ;主 モ ー ド;字

下 げ;自 然 言 語用 コマ ン ド 〔ほ か 〕

● ≠1281SBN4-320-02415-X【B8821453】

【標 題 】 情 報 科 学 一 パ ソ コ ン と人 工知 能 相原 恒 博 編 共 立 出版'88.9.10200p21cm(A5)¥2,000

【要 旨】 本 書 は 、 コ ンピュ ー タ の先 端 的 利用 法 を紹 介 し、 情報 化 社 会 を主体 的 に生 き るた めの 教養 とな る ことを願 って編 集

され て い る。

【内容 】1章 人工 知 能一 機械 は どの よ うに して 考 え るか一;2章 エ キスパ ー ト ・シス テム;3章 コ ンピュ ータ に よる 自然 言 語

処 理 一 自動翻 訳 シス テ ムの 開発 状 況;4章 コ ンピ ュー タ と数 式 処 理;5章CAIの 現状 と課 題1;6章CAIの 現状 と課題2;7

章 コ ン ピュー タ ・グ ラフ ィックス;8章 パ ソ コ ン ・グ ラフ ィッ クスに よる フラ クタル 図形;9章CAD/CAMシ ス テ ム;10章

コ ン ピュ ー タに よる画 像処 理;11章 コ ン ピュー タ と故 障 一故 障 に強 いコ ン ピュー タ を 目指 して;12章 植 物 工場 シス テム;13

章 医学 ・医 療 に お け る コ ン ピュ ー タ

●#1291SBN4-622-00872-6【B8821514】
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付録A添 付資料 処 理データ)

【標 題 】 記 号学 の 冒険 ロラ ン ・バ ル ト著;花 輪光 訳 みす ず 書房'88.9.8271p19cm(B6)¥2,200原 書 名:L'A□ENTURE

SEMILoGIQUE〈RolandBarthes>

【要 旨】r物 語 の構 造 分析 序説 』(1966)以 来、 バ ル トは フラ ンス のナ ラ トロ ジー(物 語 記号 論)の リー ダー と して この先端 領

域 を切 り拓 いて きた。 本書 は、 この 分野 にお け る主 要 な論 考 、r物 語 の構 造 分 析－r使 徒行 伝 』10-11章 につ いて 』(1969)

『行 為の連 鎖』(1971)rエ ドガー ・ボ ーの 一短編 の分 析 』(1973)を 収 め る。 この三編 の邦訳 によ って、 バ ル トの く物 語学 〉関 係

のエ ッセ ーは ほ とん ど訳 され た こ とに な る。 彼 の新 鮮 な分 析視 角 はわ が国 の く物 語研 究》 に も有益 な示唆 を与 え るで あ ろ う。

【内 容】1記 号 学 の冒 険;2修 辞 の文 彩(あ や)の 構 造的 分類;3行 為 の連 鎖;4ソ シュー ル、記 号、 デ モ ク ラシ ー;5意 味 の 調

理 場;6社 会 学 と社会 論 理 一 ク ロー ド ・レ ヴィ ・ス トロース の近 著2冊 につ い て;7広 告 の メ ッセー ジ;8対 象(も の)の 意 味

論;9記 号学 と都 市 計画;10記 号 学 と医学;11物 語 の構 造 分析 －r使 徒 行伝 』10・11章 につ い て;12エ ドガ ー ・ボー の1短

編 の テクス ト分 析

●#1301SBN4-7665-0246-9【B8820481】

【標 題】 人工 知能BASICM.ジ ェー ム ズ著;原 正 一郎 訳 啓 学 出 版'88.8.31193p21cm(A5)¥2,200(BASIC理 工学 応用 シ

リー ズ6)原 書 名=BASICARTIFICIALINTELLIGENCE<M.James>

【要 旨】 本書 の プ ログ ラ ムを利 用 す れ ば、 コ ンピュ ー タ科学 の ほ とん ど の分野 に関連 した手 技 の実 例 、学 生 の 研究 課 題 と討

論 材 料を備 えた人 工 知能 の初 年 度 あ るい は入門 教程 を構 成 で き る。

【内 容】 第1章BASICの 概要;第2章 論 理 と推i論;第3章 戦 略;第4章 自然 言 語;第5章 記 憶 と理 解;第6章 学 習

●#1311SBN4-19-553743-6【B8821184】

【標 題 】 ニセ学 生 マ ニ ュアル ー い ま、 面 白 いr知 』 の最 尖 端講 義300浅 羽通 明著 徳 間書 店'88.8.31315p19cm(B6)¥1,000

【要 旨】 この 本 は、 三宅学 生 の ニ セ学生 に よ るニセ学 生 のた め の実 用 書 で あ る。 ニ セ学生 、 つ ま り学 籍 が 無 い の にあつ かま

し くも大学 に赴 き、 入室 チ ェックが な いの を幸 い に講 義 を盗聴 し にゆ く物好 き た ちの ことだ。 この本 は、 二 七学生 もし くは ニ

セ学 生 にな ってみ た い入 の ため に デー タ を提 供 し、 また その ほ かの 人 たち を ニセ学 生 とい うさ さや かな 冒険、 快楽 もし くは悪

徳 に誘 うため に仕掛 け られ た。

【内容】 第1部 啓 明 篇 一み え な い大学 を もとめて(ニ セ学 生事 始 め、 も し くは独 学 者 の誕 生;教 場 のFリ ックス ター、 もし く

はニ セ学 生 とい う事 態;大 学 は何 の 役 に立 って きた か?も し くは"悦 ば しき知恵"を 遠 く離 れて;教 養 風 化 の時 代 に、 も し くは
一 般教養 の惨 惰 た る現実;み えな い大 学建 設 計画 、 もし くは大学 の将来);第2部 実 践篇 一 知 のユ ーザ ー ズ ・マ ニュ アル(近 代

批 判 の素 敵 な面 々一 現代 思 想1;闘 争 す る自尊 人の 果 て に一現 代 思想2・ 西 洋 哲学;悪 ガキ た ちの メデ ィア ・ジャ ン グルー 現代

思 想3・ メデ ィア論;揺 ら ぐ リア リズ ム;科 学 篇 一科 学 史 ・科 学哲 学 ・技 術 論;電 脳 エ リー トの挑 戦状 一 認知 科 学 ・論 理学;揺

ら ぐ幻想篇 一幻 想文 学 ・神秘 学;r物 語 』 をめ ぐる冒険 一 文芸 評 論 ・外国 文学;何 で も読 ん で や ろ う一テ キ ス ト論 ・都 市論;世

紀 末異 人伝 説一 異人 論 ・ノマ ド論;誰 か故 郷 を想 わ ざ る一土着 回 帰論 ・コ ミュー ン論;超 越す るバ カ、拝 むパ カー宗教 哲 学 ・宗

教 社会学;も う幾つ 寝 ると大 恐慌 一経 済学 ・経営 論;政 治 シア ター満 員御 礼 一政 治学 ・国 際 関係 論;海 の あな たの空 遠 く一 西 洋

史 ・文化 人類学;失 われ た等 身 大 を もとめ て一 民俗 学 ・考 現 学;入 禁 贋 学 生修 羅 場 一家 政 学 ・医学 ・軍事 学)

●#1321SBN4-7674-0503-3【B8823889】

【標 題 】 小 島 義郎 教 授 還暦 記 念論 文集 松 田徳 一 郎;増 田秀 夫;高 野 嘉 明 編 研 究 社'88.821293p21cm(A5)¥4,500本 文:

英文

【内容 】Lexicogral)hy;SyntaxandSemantics;LanguageTeaching;YoshiroKojima-Bibliography(小 島 義 郎教 授 書

誌);Biography(略 歴)

●#1331SBN4-7856-9029-1【BS818929】

【標 題 】 人工 知 能 江 尻正 員;中 野 善 之;中 所武 司 共著 昭晃 堂'88.8.]0192p21cm(A5)¥2,900

【内容 】1人 工知 能 の基 礎;2問 題解 決;3情 景 解析;4ロ ポ テ ィ クス;5人 工 知 能 言語;6知 識 工 学;7自 然 言語 理 解 と機 械翻

訳;8知 的 イ ンター フェー ス;9人 間 と機 械

●#1341SBN4-00-010348-2【B8819361】

【標 題】 岩 波講 座 ソフ トウェア 科学8記 号処 理 プ ログ ラ ミング 後 藤 滋 樹著 岩 波 書 店'88.8.10218p21cm(A5)¥2,700

【要 旨】 人工 知 能や 知識 処理 の ソ フ トウェア を作 成 す る うえで必 要 とな る記号 処 理 の プ ログ ラム技 法 を系統 的 に紹介 す る。 例

題 はプ ロダ クシ ョ ンシス テ ム、 自然 言語 の構 文 解析 、定 理 の 自動証 明 な どの実 際 の人 工知 能 システ ム か ら と り、 プ ログ ラム作

成 の手順 を追 って詳 し く解 説 した。 ま た、LISPやPROLOGは 、 お のず とマ ス タ ーで きる よ うに工夫 した。

【内容 】1LISPの 考 え方(リ ス トとS式;LISPの 関 数;関 数 の関 数;EVALと イ ンタ プ リタ);2LISPの 使 い方(親 言語 と

して のLISP;プ ロダ ク シ ョ ン ・シス テム;定 理 の自動 証 明;英 語 の構 文解 析;多 項 式 の微 分);3PROLOG(述 語 の考 え方;ユ

ニフ ィケー シ ョン;PROLOGに お け る リス ト構 造;論 理 プ ログ ラ ミング;LISPとPROLOGと の比 較);4記 号 処 理 の 計算

機構(リ ス トの 内部 表現;LISPマ シ ンの発 想;ラ ム ダ表 現 とLISP、PROLOG)

●#135【B8819669】

【標 題 】 現象 主 義 と世 界 一認 識 ・存 在 ・価 値 永井 成 男著 世 界書 院'88.8.10378p19cm(B6)¥2,900(ぶ ろば あ叢 書)

【内割 第 ・章 哲 学酬 岨 学 』 とい う言葉 の歴 史 的理 解;カ ルナ ・ プの哲 学 論;カ ル ナ ・プ の哲学 論 を超 えて)逸2章 論

理 の 問題(純 粋 記号 論 の 三分 科;r真 理』 の意 味論 的概 念;r分 析 的』 とい う概 念);第3章 現 象 主義 の 立場(哲 学 の 二分 法 一

認 識論 ・存 在論 ・価 値論 一 に つ いて;寛 容 の原理 の哲学 的基 礎 と しての 現象 主 義)

●#1361SBN4-88063-425-5【B8815940】

【願 】AI(人 工 知能)な んで も早 わか り 白鳥 敬 著JICC出 版局'8S・7・25・7・P2・ ・m(A5)¥・,2・0(オ ー プニ ン"・ クス

8)

【要 旨】 人 工 知能 とい う こ とば が、 研 究 所 の 中か ら巷 にで て き は じめて い ます。 本 で は、 難 し い理論 の 話 は ま った くして い

ませ ん。 そ のか わ りに、 ま った く新 し い概 念 で あ る人工 知 能 を身 近 な ところ か らわ か りや す く解説 して い ます。

一74一



【内容 】 第1章 人 工 知 能 の誕 生;第2幸 す で に あ る人工 知 能;第3章 機 械翻 訳 の現在;第4章 エ キ スパ 一一トシ ステ ム;第5

章 理 解 す る とい う こ と;第6章 人工 知能 へ の幾 つ かの道;第7章 知 能機械 は 実現 可能 か;第8章 人 工 知能 が未 来 を変 え る;

第9章 衝 撃 的 で 魅 力的 な明 日

●#1371SBN4-7530-2901-8【B8817595】

【標 題 】 ロボ ッ トプ ロ グラ ミング 荒 牧重 登 著 井 上書 院'88.7.25139p21cm(A5)¥2,600

【内 容 】 第1章 ロボ ッ トの構 造 と制 御 方式 の概要(ロ ボ ッ トの 自由度 構成;プ レイバ ック方 式;プ ログ ラム制 御 方式);第2

章 プ レイバ ッ ク方 式 とプ ログ ラム制御 方 式 の組 合 せ(概 念 図;座 標 変 換;力 制 御 モ ー ドに よ る再 生);第3章 ロボ ッ ト言 語(ロ

ボ ッ ト言 語 の特 徴;ロ ボ ッ ト言語 の種 類;ロ ボ ッ ト言 語 の設 計思 想;関 数型言 語;関 数 型 ロボ ッ ト言 語);第4章 ロポ ッF言 語

IMLの 機 能(IMLの 設 計 方針;言 語 の基 本 的形 式;基 本 コマ ン ド;コvン ド定 義 機能;繰 返 し処 理 の記 述;感 覚 機能 の記 述;教

示 デ ー タ の作成 と管 理;IML言 語 シス テ ムの概 要);第5章IMLに よ る作業 実験(実 験 シス テ ムの ノ・一 ドウ ェア;実 験 シス テ

ムの ソ フ トウェ ア;IMLに よ る作 業 記述 例 と作 業 実験 結果);第6章 組立 て部 品 の操作 知識 を利用 した ロボ ッ トプ ロ グラ ミン

グ(オ ブ ジェ ク ト指 向型 プ ログ ラ ミン グの導 入;自 然言 語 に よ る組 立 て作業命 令 の試 み;CADデ ータ を用 いた ロボ ッ ト作 業 プ

ログ ラム の生成)

●#1381SBN4-00-002006-4【B8818414】

【標 題 】 フ レー ゲ哲学 論集 ゴ ッ トロー プ ・フ レーゲ著;藤 村 龍 雄訳 岩波書 店'88.7.22218,10p21cm(A5)¥3,400

【内容 】 第1部 意 味論 研 究(関 数 と概念;意 義 と意 味 につ いて;概 念 と対象 につ いて;関 数 とは何 か);第2部 論理 学 研 究(思

想;否 定;複 合 思 想)

●#1391SBN4-7649-0143-9【B8817306】

【標 題 】 コ ン ピュー タサ イエ ンス大学 講 座19自 然 言 語処 理 入門 東条 敏著 近 代 科学 社'88.7.20212p21cm(A5)¥2,700

【内容 】 第1部 計 算機 に よ る自然 言語 処理(自 然 言語 の処 理 過程;文 脈 自由文 法 と構 文解 析);第2部 統 語 論 と意 味 論(変 形

生 成 文法;格 分 法;概 念 依 存 論;モ ンタギ ュ ー文 法;LFG;GPSG);第3部 計算 機処 理 再論(自 然 言 語 処理 シ ス テム)

●#1401SBN4-8207-0506-7【B8817149】

【標題 】 図解 新 ・IE入 門一 モ ノ ・コ ト・ヒ トの活 性 化技術 城 功著;大 西三朗 イ ラス ト 日本能 率 協会'88.7.15248p19cm(B6)

¥1,300

【内容 】 第1部 新IE誕 生 の い きさつ(社 長 の言 葉 は、 なぜ わ か らぬか;新 ・IEの 全貌;新 ・IEの 定義);第2部 これ か らの経

営 の進 め 方(感 性 よ りも身 近 な もの;身 体 で科 学 す る;6・6シ ス テムの すす め;r業 革』 成 功 の急 所;IE熟 達 の急所;イ メー ジ

法 則化 の 過程;売 上 発生 グ ラ フの作 り方);第3部 解析 か ら創 造へ(新 ・IEマ ンの条 件;成 功 者 の精 神構 造;新 人類 の精 神構 造;

省 エ ネ技 術 を生 ん だ もの;計 画 づ く りの新 兵器;商 品 とは融合 され た もの だ;既 存店 活 性化 の発 想);第4部 モ ー シ ョ ン ・マ イ

ン ドのす す め(国 際 人 に"肩 こ り"は な い;認 知 科 学 か ら見 た ワザ;気 がつか なか った先 入観;私 の コ ミュ ニケ ー シ ョン記 号)

●#1411SBN4-385-30615-X【B8816721】

【標 題 】 語 彙論 の方 法 柴 田 武著 三省 堂,88.7.10389p21cm(A5)¥5,800

【内容 】 言 語 に お け る意 味 の体 系 と構 造;こ とば にお け る構造 とは何 か;私 の意 味論 一 意味 論 を ど う とらえ るか;現 代 語 の語

彙体 系;言 語 か ら見 たr食 』;語 彙 研究 と方言 語 彙;語 彙 研 究 の方 法 と琉球 宮古 語彙;沖 縄 宮古 語 の語 彙 体 系;沖 縄 宮古 島 方言

の 風 と雨;沖 縄 宮古 島 方言 の 生活 時 間語 彙;沖 縄 宮 古島 方言 の 人名 語彙;与 那 国方 言 にお け る兄 弟姉 妹 の 呼称;語 彙 体系 として

の親 族 名 称 一 トル コ語 ・朝 鮮 語 ・日本 語;世 界 の 中 の 日本 語;柴 田武先 生 の語彙 論 研究 に関す る文 献 目録

●#1421SBN4-7724-0287-X【B8817011】

【標 題 】 フ ロイ ト草稿 の再 評 価 一現 代 認知 理 論 と神経 心理 学 へ の 序 文K.H.プ リブ ラ ム;M.M.ギ ル著;安 野 英 紀 訳 金 剛

出版'88.7.8219p21cm(A5)¥4,800原 書名:FREUD'S`PROJECT'RE・ASSESSED〈KarlH.Pribram;MertonM.

Gill>

【要 旨】 神 経 心理 学 総論 の体 系化 を試 み た フロイ トは、1895年 〈科学 的心理 学 草稿 〉 を フ リー スに送 っ た。本 書 はそ の 〈草

稿 〉 を、脳 の機能 の 研究 で名 高 い ブ リブ ラム(ス タ ンフ ォー ド大学 教授)が 、 ギル(イ リノイ大学 教 授)と ともに整 理 し、現 代 の

制御 理 論 、 シス テ ム理論 、 情 報理 論 な ど、 最新 の知 見 に よ り検証 し、 あ らため て フ ロイ ト理 論 の再 評価 を行 った もの で あ る。

【内容 】 プ ロ ロー グ;序 論;第1章 調節 原 理 と制 御理 論;第2章 記憶 一 動機構 造 と自我 過程;第3章 意識 の理 論;第4章 思

考 の理 論;第5章 夢 と精 神 病理 学 一連 想 過程 と解 離 過程;エ ピロー グー 〈草稿 〉 とそれ 以 後 の フ ロイ トの研 究;日 本 の読 者へ

の特 別寄 稿(K.H.プ リプ ラ ム)

●#1431SBN4-8301-0501-1【B8816614】

【標 題 】 現代 構 造 言語 学 の原 理 と方法IO.11.ア ブ レシャー ン著;谷 口勇訳 文化書 房博 文社'88.6.30388p21cm(A5)¥5,600

原 書名=M丑EMHMETO双HCOBPEMEHHO防CTPyKTYPHOthnMHrBHCTHKM〈K).且.An

pecnH>

【内容 】1部 構 造 言語 学 の 歴 史か ら(構 造 言語 学 はなぜ生 まれ た のか;構 造言 語学 の 直接 の 先 駆者 た ち;構 造 言 語学 の古典 的

学 派);2部 言 語 モ デ ル(言 語モ デ ル の概 念;言 語 モ デル の諸 型;数 学 的基本概 念);3部 研 究 モ デ ル(読 解 のモ デル;実 験 モデ

ル);4部 発 話行 為 のモ デ ル(生 成 モ デル;分 析 の 統語 論 的モ デ ル;分 析 お よび総 合 の 意味 論 的 モ デル);5部 メ タ理論 の概 念

●#144【B8813687】

【標 題 】 意味 と生 命 一暗 黙 知理 論 か ら生 命 の量 子論 へ 栗本 慎 一 郎著 膏土 社'88.625334plgcm(B6)¥1,800

【要 旨】 知 と生 命 と想 像 力 と時 空 の淵 源 を研 究 し、 ニー チ ェ没後 の 西欧 形而上 学 の凋 残 と呪 認 とを叩 き切 る鈍 刀 の よ うな著

述 。25年 の超 領 野 的思 鐸 の結 果 、 やが て畷 朗 な方 向が示 され る。

【内容 】 序 章(西 欧 形 而 上学 の伝 統 か らの訣別 －r外 部』 の 内部 化 問 題 と還 元主義;ヴ ィ トゲ ン シュ タイ ン とマ イ ケル ・ボ ラ

ソニ ー;暗 黙 知 理論 の展 望;精 神、 身体 メ カニ ズ ム、 身 体);第1章 認知 科学 との 交感(パ ラノ イ アの フー ガ;三 組 元 素 的感 知
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付録A添 付資料 処 理データ)

の交 錯);第2章 身体 と知(認 知 と層(レ ベル);精 神 と身 体;身 体 と知);第3章 生 命(境 界 の危 険性 に よって結 び付 け られ た2

つ の原理;揺 らぎ動 く ラプ ラス の宇 宙;生 命 一偶 然 か必然 か);第4章 生 命 のr量 子論 』

● ≠1451SBN4-13-013068-4【B8816226】

【標 題 】 決 定 を支 援す る 小 橋 康 章著 東京 大 学 出版 会'88、6.25222plgcm(B6)¥1,800(認 知科 学選 書18)

【要 旨】 決 定 は だれで も して い る。 しか し よい決 定 はむ ず か しい。 人 間 の意 思決 定 を支 援す る コ ンピュ ー タシ ス テ ムの新 し

い方 向 を示す 。

【内 容 】1章 『知 』 の働 き と して の道具 の使用;2章 意思 決定 の 研究;3章 支援 の正 当 化;4章 意 思決 定 を支援 す る;5章 意

思 決 定支 援 の副 次 効果;補 稿 決 定 にお け る規 範的 理論 と直観 的 推論(市 川 伸一)

●#1461SBN4-89384-027-4【BS816520】

【標 題】 文 化 ・文 明 の新 しき地平 木村 浩;美 尾浩 子編 著 北樹 出版;掌 文 社 〔発 売〕'88.6.25227p21cm(A5)¥2,200(国 際

関係 学双 書3)

【内容 】 駅 その姿 と機 能 の変 遷(岡 並木);ア メ リカ演劇 の 革新 性 とジャ ン ・ク ロー ド・ヴァ ン ・イタ リー(有 泉 学 宙);ロ シア

人 の美意 識 に つ いて 一 その 試み の ため の対 話(木 村 浩);r南 総 里見 八 犬伝 』覚 書(佐 藤 深雪);時 間意 識 の 日英 語 比 較(美 尾 浩

子);意 味論 研 究 の 方法 と課 題(武 田修 一);19世 紀 アメ リカ中産 階 級 労働 倫 理 の 内容 とr国 内市場 』 の心 理 的形 成 を め ぐ る試

論 的 覚書(室 谷哲)

●#1471SBN4-13-001018-2【B8814887】

【標 題 】 意 味 と情 報 竹 内啓 編 東京 大学 出版 会'88.623304p19cln(B6)¥2,400(シ リー ズ ・人 間 と文 化2)

【要 旨】 情 報 な る ものが 単 に大量 に氾 濫 して い るだ けで は、人 々の 間 の コ ミュニケ ー シ ョン も、社会 的 な統 合 も促 進 され る と

は限 らな い。 情報 は適 切 な意 味 を担 って適 切 な場 で伝 え られ るので な けれ ば役 に立 たな い。つ ま り情 報 に とって は、 単 に形 式

的 な量 だ けで な く、 そのr意 味 』 とr文 脈 』 が重 要 で あ る。 そ こで そ うい う観 点 か ら、情 報 とい う もの を見 よ う とい うの が、

この一 連 の共 通 テ ーマで あ り、 全体 を ま とめてr意 味 と情 報 』 と名 づ け た次第 で あ る。

【内容 】r情 報』 の形 式 的 な理 論(竹 内啓);機 械 と人 間 の情 報処 理 一 認知 工学 序 説(佐 伯 脾);機 械 の上 の意 味 論(渕 一博);資

本 主義 と情報(岩 井 克 人);政 治 的 コ ミュ ニケ ー シ ョ ン と現代 日本 の政 治空 間(猪 口孝);マ ス コ ミュ ニケ ー シ ョ ンの 効 果 モ デル
ー そ の変遷 と社会 的背 景(飽 戸 弘);商 品 として の情報(小 宮 山 恵三 郎);噂 の社 会学(広 井 脩);輸 入 情報 処 理(柳 父章);言 語 を

介 さない情報 伝達(香 原 志勢);虚 に よ る伝 達(伊 藤笏 康);相 互理 解 不能 状 況(折 原 浩);理 解 とは何 か(藤 本 隆 志)

●#1481SBN4-486-01008-6【BS812907】

【標題 】 文化 のイ ンター フェイ スー 境界 ・界 面 ・越 境 日本記 号学 会編 東海 大学 出版 会'88.5.25215p21cm(A5)¥2,500r記

号学 研 究』7

【内容 】 イ ンター フェ イス の記 号 論(坂 本百 大);計 算 機 技術 に お けるイ ンタ フェー ス(木 村 泉);脱 イ ンタ フェー ス論(川 野洋);

イ ンター フ ェイ ス ・表面 の一 元 論(室 井 尚);r東 洋』 の場所 一 知 と権 力 との界 面(吉 岡 洋);譲 喩 と形 式 一 自然言 語 と人 工言 語

のイ ンター フ ェー ス(本 山博 司);建 築 の シー クエ ンス(菊 竹 清 訓);人 間 と建築 一住 生活 の意図 せ ざる コ ミュ ニケ ー シ ョ ン(外

山知徳);"ハ ッ ピー ・エ ンデ ィ ング"を 読 む－rニ ュー ヨー ク ・ニュ ー ヨー ク』 にお け る映 画 中映画 の テ クス ト分 析(武 田潔);

イ ンター フェ イス の文 化論(磯 谷 孝);演 劇 の生 得 的基 礎 一 ドラマ お よび 関連 文 化 的事 象 の記号 発 生 につ いて(ワ ル ター ・コ ッ

ホ);書 評;記 号学 のパ ー ス ペ クテ ィ ブ(TheCenterfortheStudyofLanguageandInformation(CSLI)に つ いて;記 号 学

界 の最 近 の動 向一 日本 と世 界;ニ ュー スー 訪 中報 告 そ の後)

●#1491SBN4-314-00501-7【B8811157】

【標 題】 構 造意 味 論 一方 法 の探 求A.J.グ レマ ス著;田 島宏;鳥 居正 文 訳紀 伊 国屋 書 店'88.5.20363p21cm(A5)¥6,500原

書名:SEMANTIQUESTRUC[rUR.ALE:Recher(ihedeMethode〈AlgirdasJulienGreimas>

【要 旨】 現在 欧 米諸 国 で、 単 に言 語学 関係者 ば か りで な く、一 般 知識 人 に とって 古典 的 著作 とな って い る グ レマ スの 代 表作

で、 長 ら く刊 行 が 待 たれ て い た待 望 の 日本語 版 。

【内容 】 科 学 的意 味論 の諸 条件;表 意作 用 の基 本構 造;ラ ンガー ジュ と言 説;表 出 され た表意 作用;記 号論 レベ ル;言 説 の 同 位

態;意 味世 界 の 組織;表 意 作 用 の 記述;記 述手 続 き;行 為 項 モ デル に関 す る考察;変 形 モデ ル を求 めて;記 述 の見本

●#1501SBN4-7828-0042-8【BS810371】

【標 題】 現 代 の文 法理論 －GB理 論、GPSG、LFG入 門 ピーター ・セ ルズ著;郡 司 隆男;田 窪行則;石 川 彰訳 産業 図書'88.428

261p21cm(A5)¥2,800原 書 名lLecturesonContemporarySyntacticTheor三es〈PeterSells>

【内容 】 第1章 構 文論 の基本 的概 念(文 法能 力;構 成 素 性;句 構 造 規則;辞 書;変 形);第2章 統 率 ・束 縛理 論(X'理 論;投 射

原理;θ 理論;構 成 素 統御 と収 率;α 移 動;格 理論;移 動 の展 開 と補文 構 造 につ いて の ま とめ;空 範 疇原 理(ECP);束 縛 とNP

の タイプ);第3章 一般 化句 構 造 文 法(素 性 と文 法範 疇;ID/LP形 式;規 則;意 味 論 の概 略;規 則 か ら木 へ の投 射;非 有界 依 存 と

等 位接続);第4章 語 彙機 能 文 法(構 成 素 構 造;機 能 構 造;辞 書;制 御 と束 縛;長 距離 依 存関 係 と等位 接 続)

●#1511SBN4-7714-8802-9【BS810025】

【標 題 】 鬼頭 英 一 著作 集 第1巻 哲 学 思索 の論 理 鬼頭 英 一著 公論 社'88.4.2434p21cm(A5)¥2,600

【内容】1哲 学b論 理 一 白 ら思 索 す る人 の ための 哲学 入 門(哲 学 す る こ と;絶 望 の試 み;哲 学 の問 いか た;分 析;批 判;解 釈;構

想;形 式論 理);2意 味論(意 味 の構 造;矛 盾 の種 類 に就 いて);3様 相論(様 相論 序 説 〈1958年 〉;存 在 と可能 性一様 相論 その2;

価 値 と可能 性 一様 相 論 そ の3)

●#1521SBN4-274-07412-9【B8809673】

【標題 】 統 計 デ ー タベ ース の設 計 と開発 一 デー タモ デ ル と知識 ベ ー スの応 用 佐 藤 英人著 オ ーム社'88.4.20246p21cm(A5)

¥3,600

【要 旨】 統 計 デ ー タ ベー ス は、 近年 各 方 面 で急 速 に関 心 が 深 ま って い ます。 本 書 は、 統 計デ ー タ ベー スの 理論 と応 用 につ い

て詳解 す る もの で、 国 土庁 にお いて 実際 に適用 され た もの を中 心 に ま とめ られ た もので す。
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【内容 】 第1部 ス キーマ概 念 と意 味デ 一 夕モ デル ー統 計 デー タベー ス の基 礎(統 計 デ ー タベ ース 研究 の動 向;ス キー マ概 念 と

統 計 デ ー タベ ー ス;意 味 デー タモ デル と統 計 デ ー タモデ ル;一 般 の統 計 ファイル と記述 対 象 ファイ ル);第2部 意 味 デ ー タモデ

ル の応 用 一 統計 デ ータ辞 書 シス テムの 開発(デ ー タベ ース シス テム の発 開手 順;デ ー タ ベ ースの 論 理設 計 と統計 デ ータ ベー ス;

DD/Dと 統 計 デー タベ ース;知 識 ベ ー ス と統 計 デ ー タベ ー ス;自 然 言 語 問 い合 せ と統 計 デ ー タ ベー ス)

●#1531SBN4-87148-121-2【B8806586】

【標 題 】AI－ 情 報処 理 か ら知 能 処理 へ 塚 本克 治編 著 ア ス キー'88.4.8286p26cm(B5)¥3,000

【要 旨】 ソ フ トウェ アの開 発 ・維 持量 の増 大、 デ ー タ量 の増 大、問 題 の複雑 さの増 大 、応 答 の緊 急性 の増 大、 シス テ ムの完全

性 や安全 性へ の 要求 の 増大 な ど、情 報化 社会 の抱 え る問題 は 山積 み して い る。 いま や これ ら の問 題 を解 決す る には伝 統 的情 報

処理 技 術 で は困 難 に な って きて い る。AIは 爆 発 的増 大 を抑 制 す るソ フ トウェ ア技術 で あ る。AIは 第5世 代 コ ン ピュ ータ、 人

工知 能 の 概念 を包 含 しつ つ、知 能処 理技 術 へ と展 開 しは じめ た。本 書 は人 工知 能=第5世 代 コ ン ビ=・一 タの 最先 端 研 究 者が そ

の専 門 分 野 別 に執 筆 した、 いま最 高 の解説 書 で あ る。

【内容 】1知 能 処 理技 術 の歴 史 と現状;2AI用 言語;3知 識 ベ ース構 築用 ツール とエ キスパ ー トシス テ ム;4知 能処 理 向 き計

算機;5自 然 言 語 の理 解;6文 字 ・画像 の処 理 技 術;7音 声 情 報処 理;8ロ ボ ッ ト

● ≠1541SBN4-87148-121-2【B8807774】

【標 題 】AI－ 情報 処 理 か ら知 能処 理 へ 塚 本 克 治編 著 ア ス キー'88.4.8286p26cm(B5)¥3 ,000

【要 旨】 ソ フ トウェア の開発 ・維 持 量 の増 大 、 デー タ量 の増 大、 問題 の複雑 さの増 大、 応答 の緊 急性 の増 大 、 シ ステ ム の完全

性 や 安全 性 へ の要 求 の増 大 な ど、 情報 化社 会 の抱 え る問 題 は山積 み してい る。 いまや これ らの問 題 を解 決 す るに は伝 統 的 情報

処 理 技術 で は 困難 にな って きて い る。AIは 爆発 的増 大 を抑制 す るソ フ トウェア技 術 で あ る。AIは 第5世 代 コ ンピ ューータ、人

工知 能 の 概 念 を包 含 しつ つ、 知能 処理 技術 へ と展 開 しは じめ た。本 書 は人工 知能=第5世 代 コ ンピュ ー タの最 先 端研 究 者 が そ

の専 門分 野 別 に執 筆 した、 いま最 高 の解 説書 で あ る。

【内容 】1知 能 処 理 技 術 の歴 史 と現状;2AI用 言 語;3知 識 ベー ス構 築用 ツール とエ キ スパ ー トシ ス テム;4知 能 処 理 向 き計

算機;5自 然 言語 の 理 解;6文 字 ・画像 の処理 技 術;7音 声 情 報 処理;8ロ ボ ッ ト

●#1551SBN4-87168-085-1【B8808355】

【標 題 】 ヒュ ー マ ン ・エ ラー一 過誤 は 巨大 化 す る 正 田亘 著 エ イデ ル研究 所'88.4.2207p19cm(B6)¥1 ,500

【要 旨】 技術 ・シス テ ムの進 展 は事故 を多発 ・巨大 化す る。r人 災 』 を ど う防 ぐぺ きか。

【内容 】 序 章 人 間 一 この未 知 な る もの;第1章 ヒュ ーマ ン ・エ ラー の様 相(様 々 な環 境 場 面 に お け る ヒュー マ ン ・エ ラー;

ヒュー マ ン ・エ ラー の分類;認 知科 学 と ヒューマ ン ・エ ラー;ヒ ューマ ン ・エ ラーへ のア プ ローチ);第2章 ヒュ ーマ ン ・エ ラー

の メ カ ニズ ム(エ ラーの生 理 的 メカ ニズ ム;人 間 の感 覚 特性;不 注 意 の心理;環 境 認知 の メ カニ ズ ム);第3章 ヒュー マ ン ・エ

ラーの 深 層心 理(意 識 と無 意 識;自 我防 衛 機制;衝 動 の爆 発);第4章 技 能 とヒュー マ ン ・エ ラー(技 能 レベ ル と行動 の安 定性;

技 能 の 向上;記 憶 と忘 却;操 作 と フィー ドバ ック;加 齢 と ヒュ ーマ ン ・エ ラー);第5章 対 人環 境 とヒュ ーマ ン ・エ ラー(対 人 関

係 に よ るス トレス;事 故 多発 者;り 一 ダ ー シ ップ;小 集団 活 動;コ ミュ ニケ ー シ ョン活動 の促 進);第6章OA環 境 と ヒュ ーマ

ン ・エ ラー(テ クノ ス トレス;事 務 作 業 と ミス);第7章 人 間工 学 と ヒューマ ン ・エ ラー(人 間 と機 械 の信 頼 性;感 覚 特 性 と設 備)

●#1561SBN4-7665-0110-1【B8806459】

【標 題 】Prologで 学 ぶAI手 法 一推論 シス テ ム と自然 言 語処 理 高 野 真著 啓 学 出版'88.3.31182p26cm(B5)¥2,000

【要 旨】 人 工 知能(AI)の ブー ム は去 り、 反省 期 に来 て い る と、AI先 進 国で あ るア メ リカで は いわhて い る。 日本 で も同様

で あ り、AIに 対 す る過 剰 期待 が 、冷静 な選択 す る 目に変 わ っ て きて い る。 本書 で は、 そ うい っ たr冷 静 な選 択 す る 目』 を養

うた め に、AI手 法 の 有 効性 と限界 につ いて、実 際 のイ ンプ リメ ン トを通 して 考察 す る。

【内容 】 第1部 推論 シス テム(プ ロダ ク シ ョ ンシス テ ム;非 単 調推 論 システ ム;プ ラ ンニ ン グ シス テ ム;フ レー ム シ ス テム);

第2部 自然 言 語処 理 シス テ ム(自 然 言 語処 理 シス テ ム;日 本 語 文生 成 シス テム)

●#1571SBN4-88552-070-3【B8807582】

【標 題 】 自然 言 語処 理 の基 礎 技 術 野村 浩 郷著;電 子情 報 通信 学 会編 著 電子 情報 通 信学 会;コ ロナ社 〔発 売 〕'88.3.30290p

21cm(A5)¥3,600

【要 旨】 本書 は、 自然 言語処 理 を これ か ら学 ぼ う とす る人 の ため の入 門書 で あ る。 従 っ て、 構 文解 析 の解 析 ア ル ゴ リズ ム に

つ いて は比 較 的 くわ し く述 べ るが、 計 算言語 学 理論 の詳細 に立 ち入 る ことは しない。計 算 言語 学 理論 につ いて は、 基 本 的 アイ

デ ィ ア を示す た めの 最小 限 の 範囲 で、 要点 の み を説 明 す る。

【内容 】 第1章 文法 と解 析 の概 要(語 と辞書;形 態素 解 析;文 法 規則;構 文木);第2章 構 文 解析 の基 本 技 法(CI〈Y法;Earley

法;CHART法);第3章 構文 解 析 の応 用 技 法(LR法;PARSIFAL);第4章 構 文解 析 の複 合 技法(LINGOL;ATN);第5章

論 理 解 析(DCG;GPSG);第6章 ユ ニ フ ィケ ー シ ョ ン解析(LFG;PART・2;CUG);第7章 語 彙解 析(格 解 析;LXC)

●#1581SBN4-326-15206-0【B8806052】

【標 題 】 文 化 の 言 語学 唐須 教 光著 勤草 書房'88.3.25210p19cm(B6)¥1,800

【要 旨】 こ とば の本 質(構 造 と機 能)を 明 らに し、r言 語 』 とr文 化 』 の相 関 関係 を探 る。意 味 論 と言 語 人 類 学 か らの ア プ

ロー チ。

【内容 】 序 人 類 学 に お け る言 語学;第1章 こ とばの構 造 と機能(こ とばの構 造 と普 遍性;こ とば の構 造 と創造 性);第2章 文

化 の構 造 と機 能(文 化 とは何 か;民 話 の構 造;そ の他 の文化 的生 産物 の構造);第3章 言語 と文 化(サ ピア ・ウォー フの仮 説再

考;日 本 の民 話 と日本 語 の構 造;SAEと して の英 語 の特 徴 と ヨー ロッパ の民話 の特徴);ag・1章 結 論 一言 葉 の民族 誌 の必要

●#1591SBN4-13-013067-6【BSSO6576】

【標 題 】 比 喩 と理 解 山梨 正 明著 東京 大学 出 版会'88.3.2520・lp19cm(B6)¥1,800(認 知 科 学 選書17)

【要 旨】 生 きた実 例 を豊 富 に駆使 して 、比 喩 を通 した認知 の メ カニズ ムを詳 細 に分 析。 本 格 的比 喩 研 究 の書 。
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付録A添 付資料(:処理 データ)

【内容 】1章 序 章;2章 類 似 性 の認 識 一 隠喩 と直 喩;3章 慣用 化 と比 喩 一意 味 の 原型 と転 義;4章 記号 化 と現 実 一換 喩 と提

喩;5章 比喩 と認 知 の プ ロセス;6章 終 章;補 稿 『比 喩 ル 』の 心 一比 喩 の発達 の観 点 か ら(岩 田純 一)

●#1601SBN4-87148-301-O【B8805565】

【標 題 】 コ ンピュー タ言語 進化 論 一思 考増幅 装 置 を求 め る知 的 冒険 の旅 ハ ワー ド・レ ヴァイ ン;ハ ワー ド ・ライ ンゴ ール ド著;

椋 田直子訳 アス キ ー'88.3.21372,10p19cm(B6)¥1,900(ア ス キー ・梅 外 ブ ック ス)原 書名:TheCognitiveCo皿ection

〈HowardLevine;HowardRheingold>

【要 旨】 有 史 以 前 の人類 の思 考形 態 か ら最先 端 の コン ピュ ー タまで 、 人 類 は さ ま ざま な知 的 冒険 を経 て き た。 そ うし た冒 険

の底 には、 自然 言語 とそれ を補佐 す る形 式 言語(論 理学 、 数学)を 駆使 す れ ば新 し い知識 を創造 す る こ とがで き るはず だ、 と

い う考 え方 が あ る。 この、 人類 に と って きわめ て重要 な意 味 を もっ"発 想"を テー マ にす え た本 書 は、 コ ンピ ュー タの専 門 家

か ら知 的好奇 心 にあ ふれ る読 者 まで 、 すぺ て の人 を魅 了 せず にお か な い。

【内容 】 第1章 自然 言語 と思 考;第2章 形 式 的言 語 と形 式 的 思 考;第3章 コ ン ピ ュー タ言語 と抽 象 化 の 階 層;第4章 コ ン

ピュー タ思 考 言語 か らプ ログ ラム まで;第5章 プ ログ ラ ミ ング言語 の い ろ いろ;第6章 プ ログ ラ ミ ング言 語 の未 来

●#1611SBN4-274-07398-X【B8806500】

【標 題】 知 識 工学 講 座8自 然 言語 理解 田 中穂積;辻 井 潤一共 編 オ ー ム社'88.3.20222p21cm(A5)¥2,700

【要 旨】 本 書 は、 自然言 語 理解 の研究 の 入門 書で あ る と ともに、 今 後 、 よ り高 度 な 自然 言 語理 解 シス テ ムの構 築 を 目指 す技

術者 、研 究者 に対 す る専門 書 として 最新 の知 識 が得 られ る よ うに記 述 した 。

【内容 】1章 言語 理 解 の諸 問題;2章 自然 言語 の 文法 理論;3章 統語 解 析 の手 法;4章 意 味 の表現 と処 理;5章 談 話 の世 界;6

章 今 後の 展望

●#1621SBN4-8457-0331-9【B8807512】

【標題 】 意味 の メ カニズ ム 荒 川修作;マ ドリン ・ギ ンズ著;市 川浩訳 リブ ロボー ト'88,3.202冊(別 冊 共)31×29cm¥8,000

原 書名:THEMECHANISMOFMEANING〈ArakawaShusaku;MadelineGins>

〈ブ ラ ンクへ/ブ ラ ンクか ら〉(市 川浩);ARAKAWAへ の/か らの 助走(三 浦 雅士);1主 観 性 の 中 性 化;2位 置 づ け【内容 】

と移 動;3あ い ま いな地 帯の 提 示;4意 味 のエ ネ ル ギー(生 化 学 的、 物 理 的 、精 神 物理 的諸 相);5意 味 の諸 段 階;6拡 大 と縮 小

一尺 度の意 味;7意 味 の 分裂;8組 み立 て直 し;9逆 転 可能 性;10意 味 の テ クス チ ャー;11意 味 の 図形 化;12意 味 の感 情;13

意 味 の論理;14意 味 の記 憶 の構 築;15知 性 の意味;16検 討 と 自己批 判;荒 川 修作 年 譜

●#1631SBN4-00-007731-7【B8805051】

【標 題】 人工 知 能 は ど こまで進 むか 野 崎 昭弘著 岩波 書店'88,3.7150p20cm¥1,000(NEWSCIENCEAGE31)

【要 旨】 チ ェ スで はす で に人 間 を追 い越 しつ つ あ る コ ン ピュー タは、 ど こまで 人 間 を超 えて い くの か 、 あ る い は超 え られ な

いのか、 自動 翻訳 、電 話 番号 案 内、作 曲、 文学 な ど楽 しい例 を あげ な が ら、人 間 の脳 とコ ンピュ ー タの違 いや、 コン ピュー タ

に とって何 が むず か しい こ とな の か を解 説 す る。

【内容 】1人 間 は ど こまで 機械 か(脳 と心;脳 細 胞 の働 き;神 経 細 胞 と判 断;学 習 の しくみ;脳 全体 の し くみ);2コ ンピュ ー タ

と人工知 能(・ ン ピュー タの し くみ;・ ン ピュー タ の特 徴 人 工知 能 とは な にか;・ ンピュ一 夕と推論 翻 訳 の むず か しさ 潭 話

番 号 の 自動案 内;ロ ボ ッ トにつ いて;コ ンビL－ タ と文 学);3コ ン ピュ ー タは 人間 を超 え るか(比 較 にあ た っ て注意 す ぺ き こ

と;コ ンピュ ー タは人 間 を超 え られ な い?;証 明の むず か しさ;直 観 的 判 断 につ いて)

●#1641SBN4-526-02309-4【B8803137】

【標題 】 パ ソ コ ンAI入 門MickeyWilliamson著;高 橋 三 雄訳 日刊 工 業新 聞 社'88.228206,3p21cll1(A5)¥2,400原 書 名:

A。tifi。i。Ilnt。llig・ncef・rMicr…mputers・Th・Guid・f・ ・B・ ・inessDeci・i・nM・k・ ・s<MiCk・yWilli・ms・n>

【要 旨】AIと りわ けエ キスパ ー トシス テ ムは さま ざま な分 野 に お け る意 思 決 定 を支 援す るた めの応 用 シス テ ムで あ る。 と く

に ビジネ スの 領域 にお け る応用 つ ま り、 経営意 思 決定 を支 援 す る ため の有 用 な ツー ル として 期待 され て い る。本 書 はエ キ ス

パ ー トシス テ ムの専 門 家で はな く、 企 業 のマ ネ ジャ ーが みず か らの意 思 決 定 の た め に、 あ るい は企 業 のDSS開 発 の た め にエ

キスパ ー トシ ス テム を検討 し よ う とす る ときの手 引 とな る こ とを 目的 に書 かれ て い る。

【内容 】 第1章 人 工知 能 一 その 歴 史;第2章 自然 言 語 を用 いた 問 い合 わせ シス テ ム;第3章 知識 ベ ー ス シ ス テム とエ キ ス
パ ー トシ ステ ム;第4章AI言 語入 門;第5章 自然 言語 問 い合 わせ シス テ ム;第6章 意 思決 定 支 援 シ ス テム ー ソフ トウエ ア評

価;第7章 パ ソコ ン用 エ キ スパ ー トシス テム シ ェルー 製品 概要;第8章AI用 プ ログ ラ ミング言語;第9章 今 後 の 見通 し;付

録A初 心者 の ため の コ ンビ=・一 タ入 門;付 録B用 語解 説

●#1651SBN4-320-02318-8【B8802766】

【標 題 】 知 識 獲 得 と認 知 科学 一 学 習 とは何 かRyszardS.Michalskiほ か 編;電 総 研 人 工 知 能 研 究 グ ル ー プ ほか訳 共 立

出版188.2.25173P21・m(A5)¥2,200(知 識獲 得 と学 習 シy－ ズ4)原 書名 ・MACHINELEARNING・V・12〈Ry・za・d

Michalski>

1.学 習 とはな にか 一問 題点 と将 来動 向(学 習 機械 は必 要 か;今 後 の学 習 の 方向 性);2.学 習研 究 の展 望 一80年 代 の 挑【内容】

wa;3.・'一 ル 階層 構 造 のチ ャ ンキ ングー練 習効 果 の一 般 化 モ デ ル(学 習 効 果 の チ ャ ンキ ン グ職;ゴ ー ル 階醜 造 の チ ャ ンキ

・グ;以 前 の研究 との関係);4.繊 と・ ン・・イ ルー学 習 の 一 般 メカ ニズ ム(LISPブ ・グ ラ ミ ・グの シ ミP－レー シ ・ ンr般

化;弁 別);5.物 理 学 の定 性 的学 習 一理 論 的枠組 み へ 向 けて(定 性 的 プ ロセ ス理 論;比 較 と構 造写 像;構 造 写像 と学 習)

●#1661SBN4-7828-0040-1【B8803731】

【標題 】 認知 科 学 の計 算理 論 ゼ ノ ン ・W.ピ リシ ン著;信 原幸 弘 訳;佐 伯 絆 監 訳 産 業 図書'88・2・25383P19cm(B6)¥3,500

隠 名 、C。mp。t。ti。nandC。gnlti・n・T・wa・d・F・und・ti・ ・f。・C・gniti・ ・S・i・nce<Z・ …W・Pyly・hyn>

【内容 】 第1章 認 知 の説 明語 彙;第2章 説明 に おけ る表 示 の役 割;第3章 計算 と認知 過程;第4章 プ ログ ラムの心 理 学 的実

在性 一強 い等 値 性;第5章 機 能 的結 構 の選定 規 準;第6章 物 理 的水 準 か ら記号 的 水 準 への 架橋 一 変 換;第7章 機能 的結 構 と

ア ナ ログ過程;第8章 心像 と機能 的 結構 第9章 結 び 一 認知 科 学 は何 の科 学 か

一78一



●#1671SBN4-560-05688-9【BS804039】

【標 題 】 応 用言 語 学 シャ ルル ・ブ ーFン 著;滑 川 明彦;会 津 洋;滝 沢 隆幸共 訳 白水 社'88.225143p18cm¥750(文 庫 クセ

ジュ688)原 書 名:LALINGUISTIQUEAPPLIQUEE〈CharlesBouton>

【要 旨】 言語 学 の 成 果 は どの よ うに応用 され るのか。 子供 の言 語発 達 の し くみ か ら解 き明 か し、2言 語併 用 、翻訳 理 論、 自動

翻 訳 の 問題 を探 究 、 国 語 ・外 国 語 の教 育 方 法 に も言 語学 の応用 を説 く。

【内容 】 第1部 言 の領 域 にお け る応用 言 語学(言 語 の発達;言 語 の病 理学 的諸 相);第2部 相 互伝 達 の 領域 にお け る応用 言 語

学 一 話 の社 会 的側 面(2言 語 併用;翻 訳);第3部 教 育 にお け る応用 言 語学 一言 語 の教 育的 側 面(母 語教 育;学 校 にお け る外国 語

の習 得)

●#1681SBN4-274-07400-5【B8803007】

【標 題 】 ビ ジネ スマ ンの ため のAI入 門 森 文彦;増 位 庄 一著 オー ム社'88.220153p21cm(A5)¥2,200

【内容 】1章 人 工 知能 〔AI〕 入 門(知 識工 学 とエ キスパ ー ト ・シ ステ ム;エ キスパ ー ト ・シ ステ ム概 説;機 械 翻 訳、 音 声 認識 、

知 能 ロボ ッ ト);2章 エ キス パ ー ト ・シス テム の適用 事例(エ キ スパ ー ト ・シ ス テム の事 例紹 介;エ キ スパ ーF・ シ ステ ム の適

用 可能 性);3章 人 工知 能 言 語 とエ キスパ ーF・ シス テム構 築 ツー ル;第4章 エ キ スパ ー ト ・シス テム の開発 技 法(ナ レ ッジ ・

エ ンジニア の役 割;エ キスパ ー ト ・シス テム の開発 手 順;知 識 ペ ー スの構 築手 法)

●#169【B8802993】

【標 題 】 チ ョム ス キ ー理 論 と言 語 獲 得 一 言語 学 にお け る説 明 とは 何 かN.ホ ー ンス タイ ン;D、 ライ トフ ッ ト著;今 井 邦 彦

監 訳 新曜 社'882.10346p21cm(A5)¥4,300原 書 名:EXPLANATIONINLINGUISTICS:Thelogicaloflauguage

acqUisition<NorbertHornstein;DavidLightfoot>

【内容 】 第1章 序論;第2章 統語 理 論 に お ける諸原 則 と媒 介変 項;第3章 音韻 論 にお け る抽 象 性 と説 明;第4章 自然 言 語 に

お け る意 味 の研 究 一 時 制 に 関す る三 つ の考 察;第5章 変 形 理論 の制 限一 事例 研 究;第6章 神経 言 語学 に お け る説 明;第7章

統 語変 化 の説 明;第8章 言 語獲 得 の デ ー タ と言語 理論

●#1701SBN4-13-OOIO17-・1【B8801289】

【標 題】 言語 とコ ミュ ニケ ー シ ョン 竹 内敬 人編 東 京大 学 出版会'88.1.30263p19cm(B6)¥2,200(シ リー ズ ・人 間 と文化1)

【要 旨】 本 書 は昭 和61年 夏学 期 に、 東京 大学 経 済学 部 で行 われ たr総 合 科 目(一 般 教 育)』 の12人 の講 師 に よ る12回 の講

義 の講 義録 を,各 講 師 が手 を入 れ て纏 め た論 文12編 か らな る。

【内容 】 言 語 と コ ミュニ ケ ー シ ョ ンー ギ リシア哲 学 か らの証 言(山 本 窺);視 覚 の発 生 と色 彩 語(鳥 居修 晃);動 物 の コ ミュ ニ

ケ ー シ ョン(青 木 清);脳 にお け る言 葉 の座(岩 田 誠);自 動 翻訳(野 村 浩 郷);言 語 ・エ トノス ・国 家(田 中克彦);言 語 が 消 え る時

(土 田滋);異 文 化 間 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン(船 曳 建夫);世 代 間 コ ミュニ ケー シ ョ ン(富 永健 一);近 代 日本 に お け る輸 入 情 報 の
r処 理9一 法律 用 語 の場 合(大 久 保 泰 甫);意 味論 一言 語学 の意 味 研究(池 上嘉 彦);詩 の 言語(吉 増 剛造)

●#1711SBN4-326-19879-6【B8800818】

【標題 】 記 号 理 論 の基 礎Cll.W.モ リス著;内 田 種 臣;小 林 昭世 訳 勤 草 書房'88.1.25163,15p19cm(B6)¥1,500(双 書 プ

ロブ レーマ タ9)

【要 旨】1930年 代 、 統一 科学 運 動 の熱気 の 中で構 想 され た記号 学 の名著 。 方 法 ・目的 ・基 本理 論 な ど、 簡 潔 に述 べ られ て

い る。

【内容 】 記 号 理論 の基 礎(記 号 過 程 と記 号学;構 文論;意 味 論;語 用 論;記 号 学 の統 一;諸 問 題 と応用);美 学 と記 号 理論(一 般

的 なア プ ロー チ;記 号 学;価 値 の 理 論;美 的 記号;美 的 知覚;美 的 な一 般 性;美 学 的 分析;美 学 的構 文 論;美 学 的 意 味論;美 学 的

語 用論;美 学 的 記 号学;美 的判 断;美 学 と科 学 の統 一)

●#1721SBN4-13-013066-S【B8801615】

【標 題 】 なぜ 人 は書 くの か 茂 呂雄 二著;汐 見稔 幸補 稿 東 京 大学 出版 会'88.1.25206p19cm(B6)¥1,800(認 知 科学 選 書16)

【要 旨〕 言 葉 を文 字 にす る とい うこ とは、 何 とr大 きな一 歩 』で あ る こ とか。 書 く とい う こと、 書 き始 め る とい うこ との も

つ意 味 を生 成 的記 号 論 の立 場 か ら徹 底解 明 。

【内容 】 序 章 問 題 の発 掘;1章 書 く こ との発 生 と前 史;2章 書 き こ とば と知 の発 達;3章 書 か れ た もの の意 味 一 シ ンボル ・

セ ンス ・対話;4章 生 成 的記 号 活 動 として の作文;5章 書 くこ とを支 え る こと、 育 て るこ と;終 章 なぜ書 くのか;補 稿 書 く こ

と とrや さ し さ』(汐 見稔 幸)

●#1731SBN4-SO33-12S2-6【B8800446】

【標 題】 ア トランテ ィスの謎 は解 けた!ジ ャック ・ゴザ ール;カ ダ ト・グル ー プ著;恩 蔵昇;滝 川広 子訳 大 陸書房 〔'88.1〕351,8p

lgcm(B6)¥1,800原 書名:LESATLANTES,HIERETAUJOURD,HUI〈JacquesGossart;L,equipedeI〈ADATH>

【内容 】 第1部 プ ラ トンか ら クス トーま で(大 い な る謎;震 わ しき物 語 の歴 史;現 代 に おけ るアFラ ンチ ィス;天 変 地異 と天変

地異 説);第2部 プ ラ トンの言 葉(ア トラ ンティス と意 味論;ア トランテ ィス人 と神 々;エ ジ プ ト・ルー ト);第3部 ク ロマ ニ ョ

ン人 の 長 い歩 み(残 存 著 た ち;サ ノ・ラが ま だ緑 だ った頃;ベ ル ベ ル人 、神 話 と真 実;バ ス ク人、 特 自の世 界;偉 大 な る古 代 人 、

グ ア ンチ人);第4部 エ ジ プ ト以 前 の エ ジプ ト(必 要不 可 欠 な通観;侵 略 著 た ちの痕 跡);第5部 アFラ ンチ ィス人 、 人 間 か神

か(伝 統 の ア トラ ンテ ィス;わ れ わ れ のア トラ ンテ ィス)

●#1741SBN4-480-S4183-0【B8730745〕

【標 題 】 カオ ス の読 み か た一"無 秩 序"と"秩 序"西 島 建男 著 筑 摩 書 房'87.12.20248p19cm(B6)¥1,600

【要 旨】 秩序 の内部 に無序 秩 の乱 数系 をつつ み こむ 〈秩 序 二無秩 序 〉 の系 が創造 を生 む。認 知科学 か ら数 学 ・経済 学 、人 類学

か ら風俗 現象 まで 、 時 代 の"ゆ らぎ"を よみ と くパ ラ ダイ ム ・マ ップ。

【内容 】 序 章 人 間の生 命;1エ ン トロピー;2コ ス モ ス ・ノモ ス ・カオ ス;3数 学 の ポス トモ ダ ン;4不 均 衡 動学 と経済;5古

典 主 義 と表現 主 義;6ア メーバ 都 市 の 不確 定性 音楽;7社 会 学 と自己組 織 性;8無 意識 の発 見;9中 世 史 ブー ム;10認 知 科 学 の

時代;11多 様 化 す る言 語学;12サ ル 学 と生 物学;13子 ど もと教 育学;14国 家 と政 治;終 章 カオ ス の弁証 法
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付録A添 付資料(処 理データ)

●#175【B8729335】

【標 題 】 社会 的脳 一心 のネ ッFワ ー クの発 見M.S.ガ ザ ニ が著;杉 下 守弘;関 啓 子訳 青土 柱'87.12.15271,15p19cm(B6)

¥2,200原 書 名:THESOCIALBRAIN<MichaelS.Gazzaniga>

【要 旨】 脳 は、情 報 を どの よ うに処理 して 、意 識 を形 成 して い るの か。 脳 は、 多数 の モ ジ ュー ルか らな る社会 的 な 複合 で あ

り、 人 間 の意 識 や行 動 の謎 を解 く鍵 は、脳 が 組織 され る し くみ そ の ものの な か にあ る。 豊富 な実験 デー タ を駆 使 して、平 易 に

描 く認知 科学 の最 前線 。

【内容 】1解 釈 す る脳;2脳 の基 本 的原 則;3分 離 脳 の研 究 一初 期;4左 脳 ・右 脳熱 一 そ の正体 を暴 く;5脳 の メ カニズ ム と信

念 の形成;6モ ジ=・一 ル の探索;7モ ジ ュー ル と記 憶;8脳 の モ ジ ュール と無 意 識;9モ ジ ュール の 心理 的側 面;10人 類 の歩 み

し先 史学 か らの覚 え書;11宗 教 的信 念 の必 然 性;12放 課 後 に

●#1761SBN4-7665-0127-6【B8730203】

【標 題 】AIワ ール ドガイ ドブ ックーパ ソコ ンを人工知 能状 態 に リチ ャー ド・フォー サイス;ク リス ・ネイ ラ一著;大 島邦夫 訳 啓 学

出版'87.12.15339p21cm(A5)¥3,000原 書名:THEHITCH-HIKER'SGUIDETOARTIFICIALINTELLIGENCE

〈RidhardForsyth;ChrisNaylor>

【内容 】 第1章 人 工知能(AI)と は;第2章 エ キ スパ ー トシス テ ム;第3章 自然 言 語;第4章 コ ンピ ュー タ ピ ジ ョン;第5

章 機 械学 習;第6章 知識 表 現;第7章 問 題 解 決 の手 法;第8章 コン ピュー タ のゲ ー ム戦 略;第9章 コ ン ピュ ー タの創 造 性;

第10章AI将 来 の方 向

● ≠1771SBN4-7828-0039-8【B8730784】

【標題 】 自然 言 語 の文 法理論 郡 司隆 男著 産業 図 書'87.12.15176p21cm(A5)¥2,400

【内容 】 第1章 自然言 語 の ため の言 語学(自 然 言 語;自 然 言 語 の規 則性;境 界 領域;文 法);第2章 古 典 的生 成文 法(生 成 文法

以 前;Chomskyの 革 命;句 構造 規則;句 構 造 の実在 性;句 構 造記 述 の 限界;変 形 文法;生 成音韻 論;生 成文 法 の軌跡);第3章 最

近 の文法 理論(最 近 の生 成 文法 理論;最 近 の 変形 文 法;語 彙 機能 文 法;句 構 造文 法)

●#1781SBN4-469-21145-1【B8731165】

【標題 】 現代 言語 学20章 一 ことばの 科学 ジョー ジ ・ユ ール著;今 井邦 彦;中 島 平三 訳 大 修館 書店'87.12.15305p21cm(A5)

¥2,600原 書 名:TheStudyofLanguage〈GerogeYule>

【内容 】1言 語 の起 源 につ いて;2文 字 の 発達;3言 語 の特 性;4動 物 と人間言 語;5言 語 で使 われ る音;6言 語 の諸 音型;7単

語 と語形 成 過程;8形 態論;9句 と文一 文 法;10統 語論;11意 味 論 と語用 論;12談 話分 析;13言 語 と機械;14言 語 と脳;15母

語 の習 得;16第2言 語 の習 得 ・学 習;17手 話;18言 語 の歴 史 と変 化;19言 語 の 多様 性;20言 語、 社 会 、文 化

●#1791SBN4-560-01865-0【BS729986】

【標 題 】 メ ンタル ・ス ベー スー 自然 言 語理 解 の認 知 イ ンター フェ イス ジル ・フォ コ ニエ著;坂 原茂;水 光 雅則;田 窪 行則;三

藤 博訳 白水 社'87.12.10284p21cm(A5)¥3,200原 書 名:ESPACESMENTAUX〈GillesFauconnier>

【要 旨】 ジル ・フォ コニエの メ ンタル ・ス ペ ー ス理論 は、意 味論 と語用 論 を統合 す るダイ ナ ミック な言 語理 解 理論 の構 築 を 目

指 して い る。 言語 は、 単 に外部 に存在 す る世界 や モ デル を正 し く、 あ るいは誤 っ てr表 現 』す るだ けで は な く、 メ ンタル ・ス

ペー ス と呼 ばれ るそれ 自身の世 界 を作 る。 メ ン タル ・ス ペー ス とは、 文法 的知 識 と言 語外 的 一 般知識 の相互 作 用が 行 われ る認

知 イ ンター フ ェイスで あ る。 ところ が、 自然 言語 の文 の意 味 は、多 くの場合 、 メ ン タル ・ス ペース の構 成 を一 意的 に決定 す る

ほ ど十 分 には規 定 され て いない。 そ のた め、 解 釈 の一 般 原則 に よ り、比較 的 単純 な意 味 か ら、 多様 で 複雑 な解 釈 が生 み 出 され

る。本 書 の理 論 は、 こ うした解 釈 の生 成過 程 に焦 点 を当 て るこ とで 、統 語 ・意 味 の構 造 的複 雑 さの 仮 定が 誤 りで あ る こ とを明

らか に し、意 味 研 究 の新 しい方 向 を示 す 。

【内容 】1章 語用 論 的関数 とイ メー ジ;2章 役 割 と多 重 コネ ク ター;3章 前提 一浮 遊 、転 送 と投 射 方略;4章 反事 実 的条 件 文

と比較 文;5葦 間 ス ペー ス操作 子 、哲 学 的 問題 お よび 将 来 の展 望

●#180【B8730188】

【標 題 】 ク リス テ ヴ ァー テ クス ト理論 と精 神 分析 枝 川 昌雄著 洋 泉社'87.12.10193p19cm(B6)¥1,600(現 代 思想 文庫)

【要 旨】 記 号 分析 か ら精神 分 析 へ と冒 険的 に辿 る ク リス テ ヴ ァ。 人 間 の深 奥 にあ る恐 怖 の 力 か ら人 間の 精 神 と文化 の根源 を

あ ば き出 す ク リステ ヴァ。本 書 はク リス テ ヴァの 全体 像 を活写 す る。

【内容 】 ク リステ ヴァにお け る詩的 言 語論(〈 ア ナ グ ラム〉 か ら 〈パ ラグ ラマ チ ス ム〉 へ;・〈デ ィ ア ロ ジス ム〉 とテ クス ト理

論;記 号 と記 号 的実 践 の類型 論;詩 的 言 語 の実 践 とそ の射程);精 神 分 析 と二 つ の記号 論(ソ ヴィエ ト記号 論 と記 号 分析 学;記 号

分析 学 と精神 分 析;ク リス テ ヴァ理論 一措 定 性/否 定 性);ソ シュー ル と現 代文 学 理論;境 界 侵 犯 と排 除 の論 理 一ア ブ ジ ェク シオ

ン と象 徴形 成(〈 ア ブジ ェク シオ ン〉 の構 造 論 的 かつ 意 味論 的 理解;宗 教 に よるア ブ ジ ェ クシオ ンの コー ド化;〈 ア ブ ジェ クシ

オ ン〉 の場 の精 神分 析 的特 定)

●#1811SBN4-469-21144-3【B8727904】

【標 題 】 海 外言 語学 情報 第4号 太 田朗;フ ェ リス ・ロポ編 大 修 館 書店'87.12.1305p21cm(A5)¥1,800

【要 旨】 本号 は1985-86の2年 間 を中心 とす る、統 語論 、意 味 論 、語用 論、 談 話分 析、 言 語習 得 、社会 言 語学 、神 経言 語学

な どの分 野 の、 原 則 として海 外 にお け る研 究 動 向 の調 査 報 告で あ る。

【内容】 モデル理論的意味論(石 川彰;川 森雅仁;大 月実);語 用論(野 呂健);機 能主義文法(深 谷輝彦);原 則 と媒介変項の理論

(加藤泰彦;内 田平);LFG(石 川彰;青 木文夫);幼 児言語習得 ・発達(松 本曜;吉 田研作);社 会言語学1(松 田謙次郎;永 田高志);
社会言語学2(津 田葵;申 窓口);神 経言語学(亀 井尚);テ キス ト分析(関 口やよい);英 語形態論(入 部兼治);音 韻論(松 沢絵里);

英語統語論1(大 野裕;五 十嵐義行);英 語統語論2(清 沢美恵;漆 原朗子);英 語統語論3(山 本久雄;鎌 田精三郎);日 本語(上 田雅

信;大 野裕;井 口厚夫);ド ィ ッ語意味論(高 橋由美子);ド ィッ語語用論(岡 本順治;久 保田時子);フ ランス語統語論(小 川定義;

岩村裕花;福 島富士郎);フ ランス語意味論(寺 尾いずみ;北 村亜矢子);フ ランス語語用論(荒 井文雄;石 野好一);ス ペイン語統

語論(山 口忠志;加 藤ナツ子);ス ペイン語意味論 ・語用論(酒 井優子;大 森洋子);ソ 連の民族構成と言語教育(ヤ ネズ・ミヘル

チッチ)
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●#1821SBN4-89362-031-2【B8727002】

【標 題 】 エ キ スパー トシステ ムの 実際 と展望 －AIの 実 用化 に向 けてM.A.ブ レイ マ 一編;白 井英 俊;滝 沢 武 信;波 里純 次;益 田

誠也 共 訳 パ ー ソナル メデ ィア'87.11.20303p21cm(A5)¥3,800原 書名:ReseardhandDevelopmentinExpertSystems

〈M.A.Bramer>

【要 旨】 本 書 は約20種 類 の い ろ い ろな分 野 のエ キ スパ ー トシス テ ムの研 究 ・開発 成 果 を紹介 して い る。 エ キス パ ー トシス

テ ム の シェル、 医療 診 断 シス テ ム にお け る論 拠 付 け と推論 、 マ ン ーマ シ ン ・イ ン ター フェ ース、 知識 の 表現 、知 識 の 獲得 な ど

様 々 な応 用事 例 に関 して述 べ て い る。 いろ い ろな分 野で エ キス パ ー トシ ステム が開 発 され 、実 用 化 され て きて い るが、本 書 で

は実 務 に携 わ る人 々 に よるエ キ スパ ー トシ ス テム の現状 と展 望 を概 観 して い る。

【内 容 】 成 熟 して き たエ キス パ ー トシス テム シ ェル;重 要度 に基 づ く医 療 診断 推 論 の分 散 制御;小 規 模エ キスパ ー トシス テ ム

を拡 張 す る際 の 問題 点 の解 析;ア ドバ イス を与 え るシ ス テム にお け る信 念 推論 につ い て;エ キ スパ ー トシス テ ムの ため の 自然

言 語 イ ンタ フ ェース;ス ペ ク トロ グラ ム解析 一 自動音 声 認識 に対 す る知 識 ベ ース ア プ ロー チ;専 門 知識 抽 出 の た めの 心理 学 的

技 術;医 療 エ キ スパ ー トシス テム の知 識 獲得;知 識 工学 にお け る帰 納 的 シス テ ムの使 用 経 験 〔ほ か〕

● ≠1831SBN4-13-013065-X【B8726704】

【標 題 】 か らだ一 認識 の 原点 佐 々木 正 人 著 東 京大 学 出版 会'87.11.11231p19cm(B6)¥1,800(認 知 科学 選 書15)

【要 旨】 既 成心 理学 に おいて 忘れ 去 られ て いたrか らだ』 を発 見 し,認 識 と身体 を むす ぶ新 しい認知 科学 のパ ラ ダイ ムを示 す。

【内 容 】 序 章 認 識 の場 と して のrか ら だ』;1章 見 る こ とと動 くか らだ;2章 ひ ろが りを描 きだ すか らだ;3章 イ メ ー ジ と

か らだ;4章 記号 と して の か らだ;終 章rか らだ』 を と りも どす た めに;対 談rか らだ:認 識 の原 点 』 をめ ぐって(竹 内 敏晴 ・

佐 伯件)

● ≠1841SBN4-87571-650-8【B8726780】

【標 題 】 犬 とイギ リス人 一一 つ の国 民 性論 大石 俊一著 聞 文社 出版'87.1L10139p19cm(B6)¥1,200(開 文 社叢 書6)

【要 旨】 イ ギ リス 人が と くに犬 に示す 特 別 な態度 の 中 に、イ ギ リス人 の意 識構 造 の一 端 を探 ろ う とす る、 異色 の国 民 性論 。英

語 のdogと い う語 の 内包 的、 含 蓄的 意 味 を追 求 す るエ ンプ ソ ンの論 文r英 語 の 犬 』、 イギ リス人 の動物 、 食物 、 言 語 につ いて

の禁 忌 を副扶 す るエ ドマ ン ド ・リー チの 人類 学 論 文 な どを種子 に、動 物 と人 間 の関 係 の仕 方 が、 人 間 の存 在様 式 の 深層 構 造 を

照射 して い るさ まを浮 き彫 りに し、 あ わ せて 、最 先 進近 代 国家 イ ギ リス を、r野 性 の 思 考 』 の論 理 で 考察 の 対象 とす る。

【内 容 】 第1章 犬 とイギ リス 人;第2章 英語 のdogに つ いて の"意 味論 的"紹 介;第3章r聖 犬』 に つ いて の"人 類学 的"瞥

見;参 考 文献 エ ンプ ソ ン論 文r英 語 の犬 』

●#1851SBN4-320-02392-7【B8726904】

【標 題 】 計算 機 科学 ・ソ フ トウェ ア技 術 講 座17認 知 科学 と人 工知 能 安 西 祐 一 郎 著 共 立 出 版'87.11.10268p21cm(A5)

¥2,700

【内容 】 第1章 知 覚 の情 報処 理;第2章 記 憶 の情報 処 理;第3章 表 象 の情 報処 理;第4章 問題 解 決;第5章 学 習;第6章

言語 の情 報処 理;第7章 イ ンタ フ ェー ス と コ ミュ ニケ ー シ ョ ン;第8章 イ ンタ フ ェー ス か らみ た人 工知 能;第9章 探 索;第

10章 論 理的推 論 と論 理 プ ログ ラ ミング;第11章 知 識 表現(1);第12章 知識 表 現(2);第13章 自然 言語 処 理;第14章 計算

機 に よ る学習;第15章 並 列処 理;お わ りに 人 間 と計算 機 の相互 作用 モ デル

●#1861SBN4-7665-0266-3【B8725563】

【標 題 】Cコ ンパ イ ラ設 計 －yacc/lexの 応 用A.T.シ ュライ ナ ー;H.G.フ リー ドマ ン著;矢 吹 道郎;小 暮博 道;田 中啓 介 訳

啓 学 出版'87.10.31239p26cm(B5)¥2,600原 書 名:INTRODUCTIONTOCOMPILERCONSTRUCT工ONWITH

UNIX〈AxelT.Schreiner;H.George日 五edman,Jr.〉

【内 容 】 第1章 言語 の定 義;第2章 単 語 の認 識;第3章 言語 の認識;第4章 エ ラー ・リカバ リ;第5章 セマ ンテ ィッ クス上

の制 限 事項;第6章 メモ リ割 当 て;第7章 コー ドの生 成;第8章 ロー ドア ン ドゴー ・シ ス テ ム;付 録sampleCコ ンパ イ ラの

ソー ス ・リス ト

●#1871SBN4-590-00782-7【B8726053】

【標 題 】 言語学 概論L.B.ク レイ ン;E.イ エガ ー;R.Lホ イ ッ トマ ン共著;新 長 馨訳 編 北 星堂 書 店'87.10.30261p21cm(A5)

¥2,500原 書名:AnIntroductiontoLingllistics〈L.BenCrane;EdwardYeager;RandalLWhitman>

【内容 】 第1部 言 語 と言 語学 一 概 観(人 間 の コ ミュニ ケー シ ョンー3つ の体 系;言 語 学 の歴 史;英 語の 歴史);第2部 言語 学 一

文 法(音 声学;音 韻論;形 態 論;統 語 論;意 味 論);第3部 言 語学 一 よ り広 い視野(人 類 言 語 学;歴 史 ・比較 言 語学)

●#188【B8722487】

【標 題 】 コア とプ ロ トタイ ブー 基本 動 詞 の 意味 論 田 中茂範 編著 三友 社 出版'87.10.21417p21cm(A5)¥3,500

【要 旨】takeやgetな どの基本 動詞 の意 味 は多 岐 に亘 り、相 互 の関連 性 が戴 然 と把 え に くい 。本 書 で は、 これ を コア とプ ロ

トタイ プの概 念 を組 み合 わせ整 理 す る理 論 を提 案 し、検 証 を経 て かな り成 功 して い る。 意 欲 あふ れ る研 究書 で あ る。

【内 容 】 第1部 総論(外 国 語学 習 にお け る意 味 発達;基 本動 詞 の意 味論:理 論 的 枠 組 み);第2部 各論(知 覚 動詞;発 話 動詞;

移 動 動 詞;接 触 動 詞;設 置 動詞;分 離 動 詞;解 放 動 詞;操 作動 詞;加 圧 動詞;取 り引 き動詞);第3部 応用(前 置詞 の 意 味 分析);

付 録 実験 意 味論

●#1891SBN4-8443-0185-3【B8724960】

【標 題 】 第5世 代 コ ンピュー タ言 語Prologラ ンニ ン グブ ックーRUN/Prolog演 習 プ ログ ラ ム 下 横 井与 次 郎著 ラ ジオ技 術

社,87.10.20270p26cm(B5)¥2,800(ラ ジオ技 術選 書185)

【内容 】 第8章if文,case文 の演 習 プ ログ ラム;第9章 リス ト操作 の 演習 プ ログ ラム;第10章 文 字列 操 作 の演 習 プ ログラ ム;

第11章 デー タベ ー ス操作 の演 習 プ ログ ラム;第12章DCGに よ る自然 言 語処 理 の演 習 プ ロ グ ラム;第13章 フ ァイ ル操作 の

基 本 演 習 プ ログ ラム;第14章 リ レー シ ョナ ル ・デー タ ベー ス との イ ンタ フェー ス の 演習 プ ロ グ ラム

●#1901SBN4-326-15200-1【B8725095】
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付録A添 付資料(処 理デー タ)

【標 題 】 言 語 哲 学大 全1論 理 と言語 飯 田隆 著 動草 書 房'87.10.20251,15p19cm(B6)¥2,200

【要 旨】 フ レーゲ とラ ッセ ル に始 ま る現代 の 言 語哲 学 、 そ のエ ッセ ンス を分 りやす く集 約す る。

【内容 】 第1章 フ レー ゲ と量 化 理 論(ひ とつ の問 題;文 の論 理形 式;フ レーゲ は言 語哲 学 者 か?;ArgumentとFunction;文

法 的 カテゴ リー);第2章 フ レーゲ 的意 味 論 の基 礎(意 味 と像;文 脈 原 理 と合成 原 理;意 義Sinnと イ ミBedeutung;陰 影 と力;

フ レー ゲ的意 味 論 の構 造);第3章 ラ ッセ ル と記 述 の理 論(前 史r数 学 の 原理 』 の意 味:論;革 命r表 示 につ いて』 〔1905〕;

余 波 論 理 的 固有 名 を求 めて;残 響 単 称 命 題 の意 味 論)

● ≠1911SBN4-384-04697-9【B8723193】

【標 題】 モ ンタギ ュー意 味論 入 門 デ イ ヴィ ド・R.ダ ウティ;ロ バ ー ト ・E.ウ ォ ール;ス タ ン リー ・ピー ター ズ著;井 口省 吾;

山梨正 明;白 井賢 一郎;角 道正 佳;西 田豊 明;風 斗 博之 共 訳 三 修社'87.10.15422p21cm(A5)¥8,500原 書名:Intoroduction

toMontagueSemantics〈DavidR.Dowty;RobertE.Wall;StanleyPeters>

【要 旨】 本 書 は、 モ デル理 論 に基 づ く真理 条 件 的意 味 論 の基 本 的 な考 え方、 特 に、1960年 代 お よび1970年 代初 期 に発 表 さ

れ た一連 の論 文 で、 リチ ャー ド ・モ ンタ ギ ューが 展 開 した この意 味論 の一 つの 体 系 の紹介 を意 図 した もので あ る。

【内容 】 第1章 序論;第2章 単 純 な二 つの 言語 の統 語論 と意味論;第3章 第1階 述 語論 理;第4章 タイ プ理論 に基 づ く高 階

の 言語;第5章 時 制 演算 子 と様 相演 算 子;第6章 モ ン タギ ュー の内 包論理;第7章PTQの 文 法;第8章 モ ンタギ ュ ーの 一 般

記 号論 の 構想;第9章 モ ン タギ ュー意 味 論 の そ の後 の 諸研 究 の注 釈 つ き文献;解 説 言語 理論 の潮 流 とモ ンタ ギ ュー文 法

●#192【B8725113】

【標 題 】 隠喩 論 一宗 教 的 言 語 の 解 釈 学 ボ ー ル ・リク ール;エ ーバ 一 八 ル ト ・ユ ンゲ ル 著;麻 生 建;三 浦 国泰 訳 ヨル ダ ン

社'87.10.12257,11p19cm(B6)¥2,500原 書 名=METAPHER:ZurHermeneutikrehgioserSpra(血e〈PaUIRicoeur;

EberhardJungel>

【内容 】 ポ ール ・リクール の思 想 につ いて の序 言(ボ ー ル ・リクール の哲 学的 反 省 に お け る解 釈学 的 な問 いの位 置;解 釈学 的

モデ ルの作 成;神 学者 が ポー ル ・リクール か ら学 び うる もの は何 か;複 数 性 と 自立 的 実定 性);哲 学 的解 釈学 と神学 的解釈 学(テ

クス トと解 釈;聖 書 解 釈学);聖 書 的 言語 にお け る隠 喩 の役 割 と機 能(隠 喩 の意 味論;隠 喩 と現実;隠 喩 とた とえ話;た とえ話 と

それ 以外 のr境 界 表現 』);隠 喩 にお け る真理 一語 りの神 学 的解 釈学 へ の寄与 としての 隠喩 の神 学 的 意味 につ いて(ニ ーチ ェに

お け る隠喩;ア リス トテ レスに お け る隠 喩;隠 喩 の 神学 的 な意 味)

●#1931SBN4-87198-007-3【B8724108】

【標 題 】 コ ンピュー タ頻 出用 語 徹 底 解説 戸 内順 一著 ア イ ピー シー'87.10.9163p26cm(B5)¥2,000

【要 旨】 現在 、 機械 翻訳 シス テ ムが 急 速 に普 及 し よ う として い ます。 しか し、 だか ら とい って、 翻訳 者 が 不要 にな るか とい

う と、 そ うで もな さそ うで す。 と言 うの は、 現在 の翻 訳 シ ステ ムは ほ とん ど大型 コ ンピ ュータ で の み動 くため、一 般 には普 及

して い な い ど とと、 翻訳 シス テ ムが 不 完全 なた め、 プ レエデ ィッ トとボス トエ デ ィッ トの作 業が か な り必要 な ためで す。 これ

か ら も優 秀 な 翻訳 者が 必要 とされ、 従 って本 書 も利 用 され て行 く こと と思 い ます 。

●#1941SBN4-7665-0349-X【B8722926】

【標 題 】 人 工 知能 の ビジネ ス ・ トレ ン ドH.C.ミ シコ フ著;森 田良 民訳 啓 学 出版'87.10.2342p21cm(A5)¥3,200原 書 名:

UNDERSTANDINGARTIFICIALINTELLIGENCE(SamsUnderstandlngseries)<HenryC、Mishkoff>

【内容 】 第1章 人工 知能 とは何 か;第2章 人 工 知能 の歴 史;第3章 エ キ スパ ー ト ・シス テム;第4章 自然 言語 処理;第5章

人 間 の能 力 の拡 が り;第6章 そ の他 の人 工知 能 ア プ リケ ー シ ョ ン;第7章 記 号処 理;第8章 エ キ スパ ー ト・シス テ ム開発rツー

ル;第9章LISPマ シ ン;第10章 現 在 進 行 中 の長 期 人工 知能 研 究 開発 計画

●#1951SBN4-87188-022-2【B8722065】.

【標 題 】 情 報 と シス テ ムPARTI経 済 の生 態 今 井 賢 一 ほか著 エ ヌ ・テ ィ ・テ ィ出 版'87.10.1447p21cm(A5)¥2,300

(BOOKSIN-FORM)

【要 旨】 本 書 はr情 報 とシス テ ム』 の第1分 冊 で あ る。 情 報 の本来 性 を 問 いつつ 、 これ を主 に経 済 ネ ッ トワー クの 動 向 の裡

に さ ぐろ うと した。 今 日ほ ど、 企 業 が情 報 シ ス テム に対す る深 い理解 とその実 用 化 を迫 られて い る時 はな い。本書 に収 め られ

た13人 の大 胆 な論 考 が、 混迷 の状 況 に なん らか の指 針 を もた らす こ とを期 待 した い。

【内容 】 第1章 情報 と経 済 のパ ラ ダイ ム(情 報 経 済 と情 報編 集;情 報 的 相互 作用 と経 営;企 業変 容 と情報 化);第2章 技 術 と

開発 の シス テ ム(都 市 の 技術;シ ス テム研 究 開発 と組 織;コ ンピュ ー タ ・パ ラダ イ ム と標 準 化 の問 題);第3章 ネ ッ トワー クの

構 想(ネ ッ トワー ク とプ ロセス;情 報 ネ ッ トワ ー ク と文化;経 済 の女 性論 とネ ッ トワーーーク;高 度 情 報 社会 と情 報 通信 文 化);第4

章 環境 と市場 の背景(日 本 の情 報環 境 とその 成立;マ ーケ テ ィ ングの 認知 科学;情 報 の 採集 と経 済 の栽培)

.●#1961SBN4-946432-05-1【B8723805】

【標 題 】 ザ ・ トレ ン ド1988村 上 陽 一 郎 ほか 著 ユ ー ・ピー ・ユ ー'87.10.1461,24p21cm(A5)¥1,800

【要 旨〕 あ らゆ る分野 と領域 にわ た る加 速 度 的 な情 報 の増 大 が、 世界 に洪 水 を もた ら して い る。 その カオ ス化 、 ノ イ ズ化 し

た社会 の地 形変 化 が、 よ り新 し い海図 の 要請 を生 み 出 した。 この本が め ざしたr知 』 は世界 を横 断 す るため にあ る。 不断 に他

の領 域 に越 境 、干 渉、 複合 し、 そ して知 は一 蘇生 す る。

【内 容 】 完結 化 す る科学 を越 えて;エ ン トロピー と散 逸構 造 論;認 知 科学 へ の展 望;バ イ オ コ ン ピュー タ;構 造 主 義生 物 学;文

化 戦 略 か ら文 化化 戦 略 へ;究 極 の 広告 一 ター ゲ ッ トを直接 管 理 す る方 法;刺 激装 置 の トー トロジー;待 望 され る土 地 論 の 射程;

近 代 知 の解 体 と呼応 す るrこ ど も』.論;終 焉 を迎 え るr労 働 』;恋 は プ ラ トニ ック ・セ ックス;r人 生 論 』 とr前 衛』 を こえて;

マ ンガの快 楽 か ら語 り出す と;百 年後 の ゆ るや か な死 へ の戯 れ;ク ラシ ッ クは ブ ー ムか 〔ほか 〕

●#1971SBN4-274-07377-7【B8722658】

【標題 】Lispプ ログ ラ ミ ング 中 山隆;杉 山 武 司著 オ ー ム社'87.9.30246p21cm(A5)¥2,800

【要 旨】AI用 言語 と して も注 目 され て い る言 語 －Lisp－ を習 得 す るには、 実用 面 か ら基 礎知 識 を整 理 し、種 々の プ ログ ラ ミ

ン グ例 を知 る ことです。本 書 は、 基 礎編 と応 用 編 に分 けて詳 解 して います。
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【内容 】 基 礎 編(Lispで 扱 われ るデ ー タ;S式 とそ の評 価;述 語 と条 件式;再 帰;関 数;制 御 構造;ス ペ シャ ル ・フォ ー ム とマ

ク ロ;シ ンボル とパ ッケ ー ジ;ベ ク トル とス トリング;入 出力);応 用編(AIとLisp;ゲ ー ムtree;自 然 言語;翻 訳;数 式処 理)

● ≠1981SBN4-13-013064-1【B8722410】

【標 題 】rわ ざ』 か ら知 る 生 田久 美 子著 東 京 大学 出版会'87.9.25181p19cm(B6)¥1,800(認 知 科学 選 書14)

【要 旨】rわ ぎ』 を きわめ る こ とはr世 界Sを 知 り、拓 く こ と。一 伝 統芸 道 の伝 承 に お け る認知 過程 を解 明。

【内容 】 序 章 型 な し文 化 の なかで;1章rわ ざ』 の習得;2章r形 』 よ り入 りて、r形 』 を よ り出 る;3章r間 』 を とる;4章

rわ ざ』世 界 へ の潜入;5章rわ ざ』 言 語 の役 割;6章rわ ざ』 か ら見 た知識;7章 結 び一 学校 、生 活 、知 識;補 稿 なぜ 、 い ま

rわ ざ』 か(佐 伯 脾)'

●#1991SBN4-88503-057-9【B8720314】

【標 題 】 この 子 らは光 栄 を異 にす 山 浦俊 治 著 地 湧 社'87.9.10239p19cm(B6)¥1,500

【要 旨 】 新 入保 母 ・足 立愛 子 さん との衝 撃 的 な 出会 いが、私 の福祉 観 を根底 か ら くつ が え した。

【内容 】 序章 愛子 伝 説;第1章 ひ た む きに生 き る娘 た ち;第2章 心や さ しき隣 り人;第3章 純 な心 の 子 ど もた ち;第4章 涙

の 中 の真 実;第5章 自 らを省 み る とき;第6章 問 い か け として のr意 味 論』

● .≠2001SBN4-930916-29-1【B8720703】

【標 題 】C&Cの マ ンマ シ ンイ ンタ フ ェー スー 人 間(Man)と 情 報 シス テム(Machille)と の調 和 をめ ざ して 日本 電気v'ン マ

シ ンィ ンタ フェ ース研 究会 編 目本 電 気 文 化 セ ンター'87.9.7240p21cm(A5)¥2 ,500

【要 旨】 オ フィス、 学校 、 家 庭 で、 日常 的 に マ シ ン と接 して い るす ぺ ての人 び との た め に、 人間 工学 に も とつ く使 いや す い
マ シ ンのあ り方 を解 説 。

【内容 】 第1編C&Cの マ ンマ シ ンイ ンタ フェ 一一ス(マ ンマ シ ンイ ンタ フェー ス概観;人 間 と情 報 通信 シス テ ム;マ ンマ シ ン

イ ンタ フ ェー ス と ソフ トウェア);第2編C&Cシ ス テム にお け るマ ンマ シ ンイ ンタ フェ ース の実 際(入 出力 技 術 とマ ンマ シ

ンイ ン タ フェー ス;対 話技 法 ・自然 言 語 とマ ンマ シ ンイ ンタ フェー ス;情 報 通信 にお け るマ ンマ シ ンイ ンタ フェ ース;C&Cに

お け るマ ンマ シ ンイ ンタ フェ ー スの事 例);第3編 作 業空 間 ・作業 環 境 とマ ンマ シ ンイ ンタ フェ ース ー デザ イ ン ・使 い易 さ な

ど を含 め て(作 業空 間 とマ ンマ シ ンイ ンタ フ ェー ス;VDT使 用 環 境 に お けるマ ンマ シ ンイ ン タフ ェー ス;シ ス テ ムデ ザ イ ン ・

使 い易 さ とマ ンマ シ ンイ ンタ フェ ース)
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付録B添 付資料(処理結果)

付録B 添付資料(処 理結果)

● ≠11SBN4-326-15254-0【B9116873】

【標 題 】r語 り得 ぬ も』 に 向か って 一 ウィFゲ ンシ ュ タイ ン的 ア プ ロー チ

【要 旨】{D:言 語 ・宗教 ・倫 理 を め ぐ る ウィ トゲ ン シュ タイ ンの思索 一 そ の核 心}は 何 か

{C:著 者 の新 しい境 地 と到 達 点 を示 す論 文 集}

●#21SBN4-320-02549-O【B9114580】

【標 題】 現 実 の脳

【要 旨】{6:物 理学 ・シス テム理 論 ・人 工 知能 ・ニ ュー ラル ネ ッ ト ・分 子計 算 機 の視 点 か ら 『心 』 解 明の 道}を 探 る

●#31SBN4-06-153801-2【B9110025】

【標 題 】 言語 処理 と機械翻 訳

【要 旨】 機械 翻訳 の技 術 を成熟 させ るには まだ多 くの課 題 が残 され て い るが過 去40年 に わ た り検 討 して きた技術 を統 合 して

機械 翻躍 シス テ ム として実現 す る時期 に きて い る

本 書 は{B:そ の よ うな観 点 に立 ち、 現在 の機械 翻訳 の技術 と将来 の高度 な技 術 を開 発 す るため の問 題点 を}述 べ る

● ≠51SBN4-06-205285-7【B9113542】

【標 題 】 ゲー ム少 年 の夢

【要 旨】 勉 強嫌 いの ゲー ム少年 が 太 平洋 を渡 り、 博 士号 を取得 す るまで の鮮 やか や軌 跡

●#71SBN4-88198-802-6【B9114638】

【標 題】 物 語論 辞 典

【要 旨】 この辞 典 で{A:定 義 し、 説 明 し、例 証 して い るの は物語 論 に 固有 の用 語 ・物語 論 に受容 され元 来 の意 味 とは異 な っ

て 使 われて い る用語 ・及 び、物 語 論的記 述 や議 論 に頻 出 し、 か つ必須 の用 語 で あ るが 本来 的 には意 味論 の領 域 に属 して い る用

語}で あ る

●#81SBN4-274-07658-X【B9113188】

【標 題 】 図 解

【要 旨】{6:意 味 解析 や 文脈解 析 か ら応 用 シス テム の概 観 まで}を 紹介

●#101SBN4-7948-0085-1【B9112194】

【標 題 】 経 済学 の コスモ ロジー一 地 球環 境 時代 の 経 済原 論

【要 旨】{D:現 代 にお け る経 済}と は何 か

{C:ソ 連東 欧 の社 会主 義 諸 国 の雪 崩現 象 ・情 報 化 ・ボ ー ダ ー レス化 の進 行 ・生 態 系 の危 機 の深 刻 化 ・様 々 な問 題 を

抱 え る現代 経 済 の意 味 解 明 に対 し、r希 少 性 』 とい う観 点 か ら経 済 を系統 化 し、 統 合 的 な把 握 を試 み る、 地 球環 境 時代 の経 済

原 論}

●#111SBN4-87378-276-7【B9113082】

【標 題 】 本能 行 動 とゲ シュ タル ト知 覚

【要 旨】 本 著作 は{A:ロ ー レ ン ツの思想 を フ ロイFのr精 神 分析 』 や ヘル ム ホル ツのr無 意 識 推 理説 』 と関連 づ けて 、行 動

と心 とのか らみ あ いを さ ぐろ う とす るもので あ り、現 在発 展 して い る動物 行 動学 ・認 知 科学 な どが十 分 に踏 ま え る こ とな く跳

び こえて き た分野 に立 ち戻 って 吟 味 した貴重 な労 作}で あ る

●#121SBN4-563-00795-1【B9111726】

【標 題 】 自然言 語 の論理 処 理

【要 旨】 本 書 は{A:自 然 言語 の計算 機 処 理 を実現 す るた めに、手 続 き型 論 理 に よって英 語 を表 現す る手 法 を用 い、 そ の方 法

を詳説し顯 竃 露 縄
指す学部上舵.大 学院生.若 手技縮 、。、。はそ。.、 。関心を・・言辞 や心理学・研究

者 に とって の好個 の 書で あ る

●#161SBN4-7952-6867-3【B9108781】

【標 題】 構 成 的 プ ログ ラ ミングの基 礎

【要 旨】 本書 は{A:プ ログ ラ ミン グの理論 へ の論 理学 の応 用 の 一例 で あ る構 成 的 プ ログ ラ ミ ングの入 門 書}で あ る

●#171SBN4-7952-0839-5【B9106921】

【標 題 】 建築 的 無意 識 一 テ クノ ロジー と身体 感 覚

腰 旨】{c・rエ イyア ・』、rブ レー ドラ ンナ ー』 の 囎 イ メ ージか ら説 き起 こし・ 言己号論 ・シス テ ム論'認 知科 学 な ど・ 最

新 の科学 を駆 使 して仮 設 され る建 築 論}

{E:テ クノ ロジー の未 来 とポス ト ・モ ダ ンの 地平 の か な たに新 たな浮 かび上 が る建 築 の イ メー ジは どの よ うに}か
さ な るの か

{C:建 築 にお け る無意 識 と身 体 性 の問 題 を結 びつ け る回 路 を模 索 し なが らつ づ る渾 身 のエ ッセ イ集}

●#181SBN4-13-013069-2【B9106944】

【標 題 】 心 の計 算理 論

【要 旨】 心 とは 自然 が産 み だ したみ ご とな記 号 計算 装 置 だ

{C:計 算機科 学 ・心 理 学 ・言 語学 ・哲 学 に共 通 す る問 題 提起 の 書}

●#191SBN4-13-013071-4【B9104168】
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【標 題 】 認識 と文 化一 色 と模様 の民族 誌

【要 旨】 ア フ リカの ボデ ィ族 の色 彩 認識 の調 査 か ら解 き明 か され る、 彼 らの 牛 との 交 わ りを 中心 とした生 活 と知 識 の 想像 を

越 え た結 びつ きは文 化 と認 識 につ いて の常 識 の転 換 を迫 る

● ≠211SBN4-7885-0383-2【B9103924】

【標 題 】 認 知 科学 通 論

【要 旨】{C:r知 』 の 統合 的 理解 をめ ざす 認知 科学 へ の招待}

●#221SBN4-326-15245-1【B9102836】

【標 題 】 フ ッサ ー ル と フ レー ゲ

【要 旨】 現 象学 と分 析哲 学 の ル ー ツへ

二 人 は同 じ く{〈:哲 学 的 世界}〉 に住 ん で い た

実 りあ る交 流 を促 す

● ≠231SBN4-00-004061-8【B9102453】

【標 題】 読 み の プ ロ ドコル

【要 旨】 ひ とは倫理 的 ・社 会 的存 在で あ る以上 ・読 む こ とと倫 理 的規範 とは無縁 で は な く、読 み の プ ロ トコルを絶 えず構 築 し

て いか な けれ ば な らな い

エ ー コや バル トの記号 論 そ してデ リダの テ ク ス ト論 を踏 襲 し、読 み ・解 釈 ・批 評 の理 論 を明快 な語 り口で展 開 す る

本 書 は{B:デ リダ の理論 的寄 与 を認 めつ つ も倫理 的 ・価 値 論 的観 点 か らデ ィ コ ンスFラ ク シ ョンを}批 判 す る

●#241SBN4-7665-1090-9【B9100696】

【標 題 】 図解

【要 旨】 本 書 は{A:人 工 知能 に関 す る初 心者 向 けの 解 説 書}で す

特 に、 図 を多 くし、 文 章 をや さ し くして、初 心 者 に もわか りや す い よ うに心 が けて い ます

●#261SBN4-7608-9376-8【B9032972】

【標 題 】 新 ・児 童 心理 学講 座

【要 旨】{3:言 語 学 や 言語 心理 学 のみ な らず社 会 科学 ・人 類学 か ら比 較 行動学 ・認 知 科学 まで の言 語 の諸 機能 につ いて 広範 囲

の分 野 か ら}集 積 され つつ あ る研究 を総 覧 しなが ら、{6:人 間 の発達 と語 用論 的視 点 か ら言語 的諸 能 力 の発 達}に つ いて 考察

す る

●#271SBN4-7917-5103-5【B9030909】

【標 題 】 哲 学 の小 さな学校

【要 旨】{C:現 代 思想 のハ ン ドブ ック}

{C=60年 代 以降 の哲 学 や言 語学 の流 れ を総観 し、 チ ョムス キ ー以後 の 言語 学 者 ・デ リダ ・デ ヴ ィッ ドソ ン ・ダ メ ッ
ト・バ トナ ム な どの哲 学者 ・ボパ ーや クー ン以 降 の科学 哲 学 者 を次 々 と登 場 させ、 そ の相 互関 係 を見 事 に浮 び上 が らせ る、 現

代 哲 学 の鳥 鰍 図}

●#281SBN4-624-93206-4【B9031990】

【標 題 】r意 味』 の 地平 ヘ ー レヴ ィ ・ス トロー ス ・柳 田国 男 ・デ ュル ケー ム

【要 旨】{C:主 と して レ ヴィ ・ス トロー スの構 造 主義 理 論 を現 代 的 な視 点 か ら平 明 に解読 し柳 田 国男 ・デ ュル ケ ー ム との意 外

性 と示 唆 に富 ん だ知 の トリア ー デ を構 成す るなか で人 が生 き るr意 味』 を そ して世 界 のr意 味 』 を探 りだ そ う とす る知 的 冒険

の書}

●#291SBN4-7958-1082-6【B9028530】

【標題 】 言 語学 は科学 で あ る－r象 が国会 デ 宿題 ヲ忘 レル 』 不思 議 へ の招待

【要 旨】r{<:人 類最 古 の書 き こ とば}』 か らr{<121世 紀 末 の 日本 語}』 まで コ トパ と火 を使用 す る、 す ぺ ての ヒ トへ 贈

る く{〈:サ イエ ンス ・ノ ンフ ィ クシ ョ ン}〉 第7弾

人 類 は コ トパ な しには一 瞬 た りと も社会 生 活 を営 み得 な い

{E:し か し、 コ トバ につ いて我 々 は どれ だ けの こ とを}知 って い るの だ ろ うか

●#301SBN4-335-00021-9【B9029880】

【標 題 】 講 座

【要 旨】{C:東 南ア ジア世界 の尊 厳 を重 ん じ、 独 創 的 な方 法論 と実 証 的 な フィール ドワー ク を も とに 壮大 な知 の構 図 を提示 し

たわ が国初 の画 期 的講 座}

●#321SBN4-326-15241-9【B9027126】

【標 題 】 現 代 哲 学 の フ ロンテ ィア

【要 旨】 蒙 昧 と空 語 を排 除 し、理 性 と事 実 に訴 え た議 論 をめ ざす研 究 集 団 く{〈:科 学哲 学 コ ロキ ウ ム}〉

{C:そ の活 動 にみ る現代 哲学 の 熱 い焦点}

●#331SBN4-87502-173-9【B9028290】

【標 題 〕 言 語 の 夢 想者 一17世 紀 普 遍言 語 か ら現代SFま で

【要 旨】 ヨ ー ロ ッパ言 語思 想 史 を ふ りか え る と文字 通 り狂 人 の よ うに言 語 に想 か れ て、 完全 無 欠 の理 想 言 語 の創 造 とその 普

及 に命 を賭 け た人 々が 登 場す る

普 遍 言 語 の 虜 とな ったデ カル ト ・ライ プ ニ ッ ツ ・チ ョム ス キー ・奇 天 烈 な空 想言 語 を考 え だ し た シ ラノ ・ド ・ペ ル

ジュ ラ ック ・ブル ワー ・リッ トン ・ジ ョー ジ ・オ ー ウェ ル ・霊 媒 とな って異界 の言 語 をとめ どもな く話 し始 め たエ レーヌ ・ス

ミス ・ス ター リン体 制 下 で マル クス主義 言 語理 論 を打 ち立 て た ニ コ ライ ・マ ール
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本 書 は{B:人 工 言 語 の迷 宮 に さ ま よい こん だ彼 ら"言 語 の夢 想者"の 系譜 を通 して、 言語 に潜 む神 話 ・夢 、狂 気}を

説 き明 か して い く

●#341SBN4-621-03511-8【B9025312】

【標 題 】 国 際通 信

【要 旨】 国 際 化 の急 速 な進 展 に伴 って、 国際通 信 は地 球上 の人 と人 、 あ るいは機 械 と機 械 を結 ぶ情 報 ネ ッ トワ ー ク と して必

要 不 可欠 な もの どなっ て い る

本 書 は{A:こ の よ うな背 景 を も とに、 国際 通 信技 術 をネ ッ トワー ク と伝 送路 な どの基盤 技術 か らデrタ 通 信 や 画像

通 信 な どの サ ー ビス技術 、 さ らに は機 械 翻訳 にい た るまで最 新 の技 術 を 各分 野 の第 一 人者 が 解説 した もの}で あ る

●#351SBN4-89501-378-2【B9025263】

【標 題】Cで 学 ぶAI

【要 旨】 本書 は{A:C言 語 を用 いてAI(人 工 知 能)の プ ログ ラ ミング技 法 を学 習 す るため の入 門書}で あ る
AIに つ いて は全 く初 め て の人 に も理 解 で き るよ うに、 ス テ ップバ イス チ ップで解 説 され て い る

最 近 注 目 され て い る{6:フ ァ ジィ論理 や 自然 言 語処 理 ・エ キス パ ーFシ ス テム な ど、AIに お け る トピ ックス}を ほ

ぼ網 羅 して あ り、 多 様 な技 法 をマ ス ター で き る よ うに配慮 され て い る

●#361SBN4-320-02529-6【B9025647】

【標 題】 人工 知能 の 研究 者 た ち

【要 旨】{E:マ ッ ドサ イエ ンテ ィ ス ト(気 狂 い科 学 者)と いわ れて きた人 工 知能 の 研究 者 た ちは何 を考 え、 何 を}創 り出 して

き たの か

麟 誌 鑑2㌫ 撹 瓢;麺 密・探・・同時・鋲 ・迫・噸 ・明解・蹴 ・世界初
の 書}

●#401SBN4-479-75027-4【B9021858】

【標題 】r子 ど も不在 』 の教 育 論批 判 －r法 則 化 運動 』 を撃 つ

【要 旨】 子 ど もの個 性 も、教 師 の多様 性 も認 め な い{6:r教 育 技 術 の 法則 化 運動 』}を 徹 底 的 に批判 す る

●#411SBN4-14-OO1586-1【B9023067】

【標 題】 デ ジタル思 考 とアナ ログ思 考

【要 旨】 コ ンピュ ー タが音 楽 や 美術 の 分 野 に活用 され る等 ・社会 の す み ず み に浸透 して い る一 方 で感 性 の重 要 性 が叫 ばれ て

い る
一 体 ・論理 的 に もの ご とを処 理 して い く能 力 として の理{生 とその反対 概 念 として 、感 情 に うった え る こ とが多 い感

性 とはま った く異質 な もの な のか

思 考 の流 れ を合 理 的 な デ ジタ ル型 と直観 的 な アナ ログ型 に 大 別 し、 そ の両者 の本質 に深 く関 わ る{6:理 性 と感性 の

対 立や 結 びつ き}を 捉 え直 す

●#421SBN4-274-07580-X【B9019094】

【標題 】 知 的CAIシ ス テ ムー知 識 の 相互 伝達 へ の認知 科 学 的 ア プ ロー チ

殴 旨】 知 的CAI(ITS)と いわ れ る人 工知 能 を馳 入 れ た{6・ 教 育 シス テArcつ いて,初 期 の段 階 か ら舶 の シス テ ム}を

概 観 し、 シス テム構 築 の理 論 と実 際 を全3部 全20章 で ま とめ た好 著 の翻 訳 版

●#431SBN4-320-02518-0【B9018287】

【標 題】 ニ ュ ー ロコ ン ピュー タの現状 と将 来

【要 旨】 ニ ュー ロコ ンピュ ー タ開発 の 現状 と将 来 の展 望 を 『{〈:脳 の生 理学 的研 究}』r{〈:二=・ 一 ロ八 一 ドウェア}』 『{<:

光 ニ ュー ロ ンス テム}』r{〈:記 憶 と認 知}』r{<:ニ ュ ー ロに よる問 題解 決}』r{<i認 知 の仕 組 み}』 に わ た る広 い視 点 か

ら試 み た、 日本 学 際会 議 主催 の シ ンポ ジウム記 録 を単 行 本化

●#471SBN4-00-004104-5【B9014852】

【標 題 】 現 代哲 学 の 冒険

【要 旨】 思 考 の メ タモル フ ォーゼ

現 代 の危 機 を映す 意 識 の 冒険

パ ラ ドッ クスに 当面 した思 考 が 示す 跳 躍寸 前 の ス タ ンス

円環 ・螺旋 ・遊 動言 語 と意 識 の く{〈:不 可 能 な回 路}〉

●#481SBN4-7665-1066-6【B9012137】

【標 題 】 フ ァジ ィ集 合一 自然 言語 演 算 と リス ク解 析

【要 旨】 本 書 で は{B:読 者 に ファ ジィ集 合論 を紹 介 し、 リス ク解析 に お け るフ ァ ジィ集合 論 の使 用例 、つ ま り、 リス ク評 価

のための醸 護 璽 ㌶ 鷺 顯 難 題
ん。、{、、試験的な自動,。 ・解析・・テ・}… て・詳・・述べてお・、

{6:ま た今後 の課 題 につ いて もその 概 略}を 述 べ て い る

●#511SBN4-13-013081-1【B9014322】

【標題 】 ア クテ ィ ブ ・マ イ ン ドー 人 間 は動 きの な かで考 え る

【要 旨】{c、 躰 と思 考 の み ご とな相 互 関連 を解 きあ か し、 認知 科 学 の新 しいバ ー ス ベ クテ ・ブを示 し嫌 欲 作}'

●#521SBN4-06-1539ユ1-6【B9012696】
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【標 題 】 認知 科 学 の発 展

【要 旨】{C:『 言 語 表現 』 に かか わ る新 た なパ ラダ イ ムの 提唱}

G.フ ォ コ ニエ(カ リ フォル ニア大学)教 授 に よって与 え られ た メ ンタル ・スペ ース とい う概 念 に基 づ いた論 文集 で学

際 領 域 の研 究 者 に よ る認 知科 学 へ の1つ の ア プ ロー チで あ る

●#551SBN4-947627-09-3【B9010337】

【標 題 】C言 語 に よ る英 和翻 訳 シス テ ム

【要 旨】{6:C言 語 に よる機械 翻訳 シ ステ ム の全 容 と拡 充 法}を 公 開

●#561SBN4-7828-0053-3【B9007198】

【標 題 】 認 知 科学 とパ ラダ イ ム論

【要 旨】 コ ン ピュ ー タ は画 期 的 な道具 で あ り、 かつ て望 遠 鏡 や顕 微鏡 が 自然 科学 に もた ら し たの と同 じ よ うな解 像力 を精 神

や心 に 関す る諸 科学 に もた らすで あ ろ う

哲 学 ・心 理学 ・社 会学 といっ た多 くの専 門分 野 とAI(人 工 知能)に お け る研 究 成果 を総合 し よ う とす る努 力 の 中か ら

誕 生 した本 書 は{B:科 学 や科学 知 識 の分 析 に対 す る新 しいア プ ロー チ を}提 起 して い る

本 書 で 展 開 されて い るよ うに、 この ア プ ロー チはAIの 発展 を通 じて お馴 染 み とな って い る図式 を拡張 し、 実 証 主

義 ・論理 実 証 主義 ・科 学 の科学 、 さ らに はパ ラ ダイ ム を も包含 す る よ うな枠 組 を可 能 に して くれ る

● ≠571SBN4-06-153907-8【B9004023】

【標 題 】 認 知 科学 の 発 展"

【要 旨 】{C:第4回 京 都 賞 受賞 の チ ョ ムス キー 教授 の論 文 を 中心 とした特 集}

本 特 集 は{A:文 法理 論 の研 究 を通 じて人 間 の こ ころの構 造 と機能 の 解 明へ寄 与 す べ く、 認知 科 学 とい う学 際 領 域 に

集 結 した広 範 な研 究 者 が語 る言語 学 か らの認知 科 学 へ の ア プ ロー チ}で あ る

●#581SBN4-588-00292-9【B9004848】

【標 題】 意味 と意 味 の発 展

【要 旨】{6:マ リノ フス キ ー,ソ シ ュー ル ら先哲 の学 説}を 分 析 し

{6:意 味 と は何 か}を 明 らか に しつ つ、{6:と りわ け英語 の語意 変 化 を隠喩 ・換喩}を 主要 因 と して 豊富 な事 例 ・作

品 引用 に よ って 示 し、{6:意 味変 化 の理論}を 体 系 化す ると と もに{6:言 語研 究tctsけ る共 時 的 ・通 時 的方 法 の必 要 性}を

説 く

● 孝591SBN48115-6232-1【B9006837】

【標 題 】 自然 言 語 の論 理 とそ の存在 論 一 レス ニェ ウス キー存 在論 の 立場 か ら

【要 旨】 この論 文 集 の 主 な 目的 は{A:レ ス ニェ ウス キ ーの論 理 学、 とくに そ の存在 論 、 す な わ ち レス ニェ ウス キ ー存 在 論 に

関 す る研 究 を ま とめ た もの}で あ る

●#601SBN4-8207-0664-0【B9001615】

【標 題 】OA実 務 家 の 書 いたエ キスパ ー ト ・シス テ ムの本

【要 旨】 三菱 商 事で 好 評 の社 内 テキ ス トを単 行本 化

{C:ユ ーザ ー の立 場 か らむ ず か しさ を乗 り越 え るた め に書 かれ たES(エ キス パ ー トシス テ ム)中 級 入 門}

●#611SBN4-274-07542-7【B9001661】

【標 題 】 人 工 知能 ハ ン ドブ ッ ク

【要 旨】{6:人 工 知能 に関 す る基 礎 か ら応 用 まで の全 分野}を 網 羅

{5:歴 史 的 な 業績 や最 近 ・特 に進歩 の著 しい分 野 に つ いて も積極 的 に取 り入れ}解 説
ハ ン ドブ ッ クの性格 上 ・将 来 を見通 した 普遍 的 な記 述

●#641SBN4-OO-010386-5【B9000805】

【標 題 】 岩 波講 座

【要 旨】{D:人 間 に とって、 社 会 に とって、 科学}と は な にか

{6:生 き方 と価 値観 の指 針}を 提 示す る

●#651SBN4-320-02497-4【B8933404】

【標 題 】 人 工知 能 と論 理

【要 旨〕 本 書 は{A:非 標 準論 理 の人 工知 能(ArtificialIntelligence)へ の応 用 に関 す る、初 等 用 テキ ス トあ るい は参 考 書 と

して用 い られ る こ とを意 図 した もの}で あ る

本 書で は{B:ま た、人 工知 能 の研究 者 に とって専 門 的 素養 として役 立 つ よ うな、計 算機 科 学 の主 要 分野 へ の非 標 準

論 理 の応用 につ いて も}述 べ て い る

●#671SBN4-327-42064-6【B9000490】

【標 題 】 談話 分 析 一 自然 言語 の社会 言 語 学的 分 析

【要 旨】 著 者 自 らが 収集 し た会 話 デ ー タ等 を詳細 に分 析 す る こ とに よ り、{6:談 話 の構 成 ・構 造}を 社 会 ・教 育言 語学 の観 点

か ら具 体 的 に解 明 し、 その 混沌 と した表 層下 に隠 され た{6;規 則性}に 光 をあ て る

{C:英 語 教 育 関係 者必 読 の 書}

●#681SBN4-S9362-055-X【B8933062】

【標 題 】TRONプ ロジェ ク ト

【要 旨】{C:90年 代 に向 け着 々 と進 展 をみせ るTRONプ ロ ジェ ク ト最先 端 の技 術 論 文集}

●#701SBN4-327-41029-2【B8931078】
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【標 題 】 ヒア リン グの指 導 シス テ ムー効 果 的 な指 導 と評価 の方 法

【要 旨】 実際 に効 果 のあ が る{6:ヒ ア リングの 科学 的 な指 導法 ・学 習法}に つ いて ・著 者 の豊富 な経験 を基 に し た実 践 例 や

内外 の著名 な文献 に よ り具 体 的 に分 か り易 く解説

● ≠711SBN4-8103-2000-6【B8927372】

【標 題 】CAIへ の招待

【要 旨】 き わめて 可 能性 に満 ちた コン ピュ ー タは本 質 的 に、双 方 向の情 報 技術 で あ り、多 様 な情 報処 理 機 能 を有 し、 ネ ッ ト

ワー ク化 も可 能 で あ る

ヒれ が授 業 の 中 に入 った場 合、 これ まで の よ うな単 方 向 の情 報 技 術 と整合 性 が あ る伝 統 的 な、 い わ ばr{<:教 師→

学 習 者 伝達 モ デ ル}』 とは異 な る授業 モ デ ルが 新 た なパ ラダイ ム の もとで理 論 的 に確 立 され な けれ ば な らな い

本 書 で は{A:こ の コ ンピュ 一一タ教育 の た めの 新 しい授 業 モ デ ル をr学 習 環境 モ デル』 として 紹介 し、 そ の基 礎 的理

論 を解 説 した もの}で あ る

●#721SBN4-571-21026-4【B8927582】

【標 題 】 知 の体 得 一 認知 科 学 へ の提 言

【要 旨】 知 的 な努 力 が 喚起 され る場 合 とは逆 にい えば 言語 その ものの もつ限界 を知 的 な努 力で もって積 極 的 に補 っ て ゆか な

けれ ば な らな い よ うな場合 で あ る

言 語 の もつ 限界 は一 つ に はわれ われ が直 面 す る事 象 が これ す ぺ て変型 で あ るに もか か わ らず、 それ ら をあ る典 型 と

して 言葉 で表 現 しな けれ ば な ら ない とい う事 実 にあ る

●#731SBN4-7885-0355-7【B8929639】

【標 題 】 心 の シ ミュ レー シ ョンー ジ ョン ソ ン ・レアー ドの認知 科学 入 門

【要 旨】{C:錯 綜 し発 展 を続 け る認 知 科学 の 全容 を体 系的 に将 来 へ の可 能 性 を も含 めて 理解 す るため の一 冊}

●#741SBN4-478-98030-6【B8928833】

【標 題 】 翻 訳者 へ の道

【要 旨】{D:原 文 の魂 を伝 え る翻訳}と は

当代 きっ ての 名翻 訳 家 が語 る翻 訳 の楽 しさ、 奥深 さ

さあ、 あ な た も思 わず、 楽 し く、苦 し く、 深 み には ま って みて は

● ≠751SBN4-303-71580-8【B8926958】

【標 題】 認知 心理 学 講 座

【要 旨】{6:本 書 は認 知心 理 学 の主 要 な 問題 や 理論 ・デ ー タな どにつ いて、最 新 か つ詳 細 な情報}を 提 供 す る よ う心 が けた

また、 本 書で は{B:認 知 心理 学 の研 究 で用 い られ る代 表 的 な研 究法 を精選 して}紹 介 して い る

●#761SBN4-12-OO1854-7【B8923773】

【標 題 】 ふ ろ しき文化 の ポス ト・モ ダ ンー 日本 ・韓 国 の文 物 か ら未 来 を読 む

【要 旨】{C:ふ ろ し き、屏 風 ・座 蒲 団、 お膳 近 代合 理 主義 がrア ジア的 停滞 』 として捨 て て きた古 き もの に、 ポ ス ト産 業時 代

の文 化 のパ ラダ イ ムを探 るユ ニ ー クな比 較 文 化論}

●#771SBN4-7536-5401-X【B8923289】

【標 題 】 か し こい材 料 とシス テ ムー 産業 科 学 の新 しいi芽

【要 旨】 本書 は{B=材 料 と情 報 を 中心 と して 現 在の 産業 科学 が どの よ うな研 究 を志 向 して い るか、 現 状 は ど うか 、 その 将来

は といっ た見 地 か ら}書 かれ て い る

● ≠781SBN4-326-80025-9【B8923406】

【標 題 】 文 学 の プ ラ グマ テ ィ クス

【要 旨】 文脈(コ ンテ クスF)的 理解 をす ぺ て の解 釈 の営 み の基 礎 とす る立場 か ら、 形 式 的/構 造 的分 析 を越 え て、{6:解 釈

学 の 方法 論 的拡 大}を め ざす

●#801SBN4-89362-053-3【B8922527】

【標 題】MITの 人 工 知能

【要 旨】 人工 知 能 の研 究 で は世 界 で最 も進 んで い るマ サチ ュ ー セ ッ ツ工 科大 学 で 開催 され た人工 知能 の将 来 に つ いて の会 議

に お いて 、P・H・ ウ ィ ンス トンを は じめ とす る トップク ラス の人 工知 能 の研 究 者達 の 白熱 した議 論 が 展開 され た

本 書 は{A:そ の議 論 の も と とな っ た12の 論 文 を ま とめ た もの}で あ る

{E=1990年 代 の 人工 知 能 は ど う}な るのか

人工 知能 の 最先 端 の 研究 に携 わ り、 常 に確 か な現状 把 握 と将 来 に対 す る視 点 を持 つ彼 らが90年 代 、 そ して21世 紀

に 向 けて、 大 きな可 能 性 を秘 め る{6:人 工 知 能}に つ いて論 じて い る

●#811SBN4-7890-・O・174-0【BS920421】

【標 題 】 動 詞 が わ かれ ば英 語 が わ か る一基 本 動 詞 の意 味 の世 界

腰 旨】 本書 は{A、 麺 的 舗 味 の ちt・いrc隠 され 弾 語 本来 の鰍"・ ア ・イ メー ジ"を う か み・基 本 動詞 を …%〈 使 い

切 る〉 ため の必読 書}で す

●#821SBN4-7665-1036-4【B8917810〕

【標 題 】 オ ブ ジェ ク ト指 向へ の 招待 一 思 考表 現 の た めの新 し い技法

【要 旨】 オ ブ ジェ ク ト指 向 とい う、 プ ロ グ ラ ミ ングに お け る新 しい考 え方 はSmalltalkば か りで な くC言 語やLispな ど既

存 の プ ログ ラ ミン グ言語 に も取 り入 れ られて お り、今 後 ・様 々な分 野 に応 用 されて い く もの と思 われ ます'
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本 書 で は{B:オ ブ ジェ ク ト指 向 をr思 考 を表 現 す る ため の技 法』 と して とら え、 その 基本 概 念 か ら応用 まで をプ ロ

グ ラ ミングの経 験 のな い方 に もわ か る よ うに}紹 介 して い ます

●#841SBN4-274-07522-2【B8917120】

【標 題 】 機 械翻 訳

【要 旨】 本書 は{A:意 味 を理 解 す るた めの常 識 に関 す る知識 や文 の成立 ちを規定 す る構 分規 則で の言語 か らの独 立 につ いて、

新 たな モ デル を設 定 して解 説 した もの}で す

●#851SBN4-13-013072-2【B8917530】

【標 題 】 神 経 回路 モ デ ル とコネ ク シ ョニズ ム

【要 旨】{4:今 ・認 知科 学 で もっ と もホ ッ トな脳 の 並列 分散 処理 の 可能 性 と限界}を そ の基 礎 とな る基 礎 か らて いね いに解 説

●#86【B8915618】

【標 題 】 陳 原著 作選

【要 旨】{C:辞 書 編 纂40年 の著 者 に よる語 彙論}

{C:現 代 中国語 読 本}

●#891SBN4-274-12856-3【B8915857】

【標 題 】KE養 成講 座

【要 旨】 本講 座 は{A:KE(ナ レ ッジエ ン ジ ニア)が エ キスパ ー トシ ス テムの 開発 にあ た り知 って お くべ きAIの 基 本 知 識 か

ら、 開 発 に必 要 な知 識 ・技 法 ・プ ログ ラ ミング手 法 まで を効 率的 に学 習 で きる よ う全6巻 で構 成 した テ キス ト}で す

●#90【B8916957】

【標 題 】 パ ソ コ ンに よ る英 日 ・日英 自動翻 訳 一翻 訳 ソ フ ト・ツー ル を ど う使 うか

【要 旨】 本 書で は{B:翻 訳 実務 や ライ テ ィ ングに、 パ ソコ ンを どの よ うに使 え ば よ いか、 また その た め には どの よ うな ツー

ル が あ り、 そ れ ら は どの よ うに使 えば効 果 が上 が るか を考 え方 とノ ウノ・ウの 両面 で 分 か りや す く}紹 介 して あ ります

●#911SBN4-7856-3512-6【B8914370】

【標 題 】 ソ フ トウェア講 座

【要 旨】 構 文解 析 の 技術 は与 え られ た言語 表 現 の 目 に見 え る構 造 を決 定 す る技術 で あ る

コ ンピ ュー タ サ イエ ンスの普 遍 的 な基 本 技 術 の一 つで あ り、適 用 範囲 も、 コ ンパ イ ラの作 成 ・混 合 入 力方 式 の 構造

エ デ ィタ の作 成 か ら 自然 言 語 イ ンタ フェ ース の作 成 ・自然 言語 理解 シス テ ムの作 成 に至 る分 野 に及 ん で い る

本 書 は{B:プ ログ ラ ミング言 語 お よび 自然 言語 の分 野 で基 本 的 と考 え られ る構 文 解析 ア ル ゴ リズ ム を収録 し、 その

原 理 を}解 説 し た

したが って、 シス テ ム プ ログ ラムや 自然 言語処 理 の勉 強 の入 門 部分 の 基礎 を学 ぶ こ とが で き る

●#921SBN4-900074-68-3【B8911334】

【標 題 】 オル タ ナテ ィ ヴ ・ヴィ ジョ ンー 新 た な価 値体 系 の思 潮

【要 旨】 あ らゆ る価 値観 の相対 比 に直面 して、 確信 を もっ て選択 す るこ とが ま す ます 困難 に な って ゆ く現 代、7人 の真 摯 な探

究 者 た ちの こ とばか ら、 何 か の示 唆 を得 る こ とがで き るに違 い ない

●#931SBN4-327-40095-5【B8912309】

【標 題 】 意味 の文 脈 一通 じ る世 界 の言 葉 と心

【要 旨】 意味 を考 え る分 野 が近 年 急速 に展望 を広 げ つ つ あ る

本 書 は{B:意 味 の 構 成 ・伝達 ・解 釈 ・喚起 ・創造 な どにか か わ る問題 を具 体 的 な事 例 に即 して言 葉 の心 の文 脈 とい

う視 点 か ら分析 し、 われ われ が言 葉 を用 い る際 の心 の働 きを}明 らか にす る

●#951SBN4-7665-1028-3【B8909302】

【標 題 】 知 的知 識 ペ ース ・シ ス テム入 門

【要 旨】 本 書 は{B:知 識 工 学入 門者 の ため に、 様 々 な方面 か らIKBSに ア プ ロー チ して お り、 エ キ スパ ー ト・システ ム の構

造 や機 能 の概 説、 その開発 過 程 、Prolog、 知識 表 現 の紹介 ・言 語理 解 に おけ る意 味論 ・自然言 語理 解 へ のア プ ロー チ な どを詳

し く、 平易 に}解 説 して い る

{C:情 報 処理 ・計 算 機 科学 の学 科 生 ・人 工知 能 関連 の 技術 者 に向 け る入 門 書}

●#961SBN4-274-07506-0【B8908753】

【標 題 】 人工 知 能

【要 旨】 本 書 は{B:コ ンピュ ー タの歴 史 と と もに発 展 して い く基 盤 と して、 あ るい は応 用 分野 で利 用 されつ つ あ る人 工知 能

につ いて、 基 本 的 な い くつ か の テー マ に焦 点 をあ て、 そ の概 要 を平 易 に}解 説 して います

●#971SBN4-947627-04-2【B8909289】

【標 題 】 パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ に よ る 日英 双 方 向機械 翻 訳 シス テ ム の制作

【要 旨】{6:日 英 ・英 日双方 向 機械 翻 訳 の理 論 とプ ログラ ム(BASIc/Lisp)}を 公 開

● ≠981SBN4-469-25033-3【B8908426】

【標 題 】 フ ラ ンス語 ・意 味 の 散策 一 日 ・仏 表現 の比較

【要 旨 】 この本 で は{B,純 粋 に文法 的 な こ とよ りはむ しろ、 意 味 と表 現 の問 題で 日本 語 を母 語 とす る学 習 者が うっか り間 違

えて しま うこ とあ ま り気 づか ず に い る こ と覚 えて お いた方 が いい こ とな ど を取 り上 げ て}考 えて み るこ とに しま した

●#991SBN4-563-01347-1【B8907386】

【標 題 】 情 報処 理 論

一 ・89一



付録B添 付資料(処 理結果)

【要 旨】 本 書 は{A:大 学 にお け る全 学共 通 の教 養 課程 学 生 向 き情 報処 理 教育 用 テキ ス ト}で あ る

{3:情 報 化 社会 にお け る コ ン ピュー タ利用 の実 際 を認識 し、 情 報処 理 につ いて基 本 的 な 見識}を 溜 養 す る こ どを 目

的 とす る

{5:コ ンビp-一 タ の原理 とその発 展 ・情 報 とは何 か、情 報 の 管理 の問 題 には じま り、様 々な分 野 に お け るコ ンピ ュー
タの利用 形 態、 さ らに情 報 シス テ ム基本 構 成 まで ユ ニ ー ク な構 成 で}解 説 す る

広 い視野 か らコ ン ピュー タ リテ ラシー を育 成 す る

●#1001SBN4-13-002061-7【B8906046】

【標 題 】 す ぐれ た授業 とはな にか 一授 業 の認知 科 学

【要 旨】 子 ど もは教室 で 生 きて い る、 もが いて い る、考 えて い る
一教 室 の 中で 火花 を散 ら して い る子 ど もた ち の思 考過 程 を四つ の傑 出 した{6:授 業 実 践}を 素 材 に、4人 の教 育 学

者 が徹 底解 析 し、{6:新 しいr授 業 の 認知 科学 』 の方 向}を さ ぐ る

● ≠1011SBN4-274-07446-3【B8906424】

【標 題】 機 械 翻訳 サ ミッ ト

【要 旨】{6:機 械翻 訳 関係 者 の1987年9月t(開 催 され た機械 翻 訳 研究 に関す る国際 シ ンポ ジ ウ ムの研 究発 表 を も とに、 討 論

の内 容、 そ の後 の最 新 の 成果}を 第 一 線 の研 究者 ・技 術者 が モ ノ グ ラ フ として ま とめ ま した

● ≠1031SBN4-327-39914-0【B8904502】

【標 題 】 英語 年 鑑

【要 旨】{6=こ のr英 語 年鑑 』 は わが国 の 英語学 ・英 米 文学 界 の、1987年4月 か ら1988年3月 に いた る1年 間 の活 動 の あ

と}を 記 録 す るため にr{〈:各 界 の 回顧 と展 望}』r{〈:英 学 日誌}』r{〈:全 国大 学 ・短 大 ・高 専 英 語教 官構 成}』r{<:研

究 団体 』r個 人 研究 業績 』r人 名 録 』 お よびr{<:研 究 業 績 項 目別 索 引}』 の七部 に分 けて編 集 した もので あ る

●#1071SBN4-274-07449-8【B8832433】

【標 題】TURBO

【要 旨】 本 書 で は{B:シ ス テ ム の イ ンス トール か ら、 プ ログ ラム の構 造 ・ス タ ン ドア ロー ン な プ ログ ラ ムの 作 成方 法 まで

TurboPrologの あ らゆ る面 を詳 し く}説 明 して い る

●#1081SBN4-13-011100-0【B8831820】

【標 題 】 認識 し行動 す る脳 一 脳 科学 と認知科 学

【要 旨】{C:脳 科 学 と認 知 科学 の真 の対 話}

{6:脳 科 学 ・認 知 科学 ・人工 知能 の最 前線 で 活躍 す る研 究 者 た ちが互 い に妥 協 を許 さ な い対 話 を経て 、 認識 と行 動 を

結 ぶ共通 の原 点}を 提示

広 く一般 読 者 に もわ か りや す い解説 と対 談 を付 す

●#1091SBN4-06-153904-3【BS829369】

【標 題 】 認 知 科学 の発 展

【要 旨】 認 知 科学 会 か らの初 めて の メ ッセー ジ

{C:創 設5年 目を迎 え た認知 科 学会 会 員 の手 に成 る論 文集}

学会 刊 行 物 として第 一 号 の重 責 を果 た す掲 載 の7編 は認知 科 学 会 の活 動 と成 果 を うか が い知 るの に最 適で あ り、 ま

た認 知科 学 会 の活動 内 容 を知 ろ う とす る諸 賢 に も必読

●#1101SBN4-274-07468-4【B8832176】

【標 題】 自然 言 語処 理 入門 一 こ とばが わか るコ ン ピュ ー タを め ざ して

【要 旨】{E:コ ン ピュー タは ど こまで 日常 の言 語 を}理 解 で き るか

自然 言語処 理 の研究 は コ ン ピュー タ関連 の み な らず 自然 言 語 そ の もの の研究 も重要 で あ る

ま た ここ に奥 深 い ものが あ り、 お もし ろ く魅 力 的 な と ころ が あ る

本 書 は{A:機 械 翻訳 シ ステ ムな ど一部 で 応用 され つ つ あ る研 究 成果 につ いて 、今 後 の道 し るべ とな る重要 テ ーvを

中心 にま とめ た もの}で あ る

●#1111SBN4-563-05554-9【B8831736】

【標 題 】 学 習 の理 論

【要 旨】 本 書 の ね らい は{A:現 代 の学 習 理論 を理 解 させ 、 その歴 史 的 文脈 とそ の背 景 とを提 供す る こ と}に あ る

下 巻 で は理 性 主義 に よ る認 知 一体制 化 の考 え方 に影響 され た{1:ゲ シ ュタル ト派 や トー ル マ ンの学 習 理論 や情報 処

理 理論 とそ の発展}に つ いて述 べ られ、 さ らに これ らの理 論 と関 連 す る神 経科 学 や教 育 の応 用 に も及 ん で い る

● ≠1121SBN449-513812-4【BS829595】

【標 題】 タ イ ム ・マ ー チ ャ ン トー 日米 欧 ・四 次 元 の覇 権 争 い

【要 旨】 い ま列 強 の 『{〈:タ イ ム ・マー チ ャ ン ト}』 の勝 負 が始 ま ろ うと して い る

{E:日 米 欧 の情報 ・通 信企 業 は何 を い か に手 中 に し よ う と}し て い るのか

●#1131SBN4-02-259465-9【B8827302】

【標 題 】 情 報 の文 化史

【要 旨】 洞 窟 画か ら ビデ オ まで 人 は情 報 を手 に して 歴 史 に参 加 して きた

{E:私 た ちは情 報 を いか にっ く り、}か か わ って き たか

●#1141SBN4-89362-047-9【B8828545】

【標 題 】 ザ ・プ ロジェ ク トー コ ン ピュ一 夕技 術 開発 の最 前線
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【要 旨】 スー パ ー プ ロダ ク ツは こ うして生 まれ た一 日立 ・ソ ニー、IBM、 富 士通 、NEC、 東芝 ・リコー

着 想 か ら完成 に い た るまで を徹底 取 材

{6:開 発 秘$・ 苦 労 ・喜 び なtlエ ン ジ ニア の生 の声}を レポー ト

● ψ」1151SBN4-250-88037-0【B8825402】

【標 題 】 偶 数 と奇 数 の 記号 論 一脳 と諸 記 号 シス テム の非 対称

【要 旨 】{C:右 脳 一左 脳 の機 能 と構 造 ・その非 対 称 の考 察 を中 心rc、 文 化 ・記 号 の二 値 シ ンボ ル シス テム ・人間 の 言語 行為 の

特 性 ・意 識 の深 層 の感 覚 思 考 な ど につ いて 、諸 科 学 領域 を 自由 に往来 しつ つ論 及 一 人間 科 学 の可 能 性 の扉 を大 胆 に開 く異色

作 品}

●#117【B8828247】

【標 題 】 レ トリ ックの知 一意 味 のア ル ケオ ロジー を求 めて

【要 旨】 隠 喩 や換 喩 や 提 喩 な どの文彩 は ま さに私 た ちの認識 を条件 づ けてい る(限 界 づ けて いる)と い って よい

い わば、 人間 に と って 可能 な認 識 に越 え られ ぬ境界 が あ り、 そ の向 うは踏 み込 も うに も踏 み込 め ない無 人境 の空(白)

に な って い る とい うこ とで あ る

ヴィ トゲ ンシ ュ タイ ンを もじっ て これ を言 い表 わせ ば、<{<:レ トリ ックの限界 が認 識 の限 界で あ る}》 、 とい え る

●#1181SBN4-89501-288-3【B8824775】

【標 題 】 パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タで学 ぶAIと エ キ スパ ー トシス テム

【要 旨】 本 書 は{B:人 工知 能 とエ キスパ ー トシス テ ム の考 え方 を普 通 の人 が わ か る用 語 で紹 介 し}説 明 して い ます

●#1191SBN4-13-013070-6【B8825861】

【標 題 】 機 械 の知

【要 旨】r{〈:機 械 の知}』 の実 現 とr{<:人 間 の知}』 の解 明 を 目指 す{6:人 工 知能 ・認知 科 学 の成 果 を吟 味 し二 つ の知

の特 質 とその 乖離 を埋 め る多様 な知 へ のア プ ローチ}を 論 じる

● ≠1201SBN4-06-148920-8【B8825338】

【標 題 】AI－ 人工 知能 の コ ンセ プ ト

【要 旨】 エ キスパ ー ト・シ ス テ ム ・機 械翻 訳 ・知 能 ロボ ッ ト

科 学 者 の遊 戯 的 空 間 か ら 〈知 〉 を増幅 させ て、 ビ ジネ ス の舞 台tceeら 出 たAI－

言 語 の く{〈:ゆ らぎ}〉 〈{〈:あ いま い さ}〉 を感 知 す る無 謬 装 置 はは た して可 能 なの か

{C:気 鋭 の著 者 が 現 代 思 想 の なか に錘 鉛 を下 ろ した意 欲 作}

●#1211SBN4-309-00512-8【B8825085】

【標 題 】 これ は 日本 語 か

【要 旨 】{C:あ のrラ ガナー 家 の ニ ッポ ン日記 』 のi著者 が大 学生 へ の ア ンケ ー トを もとに、 現代 日本 語 文法 と国語 教 育 の課 題

を愛 惜 こめて 提 起 す る感 動 的 な本 格 日本 語 論}

●#1221SBN4-255-88048-4【B8824034】

【標 題 】 知 識 情 報 の世 界 を拓 く一デ ー タベー ス か ら知恵 を くむ

【要 旨】 大 学 ・企 業等 で 日々生 み だ され る研究 成 果 を初 め とす る膨 大 な情 報 を的 確 ・迅 速 に処 理 す る こ とは独 創 的 な研 究 を

進 め る上で 必 要 不 可欠 な手 続 き とい え よ う

本書 で は{B=こ うし た見通 しに立 っ て、 様 々 な学 の分野 内 で ま た学 の分野 を横断 的 に結 びつ けて 構築 され て い る情

報 ネ ッ トワー クの 現在 が}論 じ られ て い る

{E:コ ン ピュ ー タ ・オ ンライ ンで 接続 され た 〈情 報 〉 は社会 を どこへ}導 くの か

知識 と知 恵 の創 造 的 な再編 成 の 行方 を示唆 す る一 書 で あ る

● ≠1231SBN4-526-0241p-4【B8822925】

【標 題 】PC9801機 械 翻 訳 プ ロ グラ ミング入 門

【要 旨】 ま っ た くの初 心 者 が 機械 翻 訳 の基 礎 を理 解 し、応用 で きる よ うに、{6:こ の本}を 執筆 した

こ こで 書 かれ て い る内 容 は{A:機 械 翻訳 の歴 史 ・現 状お よび 編者 が開 発 したCRI・Prologを 使 った 機械 翻 訳 シス

テ ム(日 本 語 →英 語)の 作 り方}で あ る

●#1241SBN4-7828-0044-4【B8823485】

【標 題 】 メ ン タル モ デル ー 言語 ・推論 ・意識 の認 知 科学

【要 旨】{6:著 者 は本 書で 認 知 科学 の研究 のや り方 の一 つ}を 示 して い る

{2:実 験 心理 学 ・論 理学 ・言 語学 ・人 工知 能、 そ して 哲学 か らの アイ デア と方 法 とをい かに統 合 す る}か を教 えて く

れ る

と りわ け、計 算 理 論 は心 の複雑 さ を理 解 す るの に必要 な決定 的 な方 法 とメ タ ファー の い くつか を提 供 す る

本 書 は{A:広 く科 学 に興 味 を抱 く読 者 を念頭 に書 かれ た もの}で あ る

●#1251SBN4-7649-0146-3【B8S22328】

【標 題 】 ダイ ナ ミック ・メ モ リー 認知 科 学 的 ア プ ロー チ

【要 旨】 人 間 の 知 的活 動 の 中心 に、学 習 ・記 憶 ・問 題解 決 とい う重 要 な テー マが あ る

人 間 は言 葉 ・文 字 ・動作 な どに よ って 得 られ た情 報 を脳 に蓄 積 し、 そ の記 憶 に基 づ いて、 与 え られ た問題 を推論 し、

決 定 す る こ とが で き る

コ ン ピュー タ に人 間 と同 じよ うな機能 を持 たせ るには これ らの メカ ニズ ム を解 明す る必 要 が あ る

本書 は{A:r人 間 は なぜ思 い出す の か』 つ ま り人 間 の記 憶 の メカニ ズ ムの認 知 科学 的 ア プ ロー チ を試 みtc、 斯界 の

第 一 線 の研 究 者 に よ るユ ニー クな成 書}で あ る

一91一



付録B添 付資料 処 理結果)

●#1261SBN4-7692-0195-8【B8822431】

【標 題 】LISPに よ る自然 言 語処 理

【要 旨】 本 書 は{B:AIの コ ンピ ュー タ言語 と もい うぺ きLISPを 用 い た 自然 言語 処理 を出来 るだ けや さ しく解 説 す るこ とを

}目 的 と して い る

した が って、LISPの 関 数 は 出来 るだ け基 本 的 な もの を少 数 用 い るよ うに し た

●#1271SBN4-320-02414-1【B8827028】

【標 題 】GNU

【要 旨】GNUEmacsは 先 進 的 で ドキュ メ ン ト機 能 を備 え、 カ ス タム化 機 能 と拡 張性 に富 ん だ実 時 間画 面 エ デ ィタで す

この マ ニ ュアル に は{B:Emacsの 使 用 方 法 お よび簡 単 な カ ス タム化 の 方法 が}記 載 され て います

対 象 読者 は プ ログ ラマで あ る必要 は あ りませ ん

本 ドキ ュ メ ン トは本 来 リ ファ レ ンスマ ニ ュア ルで す が入 門 書 と して も利 用 で き ます

Emacsの 紹介 として は印 刷 され たvニ ュア ル よ り も効 果的 で し ょ う

● ≠1281SBN4-320-02415-X【B8821453】

【標 題 】 情 報 科学 一 パ ソ コ ンと人 工知 能

【要 旨】 本 書 は{B:コ ンピュ ー タの先 端 的利 用 法 を紹介 し、情 報 化 社会 を主体 的 に生 きるた め の教養 とな る こ とを願 って}

編集 され て い る

●#1291SBN4-622-00872-6【B8821514】

【標 題 】 記 号 学 の 冒険

【要 旨】r{<:物 語 の構 造 分析 序 説}』(1966)以 来 ・バ ル トは フ ラ ンスの ナ ラ トロジー(物 語記 号論)の リー ダ ー と して この

先 端 領域 を切 り拓 いて きた

本 書 は{B:こ の 分野 にお け る主要 な論 考、r物 語 の構 造 分析 －r使 徒 行伝 』10-11章 につ いて 』(1969)r行 為 の 連

鎖 』(1971)『 エ ドガー ・ボー の一 短編 の分 析』(1973)を}収 め る

この三編 の邦 訳 に よって 、バ ル トの 《{<:物 語 学}》 関係 の エ ッセ ー は ほ とん ど訳 され た こ とに な る

彼 の新鮮 な分析 視角 はわ が 国 の く{<:物 語研 究}》 に も有 益 な 示唆 を与 え るで あ ろ う

●#1301SBN4-7665-0246-9【B8820481】

【標 題 】 人 工 知能BASIC

【要 旨】 本 書 の プ ログ ラム を利 用 すれ ば、 コン ピ ュー タ科 学 の ほ とん どの分 野 に関連 した手 技 の実 例 ・学 生 の研 究 課 題 と討

論 材料 を備 え た人 工 知能 の初 年 度 あ るいは 入 門教 程 を構 成で き る

●#1311SBN4-19-553743-6【B8821184】

【標 題 】 ニ セ学生 マ ニュア ルー いま、 面 白 いr知 』 の最 尖 端 講義300

【要 旨】 この本 は{A:ニ セ学 生 の ニセ学 生 に よ るニ セ学生 の ため の実 用 書}で あ る

ニセ学 生、 つ ま り学 籍が 無 いの にあつ か ま し くも大学 に赴 き、入 室 チ ェックが な いの を幸 い に講 義 を盗聴 しに ゆ く物

好 きた ちの こ とだ

この本 は ニセ学生 もし くは 二 七学 生 に な って み た い人 の た め にデ ー タ を提 供 し、 ま たそ の ほか の人 た ちを ニ セ学生

とい うさ さや か な冒険 ・快 楽 も し くは悪徳 に誘 うた め に仕 掛 け られ た

●#1341SBN4-00-010348-2【B8819361】

【標 題 】 岩 波講 座

【要 旨】人 工 知能 や知 識処 理 の ソ フ トウ ェア を作 成 す る うえで 必要 とな る{6:記 号処 理 の プ ログ ラ ム技法}を 系 統 的 に紹 介

す る

{5:例 題 は プ ロダ ク シ ョ ンシ ステ ム ・自然 言 語 の構 文解 析 ・定 理の 自動証 明 な どの実 際 の 人工 知能 シ ステ ム か ら と

り、 プ ログ ラム作 成 の 手順 を追 って 詳 し く}解 説 した

ま た、LISPやPROLOGは おの ず とマ ス ター で き る よ うに工 夫 した

●#1361SBN4-88063-425-5【B8815940】

【標 題 】AI(人 工知 能)な ん で も早 わか り

【要 旨】 人工 知能 とい うこ とばが 研 究所 の中 か ら巷 にで て き は じめて います

本 で は難 しい理 論 の 話 は ま った くして いま せん

その か わ りに、 ま った く新 し い概 念 で あ る{6:人 工知 能}を 身近 な ところ か らわ か りやす く解説 して い ます

● ≠1421SBN4-7724-0287・-X【B8817011】

【標 題 】 フ ロイ ト草 稿 の再 評価 一現 代 認知 理 論 と神経 心 理学 へ の序 文

【要 旨 】 神 経心 理学 総論 の体 系化 を試 み た フ ロイ トは1895年 く{〈:科 学 的 心理 学草 稿}〉 を フ リース に送 っ た

本 書 は{A:そ の 〈草 稿 〉 を脳 の機 能 の 研 究で 名 高 い プ リブ ラム(ス タ ンフォ ー ド大 学 教授)が ギル(イ リノイ大 学 教

授)と と もに整 理 し、現 代 の制 御理 論 ・シ ステ ム理 論 ・情報 理論 な ど、最 新 の知 見 に よ り検 証 し、 あ ら ためて フ ロイ ト理論 の

再評 価 を行 った もの}で あ る

●#144【B8813687】

【標題 】 意 味 と生 命 一暗 黙知 理 論 か ら生 命 の量 子論 へ

【要 旨】{C:知 と生 命 と想像 力 と時 空 の淵 源 を研 究 し、 ニ ーチ ェ没後 の西欧 形 而上 学 の凋 残 と呪 誼 とを叩 き切 る鈍 刀 の よ うな

著 述}

{1:25年 の超領 野 的 思繹 の 結 果、 や が て 蹟 朗 な方 向}が 示 され る

●#1451SBN4-13-013068-4【B8816226】
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【標 題 】 決 定 を支援 す る

【要 旨 】 決 定 はだれ で も して い る

しか しよい決 定 は むず か しい

人 間 の意 思決 定 を支 援 す る{6:コ ン ピュ ー タ システ ムの 新 しい方 向}を 示 す

● ≠1471SBN4-13-001018-2【B8814887】

【標 題 】 意 味 と情 報

【要 旨】 情 報 な る もの が単 に大 量 に氾濫 して い る だけで は人 々の間 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン も、社 会 的 な統 合 も促 進 され る と

は 限 ら ない

情 報 は適 切 な意味 を担 っ て適切 な場 で伝 え られ るので な けれ ば 役 に立 た な い

つ ま り情 報 に とって は 単 に形式 的 な量 だ けで な く、 そのr{〈=意 味}』 とr{<:文 脈}』 が重 要 で あ る

そ こで そ うい う観 点か ら、 情報 とい うもの を見 よ う とい うのが この一 連 の共 通 テ ーマで あ り、全 体 を ま とめ てr{ぐ

意 味 と情報}』 と名 づ けた次 第 で あ る

●#1491SBN4-314-00501-7【B8811157】

【標 題 】 構 造意 味 論 一方 法 の探 求

【要 旨】 現 在欧 米 諸 国で 単 に言 語 学 関係 者 ば か りで な く、 一般 知識 人 に とって 古典 的 著作 となっ て い るグ レマ スの 代表 作 で

長 ら く刊行 が待 たれ て いた待 望 の 日本 語 版

●#1521SBN4-274-07412-9【B8809673】

【標 題 】 統 計 デー タ ベ ース の設 計 と開発 一 デー タ モデ ル と知識 ベ ー スの応 用

【要 旨】 統 計 デー タ ベー ス は近 年各 方 面で 急 速 に関 心が 深 ま って い ます

本 書 は{A:統 計 デ ー タ ベー スの理 論 と応 用 につ いて詳解 す る もので 国土庁 にお いて実 際 に適 用 さhた もの を中 心 に

ま とめ られ た もの}で す

● ≠1531SBN4-87148-121-2【B8806586】

【標 題 】A卜 情報 処理 か ら知能 処 理 へ

【要 旨】 ソ フ トウェア の開発 ・維持 量 の増 大 ・デ ー タ量の増 大 ・問題 の複 雑 さの増 大 ・応答 の緊急 性 の増 大 ・シス テ ムの 完全

性 や安 全 性 への要 求 の増大 な ど、 情報 化 社会 の抱 え る問 題 は山積 み して い る

いまや これ らの 問題 を解 決 す るに は伝統 的 情報 処理 技 術で は困難 にな って きて い る

AIは 爆発 的増 大 を抑制 す る ソフFウ ェア技 術 で あ る

AIは 第5世 代 コ ン ピュー タ ・人工 知 能 の概 念 を包含 しつ つ、知 能 処理 技 術 へ と展 開 しは じめ た

本 書 は{A:人 工知 能=第5世 代 コ ンピュ ー タの最先 端研 究 者QSそ の専 門 分野 別 に執 筆 した、 い ま最 高 の解 説 書}で

あ る

●#1541SBN4-87148-121-2【B8807774】

【標 題 】AI－ 情 報処 理 か ら知 能 処理 へ

【要 旨 】 ソ フ トウェ ア の開 発 ・維持 量 の増 大 ・デ ータ量 の増 大 ・問 題 の複雑 さの増 大 ・応答 の緊急 性 の増 大 ・シス テ ムの完 全

性 や 安全 性へ の要 求 の増 大 な ど、 情報 化 社会 の 抱 え る問題 は 山積 み して いる

い まや これ らの問 題 を解 決 す る には伝 統 的情 報処 理 技術 で は困難 に な って き て い る

AIは 爆 発 的増 大 を抑 制 す るソ フ トウェア技 術で あ る

AIは 第5世 代 コン ピュ ー タ ・人 工 知能 の 概念 を包含 しつつ 、知 能処 理 技 術 へ と展 開 しは じめ た

本 書 は{A:人 工知 能=第5世 代 コ ンピュー タの最 先 端研 究 者 が その専 門分 野 別 に執 筆 した、 いま最 高 の 解 説書}で

あ る

● ≠1551SBN4-87168-085-1【B8808355】

【標題 】 ヒュ ーマ ン ・エ ラー一過 誤 は巨大 化 す る

【要 旨 】 技術 ・シス テム の進展 は事 故 を多 発 ・巨大 化す る

r{〈:人 災}』 を ど う防 ぐべ きか

● 幸1561SBN4-7665-0110-1【B8806459】

【標題 】Prologで 学 ぶAI手 法 一推 論 シ ス テム と 自然 言語 処 理

【要 旨 】 人工 知能(AI)の ブ ー ム は去 り、 反 省期 に来 て い る とAI先 進 国で あ るア メ リカで は いわ れ て い る

日本 で も同様 で あ り、AIに 対 す る過 剰期 待 が 冷静 な選 択 す る目 に変 わ って きて い る

本 書で は{B:そ ういっ たr冷 静 な選 択 す る目』 を養 うため に、AI手 法 の有 効 性 と限 界 につ いて、実 際 の イ ンプ リメ

ン トを通 して}考 察す る

●#1571SBN4-88552-070-3【B8807582】

【標 題 】 自然 言語 処 理 の基 礎技 術

【要 旨】 本 書 は{A:自 然言 語処 理 を これ か ら学 ぼ うとす る人 の た め の入門 書}で あ る

{6:従 って、 構 文解 析 の解析 アル ゴ リズム}に つ い て は比 較 的 くわ し く述 べ るが、 計 算言 語学 理論 の詳 細 に立 ち入

る ことは しない

{6:計 算言 語 学 理論 につ いて は基 本 的 ア イデ ィア}を 示 す た め の{6:最 小 限 の 範囲 で要 点 の み}を 説 明 す る

●#1581SBN4-326-15206-0【B8806052】

【標 題 】 文 化 の言 語学

【要 旨】{6:こ とばの本 質(構 造 と機 能)}を 明 らに し、{6:r言 語 』 とr文 化 』 の相 関関 係}を 探 る

意 味 論 と言 語 人類 学 か らの ア プ ロー チ
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付録B添 付資料 処 理結果)

●#1591SBN4-13-013067.6【B8806576】

【標 題 】 上ヒ喩 と理 解

【要 旨】 生 き た実 例 を豊 富 に駆使 して、{6:比 喩 を通 した認知 の メカ ニズ ム}を 詳細 に分析

{C:本 格 的比 喩 研究 の書}

●#1601SBN4-87148-301-O【B8805565】

【標 題】 コ ンピ ュー タ言語 進i化論 一 思 考増 幅装 置 を求 め る知 的 冒険 の旅

【要 旨】 有 史 以 前 の人 類 の思 考形 態 か ら最先 端 の コ ンピュ ー タまで 人類 はさ ま ざま な知 的 冒険 を経 て きた

そ う した冒 険の 底 に は 自然 言 語 とそれ を補 佐 す る形式 言 語(論 理学 ・数学)を 駆使 す れ ば新 しい知識 を創 造す る こ と

が で きるは ず だ、 とい う考 え方 が あ る

この、 人 類 に とって きわ めて重 要 な意 味 を もつ`'{<:発 想}"を テ ーマ にす えた本 書 は コ ン ピュー タの専 門 家 か ら知

的 好 奇心 にあ ふれ る読者 まです ぺ て の人 を魅了 せ ず に お か ない

●#1611SBN4-274-07398-X【B8806500】

【標 題 】 知識 工学 講 座

【要 旨】 本書 は{B:自 然言 語 理解 の研 究 の入 門書 で あ る と ともに、今 後、 よ り高 度 な 自然 言語 理解 シ ステ ムの構 築 を 目指 す

技術 者 ・研 究 者 に対 す る専 門 書 として最 新 の知 識 が得 られ る よ うに}記 述 した

● ≠」1631SBN4-OO-007731-7【B8805051】

【標 題 】 人 工 知能 は ど こまで進 む か

【要 旨】 チ ェ スで はす で に人 間 を追 い越 しつ つ あ るコ ン ピュー タ は ど こまで人 間 を超 えて い くのか、 あ るい は超 え られ な い

の か、 自動 翻 訳 ・電話 番号 案 内 ・作 曲 ・文学 な ど楽 しい例 をあ げな が ら、{2:人 間 の 脳 とコ ンピュ ー タの違 いや コ ン ピュー タ

に と って 何 が むず か しい こ と}な の か を解 説す る

●#1641SBN4-526-02309-4【B8803137】

【標 題 】 パ ソ コ ンAI入 門

【要 旨】AIと りわ け エ キスパ ー トシ ス テ ムは さ ま ざま な分野 にお け る意 思 決定 を支 援す るた め の応用 シ ステ ムで あ る

と くに ビ ジネ ス の領 域 に お け る応 用 つ ま り、 経 営意 思 決定 を支 援す るた めの 有用 な ツール と して 期待 され て い る

本 書 は{B:エ キ スパ ー トシ ステ ムの専 門 家 で は な く、企 業 の マ ネ ジャー が みず か らの意 思 決定 の ため に、 あ るい は

企 業 のDSS開 発 のた め にエ キス パ ー トシス テ ム を検討 し よ う とす るとき の手 引 とな る こ とを 目的 に}書 かれ て い る

●#1671SBN4-560-05688-9【B8804039】

【標題 】 応 用 言 語学

【要旨曝 灘 ㌫5蒜 講 婚C言 霊 繭
翻訳鰍 、動翻訳。問題・探究・{,酷 ・獅 ・教育

方 法 に も言語 学 の応用}を 説 く

●#1701SBN4-13-OOIO17-4【B8801289】

【標 題 】 言 語 とコ ミュニケ ー シ ョ ン

【要 旨】 本 書 は昭 和61年 夏学 期 に、東 京 大学 経 済学部 で 行 われ たr{〈:総 合 科 目(一 般教 育)}』 の12人 の講 師 に よる12回

の講 義 の講 義 録 を,各 講 師 が手 を入 れて纏 め た論 文12編 か ら な る

●#1711SBN4-326-19879-6【B8800818】

【標 題 】 記 号 理論 の基礎

【要 旨】{C:1930年 代 ・統 一科 学 運 動 の熱 気 の 中で 構想 され た記 号学 の名著}

方 法 ・目的 ・基本 理 論 な ど、 簡 潔 に述 べ られて い る

●#1721SBN4-13-013066-S【B8801615】

【標 題 】 なぜ人 は書 くの か 茂 呂雄 二 著

汐 見 稔幸 補 稿 東 京大 学 出 版会'88.1.25206p19cm(B6)¥1,800(認 知 科学 選 書16)

【要 旨】 言 葉 を文 字 にす る とい うこ とは何 とr{〈:大 き な一歩}』 で あ る ことか

{5:書 く とい う こ と書 き始 め る とい う こ との もつ意 味 を生 成 的記 号論 の立 場 か ら}徹 底 解 明

●#1741SBN4-480-84183-O【B8730745】

【標 題 】 カオス の読 み か た一"無 秩序"と"秩 序"

【要 旨】 秩 序 の 内部 に無 序 秩 の乱 数 系 を つつ み こむ く{〈:秩 序=無 秩 序}〉 の 系 が創 造 を生 む

{c,認 知 科学 か ら数 学 ・経 済学 ・人 類 学 か ら風俗 現象 まで 時代 の"ゆ らぎ'7を よみ と くパ ラダ イム'マ ・ブ}

●#175【B8729335】

【標 題〕 社会 的 脳 一心 の ネ ッ トワ ー クの発 見

【要旨】㌶;竪 禦 ㌶ 罐 ㌫ 璽驚 ↓㌣ 濡 ㌶
や行動。謎・解・鍵・脳・継 れ・し・み・・

ものの なか に あ る

{C:豊 富 な実験 デ ー タを駆 使 して、平 易 に描 く認 知 科学 の最前 線}

●#1791SBN4-560-01865-0【BS7299S6】

【標 題 】 メ ンタ ル ・ス ペー スー 自然言 語 理 解 の認 知 イ ンター フェイ ス

【要 旨】 ジル ・フォ コニエ の メ ンタル ・ス ペー ス理論 は意味 論 と語用 論 を統 合 す る{6:ダ イナ ミッ クな言語 理 解理論 の構 築}

を 目指 して い る
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言 語 は単 に外 部 に存 在 す る世界 やモ デ ル を正 し く、 あ るい は誤 ってr{<:表 現}』 す るだ けで は な く、 メ ンタル ・ス

ペー ス と呼 ばれ るそ れ 自身 の 世界 を作 る 、
メ ン タル ・ス ペ ース とは文 法 的 知識 と言 語外 的一 般 知識 の相 互作 用 が行 われ る認 知 イ ンター フェイ スで あ る

ところが 自然 言語 の文 の意 味 は 多 くの場 合 ・メ ンタル ・ス ペー ス の構 成 を一 意 的 に決 定 す るほ ど十 分 に は規定 さ九

て い な い

その ため、 解 釈 の 一 般原 則 に よ り、 比 較 的単 純 な意 味 か ら、 多様 で 複 雑 な解 釈 が生 み出 され る'

本書 の理論 は{B:こ う した解 釈 の生 成 過 程 に焦 点 を当 て る ことで統語 ・意 味 の構 造 的複 雑 さの 仮 定 が誤 りで あ る こ

とを明 らか に し、 意 味 研 究 の新 しい方 向 を}示 す

●#180【B8730188】

【標 題 】 ク リス テ ヴァー テ ク ス ト理 論 と精 神 分 析

【要 旨】 記 号 分析 か ら精神 分 析 へ と冒険 的 に辿 る ク リス テ ヴァ

人間 の深奥 に あ る恐 怖 の 力 か ら人 間 の精 神 と文 化 の根 源 をあ ば き出す ク リス テ ヴァ

本 書 は{B=ク リス テ ヴァの全 体 像 を}活 写 す る

●#1811SBN4-469-21144-3【B8727904】

【標 題 】 海 外 言語 学 情報

【要 旨 】 本 号 は{A:1985-86の2年 間 を中心 とす る、 統 語論 ・意 味 論 ・語 用論 ・談話 分析 ・言 語習 得 ・社会 言語 学 ・神経 言

語 学 な どの分 野 の、 原則 として 海外 にお ける研 究 動向 の調 査 報 告}で あ る

●#1821SBN4-89362-031-2【B8727002】

【標 題 】 エ キスパ ー トシス テ ムの実 際 と展 望 －AIの 実用 化 に向 けて

【要 旨】 本 書 は{B:約20種 類 の いろ い ろな分 野 のエ キス パ ー トシス テム の研 究 ・開発 成 果 を}紹 介 して い る

{6:エ キスパ ー トシス テ ム の シェル ・医療 診 断 シ ス テム に お け る論拠 付 け と推論 ・マ ン ーマ シ ン ・イ ン ター フェー
ス ・知 識 の表現 ・知識 の獲 得 な ど様 々 な応 用事 例}に 関 して述 べ て い る

い ろい ろ な分野 で エ キスパ ー トシ ス テム が開発 され 、実 用 化 され て きて い るが 本書 で は実 務 に携 わ る{6:人 々 に よ

るエ キ スパ ー トシス テ ムの 現状 と展 望}を 概 観 して い る

●#1831SBN4-13-013065-X【B8726704】

【標題 】 か らだ一 認識 の 原 点

【要 旨】 既成 心理 学 にお いて 忘れ 去 られ て い たr{<:か らだ}』 を発 見 し,認 識 と身体 をむす ぶ{6:新 しい認 知科 学 のパ ラ ダ

イ ム}を 示 す

●#1841SBN4-87571-650-8【B8726780】

【標 題 】 犬 とイギ リス人 一一 つの 国民 性 論

【要 旨】{C:イ ギ リス人が と くに犬 に示す 特別 な態 度 の中 に、 イギ リス人の意 識構 造 の一端 を探 ろ う とす る、異 色 の国 民性論}

英語 のdogと い う語 の内 包 的 ・含 蓄 的意 味 を追 求す るエ ンプ ソンの論 文r{<1英 語 の犬}』 、イ ギ リス人 の動 物 ・食

物 ・言語 につ いて の禁忌 を別 扶 す るエ ドマ ン ド・リーチの 人類 学論 文 な どを挺子 に、動 物 と人 間 の関 係 の仕 方 が人 間 の存 在様

式 の深 層構 造 を照 射 して い るさ まを浮 き彫 りに し、 あわ せ て、最 先 進近 代 国家 イ ギ リス をr{〈:野 性 の思 考}』 の 論 理で 考察

の対 象 とす る

●#188【B8722487】

【標 題 】 コア とプ ロ トタイ プー 基本 動 詞 の意 味 論

【要 旨】takeやgetな どの 基 本動 詞 の意 味 は多岐 に亘 り、 相互 の 関 連性 が裁 然 と据 え に くい

{3:本 書 で は これ を コァ とプ ロ トタ イ プの概 念 を組 み 合 わ せ}整 理 す る理 論 を提 案 し、検証 を経 て か な り成 功 して
い る

意欲 あ ふれ る研 究書 で あ る

●#1901SBN4-326-15200-1【B8725095】

【標 題 】 言 語哲 学 大全

【要 旨】 フ レー ゲ と ラ ッセ ル に始 ま る{6:現 代 の言 語哲 学 、 その エ ッセ ンス}を 分 りやす く集約 す る

●#1911SBN4-384-04697-9【B8723193】

【標 題 】 モ ンタ ギュ ー意 味論 入 門

【要 旨】 本 書 は{A:モ デ ル理 論 に基 づ く真 理 条件 的 意味論 の基 本 的 な考 え方 ・特 に、1960年 代 お よび1970年 代 初 期 に発 表

され た一 連 の論 文 で リチ ャー ド ・モ ンタ ギ ューが 展 開 した この意 味論 の一 つ の体 系 の紹 介 を意 図 した もの}で あ る

●#1931SBN4-87198」007-3【B8724108】

【標 題】 コ ン ピュー タ頻 出用 語 徹底 解 説

【要 旨】 現在 ・機械 翻訳 シ ス テ ムが急 速 に普及 し よ う として い ます

しか し、 だ か ら とい って、 翻訳 者が 不要 に な るか とい う とそ うで もな さ そ うで す

と言 うのは現 在 の翻 訳 シス テム は ほ とん ど大型 コ ンピュ ー タで のみ 動 くた め、一 般 には普 及 して い な い こ と と翻訳

シス テ ムが不 完全 な ため、 プ レエ デ ィッ トとボ ス トエ デ ィッ トの作 業 が か な り必 要 なた めで す

これ か ら も優 秀 な翻 訳 者 が 必要 とされ、 従 って 本書 も利用 され て行 くこ と と思 い ます

●#1951SBN4-S7188-022-2【B8722065】

【標 題 】 情 報 と シス テム

【要 旨】 本 書 は{A:r情 報 とシス テ ム』 の 第1分 冊}で あ る

情報 の本 来 性 を問 いつ つ 、{6:こ れ}を 主 に経済 ネ ッFワ ー クの動 向 の裡 に さ ぐろ う とした
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付録B添 付資料(処 理結果)

今 日 ほ ど、 企 業が情 報 シス テ ム に対 す る深 い理解 とその実用 化 を迫 られ て い る時 は な い

本 書 に収 め られ た13人 の 大胆 な論 考が 混 迷 の状 況 に なん らか の指針 を もた らす こ とを期 待 した い

● ≠1961SBN4-946432-05-1【B8723805】

【標題 】 ザ ・トレ ン ド

【要 旨】 あ ら ゆ る分 野 と領域 に わ た る加速 度 的 な情 報 の増 大 が世 界 に洪水 を もた らして い る

そ の カオ ス化 ・ノ イズ 化 した社 会 の地 形変 化 が よ り新 しい海 図 の要 請 を生 み出 した

この本 が め ざしたr{く:知}』 は世界 を横 断 す るた め にあ る

不 断 に他 の 領域 に越 境 ・干 渉 ・複 合 し、 そ して知 は 一蘇 生 す る

●#1971SBN4-274-07377-7【B8722658】

【標 題 】Lispプ ログ ラ ミング

【要 旨】AI用 言 語 と して も注 目され て い る言語 －Lisp－ を習得 す るに は実 用面 か ら基礎 知識 を整 理 し、種 々の プ ログラ ミン

グ例 を知 る こ とです

本 書 は{B:基 礎編 と応 用 編 に分 け て}詳 解 して います

●#1981SBN4-13-013064-1【B8722410】

【標 題 】rわ ざ』 か ら知 る

【要 旨】r{<1わ ざ}』 を きわ め るこ とはr{<1世 界}』 を知 り、拓 くこ と

{6:一 伝 統 芸 道の伝 承 にお け る認 知 過程}を 解 明

●#1991SBN4-88503-057-9【B8720314】

【標 題 】 この子 らは光 栄 を異 にす

【要 旨】 新 入保 母 ・足 立愛 子 さん との衝 撃 的 な出会 いが 私 の福 祉観 を根 底 か ら くつ がえ した

● ≠2001SBN4-930916-29-1【B8720703】

【標 題 】C&Cの マ ンマ シ ンイ ンタ フ ェー スー 人 間(Man)と 情 報 シ ステ ム(Ma(ihine)と の調 和 を め ざして

【要 旨】 オ フ ィス ・学校 ・家 庭 で 日常 的 にマ シ ン と接 して い る{6:す べ て の人 び との た め に、 人 間 工学 に もとつ く使 い やす

いマ シンの あ り方}を 解説

一96一



付録C添 付資料(解 析結果)

番号 人 間 が 抽 出 した キ ー ワ ー ド 用語 抽 出 システ ムが抽 出 した SYSTEMが 抽 出 した

用語 キ ー ワ ー ド

‡1 言 言五
目 口口 言語
宗教 宗教
倫理 倫理

ウ ィ トゲ ン シ ュ タ イ ン :ウ:':イ::,'藪:■':学:.シ.:注::タ,:イi,:ン iウ:・:イ::・:6:・が::ン:シ ・連:夕::イ:・ 彰

思索 思索
著者 著者
境地 境地
到達点 到達点
論文集 論文集

‡2 物理学 物理学
シ ス テ ム理 論 シ ス テ ム理 論

人工知能 人工知能
ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト

分子計算機 分子計算機
心 氾・ 心

≠3 機械翻訳 機械翻訳 機械翻訳
技術 技術

機 械翻 訳 システ ム 機 械 観i訳::シiスiチ:退 機 械 翻 訳:シiス:涜ム

本書
観点 観点

≠7 辞典 辞,典
物語論 物語論 物語論

固有 固有
用語 用語
元来 元来

物語論 物語論的記述 物語論的記述
必須 必須

本来的 本来的
意味論 意:味論 意i味論

領域 領域

≠8 意味解析 意:1集解,椋 惹i味解i祈
文脈解析

:文脈解析
文脈解糖

応 用 シ ス テ ム 応 用 シ ス テ ム

概観 概観

≠10 現代 現代
経済 経済 経 済i

ソ連東 欧 ソ連東 欧
社会主義諸国 社会主義諸国
雪崩現象 雪崩現象
情報化 情報化
ボ ー ダ ー レ ス 化 ボー ダ ー レス化

経済 鏡麟 済
生態系
現代経済

希少性 希少性
観点 観点
統合的 統合的

一97一



経済原論

把握
地球環境時代

把握
地球環境時代
経湊線:論

11

行動
心
行動

ツン

作

レ

ッ
説
ル
理

ト
析

ホ
推

イ
分

ム
識

著

一
想

ロ
神

ル
意
動

学動
学
行
科
物
知
重
作

本

回
想
フ
精

へ
悪
行
心
動
認
貴
労

ロー レンツ

思想
フ ロイ ト

精神 分析
ヘル ム ホル ッ

無意 識推理説

)巳・

動物 行:動学
認知 科 学

貴重
労 作

12

自然言語

自然言語理解

理
理
論

語
処
型

言
機
き

.解理
生

者

語
級
生
術

書
言
上
院
技

書
然
算
続
語
門
無
印
学
手

本
自
計
手
英
人
自
学
大
若

'自然言語

計算機処理
手続 き型論理
英語
入門書

言語学
心理学
研究者
好個

‡16 本書
プ ロ グ ラ ミン グ プ ロ グ ラ ミング

理論 理論

論理学 論理学
応用 応用
一 例 一 例

構 成 的 プ ロ グ ラ ミング 構:成 的i…プ.荒7:ク ミ:ξ乏:::ミiiをiタニ

入門書 入門書

‡17 エ イ リ ア ン エ イ リ ア ン ∨

ブ レ ー ドラ ン ナ ー ブ レ ー ドラ ンナ ー

映 像 イ メー ジ 映 像 イ メー ジ

記号論 記号論
シ ス テ ム論 シ ス テ ム 論

認知科学 認知科学

建築論
科学建 築論

テ クノ ロ ジー

科学建
築論
テ クノ ロ ジー

未来 未来
ポ ス ト ・モ ダ ン ポ ス ト ・モ ダ ン

建築
地平
建築

地平
建i築

イ メ ー ジ イ メ ー ジ

無意識 無意識 i無意識

身体性 身体性 身体性
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回路 回路
渾身 渾身
エ ッ セ イ 集 エ ッセ イ集

‡18 心 心
自然

記号計算装置
計算機科学

記難 讃 装置計
算機科学

メ

計算…機科学
心理学 心理学 心理学
言語学 言語学 言:語学

哲学 哲i学 哲 学:

819 ア フ リ カ

ボ デ ィ族

色彩認識 琶:彩認識
調査

交わ り
生活 生活
知識 知識

想像
文化 刻 ・ヒ
認識 認:識

≠21 知 知 知
統合的理解 統合的理解

認知科学 認知科学 認i難科学
招待 招待

‡22 現象学 i現象学

分析哲学 分i祈哲学
哲学的世界 哲学的世界
交流

≠23 倫理的 倫理的
社会的存在
倫理的規範
無縁

読 み 読 謬・

プ ロ トコ ル :ブ: .1亘:・:ト::ロ::ル

エ ー コ

バ ル ト

記号論
デ リダ デ リダ

テ ク ス ト論

解釈 解i釈
批評 批評
理論 理論

明快
語 り口
本書

理論 理論的 理論的
価値論的観点 価値論的観点
デ ィ コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン デ ィ コ ン ス トラ ク シ ョ ン

≠24 本書
人工知能 パ江 知能 大玉知:能

初心者向け 初心者向け
解説書 解説書
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文章
初心者

オ26 言語学 言語学
言語心理学 言語心理学
社会科学 社会科学
人類学 人類学
比較行動学 比較行動学
認知科学 認知科学
言 三五
口 回ロ

諸機能

言 ま五
百 ロロ

諸機能
研究
人間 人間

発達
:発:達 発達
語用論的 語用論的

言語的諸能力 言 ・謹 白諸 能 ・力・ 言・語的:諸能力

‡27 現代思想 現代思想 鏡:衰態:想
ハ ン ドブ ッ ク ハ ン ド ブ ッ ク

哲学 哲学
言語学 言語学
チ ョム ス キ ー 以 後 チ ョム ス キー以 後

言語学者 言語学者
デ リダ デ リダ

デ ヴ ィ ッ ドソ ン デ ヴ ィ ッ ドソ ン

ダ メ ッ ト ダ メ ッ ト

バ トナ ム バ トナ ム

哲学者 哲学者
ポ パ ー ポ パ ー

ク ー ン ク ー ン

科学哲学者 科学哲学者
相互関係 相互関係
見事 見事

現代哲学 現代哲学 現i代哲:学

鳥職図 鳥敵図

‡28 レ ヴ ィ ・ ス ト ロ ー ス :レ.ヴ:冷 ∴:・..ス::・'ド:ロ.:一.ス, i肪::竪':イ::.・ 嶽:::ト:ロ.三:ス:

構造主義理論 構i窪窪i義 理:論 構造i韮義理論
現代的 現代的
平明 平明
柳田国男 柳田国男
デ ュ ル ケ ー ム デ ュ ル ケ ー ム

意外性 意外性
ト リ ア ー デ ト リ ア ー デ

意味 意 ・味 意味
世界 世界
知的冒険 知的冒険

≠29

書 きことば
人 類 最 古書
・iき・iこ・i勘ま

人 類 最 古轡

iき,迂'.iど・ぼ

21世 紀末 21世 紀 末

コ トバ §…熱
日本語

ヒ ト

サ イ エ ン ス ・ノ ン フ ィ ク シ ョ サ イ エ ン ス ・ノ ン フ ィ ク シ ョ

ン ン

人類
一 瞬
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社会生活
我 々

‡30 東 南 ア ジア 巣 南i扉i'ジ'宮

尊厳
独創的
方法論
実証的
ブ イ ー ル ド

画期的講座

‡32 蒙昧
ク七 言五
エ 口口

理性
研究集団

科学哲学 科i学哲学 コ
現代哲学 現代哲崇

‡33 ヨ ー ロ ッ パ

言語思想史
文字通り狂

言 ▲三五 る ・紐
ロ ロロ に⇒'ロロ

完全無欠
言 言五
目 口口 理想言語

創造
人 々

言 ≧五
1=ゴ回田 普遍言語

デ カ ル ト

ラ イ プ ニ ツ

チ ョ ム ス キ

奇天烈
言 言五
目 ロロ

クセ 相 差ト:≧笠工
'』、=了 口口

シ ラ ノ ・ ド

ブ ル ワ ー ・

ジ ョ ー ジ ・

霊媒
異界
エ レ ー ヌ ・

ス タ ー リ ン

言 三五
1=コロロ マ ル ク ス主

ニ コ ラ イ ・

本書
人工言語 天王言語

迷宮
夢想者 夢想者

系譜
神話
夢
狂気

‡34 国際化
国際通信 国際通信

地球上
機械
情 報 ネ ッ ト
本書

国際通信技術 国際通信技
ネ ッ ト ワ ー

一1

ヨー ロ 紺 ぐ言 語 思想 翼

ド ・ ベ ル ジ ュ ラ ッ ク

リ ッ ト ン

ジ ョ ー ジ ・ オ ー ウ ェ ル

ス ミ ス

マル クス主義言i語理論
マ ー ル
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我 々

i東南.苦ジ涜世界
尊厳
独創 的
方法論
実証 的
フ ィー ル ドワー ク

画期 的講座

科 学i酋i禁コロキ ゥム
現代 哲i学

i言語i

語言

者

主
宮
想
譜
話

気

天
迷
夢
系
神
夢
狂

国際i通:信

i国際 通:信技 術
ネ ッ トワ ー ク



伝送路 伝送路
基盤技術 基盤技術
デ ー タ通 信 デー タ通信

画像通信 画像通信
サ ー ビ ス技 術 サ ー ビ ス技 術

機械翻訳 機械翻訳
技術 技術

各分野 各分野
第一 人者 第一 人者

‡35

C言 語

AI

本書
も…言語
A ・1・ 懸 語

人工 知能
プ ログ ラ ミング技 法

天
プ
玉 知…能,
・口 強 鎧 ミ::ン:勢技 法

、天i玉 知 能
:プi琶、グ:'ラ:'ミ・・シ グ技 法

入門書 入門書
ス テ ップ バ イ ス チ ッ プ

フ ァ ジ ィ論 理 フ ァ ジ ィ論 理

自然言語処理 自然言語処理
エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム エ キ ス パ ー トシ ス テ ム

技法

‡36 マ ッ ドサ イ エ ン テ ィ ス ト
'叉
..ヅ:::ド・サ:渚 エ ン:テ:矛:ス 添:

気狂い科学者 気狂い科学者

人工知能
:人i主知…能 ・衷i韮…知 能

研究者 研:究者 研i究者

本書 本書
ラ イ フ ス タ イ ル ラ イ フ ス タ イ ル

創造 創造
秘密 秘密
人物論 人物論

明解 明解

オ40 個性
教師
多様性

教育技術
法則化運動

教:育技i術
濃 負瀧 運動

教育技:術
法 則、鵜:運動

徹底的

‡41 コ ン ピ ュ ー タ

音楽
美術
社会

感性 感:娃 感性
論理的

理性
能力理性

理i性

反対概念
感情
異質

思考 思考

デ ジタ ル 型
合理 的交'ジ夕波 型

直観的
ア ナ ロ グ型 ア涜 ロ・グ型

オ42 知 的CAI 知 ・的 ・CilAI
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ITS

人工知能 人工知i能
教 育 シ ス テ ム 教 ・育 シ'裟.■:ム 教i誉.を 哀・・苛;ム

初期 初期
シ ス テ ム 構 築

理論
全3部 全20章
好著
翻訳版

≠43 ニ ュ ー ロ コ ン ピ ュ ー タ ・・=・法 治 ・ロ:コ::学 波 軸 〔r汐 ・開 発

脳 脳
生理学的研究 生理学的研究
ニ ュ ー ロ ハ ー ド ウ ェ ア ニ ュ ー ロ ハ ー ド ウ ェ ア

光 ニ ュ ー ロ ン ス テ ム 光 ニ ュ ー ロ ン ス テ ム

記憶 記憶
認知 認知
ニ ュ ー ロ ニ ュ ー ロ

問題解決 問題解決
仕組み 仕組み
日本学際会議
シ ンポ ジ ウ ム記 録

≠47 思考 思i考
メ タ モ ル フ ォ ー ゼ ・速 ・・ダ 氾 ・ル'フ ・'泳・一 ・ゼ

現代 現i代
意識 意:識

冒 険.
パ ラ ド ッ ク ス

跳躍寸前
ス タ ン ス

円環
螺旋
遊動言語
不可能な回路 不可能な回路

≠48 本書
読 読者

フ ァ ジ ィ集 合 論 フ ア'ジ ・イ集 合i論 フ:詰涜 享集合論

リ ス ク解 析 ・り ・ス・ク解 析 iり;、衰i:タi・解 析

リ ス ク評 価
使
・り:
用 例
ス・;クi評価 票累累舗

自然言語表現 自無言i詫薮 現
'自然 言i語表現

試験的 試験的
自動 リス ク解析 自 動iり:ii棄ク・:解析 シ ス テ

:自動iiリミ:哀iiタ:解il弄シ ステ ム

概略 概略

≠51 身体
思考

身体
思i考 雛
相互関連 相互関連

認知科学 認:知 科:学 認知科学
パ ー ス ペ ク テ ィ ブ パ ー ス ペ ク テ ィブ

意欲作 意欲作

オ52 言語表現 言;譜表:現 嘗i語表現
パ ラダ イ ム パ ラ ダ イ ム

フ ォ コ ニ ェ

カ リフ ォ ル ニ ア大 学
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教授
メ ン タ ル ・ ス ペ ー ス

概念
論文集
学際領域
研究者

認知科学 認i知科i学
ア プ ロ ー チ

‡55 C言 語

機械 翻訳 システム
c活 語機 械翻 訳i蘂ズ涜

・i云、
…c殼吾
機械翻訳㍊:…募云

全容 全容
拡充法 拡充法

‡56 コ ン ピ ュ ー タ

道具
望遠鏡
顕微鏡
自然科学
解像力
精神

諸科学
哲学 哲学
心理学 竃鯉 学
社会学 糧嚢学

専門分野
AI 査.:.1

人工知能 λ歪知能
研究成果
本書
科学 科学
科学知識 科学知識

分析 分析
ア プ ロ ー チ ア プ ロ ー チ

馴染み
図式
実証主義
論理実証主義
パ ラ ダ イ ム

枠組

‡57 京都賞受賞 京都賞受賞
チ ョム スキ ー 教 授 チ ョ ム ス キー教 授

論文 論文
文法理論 文法理論
研究 研究
人間 人間

こ ころ
認 知科学 認知繰学

・ピ 芯:iぢ

認 知科i攣

学際領域 学際領域
研究者 研究者

言語学 言 語 学
ア ブ。ロー チ

言i語学
ア プ ロ ー チ

‡58 マ リノ フ ス キ ー マ リ ノ フ ス キ ー

ソ シ ュ ー ル ソ シ ュ ー ル

先哲 先哲
学説 学説
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意味 意:味 i意;味

英語 英語
語意変化 語意変化
隠喩 隠喩
換喩 換喩
主要因

意味変化
作 品 引用意
:味変i化 意i味 変 イ:ε

理論 理論
言語研究 言語研究
共時的 共時的
通時的 通時的

オ59 論文集
レ ス ニ ェ ウ ス キ ー .:レ:ス 、:〔.ロφ:.ウ::ス:串:〔: ::肪::詫:汽.:エ.・ ウ 嶽::串 〔

論理学 論理学
存 在 論
レ ス ニ ェ ウ スキ ー存 在 論

遊違論 i存i在 論

,壱,:哀ii亘i;云iiラ'i哀ii湊i繍確 論

研究 研究

‡60 三菱商事
社 内 テ キ ス ト
ユ ー ザ ー ユ ー ザ ー

ES
:E;.S ;E:s::

エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム

中級入門 中級入門

崖61 人工知能 人・工知能 i人並 知:能

応用 応用
全分野 全分野
歴史的 歴史的
業績 業績
ハ ン ドブ ッ ク

性格上
見 通 し
普遍的

'

記述

オ64 人間 人間
社会 社会

科学 科i学 科・学
生き方 生 き方

価値観 価値観

‡65

非標準論理
本書
非標準論理 霧標準i論理

人工知能 人工知:能 i疾こE知:能

Artificial Artificia1

Intelligence IntelligenCe

応用 応用
初 等 用 テ キ ス ト 初 等用 テキス ト
参考書 参考書
研究者 研究者
専門的素養 専門的素養
計算機科学 計算機科学
主要分野 主要分野
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≠67 著者
会 話 デー タ等

談話 談i話 談i話i
社会
教育言語学
観点
混沌
表層下
規則性 規則性
英語教育関係者必読 英語教育関係者必読

≠68 TRONプ ロ ジ ェ ク ト 茱Ri:o::Ni'苦 口":ジ:苦:タi'i'E'
'Ti
:R:Oi・Niプ ロ .ジ:エ ク:ト

技術論文集 技術論文集

870 ヒ ア リ ン グ :ヒ;:i字: .:り:i:ン・:ダ iピ:・学::iり:iび::グ

科学的 科学的
指導法 指導繧 指導法
学習法 学i習法 学習注

著者
実践例
著名
文献

‡71 コ ン ピ ュ ー タ

双方向 双i方向

情報技術 博譲渡i術
情報処理機能
ネ ッ ト ワ ー ク 化

授業
伝統的
教 師→ 学習者 伝達 モ デ ル 教師 →学 習者伝達モデル

授 業 モデ ル 授 業i苦労iル 授i業遷'鋤 じ
パ ラ ダ イ ム

理論的
本書

コ ン ピ ュ ー タ 教 育 コ・iシ::ピ云三 夕i教i育
'ロi
.ン'.iピi云三 ダi教 育

学 習環境 モデル 学 習 環 境'i吾'鋤 じ 学 習 環 境iモiデ・)じ

基礎的理論 基礎的理論

≠72 知的
≡ 言笠田 ロロ 言語
限界 :限:界

事象
変型
典型
言葉

‡73 認知科学 認:知科 学 認知科学
全容 全容
体系的 体系的
一 冊 一 冊

‡74

翻訳 騒 原 文翻
i訳

当代
名翻訳家

崖75 本書 本書
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認知心理学 認i知心、理学 認ii酷じ瀕 学
理論 理論
情報 情報
研究 研究
代表的 代表的
研究法 研究法

‡76 屏風 屏風
座蒲団 座蒲団
近代合理主義 近代合理主義
ア ジア的停滞 ア ジア的停滞

ポ ス ト産業 時代 iポii文i::妄i:産業i時 代 i選:iスii・ボ:i産業}痔 代

文化 ※ ・化 文 イiヒ
パ ラ ダ イ ム パ ラ ダ イ ム

ユ ニ ー ク ユ ニ ー ク

比較文化論 琵較文悲論 琵i較 文 イ:ビ論

‡77 本書
材料 材料 材i料
情報 情i報 情報
産業科学 産:業科i学 麓i業科学

研究 研究
見地 見地

‡78 文脈 ※i脈_
コ ン テ ク ス ト

的理解
形式的
構造的分析

解釈学 解:釈学 解釈学
方法論的拡大 方法論的拡大

単80 人工知能 i入遊 知能 だ 韮知i能
研究
世界
マ サ チ ュ ー セ ッ ツ工 科 大 学

会議
ウ ィ ン ス トン

ト ッ プ ク ラ ス

研究者達
本書
論文 論文
現状把握
21世 紀

‡81 本書
表面的 表面的
単語本来 単語本来
コ ア ・ イ メ ー ジ コ ア ・ イ メ ー ジ

基本動詞 基本動:詞 墓i秦働 詞
使 い切 る 使 い切 る
必読書 必読書

オ82 オ ブ ジ ェ ク ト志 向 ・オ・烹 ジ 云 ク'・詩 旨向 然 諾 ■ 苦 夕・i・ト詣i向
プ ロ グ ラ ミン グ プ ロ グ ラ ミング

考え方
Smalltalk

C言 語
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Lisp

プ ログ ラ ミン グ言 語

応用 応用

本書
思考 思考
表現 表現
技法 技法
基本概念 基本概念

‡84 本書
知識 知識
成立ち 成立ち

構文規則 構i文規…則 瀧 蹴 …則
言 言五
目 ロロ

独立

萱 ・謡亡口'ロ口

強i立

:昔.≡
・tごオ・口口・

独:立
モ デ ル モ デ ル

オ85 認知科学 認知科学 認;難科学
ホ ッ ト ホ ッ ト

脳 脳
並列分散処理

脳
並列分散処理

原理 原理

‡86 辞書編纂 辞書編纂

著者 著者
語彙論
現代中国語

語彙論
現代車国語読本

語彙論現焉#国 語
読本

‡89 本講座
KE KE

ナ レ ッ ジ エ ン ジ ニ ア ナ レ ッ ジ エ ン ジ ニ ア

エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム エ キ ス パ ー トシ ス テ ム

開発 開発
:Aiiil'・

基本知識 基本知識

知識 知識

技法 技法
プ ロ グ ラ ミン グ手 法 プ ロ グ ラ ミング手法

全6巻 全6巻
テ キ ス ト テ キ ス ト

≠90

翻訳

本書
翻訳 翻:訳

ラ イ テ ィ ング ライ テ ィ ン グ

パ ソ コ ン
'パ:ソ:

.津":シ

ツ ー ル ツ ー ル

考え方 考え方
ノ ウ ハ ウ ノ ウ ハ ウ

‡91 構文解析 構文解・税
技術
言語表現
コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス

普遍的
基本技術
適用範囲
コ ン パ イ ラ

混合入力
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構 造 エ デ ィタ

自然言語 自:然言 語 イ ンタ フ ェー ス

自然言語理解 自ii法言i語漣i解 シ ス テ ム
本書

プ ロ グ ラ ミ ング 言 語 フ泣 ・涜 葺…'…ミ…'…シ……グ…言 語

自然言語 自i然言語 i自然 言語

構文解析 i構:粟解i椋 ア ル ゴ リズ ム i構i支解i祈 アル ゴ リズ ム

原理 原理
シ ステ ム プ ロ グ ラ ム :iシ:嵐i涜i訟i:寮:i亘:iダ::iヲi:ムi

自然言語処理 i自i然言語 処理

勉強
入門部分

‡92 価i値観 価i値観
相対比
確信
現代
真摯
探究者

‡93 意味 意味 意・味
本書
構成 構成
伝達 伝達
喚起 喚起
創造 創造

心
言葉心 言葉

心

文脈 文脈

‖95 本書 本書
知識工学 知識韮i学入門者 知識工:学入門者

方面 方面
IKBS :.liiiKii:日ii:Sii i:工iKi.iBi:iSi:

ア プ ロ ー チ ア プ ロ ー チ

エ キ ス パ ー ト ・ シ ス テ ム :工.iギ':ス:パ ふ:事.:◇: .:ジ:ス ・:π:.ム iエ:拒::ス:ぷ:÷:.蚤 ∴s.:シ ・ス::デ:ム:

概説 概説
開発過程 開発過程
Prolog Prolog

知識表現 知識表現

言語理解 言語理解
意味論 意・味論 意味論
自然言語理解 自;然濤語理解 自然言i語理解

平易 平易
情報処理 情報処理
計算機科学 計算機科学
学科生 学科生
人工知能関連 人工知能関連
技術者 技術者
入門書 入門書

≠96 本書
コ ン ピ ュ ー タ コ ン ピ ュ ー タ

歴史 歴史
基盤 基盤
応用分野 応用分野

人工知能 人'玉知 能 澱;三E知 能

平易 平易
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≠97 日英
・1ヨ英

i日i英

其 日 英:自i双方 向機械:翻訳 英自双方向機械翻訳
機械翻訳

理論
プ ロ グ ラ ム

BASIC

Lisp

≠98 純粋 純粋
文法的 文法的

意味 意味 意:味

表現 表i現 表i現
日本語 日本語

母語 母語
学習者 学習者

≠99 本書
大学 大学
全学共通 全学共通

情報処理 教養課程学生向き情:報処理 教育課程学生向き情報処理
教 育用 テキ ス ト 教育用 テキス ト

情報化社会 情報化社会
コ ン ピ ュ ー タ 利 用 コ ン ピ ュ ー タ 利 用

情報処理 情報処理 情、報処i理

見識 見識
コ ン ピ ュ ー タ コ ン ピ ュ ー タ

原理 原理
情報 情報
管理 管理
利用形態 利用形態
システム基本構 成 情 報 システム基本構成
ユ ニ ー もク ユ ニ ー ク

視野 視野
コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ ー

‡100 子 ども 子 どもi
教室
思考過程

授業 授業実践 授業実践
素材
教育学者

授業
認知科学

授業
認知科・学

授i素
語:知科i学

≠101 機械翻訳 i機械翻i訳 機繊麗訳
機械翻訳 機械 翻:訳研究 機 械翻:訳研究

国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 国 際 シ ン ポ ジウム

研究発表 研究発表
第 一線
研究者
技術者
モ ノ グ ラ フ

オ103 英語年鑑 英語年鑑 英i語年 鑑

英語学
英米文学

英語 学
英米i文'学界

英 語 学
・英 米文・学界

各界 各界
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一
回顧 回顧 i喧顧

展望 展ii望 展i望i

日誌 英 学 自:誌 英学:日誌

英語教官 全 国 大 学 ・短 大 ・高 専 全 国大 学 ・短大 ・高専
英語:教官 構成 、 英語教官構成

研究団体 研究団体 研究団・体

研究業績
人名録

個人研究業績
:人名 録

個 人研 究業績
i天.客i録

研究業績項目別索引
七部

≠107 本書
イ ン ス トー ル イ ン ス トー ル

プ ロ グ ラ ム プ ロ グ ラ ム

ス タ ン ドア ロ ー ン ス タ ン ドア ロー ン

TurboProlog Tu.壬:h:o: iT.:ロ:.:r:':bi:o.

:P蛤:・o-1:"o:9: .翌:・:数・::o∵ 浪 ・:◇:・9

≠108 脳科学 脳科学 脳科学
認知科学 認i知科学 認知科:学

対話
人工知能 天工知能

研究者
共通 共通
一般読 者

対談

≠109 認知科学会 認知科学会
メ ッセ ー ジ

認知科学会 認知科学邊会員 認i短科i学套会員
論文集 論文集
学会刊行物
重責
掲載
7編

活動内容
諸賢
必読

‡110 コ ン ピ ュ ー タ コ∵ン ピ ェ:.○ ダ: コ.ン::ピ::ユ ひ:タ:

日常 日常
号 ≧五
=コ ロロ

室 …i主・口'口cT
:音'……五
・口 口ロ

自然言語処理
・自:然言語 処 理

研究
コ ン ピュ ー タ 関 連

言 ≧五
目 口口 自然言語

奥深
魅力的

機 械翻訳 システ ム 離 翻灘 ス撚 機 械 翻 訳.シ.スiテム
応用 応用
研究成果 研究成果
重 要 テ ー マ 重 要 テ ー マ

≠111 本書
現代 現代

学習理論 学習理論 学i習理論
歴史的文脈 歴史的文脈
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下巻
理性主義
認知 一体制 化

考え方
ゲ シ ュ タ ル ト派 iゲi:シi:淳i、iタ:i兄嫁i:妄:派

トー ル マ ン i:峯.:r〔:w叉.:ン

情報処理理論 情i報処:理理 論 情i報処理理論
理論
神経科学
教育
応用

‡112 列強
タ イ ム ・マ ー チ ャ ン ト .タ::イ:・ 真:=ら':.マ:〔r: .チ::㊤:'之:・'E: iタ:.イ:払::,:・ マ そ≒::チ:,+:ミ4・:ト:

日米欧 日米欧
情 報 ・通信 企業 情 報iil.i逓信i蓋漂 情i報:・;i・通 信 企 業

8113 洞窟画
ビデ オ

情報 情i報 情i報
歴史 歴:史

‡114 ス ー パ ー プ ロ ダ ク ツ ズ

日立 日塁.
ソ ニ ー ソ 二 ・'÷≒'

IBM ;1.8赫
富士通 富ヨ漣
NEC :N i珪i:c

東芝 東芝.
リ コ ー :・9i;ゴ:≒≒

着想
開発秘話 開発秘話
苦労 苦労
エ ン ジ ニ ア エ ン ジ ニ ア

摩115 右 脳 一左 脳 ㊨ 脳:・㍉左 脳 治 、脳ii三遠 脳

非対称 非対称
文化 i文i化 灘iヒ
記号 言己号 記 号…_
二 値 シ ン ボ ル シ ス テ ム 玉 植 ・シ・ン ボ ルiシ'澱 デ ム・

人間 人間
言語行為 言語行:為 言、語行 為
意識 意識 意識

深層 深層
感覚思考 感覚思考 感覚思考

諸科学領域 諸科学領域
自由 自由
異色作品 異色作品

‡117 隠喩 隠喩
換喩 換喩
提喩 提喩
文彩 文i彩
認識 認識 認:識

人間
境界
無人境
ヴ ィ トゲ ン シ ュ タ イ ン
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レ ト リ ッ ク i:レ:::ト:;::91::1ソ::iグ:

限界 限界

‡118 本書
人工知能 ・塞:頴 ‡能 , 沢i主知i能_
エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム :工:邉::ス:.城 亘.:iド';ジi哀:i室 返,

考え方 考え方
用語 用語

岸119

知
機 械
:知 魏…撃
人間 人間

人工知能 穴主知・能 沢…主知i能
認知科学 認知科i学 認知 科:学

吟味 吟味
乖離 乖離
ア プ ロ ー チ ア プ ロ ー チ

≠120 エ キ ス パ ー ト

機械翻訳 機械翻訳
知 能 ロ ボ ッ ト 知 能'ロ'ボ.ジ 涜

科学者
遊技的空間
知 知
増幅
ビ ジネ ス

舞台
AI

'Ai:i'li'

言 三五
口 口ロ

ゆ らぎ ゆ らぎ
あ い ま い さ あ い ま い さ

感知
無謬装置
気鋭
著者 著者
現代思想 現代思想
錘鉛 錘鉛
意欲作 意欲作

オ121 ラ ガ ナ一 家 ラガ ナ ー 一家
ニ ッポ ン 日記 ニ ッ ポ ン 日記

著者 著者
大学生 大学生
ア ン ケ ー ト ア ン ケ ー ト

現代i日薫語文法 謝 苦嶽黍謹 文法 現・鶴i日i蓉擁 文法
国語教育 :国語 教:育 i国語教育

愛惜 愛惜
感動的 感動的

・日i汰語i論 本 格 自ii蒸語論 本格:圏i零語論

オ122 大学
企業等
日々生

情報
研究成果情報

情:報
的確
独創的
研究
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手 続 き
本書
見 通 し 見通 し

分野内 分野内

情 報 ネ ッ トワ ー ク

横 断 的.情 報
羅..,謬 、i,ワ三iグ ・

横 断 的

情i報i涼 、;.ヅ.顯i、ぶ,菱i

コ ン ピ ュ ー タ ・ オ ン ラ イ ン コ ン ピ ュ ー タ ・オ ン ラ イ ン

社会 社会
知識
知恵
創造的
再編成
一 書

‡123 初心者
機械翻訳 機:械翻訳薫 :機械 翻:訳

応用
歴史 歴史
編者 編者

CRI-Prolog C:Ri∴1'P・ 蘂 ◎ ・・‡:o.9
・宅 ・R・1:::一::・P'm㍉ り:1・:og

機械翻 訳 システ ム 機・械 翻 訳;ジ・ス;勢iム 機 械 観:訳iシi文房 ム

日本語 日本 語

英語 英語
作 り方 作 り方

≠124 著者 著者
本書 本書

認知科学 認知科学 認知科i学

研究 研究
実験心理学 実験心理学
論理学 論理学
言語学 言語学
人工知能 人工知能
哲学 哲学
ア イ デ ア ア イ デ ア

計算理論
決定的
メ タ フ ァ ー

科学 科学
興味 興味
読者 読者
念頭 念頭

‡125 人間 人間
知的活動

記憶
学習記憶

記憶
問題解決
言葉
文字
動作
情報
推論
コ ン ピ ュ ー タ

メ カ ニ ズ ム メ カ ニ ズ ム

認知科学
本 書認
知科 学 的 ア プ ロー チ 認 知科 学 的アプローチ
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斯界 斯界
第 一線 第一 線
研究者 研究者
ユ ニ ー ク ユ ニ ー ク

成書 成書

≠126 本書
AI AI

コ ン ピ ュ ー タ 言 語 コ ン ピ ュ ー タ言 語

LISP

自然言語処理 寝;無言・語i処理 i自i然言:語 処 理

関数
少数

‡127 GNU

Emacs :iE:m::a::.c.:":s: iE:m::a::c::::s:

先進的
ドキ ュ メ ン ト機 能

カ スタム化機 能

拡張性
実 時間 画面 エデ ィタ 実 時 間:画 面iエ.iヂ;.淫i,夕

マ ニ ュ ア ル

カ ス タ ム化 カ ス タ ム化

記載 1

対象読者
プ ロ グ ラマ

本 来 リ フ ァ レ ン ス マ ニ ュ ア ル

入門書

羊128 本 書 ..
コ ン ピ ュ ー タ iコ:::ン ・::ピ:.:塔π.:タ

先端的利用法 先端的利用法
情報化社会 情報化社会
主体的 主体的
教養 教養

‡129 物語 物語 物i語
構造分析 構造分泌序説 構造舞祈序説

バ ル ト

フ ラ ン ス

ナ ラ ト ロ ジ ー :i慧 ワ.:.ト':'β:ジ:≡

物語記号論 物語記号論
リー ダ ー

先端領域
本書
論考 論考

構造分析 構造分析 構造分i祈
使徒行伝 使徒行伝
10-11章 10-11章

行為 行為
連鎖 連鎖
エ ド ガ ー ・ ボ ー エ ド ガ ー ・ ボ ー

一短 編 一 短編

分析 分析
三編
邦訳

物語 物:語学 物語学
エ ッ セ ー
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新鮮

物語
分析視角物
:語研究 物議研究
有益

オ130 本書
プ ロ グ ラ ム
コ ン ピュ ー タ科 学

手技
学生
研究課題 一

討論材料
人工知能 沢主知i能

入門教程

‡131 ニセ学 生
:亘.済i学 、盤 i三i毫:禁裏

実用書 実用書
学籍
大学
入 室 チ ェ ック

i講義

盗聴
物好き
冒険
快楽
悪徳

‡134 人工知能
知識処理
ソ フ ト ウ ェ ア

記号処理 記是拠,理 言己i号処i理

プ ロ グ ラ ム技 法 プ:.ロ:・グiラi.返 技 法 プi亘 ・:㌘1:ラ漬 技 法

系統的

例題
プ ロ ダ ク シ ョ ン シ ス テ ム

自然言語
:自i然言語

i自i然言i語

構文解析 構文解析

自動証明
定 理
・自・動証i明

定理
;自i勤評i萌

人工 知能 システ ム 人工知 能 システム
フ。ロ グ ラ ム プ ロ グ ラ ム

手順 手順
LISP ・工;.;il・・:遠::i套.

PROLOG P;:R:Q∴L.o:.G:

≠136 人工知能 太 正 知:能 ・
・人i工知 能

研究所
理論
概念

8142 神経心理学総論
体系化
フ ロ イ ト

科学的心理学草稿 科学的心理学草稿
フ リー ス

本書
草稿 草稿
研究 研究
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名 高 い プ リブ ラム 名高 い プ リブラム
ス タ ン フ ォー ド大 学 教 授 ス タ ン フ ォー ド大学 教 授

ギ ル ギ ル

イ リノ イ大学教授 イ リノイ大学教授

現代 現代
制御理論 制御理論
シ ス テ ム理 論 シ ス テ ム理 論

情報理論 情報理論

知見 知見
フ ロイ ト理 論 iグii琶i・猪i.ii∬:理論

再評価 再評価

崖144 知 知 錨
生命 注i爺 注冷
想像力 想・像鋤 想i像力
時空 時空 時空

淵源 淵源
研究 研究
ニ ー チ ェ没 後 ニ ー チ ェ没 後

西欧形而上学 西 欧形 而ミE:学 西i欧形i礁E学
凋残 凋残
呪誼 呪誼
鈍刀 鈍刀
著述 著述
超領野的思繹 超領野的思繹
晴朗 畷朗

‡145 人間
意志決定 意思決i定
コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

'ロ
:':ン':ピ:.諦:アr汐:.シ ・.ス..■.ム

‡147 情報 :情報 情i報
氾濫
人 々
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

形式的
意味 意i味 意i味
文脈 翼脈 菜瀧

観点

オ152 統 計 デ ー タ ベ ー ス 統 計 ● ≡:ダ ・≧r:ス: 統:i汁:デ ≡iタ=:〔≡ ス:

本書
理論 理論
応用 応用
国土庁 国土庁

≠153 ソ フ ト ウ ェ ア

開発
維持量
デ ー タ量
応答
緊急性
完全性
情報化社会
山積み
伝統的情報処理技術

AI :A'i'1:

ソ フ トウ ェ ア技 術
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第5世 代 コ ン ピ ュ ー タ 第i:5:i世i代:ユ::ン ・,ピ、ユ 、=.簗: 第:i5.i世 代,コ:・シ ぱ ユ ー・タ:

人工知能 振主知i能 i天:玉知 能

概念
知能処理技術 知能処i理技術

本書
最先端研究者 最先端研究者
専門分野別 専門分野別
解説書 解説書

‡155 技術

人災
事故天i災 事故

i天i災

‡156 人工知能
AI

'兀'"li:

反省期
AI :Ai'i:li究 追 国

ア メ リ カ

日本
本書
冷静な 冷静な

AI手 法
月.
・査・ii匡、筆 法

目
i樹i拳i法

有効性 有効性
イ ン プ リ メ ン ト イ ン プ リメ ン ト

≠157 本書
自然言語処理

・自:然言:語処i理 "自i然言 語処理

入門書 入門書
構文解析 構文解,析 構、文解i祈

解 析 ア ル ゴ リズ ム 解 析 ア ル ゴ リズム

計算言語学理論 計算言語学理論
基 本 的 ア イ デ ィア 基 本 的 ア イデ ィア

最小限 最小限
要点 要点

‡158 こ とば i宅i:iど:ば

言 言五 ≒詮:錘 :量.i法
口 回ロ

文化
:《耳:口 口方.

:文:化
口 口Fヲ・

文i化

相関関係 相関関係
意味論
言語人類学

意味論
言・語人類学

意i味論
言語 人類 学

ア プ ロ ー チ

≠159 比喩 遮喩 蟻:曜
認知 認知 認知

メ カ ニ ズ ム メ カ ニ ズム

比喩 本格的比喩研究 本格的琵喩研究

‡160 有史以前
人類
思考形態
コ ン ピ ュ ー タ

知的冒険
冒険

自然言語 自然言語
補佐

形式言語 形式言語
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論理学 論i理学
数学 数:学

知識
創造
考え方

発想 発 ・想 i発i想

テ ー マ

本書
専門家
知的好奇心
読者

‡161 本書
自然言語理解 自然 言i語理i解 i自、然言語 理解

研究 研究
入門書 入門書

自然言語理解 自然言語 理 解 システ ム .自i然言 語理解 システム

技術者 技術者
研究者 研究者
専門書 専門書
知識 知識

≠163 チ ェ ス

人間 人間
コ ン ピ ュ ー タ :ロ ・'ン:ピ ..エ:.〔r.iダ:.

・コ:'ン ∴ピ 謀 一 ・タ:

自動翻訳
電話番号案内
作曲
文学

脳 脳 脳

≠164 AI
エ キ ス パ ー トシ ス テ ム 手 遠:ズ ・ze-・ ド.シ:.ス::涜:ム' ・エ:串::ス:～:章 六 ..ト.シ ズ}プ:ム

意思決定
応 用 シ ス テ ム
ビ ジネ ス

領域
応用
経営意思決定
有用
ツ ー ル

本書
専門家 専門家
企業 企業
マ ネ ジ ャ ー マ ネ ジ ャ ー

意思決定 意思決定
企業 企業
DSS開 発 DSS開 発

#167 言 言吾学 言語学 言i語学
応用 応用
子供
言語発達

.i2;…言説 舗

遡 訳理 論

・2i言語併:用

翻i訳 理論
息動翻訳 自:動翻i訳

探究
国語 国語
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外国語 外国語
教育 教育

‡171 統一科学運動 統一科学運動

記号学
熱気記■学 熱気記

i号学

名著 名著
基本理論
簡潔

≠172 言葉
文字
生成的記号論

※字
盤i成蛸記号i論 生i歳的i記号論

≠174 秩序
無秩序

秩i幕
無i序秩

秩序
無序秩

乱数系
創造
認知科学 認知科学

数学 数学
経済学 経済学
人類学 人類学

風俗現象 風俗現象
ゆ らぎ ゆ:iら.iぎ :ゆ::ら:ぎ

パ ラ ダ イ ム ・マ ッ プ パ ラ ダ イ ム ・マ ッ プ

‡175 脳 脳 脳
情報 情報

意識 意識 意:識
モ ジ ュ ー ル

複合
人間

行動 行i勤
組織
実 験 デ ー タ 実 験 デ ータ

平易 平易
認知科学 認知科学

≠179 ジ ル ・ フ オ コ ニ エ :こ"'iラi:卦i::享::=工:

メ ン タ ル ・ ス ペ ー ス メi:・シ: タ::抵1::::ス:ぺ ≒÷i:次理 論 iメ:i:ンi:タ::ル::そ:・iスi彗i≡iス理 論

意 味論冊
語 用論田
ダ イ ナ ミ ッ ク ダ イ ナ ミ ッ ク

言語理解理論 言語理解理論
言 ㌢五
目 口口

外部
世界
モ デ ル

表現 表現
メ ン タ ル ・ス ペ ー ス

自身
文法的知識
言 語外 的一般知 識
相互作用
認 知 イ ンタ ー フ ェ イ ス

自然言語 自然言語
一意 的

規定
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一 般原則

比較的単純
本書
理論
生成過程 生成過程
統語 統語
意味 意味
構造的 構造的
仮定 仮定

意味研究 意i味研究 意i味研i究

≠180 記号分析
精神分析
冒.険的

ク リ ス テ ヴ ァ ・ク・:ワ:;ズ;i亮i・寮ii籔

人間
深奥
恐怖
精神
文化
根源
本書
全体像 全体像

‡181 本号
1985-86 1985-86

統語論 統i語論 統i語論
意味論 意i味論 意…味論
語用論 語用論 語:用i論

談話分析 談話分i析 談i諸分・祈

言語習得 言i語i習i得 言i語習得
社会言語学 経套言語i学 社i套言:語学

神経言語学
:神:経言 語学 神i繕言謹 妻

海外 海外 海外
研究動向 研究動向
調査報告 調査報告

‖182 本書
エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム :工i:遠::ス:.z㌔r.恒 シ:ス:■ 返.

研究 研究
開発成果 開発成果
シ ェ ル シ ェ ル

医療 診断 システム 医療診 断 システム

論拠付け 論拠付け
推論 推論
マ ン ー マ シ ン ・ イ ン タ ー フ ェ マ ン ー マ シ ン ・ イ ン タ ー フ ェ

一 ス 一 ス

知識 知識
応用 応用
人 々 人 々

‡183 既成心理学
か らだ .が.ら'iだ がiらi慾

認知科学 曇…鋳科…学 認知科i学
パ ラ ダ イ ム パ ラ ダ イ ム

オ184 イ ギ リス 人 ・イi:ボi・ り:i・ス ・:火 iイ:iギ:.りi:iズ:衷
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意識構造 意i識構i造 意i識構:造
一 端 一 端

異色 異色
国民性論 国民乖生論 i国:民性論

英語 英語
dog

内包的
含蓄的意味
エ ン プ ソ ン

論文
英語
犬 犬
動物
食物
言 三五
1=コ 回目

材 こ己
刀く'じ 、

別挟
エ ド マ ン ド ・ リ ー チ

'工:ド
:マ::ン.::ゼ:,..:り.:一 チ

人類学論文
挺子

人間 大間 i入澗

存在様式
深層構造
照射
浮 き彫 り

イ ギ リ ス 最 先 進 近 代 国 家 イiギiりi'iス

野性の思考 野:挫 野性
思考 恵i考

≠188 take

get

基本動詞 :基本動i詞

多岐
関連性

, 俄然

本書 本書
コ ア :iコ':iア コ:坊i

プ ロ トタ イ プ

概念 概念
理論 理論
検証
研究者

‡190 フ レ ー ゲ

ラ ッ セ ル

現代 現代
言語哲学 言 語哲 学 ・ 言語哲学

エ ッ セ ン ス エ ッ セ ン ス

‡191 本書
モデ ル理 論 遼、蔚 瀕 論 モ灘ル理論

真理条件的意味論 真理条・件的意疎論 真理条件的意味論
考え方 考え方
代初期 代初期

リ チ ャ ー ド ・ モ ン タ ギ ュ ー

論 文
・iり涜 滝:・≡≒'・搬:遷 ジ 汐:ボ ・ユ ・三 懸 軍r鷲 巡 一

意味論 意味論 意味論
体系 体系
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‡195 本書
情報 積i報_ 情報
シ ス テ ム iシ::詫i:iデ:去'

第1分 冊
本来性

経 済 ネ ッ ト ワ ー ク

企業
情報 情 報iジ;:え涜 ぶi
シ ス テ ム

実用化
論考
混迷

≠196 領域
加速度的

情報 情:報

世界
洪水
カ オ ス化

ノ イ ズ化

社会
地形変化
海図

知 知 知
不断
領域
越境
干渉 ← ・

複合

‡197 AI用 言語
言 言五
ロ ロロ

Lisp :£:・'i∴s:P:

実用面
基礎知識
種 々
プ ロ グ ラ ミン グ例

本書
基礎編 基礎編
応用編 応用編

8198 わ ざ お"ぎ お ・;ぎ

世界 世界
伝統芸能 伝統芸能 伝繊 姜;能

伝承 伝承
認知過程 認知過程

≠199

足立愛子
新入保母
足立愛子
衝撃的

福祉観 福祉観
根底

オ200 オ フ ィ ス

学校
家庭
日常 的
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マ シ ン

人間工学

マシジ
残髄 道学

マ シ ン

籔 間正学
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